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はじめにはじめにはじめにはじめに

この Oracle8i Net8管理者ガイドは、Net8製品とそれに関連するアプリケーションの理解と使
用に必要な情報を提供します。

内容は次のとおりです。

■ 対象読者

■ このマニュアルの構成

■ 関連マニュアル

■ このマニュアルで使用する表記規則

注意注意注意注意 : このガイドには、Oracle8iと Oracle8i Enterprise Edition製品の機能
と特徴について説明した情報が記載されています。Oracle8i と Oracle8i 
Enterprise Editionは、同じ基本機能を備えています。ただし、いくつかの
拡張機能は Enterprise Editionのみで利用できます。たとえば、Oracle 
Connection Managerを使用するには、Enterprise Editionが必要です。
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このガイドの情報は、Oracle8i データベースなどのサービスへの接続やネットワーク構成を
行う、ネットワークまたはデータベース管理者（DBA）を対象としています。さらに、Net8
の機能を理解したい人も対象としています。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルには、11の章と 3つの付録があります。

第第第第 I部部部部 : Net8 の概要と概念の概要と概念の概要と概念の概要と概念

第 1章の「Net8の概要」 Net8リリース 8.1製品を紹介します。

第 2章の「アーキテクチャと概念」 Net8アーキテクチャ、マルチスレッド・サーバーまたは専用サーバー環境にお
ける Net8の対話、Oracle Names、Oracle Connection Manager、および接続プーリ
ングについて説明します。

第第第第 II部部部部 : Net8 の設定と構成の設定と構成の設定と構成の設定と構成

第 3章の「ネットワークのプラン
ニング」

Net8を使用してネットワークを計画する際の考慮事項について説明します。さ
らに、Net8製品の関係と、将来のネットワーク管理をさらにうまく行うための
オプションについて説明します。

第 4章の「リリース 8.1のインス
トレーションと Net8関連製品につ
いて」

リリース 8.1の構成ファイルと、インストールされる Net8製品とアプリケー
ションについて説明します。

第 5章の「アップグレードまたは
移行の検討」

Net8リリース 8.0から Net8リリース 8.1へのアップグレードについて、および
SQL*Netバージョン 2から Net8リリース 8.1への移行について説明します。

第 6章の「ネーミング・メソッド
とリスナーの構成」

Net8の多様な方法を使用してネットワークを構成する方法を説明します。

第 7章の「Net8のオプション機
能」

Net8の高度な機能およびオプション機能を構成する方法を説明します。Oracle 
Connection Managerの機能、接続プーリング、クライアント負荷のバランス、
connect-time failover、異種間サービス、外部プロシージャ、および Oracle Rdb
データベースなどについて説明します。

第 8章の「接続の確立とネット
ワークのテスト」

Net8コンポーネントの起動方法、接続の確立方法、および接続のテスト方法を
説明します。

第 9章の「マルチスレッド・サー
バーの構成」

マルチスレッド・サーバー・アーキテクチャのコンポーネントを調整する方法
を説明します。

第 10章の「プログラマのための
Net8拡張機能」

プログラマのための Net8の拡張機能について説明します。この中には、Net8 
OPEN、UNIX、シグナル処理、bequeathアダプタの復習が含まれています。

第 11章の「Net8のトラブル
シューティング」

Net8をトラブルシューティングする手順について説明します。この中には、ト
レースとロギングに関する情報が含まれています。



関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル関連マニュアル
■ 『Oracle8i概要』

■ 『Oracle8iリファレンス・マニュアル』

■ 『Oracle8i分散システム』

■ 『Oracle8iチューニング』

■ 『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』

■ 『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』

第第第第 III部部部部 : リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

付録 A の「リスナー、Oracle 
Names Serverおよび Oracle 
Connection Managerの制御ユー
ティリティ」

Net8制御ユーティリティ、すなわちリスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）、
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）および Connection Manager制
御ユーティリティ（CMCTL）のすべてのコマンドについて説明します。

付録 Bの「構成ファイルのサンプ
ル」

プロファイル（SQLNET.ORA）、ローカル名（TNSNAMES.ORA）、リスナー
（LISTENER.ORA）、Oracle Names Server（NAMES.ORA）、Oracle Connection 
Manager（CMAN.ORA）のそれぞれのサンプル構成ファイルを示します。

付録 Cの「構成パラメータ」 プロファイル、ローカル名、リスナー、Oracle Names Server、Oracle Connection 
Managerおよびプロトコルの構成パラメータを一覧で示し、それらについて説明
します。
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このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則
このガイドでは次の表記規則を使用しています。

表記規則表記規則表記規則表記規則 例例例例 意味意味意味意味

大文字 LISTENER.ORA SQLコマンド、キーワード、ファイル名お
よび初期化パラメータを示す。

UNIX ではほとんどの Oracleファイル名は
小文字です。

ゴシック体の小文字 $ORACLE_HOME/network/admin

startup;

ディレクトリおよびコマンドを示す。

UNIX のディレクトリとコマンドはほとん
ど小文字です。

イタリック体 次のような変数を示す

filename

指定する必要のある値を示す。たとえば、
コマンドが filenameの入力を要求する場合、
実際のファイル名を入力する必要がありま
す。

[ ] change_password  [listener name] オプション項目を囲む。

< > names.default_domain = <valid domain name> 山カッコは、ユーザーが指定する名前を囲
む。

「スタート」ボタン ->
を選択

「スタート」ボタン ->「プログラム」->
「Oracle-HOME_NAME」->「Oracle Enterprise 
Management」->「Enterprise Manager Console」
を選択する

Windowsでのプログラムの起動方法を示す。

ディレクトリの前のス
ラッシュ（/）

/network UNIX におけるサブディレクトリを示す。

ディレクトリの前の円
記号（¥）

¥network Windowsにおけるサブディレクトリを示す。

UNIX では $ORACLE_
HOME、Windowsでは
ORACLE_HOME

$ORACLE_HOME¥networkディレクトリに移
動する

この Optimal Flexible Architecture（OFA）互
換のリリースでは、すべてのサブディレク
トリを最高位の ORACLE_HOMEディレクト
リ以下に配置する必要はない。複数の
Oracleホーム・ディレクトリを含めた、
ORACLE_BASEディレクトリを設定できる。
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記号 ピリオド  .

カンマ  ,

ハイフン  -

セミコロン  ;

コロン  :

等号  =

円記号  ¥

引用符  '

二重引用符  "

小カッコ  ()

大カッコおよび縦線以外の記号は、コマン
ドでは記載されているとおりに入力する必
要があります。

表記規則表記規則表記規則表記規則 例例例例 意味意味意味意味
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第第第第 I部部部部

 Net8 の概要と概念の概要と概念の概要と概念の概要と概念

第 I部では、Net8の概念と用語について紹介します。次の章があります。

■ 第 1章の「Net8の概要」

■ 第 2章の「アーキテクチャと概念」





Net8の
1

Net8 の概要の概要の概要の概要

この章では、Net8について紹介し、その主なアプリケーション、機能および機能性の概要を
示します。内容は次のとおりです。

■ Net8の概要

■ Oracleの接続性の概要

■ 構成の概要

■ 接続ルーティング機能
概要 1-1



Net8の概要
Net8 の概要の概要の概要の概要
Net8は Oracleのネットワーク製品ファミリの基礎となります。Net8を利用することで、
サービスやそのアプリケーションを異なるコンピュータに配置したり、ピア・アプリケー
ションとして通信させることができます。Net8の主要な機能は、ネットワーク・セッション
を確立し、クライアント・マシンとサーバー間、または 2つのサーバー間でデータを転送す
ることです。Net8はネットワークの各マシンに配置されます。ネットワーク・セッションが
確立されると、Net8はクライアントやサーバーへのデータの案内役として動作します。

図 1-1 は、クライアント /サーバー接続の様子を示しています。

図図図図 1-1  基本的なクライアント基本的なクライアント基本的なクライアント基本的なクライアント /サーバー接続サーバー接続サーバー接続サーバー接続

ネットワーク・セッションは、リスナーの支援を受けて確立されます。リスナーはサーバー
で実行される独立したプロセスで、このサーバーはクライアントの着信接続要求をリスニン
グし、サーバーへのトラフィックを管理します。

リスナーはクライアントの要求を受信し、これをサーバーに渡します。クライアント（また
はクライアントとして動作するサーバー）がサーバーとのネットワーク・セッションを要求
するたびに、リスナーが実際の要求を受信します。クライアントの情報がリスナーの情報と
一致すると、リスナーはサーバーへの接続を認めます。

同じサーバーに多数の接続が必要とされる環境では、Net8は Oracle Connection Managerと呼
ばれるルーティング・プロセスを提供します。このプロセスはクライアントまたはサーバー
以外のマシンで実行されます。Oracle Connection Managerの詳細は、1-6ページの「接続ルー
ティング機能」を参照してください。

クライアント�

クライアント�

クライアント�

Net8
ネット�
ワーク�

サーバー�
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Oracleの接続性の概要
Oracle の接続性の概要の接続性の概要の接続性の概要の接続性の概要
Net8を利用すると、Oracleデータベース、Oracle以外のデータベース、ゲートウェイ、外部
プロシージャ（PL/SQLコードから呼び出される関数）など、さまざまなサービスに接続で
きます。Oracle 環境において Oracleデータベースは最も一般的なサービスであり、この項で
はデータベース・サービスに注目します。

エンド・ユーザーがネットワークを経由してデータベース・サーバーに接続する場合、接続
文字列によってネット・サービス名からサービスが識別されます。たとえば、次のように指
定します。

sql> CONNECT username / password @net_service_name

ネット・サービス名は、ネットワーク上のサービスの検索に必要なネットワーク設定情報を
提供することにより、ネットワークを通してサービスにアクセスすることができます。ネッ
ト・サービス名は次のものに変換されます。

■ サービスへのネットワーク・ルート。プロトコル・アドレスによるリスナーの場所が含
まれます。

■ サービス名。通常はデータベース・サービスの識別に使用するグローバル・データベー
ス名で、データベース名とデータベース・ドメインで構成されます。

リスナーは、プロトコルを通してクライアントの接続を受け付けます。リスナーはクライア
ントの情報を、データベース・サービスから受信した情報および構成ファイル
LISTENER.ORAに保存された情報と比較します。情報が一致した場合は接続が許可されま
す。
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構成の概要
構成の概要構成の概要構成の概要構成の概要
構成は、サービスに割り当てるネット・サービス名とリスナー接続先アドレスのリストを作
成し、ネット・サービス名を変換するネーミング・メソッドを構成することで行います。
ネーミング・メソッドは、ネット・サービス名を変換する方法です。

Net8は複数のカテゴリのネーミング・メソッドをサポートしています。どこにサービス名を
格納する場合でも、Net8はネット・サービス名を簡単に構成できるツールを提供します。

■ 既存のネーム変換サービス

ネット・サービス名は、既存の IPアドレス変換メカニズムを通して格納されます。

■ クライアント構成ファイル

ネット・サービス名は、ネットワーク上の各クライアントとサーバーにあるローカル構
成ファイル（TNSNAMES.ORA）に格納できます。TNSNAMES.ORAは各クライアント
で構成できるので、特定のクライアントの必要性に応じて調整できます。

■ 外部ネーミング・サービス

使用中の環境でサードパーティ製のネーミング・サービスがすでに構成されている場
合、Net8は追加構成を避けて、構成済みのネーミング・サービスにネット・サービス名
を格納できます。

■ 集中化された格納

ネット・サービス名とサービス・アドレスは、1つのサービス・アドレスのディレクト
リに集中的に格納できます。この集中化した格納は、Oracle Namesと呼ばれる Oracle独
自のネーミング・サービスで、サービス・アドレスの集中的な格納を維持します。クラ
イアント・アプリケーションが単純な名前を使用してサーバーに接続を要求する場合、
Net8クライアントは Oracle Namesに接続して、サービスをネットワーク・アドレス記
述子に変換します。
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構成の概要
図 1-2 は、次の動作を示したものです。

1. データベースが Oracle Names Serverにサービスを登録します。

2. クライアントが Oracle Names Serverに接続してネットワーク・アドレスを取り出
し、ネットワーク上のサービスを検索します。

3. 続いて、クライアントが透過的にサービスに接続します。

図図図図 1-2  Oracle Names を使用したクライアントを使用したクライアントを使用したクライアントを使用したクライアント /サーバー接続サーバー接続サーバー接続サーバー接続

ネット・サービス名の格納場所の詳細は、3-3ページの「ネット・サービス名の変換」を参
照してください。

クライアント�

データベース�
Oracle

Names Server

23

1

Oracle
Names 
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接続ルーティング機能
1-6 Oracle8i Net8管理者ガイド

接続ルーティング機能接続ルーティング機能接続ルーティング機能接続ルーティング機能
Net8では、次のような環境で接続ルーティングを行います。

■ 多数のユーザーが単一プロトコルを通して単一のサーバーにアクセスする必要がある環境

■ クライアントとサーバーに異なるなプロトコルがインストールされ、一般的な接続が失
敗する環境

標準的な Net8接続では、クライアントとサーバーに同じプロトコルがインストールさ
れている必要があります。

■ TCP/IP環境で、指定したサーバーへのクライアント・アクセスの制御が必要な環境

接続ルーティングは、Oracle Connection Managerによってサポートされ、これによりクライ
アント接続要求がサーバーにルーティングされます。

図 1-3は、クライアント接続が、ネットワーク中の別のマシンに存在する Oracle Connection 
Managerにルーティングされる様子を示したものです。

図図図図 1-3  Oracle Connection Manager を通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続を通した、クライアントとサーバーの接続

詳細は、2-46ページの「Oracle Connection Managerのアーキテクチャ」を参照してください。
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アーキテクチャと
2

アーキテクチャと概念アーキテクチャと概念アーキテクチャと概念アーキテクチャと概念

Net8 は、Transparent Network Substrate（TNS）と業界標準ネットワーク・プロトコルを使用
して、サーバーにクライアントを接続し、Oracleネットワーク・セッションを確立します。

この章では、TNSおよび TNSが分散システムで果たす役割について説明します。また、基
本的な接続とトランスポートの各操作を行うために Net8が TNSと対話する方法についても
説明します。内容は次のとおりです。

■ Net8の操作

■ Net8アーキテクチャ

■ マルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッション

■ 専用サーバーへのネットワーク・セッション

■ Net8とリスナー

■ Oracle Namesアーキテクチャ

■ Oracle Connection Managerのアーキテクチャ

■ 接続プーリング
概念 2-1



Net8の操作
Net8 の操作の操作の操作の操作
Net8によって、Oracle分散トランザクションで相互に協力するマシン間（クライアント /
サーバー間でも、サーバー /サーバー間でもかまいません）の通信が可能になります。特に、
Net8には 3つの基本的なネットワーキング操作があります。

■ 接続操作

■ データ操作

■ 例外操作

接続操作接続操作接続操作接続操作
Net8 は、2種類の接続操作をサポートします。

■ サーバーへの接続

■ サーバーからの切断

サーバーへの接続サーバーへの接続サーバーへの接続サーバーへの接続
ユーザーは、接続するサービスの識別子とともにユーザー名およびパスワードを渡すことに
よって接続要求を開始します。この識別子はネット・サービス名と呼ばれ、接続記述子に含
まれているネットワーク・アドレスにマップされます。接続記述子には次のものが含まれま
す。

■ プロトコル・アドレスによるリスナーの場所を含む、サービスへのネットワーク・ルート

■ リリース 8.1のサービスを識別するサービス名、データベースの論理表現、またはリ
リース 8.1以前のデータベースを識別する Oracleシステム識別子（SID）

■ 接続するリリース 8.1サービスのオプション・インスタンス名

クライアントとサーバーは、このネット・サービス名を使用してアプリケーションに接続し
ます。

特定のネットワーク構成に従って、接続記述子は次のいずれかに格納できます。

■ TNSNAMES.ORAと呼ばれるローカル名構成ファイル

■ Oracle Namesで使用する Oracle Names Server

■ NISまたは DCE CDSなどの外部ネーミング・サービス

Net8 は、リスナーの支援を受けてネットワーク・セッションを調整します。

サーバーからの切断サーバーからの切断サーバーからの切断サーバーからの切断
サーバーからの切断要求は、次のようにして開始されます。

■ ユーザーによる切断
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Net8の操作
■ 追加接続要求

■ 接続の異常終了

■ タイマーによる切断またはデッド接続検出

ユーザーによる切断ユーザーによる切断ユーザーによる切断ユーザーによる切断  ユーザーは、クライアント /サーバーのトランザクションが終了したと
きに、サーバーからの接続の切離しを要求できます。サーバーは、すべてのサーバー /サー
バー・データ転送が終了し、リンクが必要ない場合は、第 2サーバーからも切断できます。

追加接続要求追加接続要求追加接続要求追加接続要求  クライアント・アプリケーションがサーバーに接続されているときに、同じ
サーバーまたは他のサーバー上の別のユーザー・アカウントにアクセスを要求すると、大半
の Oracle Toolsは、現在接続されているサーバーからアプリケーションを切断します。接続
の切離しが終了すると、対応するサーバー上の新規ユーザー・アカウントに対する接続要求
が開始されます。

接続の異常終了接続の異常終了接続の異常終了接続の異常終了  その他のコンポーネントでは、Net8に予告せずに通信を切断または異常終
了させる場合があります。この場合、Net8は次のデータ操作中に障害を認識し、クライアン
トとサーバーの各操作をクリーン・アップして、現行の操作を効率よく切断します。

タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出タイマーによる切断またはデッド接続検出  デッド接続検出を利用すると、Net8はクライア
ントの異常終了によって中断したままになっている接続を識別できます。この機能は、無効
になった接続によるリソースの無駄を最小限に抑えます。また、ブレークされた接続のユー
ザーが保持しているコミットされていないトランザクションおよびロックが自動的にロール
バックされます。

デッド接続検出を有効にした接続では、ユーザーが定義した間隔（通常は数分）で、サー
バーからクライアントに小さなプローブ・パケットが送られます。接続が無効な場合（通常
はクライアント・プロセスまたはマシンに接続できない場合）、送信操作でエラーが発生す
ると、接続がクローズされ、サーバー・プロセスは接続を終了します。
アーキテクチャと概念 2-3



Net8の操作
データ操作データ操作データ操作データ操作
Net8では、4組のクライアント /サーバー・データ操作をサポートします。

■ データの同期送信

■ データの同期受信

■ データの非同期送信

■ データの非同期受信

クライアント側では、Net8内の送信要求で SQL対話要求が送られます。サーバー側では、
Net8が受信要求を処理し、データをデータベースに渡します。サーバーから戻る場合は、そ
の逆順の操作が行われます。

基本的な送信要求と受信要求は同期式です。クライアントが要求を開始する場合、クライア
ントはサーバーが応答してくるまで待機します。次に、クライアントはその他の要求を発行
できます。

Net8にはデータ要求を非同期で送受信する機能が追加されています。この機能は、マルチス
レッド・サーバーとも呼ばれる Oracle共有サーバーをサポートするために追加されました。

例外操作例外操作例外操作例外操作
Net8では、3種類の例外操作をサポートします。

■ 接続を通じてブレークを発行する

■ ブレーク後の同期化のために接続をリセットする

■ 着信ブレークの接続状態をテストする

ユーザーは、これら 3つの操作のうち 1つのみ、すなわち、ブレークの発行を制御します。
ユーザーが割込みキー（マシンによっては [Ctrl] を押しながら [C]）を押すと、アプリケー
ションはこの機能を呼び出します。また、SQL*Loaderを使用して無効なデータ行のロード
を試みた場合など、異常な操作が行われると、データベースはクライアントに対してブレー
クを発行します。

他の 2つの例外操作は、Net8を使用する製品の内部で実行され、ネットワーク・タイミング
に関する問題を解決します。たとえば、Net8は新しいデータを受信したかどうかを確認する
ために通信チャネルのテストを開始します。リセット機能は、ブレーク操作の後で接続を同
期状態に戻す場合など、異常な状態を解決する場合に使用されます。
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Net8アーキテクチャ
Net8 アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
この項では、次のアーキテクチャ概念を説明します。

■ ネットワーク環境

■ Net8 と Transparent Network Substrate（TNS）

■ スタック通信

■ Oracleネットワーク環境内のスタック通信

■ IIOP環境内のスタック通信

■ サーバー間の対話

■ JDBC環境内のスタック通信

ネットワーク環境ネットワーク環境ネットワーク環境ネットワーク環境
Oracleネットワーク環境は、次の 2つの概念に基づいています。

■ 分散処理

■ 分散データベース

分散処理分散処理分散処理分散処理  Oracleデータベースとクライアント・アプリケーションは、分散処理環境として
知られている環境で動作します。分散処理または協同処理は、1回のデータ・トランザク
ションを完了するために、複数のコンピュータが関与します。Oracle Toolなどのアプリケー
ションは、特定の操作を行うためのデータを必要とするクライアントの役割を果たします。
データベース・サーバーは、データを格納や提供を行います。

代表的なネットワーク構成では、クライアントとサーバーが別の物理マシン上の論理エン
ティティとして存在する場合があります。この構成では、労力の分割が可能で、クライアン
ト・ワークステーションとサーバー・マシンとの間で、リソースが効果的に割り当てられま
す。通常、クライアントはユーザーが使い勝手のよいアプリケーションを実行するために適
したメモリーを搭載したデスクトップ・コンピュータ上に存在するのに対し、サーバーには
データベースを実行、管理するために、多くのメモリー、ディスク記憶領域、処理能力があ
ります。

分散データベース分散データベース分散データベース分散データベース  このタイプのクライアント /サーバー・アーキテクチャでは、ネットワー
ク間にデータベースを分散できます。分散データベースは、ユーザーに対しては 1つの論理
データベースとして表示される、複数のコンピュータ上に格納されたデータベースのネット
ワークです。分散データベース・サーバーは、データベース・リンク、またはあるデータ
ベースから別のデータベースへのパスで接続されます。1つのサーバーがデータベース・リ
ンクを使用して、第 2サーバーにある情報を必要に応じて問合せしたり、変更を行い、第 2
サーバーに対するクライアントの役割を果たします。
アーキテクチャと概念 2-5



Net8アーキテクチャ
Net8 とととと Transparent Network Substrate （（（（TNS））））
Net8は、Transparent Network Substrate（TNS）と業界標準ネットワーク・プロトコルを使用
して、基本的な機能を実現しています。TNSは、すべての業界標準プロトコルに対して 1つ
の共通インタフェースを提供するために、Net8に構築されている基礎技術です。

TNSを利用すると、peer-to-peer接続が可能になります。peer-to-peerアーキテクチャでは、
複数のコンピュータ（ネットワーク化された環境で使用される場合はノードと呼ばれる）が
相互に直接交信でき、中間のデバイスは必要ありません。peer-to-peerシステムでは、ノード
はクライアントとサーバーの両方になり得ます。

Oracleのクライアントとサーバーがどのように動作し、相互に交信するかを検討すると、
TNSが何であるか、また、ネットワーク・セッションを確立するために Net8がどのように
動作するかがよく理解できます。

スタック通信スタック通信スタック通信スタック通信
分散処理の概念は、コンピュータ相互の通信と対話を行うための設計と物理的な位置の両方
で区別されているコンピュータの能力に依存しています。これは、スタック通信と呼ばれる
プロセスで行われます。

スタック通信は、Open System Interconnection（OSI）参照モデルで定義します。OSIモデル
では、いくつかのコード・レイヤーを通じてあるノードから別のノードに情報が渡されるス
タックのような形式で、コンピュータ間の通信が行われます。図 2-1は、一般的な OSIプロ
トコル通信スタックを示したものです。
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図図図図 2-1  OSI通信スタック通信スタック通信スタック通信スタック

情報はクライアント側のレイヤーを通って降りて行き、その情報がサーバー側の対応するレ
イヤーで変換、解釈できるようにネットワーク・メディアを通じてトランスポート用にパッ
ケージされます。

代表的な OSIプロトコル通信スタックには、こうしたレイヤーが 7つあります。

クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション  ユーザーに最も近いOSIレイヤーであるため、ユーザー
が要求した機能により異なります。たとえば、データベース環境では、フォーム・アプリ
ケーションがサーバーからのデータにアクセスするために通信を開始しようとする場合があ
ります。

プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション  あるシステムのアプリケーション・レイヤーから送られた情報を、別
のシステムのアプリケーションで読み取れるようにします。このレイヤーでは、クライアン
トとサーバー間で転送されたデータの構文と意味を追跡します。必要であれば、プレゼン
テーション・レイヤーが共通のデータ形式を使用して、複数のデータ表現形式間で変換を行
います。
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セッションセッションセッションセッション  クライアントとサーバー間でネットワーク・セッションを確立、管理および終
了します。これは、データの要求と応答を伝送する仮想パイプです。セッション・レイヤー
は、データ通信を同時に両方向に送るか（非同期伝送）、一度に 1つの方向のみに送るか
（同期伝送）を制御します。

トランスポートトランスポートトランスポートトランスポート  データが確実に転送されるようにするデータ・トランスポートをインプリ
メントします。

ネットワークネットワークネットワークネットワーク  一連の相互接続サブネットワークによって、最適なパスでデータ・トランス
ポートが送られることを保証します。

リンクリンクリンクリンク  物理リンクを通じて、信頼性の高いデータ転送を行います。

物理物理物理物理  クライアントとサーバーの間の物理リンクをアクティブにし、メンテナンスし、非ア
クティブにするための、電気的、機械的、手順的な仕様を定義します。
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Oracle ネットワーク環境内のスタック通信ネットワーク環境内のスタック通信ネットワーク環境内のスタック通信ネットワーク環境内のスタック通信
スタック通信により、Oracleのクライアントとサーバーは、それらの間でデータを共有、変
更、処理できます。代表的な Oracle通信スタック内のレイヤーは、標準 OSI通信スタックの
レイヤーに類似しています。この項では、次のトピックを説明します。

■ Net8クライアント側の対話

■ サーバー側の対話

Net8 クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話
Oracleクライアント /サーバーのトランザクションでは、情報が次のレイヤーを通過します。

■ クライアント・アプリケーション

■ Oracleコール・インタフェース（OCI）

■ Two-Task Common

■ Net8

■ Oracleプロトコル

■ ネットワーク固有のプロトコル
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図 2-2 は、Oracleネットワーク環境内の標準的な通信スタックを示したものです。

図図図図 2-2  Oracle 環境内の標準的な通信スタック環境内の標準的な通信スタック環境内の標準的な通信スタック環境内の標準的な通信スタック

クライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーションクライアント・アプリケーション  Oracle Client Applicationsは、文字またはグラフィック表
示、スクリーン制御、データ・プレゼンテーション、アプリケーション・フロー、その他の
アプリケーションの詳細など、すべてのユーザーに向けてアクティビティを提供します。ア
プリケーションは、サーバーに送るデータベース操作を識別し、Oracleコール・インタ
フェース（OCI）を通じてその操作を渡します。
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Oracle コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（コール・インタフェース（OCI））））   OCIコードには、クライアントとサーバーの間で
SQLダイアログを開始するために必要な情報がすべて含まれています。OCIコードは、次の
ことを行うサーバーに対してコールを定義します。

■ SQL文を構文解析する

■ SQL文用にカーソルをオープンする

■ クライアント・アプリケーション変数をサーバー共有メモリーにバインドする

■ サーバーのデータ・ディクショナリ内の値に基づいて戻されるフィールドの内容を記述
する

■ カーソル・メモリー領域内で SQL文を実行する

■ 1行以上のデータをクライアント・アプリケーションに取り出す

■ カーソルをクローズする

クライアント・アプリケーションは、これらのコールの組合わせを使用して、サーバー内の
アクティビティを要求します。クライアント・アプリケーションの性質に応じて、OCIコー
ルはサーバーに対する 1つのメッセージに組み合わせたり、複数のメッセージで一度に 1つ
ずつ処理することができます。Oracleの製品は、多数の OCIコールを 1つのメッセージに組
み合わせて、サーバーに送信されるメッセージ数を最小限に抑えようとします。コールが実
行されると、制御が Net8に渡され、接続を確立して要求をサーバーに伝送します。

OCIの詳細は、『Oracle8i コール・インタフェース・プログラマーズ・ガイド』を参照してく
ださい。

Two-Task Common  Two-Task Commonは、Oracleにおけるプレゼンテーション・レイヤー
の実装です。Two-Task Commonは、クライアントとサーバー間のキャラクタ・セットの相違
または形式の相違に対して、キャラクタ・セットとデータ型の変換を行います。このレイ
ヤーは、接続ごとに要求されたときのみ変更を行うように最適化されています。

初期の接続時に、Two Task Commonは内部データとキャラクタ・セットの表現の違いを評価
したり、2つのコンピュータが通信するために変換が必要かどうかを判断します。
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Net8  Net8には、Oracle通信スタック内のすべてのセッション・レイヤーの機能があります。
クライアント・アプリケーションとサーバーとの間のメッセージの交換をはじめ、接続の確
立およびメンテナンスを行います。Net8自体には、セッション・レイヤー機能を支援する 3
つのコンポーネント・レイヤーがあります。

Oracle プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル  Oracleプロトコルは、Oracleにおけるトランスポート・レイヤーの実装
です。Oracleプロトコルは、TNSの機能をクライアント /サーバー接続で使用する業界標準
プロトコルにマップします。各プロトコルは、TNSと特定のプロトコルとの間で等価な機能
をマップします。Oracleプロトコルには次のプロトコルが含まれます。

■ LU6.2

■ Named Pipes

■ SPX

■ TCP/IP

■ SSL付き TCP/IP

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 説明説明説明説明

ネットワーク・インタ
フェース（NI）

このレイヤーには、Oracleのクライアントまたはサーバー、外部プ
ロセスが Net8の機能にアクセスするための汎用インタフェースが
ある。接続のブレーク要求とリセット要求を処理する。

ネットワーク・ルーティン
グ（NR）/ネットワーク・
ネーミング（NN）/ネット
ワークの認証（NA）

NRは、接続先へのネットワーク・セッションのルーティングを行
う。このルーティングには、サーバー接続先までのルート上に中間
の接続先またはホップを入れることができます。NNは、Net8接続
先アドレスに対するネット・サービス名を変換します。NA は、認
証要件について接続先と折衝します。

Transparent Network 
Substrate（TNS）

業界標準のプロトコルに対する共通インタフェースを提供する Net8
の基礎を形成するレイヤー。TNSは Net8からの要求を受信し、
サーバーまたは接続先の位置（オープン、クローズの各機能）、1つ
以上のプロトコルが接続に関与するかどうか（オープン、クローズ
の各機能）、それぞれの機能に基づいてクライアントとサーバー間
の割込みを処理する方法（送信、受信の各機能）など、一般的なマ
シン・レベルの接続に関する問題をすべて解決します。一般的な
TNS機能（オープン、クローズ、送信、受信）は、プロトコル固有
のコールを行うために Oracleプロトコルに制御を渡します。さら
に、TNSは伝送中のデータを保護するために暗号化と順次暗号メッ
セージ・ダイジェストをサポートします。TNSは、TNSネットワー
ク・セッション（NS）レイヤーの基本コンポーネントです。
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ネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコルネットワーク固有のプロトコル  クライアント /サーバー接続プロセス内のすべての Oracle
ソフトウェアは、2台のマシン間のトランスポート・レイヤーでマシン・レベルの接続を確
立するために、既存のネットワーク・プロトコル・スタックを必要とします。ネットワー
ク・プロトコルは、クライアント・マシンからサーバー・マシンまで、データを送るのみで
す。その時点で、データがサーバー側の Oracleプロトコルに渡されます。

サーバー側の対話サーバー側の対話サーバー側の対話サーバー側の対話
ネットワーク・プロトコルを通じてクライアント・アプリケーションから渡された情報は、
サーバー側にある同様の通信スタックで受信されます。サーバー側のプロセス・スタック
は、クライアント側で発生した内容と逆のものであり、情報は通信レイヤー内で昇順になり
ます。サーバー側に固有な操作の 1つは、ネットワーク・リスナーを通じて初期の接続を受
信する行為です。

ネットワーク・セッション・レイヤーにある次のコンポーネントは、クライアント側のコン
ポーネントとは異なります。

■ Oracleプログラム・インタフェース（OPI）

■ Oracleサーバー

Oracle プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（プログラム・インタフェース（OPI））））  OPIは、OCIの機能に対して補完的な機能を実
行します。OPIは、OCIが送った各メッセージに応答します。たとえば、OCIが 25行のデー
タの取出しを要求すると、OPIは取り出した 25行のデータを OCIに戻します。

Oracle サーバーサーバーサーバーサーバー  接続の Oracleサーバー側は、クライアント OCIからのダイアログ要求を受
信したり、クライアント・アプリケーションのかわりに SQL文を解析します。要求を受信
すると、要求が処理されるため、応答をフォーマットしてクライアント・アプリケーション
に戻すためにデータが OPIに渡されます。

サーバー間の対話サーバー間の対話サーバー間の対話サーバー間の対話
2台のサーバー同士が通信して分散トランザクションを処理しているときは、プロセスおよ
びレイヤー、ダイアログはクライアント /サーバー間の通信の場合と同じです。ただし、ク
ライアント・アプリケーションはありません。サーバーには、ネットワーク・プログラム・
インタフェース（NPI）と呼ばれるサーバー自体のOCIバージョンがあります。NPIインタ
フェースは、OCIがクライアントに対して実行する機能をすべて実行して、調整サーバーが
追加サーバーに対する SQL要求を構築できるようにします。
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IIOP環境内のスタック通信環境内のスタック通信環境内のスタック通信環境内のスタック通信
このリリースの Net8では、General Inter-Orb Protocol（GIOP）と呼ばれる新しいプレゼン
テーション・レイヤーをサポートしています。このレイヤーは、Javaオプションに接続する
クライアントで使用されます。Internet Inter-Orb Protocol（IIOP）は、TCP/IP上の GIOPまた
は SSL付き TCP/IP上の GIOPの実装です。Oracleは、GIOPサービスの実装を提供します。

IIOP クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話クライアント側の対話
図 2-3に示すように、IIOPクライアントの通信スタックは、標準の Net8クライアント・ス
タックとは異なります。IIOPクライアントは、次のように動作します。

■ GIOPを Two-Task Commonではなく、プレゼンテーション・レイヤーとして使用する

■ Transparent Network Substrate（TNS）ではなく、非セッション・レイヤーを使用する

図図図図 2-3  通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと IIOPクライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタック
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サーバー側では、通常の Net8接続で必要とされる多くの Net8通信レイヤーを必要としませ
ん。かわりにサーバー側では、TCP/IPのネットワーク・プロトコルと TCP/IPの Oracleプロ
トコルまたは SSL付き TCP/IPを必要とします。Net8が必要とするコンポーネントは、
Transparent Network Substrate（TNS）のみです。図 2-4は、IIOPクライアントと Oracleデー
タベースの Javaオプション間の通信スタックを示したものです。

図図図図 2-4  IIOP環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック

7-48ページの「Javaオプション接続の構成」を参照してください。
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JDBC 環境内のスタック通信環境内のスタック通信環境内のスタック通信環境内のスタック通信
Oracleの Java Database Connectivity（JDBC）Driversを利用すると、Javaプログラマは Oracle
データベースにアクセスできます。Oracleでは 2つの JDBCドライバが用意されています。
1つは、特にクライアント /サーバー型の Javaアプリケーションや Javaベースの中間層
（Java Webサーバーや Javaアプリケーション・サーバー）を作成している Java開発者を対象
にしたもの、もう 1つは Javaアプレットの開発者を対象としたものです。

■ JDBC/OCIは、Oracleの Level 2 JDBCドライバで、クライアント /サーバー型の Javaアプ
リケーション・プログラマ、および Javaベースの中間層開発者を対象としています。
JDBC/OCIドライバは、JDBCの呼び出しを Oracle Call Interface（OCI）の呼び出しに変
換します。変換された呼び出しは、Net8を通して Oracleデータベース・サーバーに送
信されます。

■ Thin JDBCドライバは、Oracleの Type 4ドライバで、Javaアプレットおよび Javaアプリ
ケーションの開発者用に設計されています。JDBCドライバは、Javaソケットを通して
Oracleデータベース・サーバーに直接接続を確立します。データベースへのアクセス
は、Net8と Two-Task Commonの実装に支援されます。

JDBCクライアント通信スタック内のレイヤーは、2-17ページの図 2-5に示すように、標準
の Oracle通信スタックのレイヤーに類似しています。
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図図図図 2-5  通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと通常のクライアントと JDBC クライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタッククライアントの通信スタック

OCI JDBCクライアント・スタックは、標準的な Net8クライアント・スタックに類似してい
ます。Thin JDBCクライアント・スタックには、別にインプリメントされた類似コンポーネ
ントがあります。Javaクライアント・アプレット /サーバーのトランザクションでは、情報
が次のレイヤーを通過します。

■ DBAccess Interface

■ JavaTTC

■ JavaNet

■ ネットワーク・プロトコル・レイヤー
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DBAccess Interface
Java DBAccess Interfaceレイヤーにより、標準的なクライアント通信スタックにおける Oracle
コール・インタフェース（OCI）と同様に、クライアントは SQLセッションを開始できま
す。

JavaTTC
Javaクライアントとデータベース間で情報を交換する際に必要な、Two-Task Commonの実
装のサブセットを提供します。JavaTTCは次の動作を行います。

■ プロトコルのバージョンとデータ型を折衝する

■ Javaクライアントとサーバー間でキャラクタ・セットの変換が必要がどうかを決定する

■ SQL文を実行する

JavaNet
JDBCクライアントが Oracleデータベースに接続できるように通信の基盤構造を提供しま
す。Net8の NI、NR/NN/NAおよび TNSの実装に相当します。

■ 通信インタフェース － JavaTTCと他のネットワーク・レイヤー間のインタフェースを提
供します。標準クライアント通信スタックにおける NI と同様に働きます。

■ アドレッシング － Net8の接続先アドレスを処理します。標準クライアント通信スタッ
クにおける NNと同様に働きます。

■ Java NS － 標準クライアント通信スタックの Transparent Network Substrate（TNS）と同様
に、Java NSは TCP/IPに対する共通のインタフェースを提供し、サーバーまたは接続先
の位置（オープン、クローズの各機能）、1つ以上のプロトコルが接続に関与するかどう
か（オープン、クローズの各機能）、それぞれの機能に基づいてクライアントとサー
バー間の割込みを処理する方法（送信、受信の各機能）など、一般的なマシン・レベル
の接続に関する問題を解決します。

ネットワーク・プロトコル・レイヤーネットワーク・プロトコル・レイヤーネットワーク・プロトコル・レイヤーネットワーク・プロトコル・レイヤー
Java Sockets － Java NSと TCP/IP間の接続を提供します。

TCP/IPプロトコル － Java NSは TCP/IPを使用するため、TCP/IP上でしか動作しません。
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図 2-6 は、Javaクライアント・アプレットと Oracleデータベース間の通信スタックを示した
ものです。

図図図図 2-6  JDBC 環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック環境におけるクライアントとサーバーの通信スタック
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マルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッション
マルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッションマルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッションマルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッションマルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッション

マルチスレッド・サーバー（MTS）は共有サーバーとも呼ばれ、多数のユーザー・プロセス
がごくわずかなサーバー・プロセスを共有することができます。

MTSの構成により、多数のユーザー・プロセスがディスパッチャに接続できます。ディス
パッチャは、クライアントごとに専用サーバーを必要とせずに、多数のクライアントが同じ
サーバーに接続できるようにします。ディスパッチャは、複数の着信ネットワーク・セッ
ション要求を処理して、共有サーバーに送ります。MTSの利点は、システムのオーバーヘッ
ドを減らし、使用するリソース量を削減しながら、サポートするユーザーの数を増加させら
れることです。

MTSを使用しない場合、各ユーザー・プロセスはそれぞれ専用のサーバー・プロセスを必要
とします。接続を要求する各クライアントに対して、新しいサーバー・プロセスが作成され
ます。専用のサーバーは、接続が続く間、ユーザー・プロセスに関連付けられたままになり
ます。

Oracleサーバーが MTSとして構成されていると、ネットワーク・セッションが専用サー
バーを特に要求している場合、またはディスパッチャが使用できない場合を除き、着信ネッ
トワーク・セッションは必ずディスパッチャに送られます。ディスパッチャ・サーバーで発
生するイベントの順序は、次のとおりです。

1. リスナーが起動され、デフォルト・アドレス、またはリスナー構成ファイルに指定した
アドレスでリスニングを行います。

2. データベース・インスタンスが起動します。ディスパッチャは、初期化パラメータ・
ファイル内の構成パラメータに従って起動します。次に、各ディスパッチャは割り当て
られたアドレスでリスニングを行います。

3. 各ディスパッチャのアドレスがリスナーに登録されます。リスナーがデフォルトのアド
レスでリスニングしない場合は、リスナーのネットワーク名をデータベース初期化ファ
イル（INITSID.ORA）内で指定できます。複数のリスナーを使用している場合は、この
ようなアドレスが 2つ以上存在することもあります。

ディスパッチャ・アドレスを登録すると、リスナーはそれらのアドレスに着信接続要求
をリダイレクトできます。

手順 1の前に手順 2が実行されると、サーバーは手順 3でリスナーに接続できません。その
場合、サーバーがリスナーに接続しようとして、遅延が発生することがあります。接続要求
があるタイムフレーム内に入り、その中でディスパッチャが登録されていない場合、これら
の要求は、事前に生成された専用サーバーまたは新たに生成された専用サーバーによって処
理されるか、あるいは拒否されます。

注意注意注意注意 : マルチスレッド・サーバー（MTS）を利用するには、第 9章の
「マルチスレッド・サーバーの構成」で説明するように構成が必要です。
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マルチスレッド・サーバーへのネットワーク・セッション
これで、リスナーと Oracleディスパッチャ・サーバーがいつでも着信ネットワーク・セッ
ションを受信できる状態になりました。

リスナーとディスパッチャがすでに起動されている場合、ネットワーク・セッション・アク
ティビティは次のように続行されます。

1. クライアントがネットワーク・アドレスでリスナーに接続します。

2. リスナーが接続要求を受け取り、クライアントの要求を処理できるかどうかを判別しま
す。要求を処理できない場合、リスナーはネットワーク・セッションを拒否した後、手
順 6から再開します。

3. クライアントの要求が確認されると、リスナーは共有サーバーに対して最も使用頻度の
低いディスパッチャのネットワーク・アドレスを含むクライアントに、リダイレクト・
メッセージを発行します。Oracle Parallel Serverでは、メッセージは最もロード頻度の低
いノードの、最も使用頻度の低いディスパッチャにリダイレクトされます。

4. クライアントはリスナーに要求したネットワーク・セッションを取り消し、リダイレク
ト・メッセージで提供されたネットワーク・アドレスを使用して、共有サーバーとの
ネットワーク・セッションを確立します。

5. 新しいネットワーク・セッションが確立されたため、ディスパッチャは新しい負荷値で
リスナーを更新します。これによって、リスナーは同じプロトコルで動作しているディ
スパッチャ間で、着信ネットワーク・セッション要求を適切に振り分けることができま
す。

6. リスナーが、着信ネットワーク・セッションのリスニングを再開します。

クライアントが接続を切断すると、クライアントと関連付けられた共有サーバーはアクティ
ブのまま、他の着信要求を処理します。同じクライアントからの別の要求は、他の共有サー
バーで処理される場合もあります。

図 2-7 は、ディスパッチャにリダイレクトされた接続におけるリスナーの役割を示したもの
です。

注意注意注意注意 : リスナー制御ユーティリティで SERVICESコマンドを発行すると、
どのディスパッチャがリスナーに登録されたかをチェックできます。詳細
は、A-10ページの「SERVICES」を参照してください。
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図図図図 2-7  ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続ディスパッチャにリダイレクトされた接続

MTSの構成情報の詳細は、第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してくださ
い。

Net8リスナー�

マルチスレッド・�
サーバー�

Net8
クライアント�

要求�

リスナーに到着した�
受信セッション�

ディスパッチャ�

�

2-22 Oracle8i Net8管理者ガイド



専用サーバーへのネットワーク・セッション
専用サーバーへのネットワーク・セッション専用サーバーへのネットワーク・セッション専用サーバーへのネットワーク・セッション専用サーバーへのネットワーク・セッション
MTSのかわりに、Net8が既存の専用サーバーに要求をリダイレクトする場合もあります。
これがデフォルトの実装です。Net8は、既存のサーバー・プロセスのアドレスをクライアン
トに送り返します。続いて、クライアントは指定されたサーバー・アドレスに接続要求を再
送します。

Net8には、要求を受け取る前に、専用サーバーを自動作成するオプションがあります。これ
らのプロセスはリスナーが稼動している間存在しており、それ以降の接続要求で再使用でき
ます。事前に生成された専用サーバー・プロセスを使用するには、リスナー構成ファイルで
指定する必要があります。

事前に生成された専用サーバー・プロセスを使用してクライアント接続要求をサービスする
ときに発生するイベントの順序は、次のとおりです。

1. リスナーが起動され、リスナー構成ファイルで指定したアドレスで要求を待ちます。

2. 次に、リスナーは構成ファイルで定義されているプール・サイズに達するまで、一連の
専用サーバー・プロセスを生成します。

3. 生成された各サーバー・プロセスは部分アドレス待機を実行して、要求を待機している
部分アドレスをリスナーに知らせます。リスナーはこの時点で、事前に生成されたサー
バーすべてをアイドルとしてマークします。

4. クライアントが接続要求をリスナーに送ります。

5. リスナーはネットワーク・セッション要求を受け取って、クライアントの要求を処理で
きるかどうかを判別します。要求を処理できない場合、リスナーはネットワーク・セッ
ションを拒否した後、手順 9から再開します。

6. リスナーは、事前に生成されたサーバーのネットワーク・アドレスのあるクライアント
に、リダイレクト・メッセージを発行します。リスナーはそのサーバーをアクティブ・
サーバーとして記録します。

注意注意注意注意 : 事前に生成された専用サーバーには、SQL*Netバージョン 2.1以
降、および Oracle Serverリリース 7.1以降が必要です。

注意注意注意注意 : 部分アドレス・リスニングでは、サーバー・プロセスは接続要求
を待っていますが、リスニングするための特定のアドレスに関する優先権
がないことを、基礎を形成するプロトコル・スタックに伝えます。このた
め、多くのプロトコル・スタックは空いているリスニング・アドレスを選
択し、要求側のサーバー・プロセスにそのアドレスを自動的に割り当てま
す。
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7. クライアントはリスナーに要求したネットワーク・セッションを取り消し、リダイレク
ト・メッセージで提供されたアドレスを使用して、事前に生成されたサーバーとのネッ
トワーク・セッションを確立します。

8. リスナーが、アクティブな事前に生成されたサーバーと置き換えるための別のサー
バー・プロセスを生成します（ただし、リスナー構成ファイルにある PRESPAWN_
MAX の値がアクティブで、アイドル状態の事前に生成されたサーバー・プロセス数よ
りも大きい場合）。

9. リスナーは着信ネットワーク・セッションのリスニングを続行します。

事前に生成された数の上限に達するまで、上記のイベントが続けられます。上限に達する
と、リスナーは新しい専用サーバー・プロセスを生成しません。

クライアントが接続を切断すると、クライアントと関連付けられた事前に生成された専用
サーバー・プロセスがアイドル・プールに戻ります。次に、このサーバー・プロセスは、別
のクライアントに割り当てられるまでの指定時間だけ待機します。事前に生成されたサー
バーにクライアントが渡されずにタイムアウトが満了すると、事前に生成されたサーバーが
停止します。

図 2-8 は、事前に生成された専用サーバー・プロセスにリダイレクトされた接続における、
リスナーの役割を示したものです。

図図図図 2-8  事前に生成された専用サーバー・プロセスにリダイレクトされた接続事前に生成された専用サーバー・プロセスにリダイレクトされた接続事前に生成された専用サーバー・プロセスにリダイレクトされた接続事前に生成された専用サーバー・プロセスにリダイレクトされた接続
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専用サーバーへのネットワーク・セッション
専用サーバーへの専用サーバーへの専用サーバーへの専用サーバーへの Bequeathed ネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッションネットワーク・セッション
リスナーとサーバーが同じノード上に存在する場合、リスナーは、接続要求の受信時に専用
サーバーを作成または起動できます。専用サーバーは 1つのネットワーク・セッションのみ
にコミットされ、そのネットワーク・セッションを実行している間存在します。リスナーが
専用サーバー・プロセスを作成し、そのプロセスにネットワーク・セッションの制御を渡
す、または bequeathするときに発生するイベントの順序は、次のとおりです。

1. リスナーが起動され、リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）で指定したアドレスで
リスニングを行います。

2. クライアントがネットワーク・アドレスでリスナーに接続します。

3. リスナーがネットワーク・セッション要求を受け取って、クライアントの要求を処理で
きるかどうか判別します。要求を処理できない場合、リスナーはネットワーク・セッ
ションを拒否した後、手順 5から再開します。

4. リスナーは、着信ネットワーク・セッションを処理するための専用サーバー・プロセス
を新たに起動して、ネットワーク・セッションをそのサーバー・プロセスに渡します。
ネットワーク・セッションが確立されると、クライアントと専用サーバー・プロセスの
間にデータが直接流れます。

5. リスナーは着信ネットワーク・セッションのリスニングを続行します。

クライアントが接続を切断すると、そのクライアントと関連付けられた専用サーバー・プロ
セスがクローズします。
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専用サーバーへのネットワーク・セッション
図 2-9 は、専用サーバー・プロセスに bequeath接続におけるリスナーの役割を示したもので
す。

図図図図 2-9  専用サーバー・プロセスへの専用サーバー・プロセスへの専用サーバー・プロセスへの専用サーバー・プロセスへの bequeath 接続接続接続接続
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Net8とリスナー
Net8 とリスナーとリスナーとリスナーとリスナー
リスナーは、接続要求をクライアント・アプリケーションにかわって受け取ります。

この項では、次のトピックを説明します。

■ リスナーへのデータベース・インスタンス登録

■ クライアント接続

■ Connect-Time Failover

■ ロード・バランシング

リスナーへのデータベース・インスタンス登録リスナーへのデータベース・インスタンス登録リスナーへのデータベース・インスタンス登録リスナーへのデータベース・インスタンス登録
データベース・インスタンスは、起動時に自身をリスナーに登録します。データベース・イ
ンスタンス登録は、2つの要素からなります。

■ サービス登録。リスナーにデータベース・サービス名やインスタンス名などのインスタ
ンス情報を提供します。

■ MTSディスパッチャの登録。リスナーにディスパッチャ情報を提供します。

インスタンスが起動されるときに、初期化パラメータが INITSID.ORAファイルから読み込
まれます。この初期化パラメータの中に、サービス名が含まれます。デフォルトでは、イン
スタンスのバックグラウンド・プロセスは、インスタンス情報をローカル・マシンのリス
ナーに登録します。

リスナーがインスタンス後に起動される場合、インスタンスとディスパッチャが登録される
までに遅延が発生する場合があります。インスタンスは、定期的にリスナーに接続を試みま
す。同様に、インスタンスが登録される前にリスナーが着信要求を受け取ると、リスナーは
要求を拒否します。

MTSの構成情報の詳細は、第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してくださ
い。

利点利点利点利点
データベース・インスタンス登録には次の利点があります。

■ LISTENER.ORAファイルが、SID_LIST_listern_nameパラメータを必要としません。この
パラメータは、リスナーが提供するデータベースの情報を指定します。使用している管
理ツールで必要な場合は、このパラメータが必要です。

■ connect-time failoverが有効になります。詳細は 2-29ページの「Connect-Time Failover」を
参照してください。

■ 接続負荷のバランスが有効になります。詳細は 2-30ページの「ロード・バランシング」
を参照してください。
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クライアント接続クライアント接続クライアント接続クライアント接続
クライアントは、ネット・サービス名で構成されます。ネット・サービス名には、リスナー
の場所と、接続するサービスのサービス名が含まれます。

クライアントがリスナーからの接続を要求すると、サービス名がリスナーに送られます。リ
スナーはネットワーク・セッション要求を受け取り、渡された情報が登録されている情報と
一致するか判定し、クライアントの要求を処理できるかどうかを判別します。

図 2-10は、サーバーへの代表的な Net8接続におけるリスナーの役割を示したものです。

図図図図 2-10  代表的な代表的な代表的な代表的な Net8 接続におけるリスナー接続におけるリスナー接続におけるリスナー接続におけるリスナー
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Connect-Time Failover
データベース・インスタンス登録により、リスナーは、インスタンスが接続の前に準備でき
ているか確認できます。この機能により、別のリスナーに対するクライアント接続要求の
フェイルオーバーが自動化されます。

クライアントの接続動作を管理するには、各ネット・サービス名に対して複数のリスニン
グ・アドレスを構成し、フェイルオーバー・パラメータ（FAILOVER=ON）を使用します。

connect-time failoverは、クライアントが正常にリスナーに接続するまで継続されます。

connect-time failoverは、Oracle Parallel Serverなどの可用性の高い環境における実行時フェイ
ルオーバーである "透過的アプリケーション・フェイルオーバー "とは違います。アプリ
ケーションとサービスの、接続の失敗と再確立を参照します。透過的アプリケーション・
フェイルオーバーの詳細は、『Oracle8iチューニング』を参照してください。

構成情報は、7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」を参照してください。

注意注意注意注意 : connect-time failoverをインプリメントしても、LISTENER.ORA
ファイルの静的サービス構成パラメータは使用できません。ただし、
Oracle8リリース 8.0または Oracle7データベース、および Oracle Enterprise 
Managerでは、静的な構成が必要です。リスナーの静的な構成の詳細は、
6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を参照してくださ
い。

Oracle Enterprise Manager環境で、Oracle Parallel Serverの connect-time 
failoverを設定する際の詳細な構成手順は、『Oracle8i Parallel Serverセット
アップおよび構成ガイド』を参照してください。
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ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシング
ロード・バランシングは、クライアント接続を複数のリスナー、ディスパッチャ、インスタ
ンスおよびノードに均等に分散し、1つのコンポーネントに負荷がかかりすぎないようにす
る機能です。

ロード・バランシングは、次のレベルで行われます。

■ クライアント負荷のバランス 

■ 接続負荷のバランス 

クライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランス
複数のリスナーが 1つのデータベースをサービスする場合、クライアントは接続要求を送る
リスナーをランダムに選択できます。このランダム化によって、すべてのリスナーが着信接
続要求をサービスする負荷を共有できます。

クライアントがランダムにリスナーを選択できるようにするには、ネット・サービス名ごと
に複数のリスニング・アドレスを構成し、ロード・バランスのパラメータ（LOAD_
BALANCE=ON）を使用する必要があります。

詳細な構成情報は、7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」を参照してくださ
い。

接続負荷のバランス接続負荷のバランス接続負荷のバランス接続負荷のバランス
データベース・インスタンス登録を使用すると、リモート・リスナーにより接続負荷のバラ
ンスが有効になります。接続負荷のバランスは、同じサービスに対するさまざまなインスタ
ンスやディスパッチャ間のアクティブな接続を均等に分散します。インスタンスとディス
パッチャの負荷は、接続の数によって決定されます。

接続負荷のバランスは、MTS環境のみで有効になります。クライアントでは構成できませ
ん。

リスナーは、特定のサービスに対する着信クライアント要求を、最も負荷の低いディスパッ
チャおよびインスタンスに送ります。たとえば、複数のノードに複数のインスタンスがある
サービスでは、最もロードされる頻度の低いインスタンスに基づいてディスパッチャが選択
されます。インスタンスのロードは、ノードのロードに基づきます。
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Oracle Names アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ
Oracle Namesは、グローバルなクライアント /サーバー・コンピューティング・ネットワー
クを簡単に設定、管理できるように開発された Oracle環境用分散ネーム・サービスです。

この項では、次のトピックを説明します。

■ 概要

■ 管理リージョン

■ ドメイン

■ データ・リポジトリとしての Oracle Names

■ Oracle Names Serverに格納されるデータ

■ ネットワーク・コンポーネントの編成とネーミング

■ 管理責任を分散する複数のリージョンの使用

■ 複数の管理リージョンをもつネットワークは、1つのルート管理リージョンと 1つ以上
の委任管理リージョンで構成されます。

■ Oracle Namesのバージョンによる違い

■ 検出の理解

概要概要概要概要
Oracle Namesは、Oracle Names Serverを設定し、メンテナンスします。ネーム・サーバーと
は、ネットワーク上のすべてのサービスに関するアドレスを格納し、接続を行うクライアン
トがそのアドレスを使用できるようにするディレクトリ・サービスに似た機能を果たす統合
システムです。

電話番号を検索するためにディレクトリ支援を使用する電話発信者のように、Oracle Names
を使用して構成されたクライアントは、Oracle Names Serverに対して接続要求の参照を行い
ます。Oracle Names Serverは、クライアントから示されたサービス名をネットワーク・アド
レスに変換しようとします。Oracle Names Serverは、ネットワーク・アドレスを検出すると、
その情報をクライアントに戻します。こうしてクライアントはサービスに接続するためにそ
のアドレスを使用できます。
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図 2-11 は、クライアントとサーバー間の接続の確立を支援する Oracle Namesの働きを示し
たものです。

1. データベースが Oracle Names Serverにサービスを登録します。

2. クライアントが Oracle Names Serverに接続してネットワーク・アドレスを取り出し、
ネットワーク上のサービスを検索します。

3. 続いて、クライアントが透過的にサービスに接続します。

図図図図 2-11  Oracle Names

Oracle Namesには、ネット・サービス名とアドレスを各クライアントで個別に設定およびメ
ンテナンスしなければならないファイル・ベースまたはローカル・ネーミングの変換方法に
かわるものです。この情報を中央で管理してメンテナンスすることにより、Oracle Namesは
サービスの追加または再配置に関連する作業量を削減します。

構成情報は、6-21ページの「Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構
成」を参照してください。
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管理リージョン管理リージョン管理リージョン管理リージョン
Oracle Namesは、1つ以上の管理リージョンをサポートします。

大半のネットワークには、1つの管理中心点、すなわち、1つの管理リージョンがあります。
管理リージョンは、ネットワークのサービスを管理する Oracle Names Serverの集まりです。
接続情報はすべて、単一のデータ・リポジトリに格納されます。データ・リポジトリには、
サービス名を解釈する認証機能があります。管理リージョン内のすべての Oracle Names 
Serverは、このデータ・リポジトリから情報を問い合せます。管理リージョンが格納にデー
タベースを使用する場合、1つの管理リージョンに対して 1つのデータベースが存在します。
Oracle Names Serverの数に制限はありません。

複数のデータ・センターと多数の Oracleインスタンスが存在する大規模な企業環境では、複
数管理リージョンの利用が選択されています。これにより、各データ・センターは、そのセ
ンター自体の環境でサービスを独自に定義、管理できます。同時に、すべてのサービス・ア
ドレスは、環境全体のすべてのクライアントに対して継続的に使用可能となります。Oracle 
Names Serverは、外部の管理リージョンにあるクライアントから適切な Oracle Names Server
に対して、ネーム変換要求を透過的に送ります。

ドメインドメインドメインドメイン
管理リージョンには 1つ以上のドメインがあり、これにより管理責任が分割されます。

ドメインは、マシンとネットワーク・サービスの論理グループです。ドメインは、ネット
ワーク内のサービスを識別するための方法です。ファイル・システムのディレクトリ構造と
同様に、ネットワーク・サービスに固有の論理名を割り当てます。各ドメインの中では、す
べての名前が一意である必要があります。ただし、異なるドメイン間では名前が重複しても
かまいません。

ネットワーク・ドメインは、階層的なものであるという点で、多くのオペレーティング・シ
ステムで使用されているファイル・ディレクトリに似ています。ただし、ファイル・システ
ムと違い、ネットワーク・ドメインはデータベースの物理的配置またはネットワーク内の他
のオブジェクトに対応している場合としていない場合があります。ネットワーク・ドメイン
は、ネーム・スペースの矛盾を防ぐために開発されたネーム・スペースにすぎません。

注意注意注意注意 : Oracleのネットワークのドメインと似ているように見えますが、
Domain Name Service（DNS）のネーム・スペースとは完全に独立していま
す。便宜的に、Oracleネットワーク内に DNSディレクトリ構造を反映す
るように選択できます。
アーキテクチャと概念 2-33



Oracle Namesアーキテクチャ
データ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしてのデータ・リポジトリとしての Oracle Names
Oracle Names Serverのデータは、リージョン内の全 Oracle Names Server間にある継続レプリ
ケーションを通じて、または共通の Oracleデータベースで書込み /読込みを行うことによっ
て更新されます。

全サービスが動的に登録されている比較的小規模なワークグループ環境では、管理者が個々
の Oracle Names Serverすべてに対しデータを継続的にレプリケートする Oracle Names Server
を構成できます。リスナーが新しいサービスを登録すると、そのサービスに関する情報が管
理リージョン内のその他の Oracle Names Serverに即座に渡されます。

一方、大規模な環境を管理する場合は、リージョン・データベースと呼ばれる単一の Oracle
データベース内に登録データを格納することが望まれます。リージョン・データベースは、
Oracle Names情報を格納するテーブルで構成されます。Oracleデータベースをリポジトリと
して使用するように Oracle Names Serverが構成されている場合、すべてのサービス登録がそ
のデータベースに書き込まれます。管理リージョン内にある所定の Oracle Names Serverは、
更新された登録に関して定期的にそのデータベースをポーリングします。この方法によっ
て、所定の管理リージョン内にある全 Oracle Names Serverに、新しい登録が適切な時期に伝
達されます。同時に、Oracle Nameサーバー同士が直接交信する必要がなくなり、高い信頼
性が確保されます。
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Oracle Names Server に格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータに格納されるデータ
Oracle Names Serverに格納されるデータの型を次に示します。

Data 説明説明説明説明

グローバル・データベースの
名前とアドレス

Oracle Names Serverは、グローバル・データベース名（データ
ベースの名前とドメイン）とアドレスを含むデータベースに関す
る情報を、リスナーから取り出す。アドレスは LISTENER.ORA
ファイルで構成されます。グローバル・データベース名はデータ
ベースの起動時に登録されるか、LISTENER.ORAファイルで静的
に構成されます。この情報を登録する必要はありません。

その他の Oracle Names Server
の名前とアドレス

Oracle Names Serverは、同じ管理リージョンにある他の Oracle 
Names Serverのすべての名前とアドレスを格納する。ネットワー
ク内に複数の管理リージョンが存在する場合、Oracle Names 
Serverには、ルート管理リージョンとその直属の各サブリージョ
ンに存在する 1つ以上の Oracle Names Serverの名前とアドレスが
格納される。この情報を登録する必要はありません。

ネット・サービス名 NAMESCTL制御ユーティリティや Oracle Net8 Assistantを使用し
てネット・サービス名を登録すると、Oracle Names Serverはこれ
らの名前を格納する。また、非 Oracleデータベースと Oracle 
RDBデータベースへのゲートウェイも格納される。
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グローバル・データベース・
リンク

データベース・リンクにより、データベース間の通信が可能にな
りる。データベース・リンクの名前は、リンクが指すデータベー
スのグローバル・データベース名と同じです。一般的には、1つ
のデータベースに対して 1つのデータベース・リンクが存在しま
す。

次のタイプのデータベース・リンクが作成されます。

■ 特定のデータベースのスキーマに、プライベート・データ
ベース・リンクを作成できます。使用できるのは、プライ
ベート・データベース・リンクの所有者のみです。

■ データベースに対して、パブリック・データベース・リンク
を作成できます。データベースのすべてのユーザーが使用で
きます。

■ Oracle Names Serverにグローバル・データベース・リンクを
作成できます。ネットワーク上の誰もが使用できます。

Oracle Namesはグローバル・データベース名をリスナーから取り
出すので、グローバル・データベース名であるグローバル・デー
タベース・リンクは、自動的に Oracle Names Serverに登録されま
す。したがって、この情報を登録する必要はありません。

グローバル・データベース・リンクのユーザー名とパスワードの
資格証明は、Oracle Net8 Assistantを使用して Oracle Names Server
に登録されます。これらのグローバル・データベース・リンク
は、Oracle Net8 Assistantで定義されたリンク修飾子で補足されま
す。

個々のユーザーが作成したプライベートおよびパブリック・デー
タベース・リンクで、グローバル・データベース・リンクを差し
替えることができます。プライベート・データベース・リンクお
よびパブリック・データベース・リンクの詳細は、『Oracle8i 分散
システム』を参照してください。

別名 Oracle Names Serverには、定義済みのネット・サービス名、デー
タベース・サービスまたはグローバル・データベース・リンクに
対して、別名または代替サービス名が格納される。別名は、
NAMESCTL制御ユーティリティか Oracle Net8 Assistantを使用し
て Oracle Names Serverに登録されます。

Oracle Connection Managerの
情報

Oracle Names Serverには、ネットワーク上の全 Oracle Connection 
Managerの名前とリスニング・アドレスが格納される。この情報
を登録する必要はありません。

Data 説明説明説明説明
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ネットワーク・コンポーネントの編成とネーミングネットワーク・コンポーネントの編成とネーミングネットワーク・コンポーネントの編成とネーミングネットワーク・コンポーネントの編成とネーミング
Oracle Namesを使用する場合、ネットワーク化された環境にあるデータベースなどのオブ
ジェクトには、ネットワーク内で名前が重複しないような方法でネーミングする必要があり
ます。ネットワーク内のオブジェクトをネーミングする基本モデルは 2つあります。

■ シングル・ドメイン・モデル

■ 階層ネーミング・モデル

シングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデルシングル・ドメイン・モデル
ネットワークが小規模で名前の重複がない場合は、シングル・ドメイン・ネーミング・モデ
ルを使用すると有効です。図 2-12は、単一のドメイン名 .WORLDを使用した、一般的なフ
ラット・ネーミング構造を示したものです。

図図図図 2-12  シングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデルシングル・ドメイン・ネーミング・モデル

この環境では、データベース・サービス名に拡張子 .WORLDが自動的に付けられます（た
とえば、PROD.WORLD、FLIGHTS.WORLDなど）。
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ART
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階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル
階層ネーミング・モデルは、名前を階層構造に分割して、ネットワークの規模拡張に備えた
り、名前の独立性を高めることができます。このタイプのネーミング・モデルでは、異なる
ドメインに同じ名前の複数のデータベースをもつネットワークを実現できます。

図 2-13 は、（ROOT）ドメイン、ACMEドメイン、US.ACMEドメイン、EUROPE.ACMEド
メイン、ROW.ACME（Rest of World）ドメインで構成されるドメインの階層構造を示したも
のです。

図図図図 2-13  階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル階層ネーミング・モデル

図 2-13で、WEATHERと HISTORYはどちらも 2つありますが、名前は一意です（すなわ
ち、HISTORY.ROW.ACMEと HISTORY.EUROPE.ACME）。

デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン  デフォルト・ドメインは、クライアントの名前要求の大半を処理す
るドメインです。通常、これはクライアントが存在するドメインですが、クライアントが最
も頻繁にサービスを要求する別のドメインを指定することもできます。クライアントがデ
フォルト・ドメイン内のネットワーク・サービスを要求するときは、サービスの単純な未修
飾名を使用して、つまりドメイン名を指定しないでサービスを要求できます。文字 "." を含
まない名前をユーザーが要求すると、要求したデータベース・サービス名またはデータベー
ス・リンク名に、デフォルト・ドメイン名が自動的に追加されます。

図 2-14 は、クライアントとデフォルト・ドメインの EUROPE.ACME.COMを示したもので
す。クライアントがサービス名 "WINE" を要求すると、要求した名前にデフォルト・ドメイ
ンが付加されて、WINE.EUROPE.ACME.COMとなります。
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図図図図 2-14  デフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメインデフォルト・ドメイン

ドメイン名の詳細は、『Oracle8i概要』を参照してください。

複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン複数のドメイン  複数のドメインは、一連の親子関係で、ルート・ドメイン（階層内の最高
レベルのドメイン）に階層的に関連付けられています。たとえば、ルートの下にはいくつか
のドメインがあり、その 1つを COMと呼びます。COMドメインの下にはいくつかのドメイ
ンがあり、その 1つを ACMEと呼びます。ACMEドメインの下には、いくつかのドメイン
（USや EUROPEなど）があります。

注意注意注意注意 : SQL*Netと Oracle Namesの旧リリースでは、ドメインを 1つしか
持たないネットワークは、デフォルトで .worldと呼ばれていました。これ
は Net8と Oracle Namesバージョン 8の要件ではありませんが、旧リリー
スからのデータベースをすべて改名することを避け、後続互換性を維持す
るために同じ規約を保つことができます。

CURRENCY

WINE

FOOD

ART

HISTORY

ACME

EUROPE

DEATH

LAW

LIFE

TAXES

WEATHER

US

HISTORY

WEATHER

PASSPORTS

MODELS

FLIGHTS

ROW

ルート・ドメイン�

ドメイン�

ドメイン内�
の名前�
アーキテクチャと概念 2-39



Oracle Namesアーキテクチャ
管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用管理責任を分散する複数のリージョンの使用
管理リージョンには、複数のドメインを含めることができます。完全修飾ドメイン名は、1
つの管理リージョンにしか存在できませんが、ドメイン名は 2つの異なるリージョンに含め
ることができます。ネーミング規則を柔軟にするには、リージョンの管理責任を分散させる
必要があります。

Oracle Namesを使用し、ネットワークが大規模または地理的に広く分散している場合は、分
割した複数のリージョンをさらに分割することもできます。たとえば、企業全体のネット
ワークにアメリカとヨーロッパの両方が含まれている場合、ローカルに構築されているネッ
トワークに関する管理上の決定を行う場合があります。リージョンを再分割するには、親か
ら子またはサブリージョンに、リージョンとドメインを委任する必要があります。

管理リージョンを委任するには、それぞれの管理リージョンが 1つ以上の異なるドメインを
制御する必要があるので、階層ネーミング・モデルの適用が必要です。

複数の管理リージョンをもつネットワークは、1つのルート管理リージョンと 1つ以上の委
任管理リージョンで構成されます。

ルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョンルート管理リージョン
ルート管理リージョンにはルート・ドメインが含まれます。ルート管理リージョンには次の
情報が含まれます。

■ ルート・リージョン内の Oracle Names Server。

■ このリージョン内で要件が管理されるときのドメイン。ルート・ドメインが必ず含ま
れ、他のドメインが含まれる場合もあります。

■ 委任管理リージョンの Oracle Names Server － ルートの直属の子リージョンの役割を果た
す代替リージョン内のドメインと Oracle Names Serverのアドレス。

■ ルート・リージョンのデータ定義 － ルート管理リージョンに関連するすべてのデータ
ベース・サービス名およびデータベース・リンク、別名。

委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン
管理リージョンは、ネーミング・モデルの階層の最高位からネーミング・モデルのその他の下
位ドメインに至るまで委任できます。たとえば、ドメイン数が 10のネットワークでは、1～ 10
の管理リージョンで構成できます。

ルート以外の管理リージョンはすべて、階層構造内でルートと直接または間接的に連結して
いる委任リージョンです。
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図 2-15 は、5つのドメインと 3つの管理リージョンのあるネットワークを示したものです。
管理リージョンは、ROOTと 2つの委任リージョン（DR1、DR2）からなります。

図図図図 2-15  委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン委任管理リージョン
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ルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョンルートの下の委任管理リージョン
ルートの下の管理リージョンはすべて委任管理リージョンです。委任管理リージョンは、
ルート管理リージョンなどの他のリージョンから、ドメインの管理責任を受け取ります。委
任管理リージョンには次の情報が含まれています。

■ リージョン内のすべての Oracle Names Serverとドメイン。

■ この管理リージョンの子リージョン内のドメインと Oracle Names Serverのアドレス。

■ ルート・リージョン内の Oracle Names Serverのアドレス。このデータによって、委任
リージョン内の Oracle Names Serverが（ルート・リージョンを介して）他のリージョン
と交信することができます。

■ データ定義 － このローカル（委任）管理リージョン内のすべてのドメインに対するす
べてのデータベース・サービス名およびデータベース・リンク、別名。

Oracle Names のバージョンによる違いのバージョンによる違いのバージョンによる違いのバージョンによる違い
現在の Oracle Namesは、以前のバージョンと大きく異なります。

■ Oracle Namesバージョン 1

■ Oracle Namesバージョン 2

■ Oracle Namesバージョン 8

Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 1
Oracle Namesバージョン 1では、管理者は Oracle Network Managerを使用して Oracle Names
を構成し、すべてのトポロジー・データをデータベースに格納していました。リージョン内
の Oracle Names Serverはすべて同じデータベースにアクセスするため、サーバー間で同じ情
報が共有されます。

クライアントには、SQLNET.ORAファイルで指定される優先Oracle Names Serverのリスト
があります。このリストはユーザーによって作成され、接続する Oracle Namesの優先順位を
表します。リストの先頭にある Oracle Names Serverが、最初にクライアントから接続されま
す。

優先 Oracle Names Serverは、7-20ページの「デフォルトの Oracle Names Serverの構成」で説
明されているように、現在でも構成する場合があります。
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Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2
Oracle Namesバージョン 2では、管理者は Oracle Names Serverの構成をバージョン 1から引
き継ぐか、または動的検出オプションを使用するかを選択できました。動的検出オプション
は、単一リージョンおよび単一 DNSドメインのネットワークの場合にのみ選択することを
お薦めしていました。動的検出オプションは、予約済み Oracle Names Serverを使用します。
予約済み Oracle Names Serverは、DNSまたは Oracle Names Serverとクライアントの両方の
HOSTSファイルに組み込まれた正確な名前です。

予約済みアドレスをもつ Oracle Names Serverにはそのアドレスでアクセスできるので、クラ
イアントに優先 Oracle Names Serverのリストで Oracle Names Serverを探すように指示する必
要はありません。

動的検出オプションが選択されると、各 Oracle Names Serverは自動的に、リージョン内のす
べての予約済み Oracle Names Serverにデータをレプリケートします。リスナーは予約済み
Oracle Names Serverで登録するように構成されます。

構成の詳細は、『Oracle Names管理者ガイド』のリリース 2.0を参照してください。

TCP接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名接続用の予約済みホスト名 Named Pipes 接続用の予約接続用の予約接続用の予約接続用の予約
済みコンピュータ名済みコンピュータ名済みコンピュータ名済みコンピュータ名1

1  Named Pipes用の予約済み Namesサーバー名は、すべて大文字でなければなりません。

SPX接続用の予約済み接続用の予約済み接続用の予約済み接続用の予約済み
サービス名サービス名サービス名サービス名

oranamesrvr0

oranamesrvr1

oranamesrvr2

oranamesrvr3

oranamesrvr4

ORANAMESRVR0

ORANAMESRVR1

ORANAMESRVR2

ORANAMESRVR3

ORANAMESRVR4

oranamesrvr
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Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 8
Oracle Namesバージョン 8では、管理者は Oracle Names Serverの構成をバージョン 1または
バージョン 2から引き継ぐか、または新しい機能を使用するか選択できます。Oracle Names
バージョン 8には、バージョン 2の動的検出オプション機能が組み込まれ、さらに単一リー
ジョンおよび単一ドメインの制約がなくなっています。Oracle Namesバージョン 8の主要な
機能は次のとおりです。

■ サービスは、発見した Oracle Names Serverに自身を登録し、名前とアドレスをリージョ
ン内のすべての Oracle Names Serverで利用可能にします。同様に、管理者がサービスを
Oracle Names Serverに手動で登録する場合も、サービス情報がすべての Oracle Names 
Serverで利用可能になります。アドレス情報は、次のいずれかの方法で共有されます。

– サービス・レプリケーション － サービス・レプリケーションでは、サービス情報
が Oracle Names Serverのキャッシュに格納され、すぐに他の Oracle Names Serverの
キャッシュにレプリケートされます。

– リージョン・データベース － Oracleデータベースが登録リポジトリとして使用さ
れる場合、登録情報はデータベースに格納され、このデータベースにすべての
Oracle Names Serverがアクセスします。

■ 接続する Oracle Names Serverのリストが、2-45ページの「検出の理解」で説明するよう
に、手動で構成せずに、検出プロセスを通してクライアントに作成されます。

■ クライアント側のプロセスが、Oracle Names Serverに格納されたデータのクライアン
ト・キャッシュ・バージョンを作成するために実行されます。ここには、データベー
ス・アドレス、Oracle Names Serverのアドレス、その他のサービス情報が含まれます。
結果として、クライアントは Oracle Names Serverに接続してアドレス情報を取得する必
要がなく、アドレスの検索時間を短縮できます。

■ Oracle Namesバージョン 8では、トポロジー情報を維持するためにデータベースを必要
としません。ただし、管理者の設定で使用することもでき、こちらをお薦めします。

構成の情報は、6-21ページの「Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構
成」を参照してください。
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検出の理解検出の理解検出の理解検出の理解
Oracle Names Serverのリストを作成することにより、クライアントや他の Oracle Names 
Serverが特定の Oracle Names Serverに接続できるようになります。このリストを作成するプ
ロセスを検出と呼びます。

クライアントや Oracle Names Serverが Oracle Names Serverを検出する場合、まず 1つの
Oracle Names Serverを発見しようとします。クライアントは 1つの Oracle Names Serverを発
見すると、リージョン内の他の Oracle Names Serverに pingします。Oracle Names Serverのリ
ストがクライアントに作成され、UNIX の場合は .SDNS.ORA、Windowsの場合は
SDNS.ORAに保存されます。このリストは、応答時間の順に格納されます。

検出では、次の順で最初の Oracle Names Serverが検索されます。

1. SQLNET.ORAファイルの優先 Oracle Names Server（preferred Oracle Names Server）

2. 予約済み Oracle Names Server（well-known Oracle Names Server）

3. ポート 1575に TCP/IPで構成されたローカル Oracle Names Server

クライアントが上の方法で最初の Oracle Namesを見つけられなかった場合は、次の処理が行
われます。

■ Oracle Net8 Assistantを使用している場合は、Oracle Names Serverのアドレスを指定する
ためのプロンプトが表示されます。

■ NAMESCTL制御ユーティリティが失敗します。指定したアドレスでコマンドを再実行
する必要があります。
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Oracle Connection Manager のアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャのアーキテクチャ
Oracle Connection Manager は、クライアント接続要求をその次のホップに送るか、または直
接サーバーに送るかという処理を行うルーターの役割を果たします。Connection Managerを
通じて接続要求を送るクライアントは、Connection Managerで構成される接続集中化または
Net8アクセス制御、複数プロトコル・サポートの機能を利用できます。

Oracle Connection Manager プロセスプロセスプロセスプロセス
Oracle Connection Managerに関連するプロセスは主に 3つあります。

■ CMGW

■ CMADMIN

■ CMCTL

CMGW
CMGWは、Oracle Connection Managerのハブとして機能するゲートウェイ・プロセスです。
このプロセスは、次の役割を担います。

■ CMADMIN プロセスに登録する。

■ 着信接続要求をリスニングする。デフォルトでは、ポート 1600でリスニングします。

■ クライアントのリスナーに接続要求を開始する。

■ クライアントとサーバー間のデータを中継する。

■ CMCTLにより開始された要求に応答する。
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CMADMIN
CMADMIN は、Oracle Connection Managerの管理上の問題点すべてに対して責任を果たすマ
ルチスレッド・プロセスです。このプロセスは、次の役割を担います。

■ CMGW登録を処理する

■ 1つ以上のデータベース・インスタンスで機能する全リスナーを識別する

■ CMGWとリスナーに関するソース・ルート・アドレス情報を登録する

■ CMCTLにより開始された要求に応答する

■ Oracle Names Serverに登録されたリスナーを監視し、次にソース・ルート・アドレスを
監視する

■ ローカル Oracle Names Serverを検索する

■ SQL*Net 2.xとNET 8.xクライアントのOracle Names Serverでアドレス情報をメンテナン
スする

Oracle Connection Managerは、使用可能なサービスの Oracle Names Serverのキャッシュを更
新するために、定期的に Oracle Names Serverに交信します。

CMCTL
CMCTLは、Oracle Connection Manager制御ユーティリティの実行可能名です。CMCTLに
は、CMADMIN と CMGWに対する管理上のアクセス権があります。Oracle Connection 
Manager制御ユーティリティの詳細は、A-88ページの「Oracle Connection Manager制御ユー
ティリティ（CMCTL）」を参照してください。
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接続集中化接続集中化接続集中化接続集中化
Oracle Connection Managerでは、マルチスレッド・サーバー接続先への単一トランスポート・
プロトコル接続を通じて、複数のクライアント・ネットワーク・セッションを多重化または
集中化する Net8の機能を利用できます。

集中化では、サーバーが着信要求に使用する接続とポイントの数を少なくすることにより、
2つのプロセス間で複数の接続をメンテナンスするために必要なリソースを削減します。こ
のため、サーバーが処理できるネットワーク・セッションの総数を増加できます。複数の
Connection Managerを使用して、数千のユーザーを同時にサーバーに接続できます。

図 2-16 は、集中化の機能を示したものです。

図図図図 2-16  Oracle Connection Manager による接続集中化による接続集中化による接続集中化による接続集中化

構成情報は、7-30ページの「接続集中化機能の使用」を参照してください。
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Net8 アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御
Oracle Connection Manager には、TCP/IP環境で指定されたサーバーへのクライアント・アク
セスを制御するときに使用できる機能も含まれています。次の基準に基づいて、サーバーへ
の特定のクライアント・アクセスを可能にするか、または制限するフィルタリング・ルール
を設定できます。

■ クライアントのソース・ホスト名または IPアドレス

■ サーバーの接続先ホスト名または IPアドレス

■ 接続先データベース・サービス名

構成情報は、7-37ページの「Net8アクセス制御の使用」を参照してください。

Net8 Firewall Proxy
Net8 Firewall Proxyを提供しているファイアウォール・ベンダーもあります。アプリケー
ションのプロキシを必要とするファイアウォールにインストールされます。Net8 Firewall 
Proxyは、Oracle Connection Managerと同様の機能を持ちます。

複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート複数プロトコル・サポート
Oracle Connection Manager では、異なるネットワーク・プロトコルをもつクライアントと
サーバーが相互に通信できるように、複数プロトコルがサポートされています。この機能
は、SQL*Netバージョン 2 Oracle MultiProtocol Interchangeですでに実現している機能を置換
したものです。

Net8 は、インストールおよびサポートが可能な大半のネットワーク・プロトコル・スタック
間を行き来できます。実際に、サポートされるネットワーク・プロトコル数の制限は、特定
のノードのハードウェアおよびメモリー、オペレーティング・システムに課されている制限
のみです。

図 2-17は、SPXネットワーク内のクライアントが、Oracle Connection Managerを通じて
TCP/IPトランスポート上のサーバーにネットワーク・セッションを送る方法を示したもので
す。

注意注意注意注意 : Net8 Firewall Proxyがサポートされているかどうかは、ファイア
ウォールの製造元にお尋ねください。
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図図図図 2-17  Oracle Connection Manager による複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポートによる複数プロトコル・サポート

構成情報は、7-34ページの「複数プロトコル・サポートの使用」を参照してください。

接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング
接続プーリングは、マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にす
ることのできる、リソース利用およびユーザー拡張機能です。これは、複数のクライアン
ト・プロセス間でディスパッチャの一連の接続を共有またはプールすることにより行いま
す。図 2-18 は、接続プーリングの機能を示したものです。
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図図図図 2-18  接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング

タイムアウト・メカニズムを使用して、指定された期間アイドル状態であったトランスポー
ト接続を一時的に解放することによって、接続プーリングは、以前のアイドル接続との論理
ネットワーク・セッションを維持しながら、これらの物理接続を着信クライアントに使用で
きるようにします。アイドル・クライアントにさらに多くのなすべき作業がある場合、物理
接続はディスパッチャで再確立されます。

構成情報は、7-30ページの「接続集中化機能の使用」を参照してください。
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第第第第 II部部部部

Net8 の設定と構成の設定と構成の設定と構成の設定と構成

第 II 部では、Net8の設定、構成、接続およびトラブルシューティングの方法と、上級機能
をインプリメントする方法について説明します。第 II 部には、次の章があります。

■ 第 3章の「ネットワークのプランニング」

■ 第 4章の「リリース 8.1のインストレーションと Net8関連製品について」

■ 第 5章の「アップグレードまたは移行の検討」

■ 第 6章の「ネーミング・メソッドとリスナーの構成」

■ 第 7章の「Net8のオプション機能」

■ 第 8章の「接続の確立とネットワークのテスト」

■ 第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」

■ 第 10章の「プログラマのための Net8拡張機能」

■ 第 11章の「Net8のトラブルシューティング」





ネットワークのプランニ
3

ネットワークのプランニングネットワークのプランニングネットワークのプランニングネットワークのプランニング

Net8には、柔軟性のある使いやすいネットワークの設計と管理を支援する各種オプションが
あります。Net8では拡張性と管理容易性が向上したので、様々な環境をサポートするための
ネットワークを開発できます。これらの環境が単純なワークグループであるか、大規模で
ミッション・クリティカルな企業であるかどうかは関係ありません。

この章では、Net8を使用してネットワークを計画するときに考慮すべき点について説明しま
す。また、ネットワーク製品の関係と、今後ネットワークを拡張してさらに効率的に管理す
るためのオプションについて説明します。内容は次のとおりです。

■ 計画の概要

■ ネットワーク・レイアウトの定義

■ ネット・サービス名の変換

■ ネットワーク・パフォーマンスの向上

■ 計画のサマリー
ング 3-1



計画の概要
計画の概要計画の概要計画の概要計画の概要
ネットワークを構成する前に、ネットワークの検討と計画のための時間を取ってください。
Oracleネットワークを計画するときは、将来のニーズと現在の要件を念頭に置いてくださ
い。ネットワークに関して行わなければならない重要な決定は、次のとおりです。

■ ネットワーク・レイアウトの定義

■ ネット・サービス名の変換

■ ネットワーク・パフォーマンスの向上

ネットワーク・レイアウトの定義ネットワーク・レイアウトの定義ネットワーク・レイアウトの定義ネットワーク・レイアウトの定義
次のチェックリストは、ネットワークの主なコンポーネントの概要を示すためのものです。

1. ネットワークで行うことは何かを定義します。

2. クライアント・アプリケーションで必要な機能を調べ、これらの要件を満たすためのリ
ソースを評価します。

3. どのマシンまたはノードが、クライアントまたはサーバーのアプリケーションに最適で
あるかを判断します。

4. 既存または将来のネットワーキング要件に最適なネットワーク・プロトコルを選択しま
す。ネットワーク内のすべてのコンポーネントでうまく機能する 1つのトランスポー
ト・レベルのプロトコルを選択できます。多数のプラットフォーム上でほとんどの主要
プロトコルが利用可能です。使用しているネットワークが、複数のプロトコルを通じて
動作するクライアントまたはサーバーに関与している場合もあります。

5. ネットワークで複数のプロトコルを使用することに決定した場合は、どのノードが
Oracle Connection Managerをインストールするのに最適であるかを判断します。どの
ノードを選択するかについては、選択したネットワーク・プロトコルと、予想される通
信量を処理するマシンの能力によって決定します。

ネットワーク・コンポーネント間の物理的関係とともに論理的関係を示す図を描くと役立つ
ことがあります。
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ネット・サービス名の変換
ネット・サービス名の変換ネット・サービス名の変換ネット・サービス名の変換ネット・サービス名の変換
ネットワーク・レイアウトを定義した後は、ネットワーク・インプリメンテーションを効率
的に構成、管理する方法を決定する必要があります。ネーミング・メソッドを選択すること
が、最も重要で、最初に行う必要のある決定です。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
ネーミング・メソッドとは、データベース・サービスに接続しようとするときに、ネット・
サービス名をネットワーク・アドレスに変換するためにクライアント・アプリケーションが
使用する方法です。Net8には、4種類のネーミング・メソッドがあります。

■ ホスト・ネーミング

■ ローカル・ネーミング

■ Oracle Namesを使用した集中化されたネーミング

■ 外部ネーミング

ネットワークの規模および特性によって、各方法には、ネットワークを構成し、管理する方
法に関して利点と欠点があります。

ホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミングホスト・ネーミング
ホスト・ネーミングを使用するとユーザーは、TCP/IP環境で既存の名前解決サービスを使用
してネット・サービス名を解決できます。この名前解決サービスは、DNSや NISか、また
は単に中央でメンテナンスされる HOSTSファイル・セットの場合があります。

ホスト・ネーミングでは、ユーザーはホスト名別名を使用して Oracle Serverに接続できま
す。接続は、リスナーのデフォルトの TCP/IPポートである 1521を使用して確立されます。
リスナー用のグローバル・データベース名とホスト名の別名を整合することにより、ノード
ごとの複数データベースとデータベースの位置の透過性をサポートします。

ホスト・ネーミングでは、データベースとの単純な接続性を必要とする環境で使用される
ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）が不要になります。ただし、接続プーリング、
Oracle Connection Manager、異種サービスなど、高度な機能が必要とされる大規模で複雑な環
境には適しません。

構成方法は、6-7ページの「ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」を
参照してください。
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ホスト・ネーミング・オプションを使用した接続の確立ホスト・ネーミング・オプションを使用した接続の確立ホスト・ネーミング・オプションを使用した接続の確立ホスト・ネーミング・オプションを使用した接続の確立
ホスト・ネーミング・オプションを使用してクライアント・セッションを確立するためのプ
ロセスは、次のとおりです。

1. クライアントは、TCP/IPホスト名別名を指定して接続要求を開始します。

2. ホスト・ネーミングによって、TCP/IPホスト名とグローバル・データベース名を兼ねる
ネット・サービス名を使用してネットワーク・アドレスが生成され、このホスト名また
は別名が変換されます。TCP/IPポートは 1521にデフォルト設定されています。

3. Net8は、作成されたアドレスに対して接続を要求します。

4. リスナーは、登録された TCP/IPポート 1521でリスニングし、クライアントの要求を受
け取ってデータベースへの接続を確立します。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。
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ローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミングローカル・ネーミング
ローカル・ネーミングとは、個々のクライアントで構成された情報を使用して、ネット・
サービス名をネットワーク・アドレスに変換する方法です。アドレス帳とほぼ同じで、この
情報が TNSNAMES.ORAという名前のローカル名構成ファイルに格納されます。

構成方法は、6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」
を参照してください。

ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立ローカル・ネーミングを使用した接続の確立
ローカル・ネーミングを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセスは、
次のとおりです。

1. クライアントは、ネット・サービス名を指定して接続要求を開始します。

2. ネット・サービス名は、ローカル名構成ファイルに格納されているネットワーク・アド
レスに変換されます。

3. Net8は、指定されたアドレスに対して接続を要求します。

4. リスナーは、要求を受け取り、リスニング・サービスの提供先であるデータベースにそ
の要求を送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

Oracle Names を使用した集中化されたネーミングを使用した集中化されたネーミングを使用した集中化されたネーミングを使用した集中化されたネーミング
集中化されたネーミングとは、Oracle Namesを使用してネット・サービス名をネットワー
ク・アドレスに変換する方法です。Oracle Namesは、Oracle Names Serverを使用してネット
ワーク上のすべてのデータベース・サービスの名前とアドレスを格納します。ディレクトリ
支援と呼ばれるものとほぼ同様で、直接サーバーに接続を希望するクライアントは、接続要
求を Oracle Names Serverに送ります。Oracle Names Serverはサービス名をネットワーク・ア
ドレスに変換し、その情報をクライアントに戻します。

構成方法は、6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」
を参照してください。

集中化されたネーミング・オプションを使用した接続の確立集中化されたネーミング・オプションを使用した接続の確立集中化されたネーミング・オプションを使用した接続の確立集中化されたネーミング・オプションを使用した接続の確立
集中化されたネーミング・オプションを使用してクライアント・セッションを確立するため
のプロセスは、次のとおりです。

1. クライアントは、ネット・サービス名を指定して接続要求を開始します。

2. 接続要求は Oracle Names Serverに送られ、ネット・サービス名はネットワーク・アドレ
スに変換されます。このアドレスは、クライアントに戻されます。

3. Net8は、指定されたアドレスに対して接続を要求します。
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4. リスナーは、要求を受け取り、リスニング・サービスの提供先であるデータベースにそ
の要求を送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング外部ネーミング
外部ネーミングとは、サポートされている Oracle以外のネーミング・サービスを使用して、
ネットワーク・アドレスにネット・サービス名を変換する方法です。外部ネーミングでは、
顧客の外部（Oracle以外の）ネーミング・サービスに格納されているネット・サービス名が
変換されます。これらのサービスは、次のとおりです。

■ ネットワーク情報サービス（NIS）

■ NetWareディレクトリ・サービス（NDS）

外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立外部ネーミングを使用した接続の確立
外部ネーミングを使用してクライアント・セッションを確立するためのプロセスは、次のと
おりです。

1. クライアントは、ネット・サービス名を指定して接続要求を開始します。

2. 外部ネーミング・メソッドによって要求が外部ネーミング・システムに送られ、そこで
ネット・サービス名はネットワーク・アドレスに変換されます。アドレスは、クライア
ントに戻されます。

3. Net8は、指定されたアドレスに対して接続を要求します。

4. リスナーは、要求を受け取り、リスニング・サービスの提供先であるデータベースにそ
の要求を送ります。

5. サーバーによって、接続が受け入れられます。

注意注意注意注意 : SQL*Netの旧リリースでは、これらの外部ネーミング・メソッド
は Oracle Advanced Networking Optionの一部でした。これらは、現在 Net8
の標準として組み込まれています。

分散コンピューティング環境のセル・ディレクトリ・サービス（CDS）
は、Oracle Advanced Networking Optionの DCE統合部分の一部として引き
続き使用できます。
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外部ネーミングの構成外部ネーミングの構成外部ネーミングの構成外部ネーミングの構成
Oracle Net8 Assistantを使用して外部ネーミングを構成する手順は、次のとおりです。

1. クライアント・ノードに適切な外部ネーミング・メソッドがインストールされているこ
とを確認します。

2. プロファイルに、使用する外部ネーミング・メソッド（例 : CDS、NDSまたは NIS）を
指定します。外部ネーミング・メソッドが設定されていない場合は、Oracle Net8 
Assistantを使用してクライアントのプロファイルを編集します。

構成方法は、6-51ページの「外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」を参照
してください。

Oracle Names と外部ネーミングと外部ネーミングと外部ネーミングと外部ネーミング
Oracle Namesを他の専用ネーミング・サービスまたは公開のネーミング・サービスと一緒に
使用して、環境の違いによる名前を変換できます。たとえば、複数のネーム・サービス間で
ネーム変換を行うために、すでに Oracle Namesが実行されている企業ネットワーク内のクラ
イアントとサーバーすべてに、CDS/DCE、NIS、または NDSの外部ネーミングをインストー
ルできます。

Oracle Namesは、Oracleデータベース専用に名前とアドレスを格納し、変換する専用のネー
ム・サービスであるため、1つのネーム変換は、Oracle Namesにすべての Oracleサービスを
格納し、DNSや X.500などのディレクトリ・サービスをグローバルなネーミング・サービス
として利用できます。
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ネーミング・メソッドの選択ネーミング・メソッドの選択ネーミング・メソッドの選択ネーミング・メソッドの選択
次の表は、各ネーミング・メソッドの相対的な利点と欠点をまとめ、ネットワーク内でそれ
らのネーミング・メソッドを使用するためのヒントを示したものです。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 利点利点利点利点 /欠点欠点欠点欠点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

ホスト・ネーミング ■ 最小構成で行える。ユーザーは、接続を
確立するためにホスト名のみを指定でき
ます。

■ ローカル名構成ファイル
（TNSNAMES.ORA）の作成とメンテナン
スの必要がない。

■ Oracle Names管理手順を理解する必要は
ない。

欠点欠点欠点欠点 :

次の内容がすべて当てはまるときしか使用で
きません。

■ クライアントとサーバーは、TCP/IPを使
用して接続している。

■ ホスト名は、ドメイン・ネーム・サービ
ス（DNS）、ネットワーク情報サービス
（NIS）、中央でメンテナンスされる
TCP/IP hostsファイルなどの IPアドレス
変換メカニズムを通じて変換されている。

■ Oracle Connection Managerの機能は不要。

ここに記載した条件に
合致する単純な TCP/IP
ネットワーク

ローカル・ネーミング ■ ネット・サービス名アドレスを変換する
比較的簡単な方法である。

■ 異なるプロトコルを実行しているネット
ワーク間でネット・サービス名を変換す
る。

欠点欠点欠点欠点 : すべてのネット・サービス名からアド
レスへの変換をローカル側で構成する必要が
ある。

ほとんど変更がなく、
サービス数の少ない単
純な分散ネットワーク
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Oracle Names ■ 単一の場所にネットワーク名とアドレス
を集中し、名前の変更と更新の管理を容
易にする。たとえば、既存のサーバーに
対して変更を付加する場合、または新し
いサーバーをネットワークに追加する場
合、変更は 1つの Oracle Names Server上
で 1回だけ行われます。このため、管理
者は数百、数千のクライアントに対して
変更を行う必要がありません。

■ 異なるプロトコルを実行しているネット
ワーク間でネット・サービス名を変換す
る。

欠点欠点欠点欠点 :

■ Oracle Namesは、Oracleサービス用の
ネットワーク名とネットワーク・アドレ
スのみを格納する。

■ Oracle Names Serverの補足設定と追加管
理が必要。

頻繁に変更する大規模
で複雑なネットワーク
（20以上のデータベー
スをもつ）

外部ネーミング 管理者がすでに理解しているツールとユー
ティリティを使用して、Oracleネット・サー
ビス名を固有のネーム・サービスにロードで
きる。

既存のネーム・サービ
スをもつネットワーク

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 利点利点利点利点 /欠点欠点欠点欠点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境
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ネットワーク・パフォーマンスの向上
ネットワーク・パフォーマンスの向上ネットワーク・パフォーマンスの向上ネットワーク・パフォーマンスの向上ネットワーク・パフォーマンスの向上
次の 1つを実施することで、大規模なネットワークのパフォーマンスを向上できます。

■ 接続要求の管理

■ 接続プーリング

■ 接続集中化

■ クライアント負荷のバランス

■ セッション・データ・ユニット（SDU）サイズの調整によるデータ転送の最適化

■ TCP/IPの固定バッファ・フラッシング

■ リスナー・キューサイズの構成

接続要求の管理接続要求の管理接続要求の管理接続要求の管理
ネットワークで過剰な接続通信量を受信すると予想される場合は、事前に開始または事前に
起動された専用サーバー、または共有サーバーに、これらの要求をリダイレクトすることに
よって、リスナーでこれらの要求を管理できます。

次の表は、各プロセスの相対的な利点をまとめ、ネットワーク内でそれらのプロセスを使用
するためのヒントを示したものです。

リスナーを構成して接続要求を事前に開始または事前に起動された専用サーバーにリダイレ
クトする方法の詳細は、第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してください。

タイプタイプタイプタイプ 利点利点利点利点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

共有サーバー ■ 専用サーバーより効率よくネットワー
ク・リソースを利用するので、セッショ
ンのスループットとパフォーマンスが向
上する

■ データベースに対するセッション数が増
加しても、サーバー側で必要なメモリ・
リソースと処理リソースを最小限に抑え
ることができる

Oracle共有サーバーま
たはマルチスレッド・
サーバーがサポートさ
れるネットワーク、ま
たは新しいサーバーの
作成に時間のかかるリ
ソース集中型のネット
ワーク

事前に開始または事
前に起動された専用
サーバー
（デフォルト）

■ 新しい接続要求ごとに専用サーバーを作
成する必要がないので、接続時間を短縮
できる

■ サーバーを停止して作成しなおさなくて
も、他の接続で使用するサーバーを再利
用できるので、割当て済みのメモリやシ
ステム・リソースを有効に利用できる

Oracle共有サーバーま
たはマルチスレッド・
サーバーがサポートさ
れていないネットワー
ク、または新しいサー
バーの作成に時間のか
かるリソース集中型の
ネットワーク
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ネットワーク・パフォーマンスの向上
接続プーリング接続プーリング接続プーリング接続プーリング
接続プーリングは、マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にす
ることのできるリソース利用機能です。これは、複数のクライアント・プロセス間でディス
パッチャの一連の接続を共有またはプールすることにより行います。

タイムアウト・メカニズムを使用して、指定された期間アイドル状態であったトランスポー
ト接続を一時的に解放することによって、接続プーリングは、以前のアイドル接続との論理
セッションを維持しながら、これらの物理接続を着信クライアントに使用できるようにしま
す。アイドル・クライアントにさらに多くのなすべき作業がある場合、物理接続はディス
パッチャで再確立されます。

この機能は、マルチスレッド・サーバーが構成されている場合にのみ動作します。

接続プーリングの概念は 2-50ページの「接続プーリング」に、構成情報は 7-47ページの
「接続プーリングの使用」に説明があります。

接続集中化接続集中化接続集中化接続集中化
接続集中化は、Oracle Connection Managerを使用することにより利用できる機能です。この
機能により、1つのトランスポートを通じて、複数のクライアント・セッションをマルチス
レッド・サーバーに多重送信または集中送信するため、Net8の利点を活用できます。接続
プーリングと同様に、集中化はネットワーク・リソースを最適化し、一定数の物理サーバー
間で可能なクライアント /サーバー・セッション数を増加させます。接続プーリングとは異
なり、集中化はトランスポート接続をメンテナンスします。

接続集中化の概念は 2-46ページの「Oracle Connection Managerのアーキテクチャ」に、構成
情報は 7-30ページの「接続集中化機能の使用」に説明があります。
ネットワークのプランニング 3-11



ネットワーク・パフォーマンスの向上
接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用接続プーリングと接続集中化の使用
次の表は、接続プーリングと接続集中化を使用するときの相対的な利点をまとめ、ネット
ワーク内でそれらを使用するためのヒントを示したものです。

クライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランスクライアント負荷のバランス
ロード・バランシングとは、クライアントの接続を複数のリスナー、ディスパッチャ、イン
スタンスおよびノード間で均一に分散し、どれか 1つのコンポーネントの負荷が過大になる
ことを防ぐ機能です。負荷のバランスをとることにより、接続パフォーマンスが向上しま
す。

クライアントの接続要求に対してリスナーをランダムに選択できるように、クライアントを
構成できます。クライアント負荷のバランスが有効に設定されていると、Net8はリスナー・
アドレスのリストから 1つをランダムに選択し、各リスナーの負荷のバランスを保ちます。
クライアント負荷のバランスが無効に設定されていると、Net8はリストの順序に従ってリス
ナーを使用します。構成方法は、7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」を参照
してください。

機能機能機能機能 利点利点利点利点 推奨環境推奨環境推奨環境推奨環境

接続プーリング ■ 1つのプロセスに対して使
用されるネットワーク・リ
ソース数を制限する

■ 一定数に制限された物理接
続数に対するクライアント
/サーバー・セッション数
を最大化する

■ リソースの利用を最適化
する

メッセージ送信、OLAPなど、
対話形式の評価 /検索の時間頻
度が高いアプリケーションを多
数のクライアントで実行するよ
うなネットワーク

集中化 ■ 大規模なクライアント集団
をサポートする

■ 実ユーザーの識別と監視が
可能

■ 中間層のアプリケーション
が追加サービスをサポート
できる

■ 複数のアプリケーションを
もつクライアントには、ト
ランスポートが 1つのみで
済む

■ データベース・リンクに
は、ネットワーク接続が 1
つのみで済む

連続接続が必要なネットワーク
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ネットワーク・パフォーマンスの向上
セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（セッション・データ・ユニット（SDU）サイズの調整によるデータ転送の）サイズの調整によるデータ転送の）サイズの調整によるデータ転送の）サイズの調整によるデータ転送の
最適化最適化最適化最適化

ネットワーク間の往復回数を減らすようにアプリケーションを調整することは、ネットワー
ク・パフォーマンスを向上させる最高の方法です。これを行うと、セッション・データ・ユ
ニット（SDU）のサイズを調整してデータ転送を最適化することもできます。

SDUは、Net8がネットワーク間でデータを転送する前にデータを配置するバッファです。
Net8がバッファ内のデータを送信するのは、データ送信が要求されたとき、またはバッファ
がデータで満杯になったときです。

次の表は、SDUのサイズ変更が適切な時期と適切でない時期を示したものです。

セッション・データ・ユニット・サイズを調整するには、ローカル名構成ファイル
（TNSNAMES.ORA）にパラメータを追加します。詳細は、7-7ページの「ネット・サービス
名の接続属性の詳細構成」を参照してください。

セッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズを   
変更するとき変更するとき変更するとき変更するとき

セッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズをセッション・データ・ユニット・サイズを  
変更する必要がないとき変更する必要がないとき変更する必要がないとき変更する必要がないとき

■ サーバーから戻されるデータが個別のパ
ケットに別れる場合

■ 遅延が長い広域ネットワーク（WAN）
上にいる場合

■ パケット・サイズが一定している場合

■ 戻されるデータ量が多い場合

■ 遅延に対処できるようにアプリケーショ
ンを調整できる場合

■ データ伝送の影響がほとんどない高速
ネットワークを使用している場合

■ 要求によってサーバーから戻されるデー
タ量が少ない場合

注意注意注意注意 : SDUサイズは、通常の伝送フレーム・サイズの倍数に設定する必
要があります。イーサネットの通常のフレーム・サイズは 1024のため、
イーサネット・プロトコルでの最も効率的な SDUサイズは 1024の倍数で
す。ただし、1024の 4倍までに制限されます。

接続プーリングまたは接続集中化を使用しているときは、これらの機能に
対して、1つのトランスポートについてさらに 16バイトが必要になること
に注意してください。プロトコル・フレーム・サイズの詳細については、
そのプロトコルに関するそれぞれのマニュアルを参照してください。
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ネットワーク・パフォーマンスの向上
TCP/IPの固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシングの固定バッファ・フラッシング
TCP/IPを使用するいくつかのアプリケーションのある状況では、Net8のパケットがネット
ワークにすぐに送出されません。ほとんどの場合、この動作は大量のデータが一方から他方
に送られるときに発生します。TCP/IPの実装自体がフラッシュの欠如の原因で、許容範囲を
超える遅延を引き起こすおそれがあります。この問題を修正するためには、バッファ・フ
ラッシング・プロセスで遅延なしを指定できます。

詳細は、C-82ページの「プロトコル固有のパラメータ（PROTOCOL.ORA）」にある
TCP.NODELAYパラメータを参照してください。

リスナー・キューサイズの構成リスナー・キューサイズの構成リスナー・キューサイズの構成リスナー・キューサイズの構成
TCP/IPを介してリスニング・プロセス（リスナー、Oracle Connection Manager、Oracle Names
など）に対する多数の接続要求を受信することが予想される場合は、Net8を使用してシステ
ム・デフォルトより高い値になるようにリスニング・キューを設定できます。

構成方法は、6-70ページの「大量の接続要求の処理」を参照してください。
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計画のサマリー
計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー計画のサマリー
次の表は、ネットワークを計画したときに選択した可能性のある多数のオプションをまとめ
たものです。

科目科目科目科目 オプションオプションオプションオプション

ネットワーク・レイアウト ■ 単一または複数のプロトコル

ネット・サービス名の変換 ■ ホスト・ネーミング

■ 外部ネーミング

■ 集中化されたネーミング

■ ローカル・ネーミング

接続要求の管理 ■ 専用のサーバー

■ 事前に開始および事前に起動された専用
サーバー

■ 共有サーバー

ネットワーク・パフォーマンス ■ 接続プーリング

■ 接続集中化

■ クライアント負荷のバランス

■ セッション・データ・ユニット・サイズ
の最適化

■ 固定バッファ・フラッシング

■ リスナー・キューサイズの拡大
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計画のサマリー
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リリース 8.1のインストレーションと Net8
4

リリースリリースリリースリリース 8.1のインストレーションとのインストレーションとのインストレーションとのインストレーションと

Net8 関連製品について関連製品について関連製品について関連製品について

この章では、リリース 8.1の構成ファイル、インストレーションおよび Net8関連製品につい
て説明します。内容は次のとおりです。

■ 今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能

■ Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル

■ Net8のインストレーションとその製品
関連製品について 4-1



今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
次の表に、Net8リリース 8.1.5の新しい製品と機能を説明します。

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先

データベース・インス
タンス登録

データベース・インスタンスは、起動時にそれ自身をリス
ナーに登録する。これより前のリリースでは、インスタンス
に関する情報は手動で LISTENER.ORAファイルに構成する
必要がありました。

インスタンスの登録は、次の要素から構成されます。

■ サービス登録。データベース・サービス名やインスタン
ス名など、インスタンスの情報をリスナーに提供しま
す。

■ MTSディスパッチャの登録。リスナーにディスパッ
チャの情報を提供します。

また、クライアントから接続要求があったときに最初のイン
スタンスがダウンしていると、データベース・インスタンス
登録によって、別のインスタンスに対して自動的に
connect-time failoverが許可されます。

2-27ページの「リスナーへの
データベース・インスタンス
登録」

接続負荷のバランス インスタンス登録によって、接続負荷のバランスを使用でき
る。接続負荷のバランスによって、同じサービスのさまざま
なインスタンスとディスパッチャに対するアクティブな接続
の数が均一化されます。これにより、リスナーはディスパッ
チャごとの接続数と、インスタンスが実行されているノード
の負荷に基づいてルーティングを選択できます。

2-30ページの「接続負荷のバ
ランス」
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今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
サービス・ネーミング サービス・ネーミングには、単一のデータベースが提供する
複数のサービスや、複数のインスタンスにまたがるサービス
を含めることができる。

これより前のリリースでは、クライアントはデータベース・
インスタンスの Oracleシステム識別子（SID）を使用して構
成されていました。この SIDはリスナーに渡されます。次
にリスナーはこの SID情報を検査し、接続を許可または拒
否します。このほかにも SIDは、システム・グローバル領
域（SGA）へのポインタとしてデータベース内部で使用され
ていました。

SIDによってデータベース・インスタンスを識別することは
できますが、データベースは識別できません。この制限に
よって、データベースに 2つ以上のサービスを関連付けるこ
とができませんでした。

1つのデータベースは複数のサービスに対して動作できるの
で、SIDにかわってサービス・ネーミングが使用されていま
す。サービス・ネーミングによって、クライアントから次の
対象にアクセスできます。

■ サービス名を使用してサービス全体

■ インスタンス名を使用してデータベースのインスタン
ス（SIDによる方法と同じ）

複数のインスタンスを含むサービスをサポートするには、接
続記述子の中で次の新しいパラメータを使用します。

■ SERVICE_NAME

■ INSTANCE_NAME

■ 2-2ページの「接続操作」

■ 4-8ページの「Net8リ
リース 8.1で変更された
構成ファイル」

■ 6-2ページの「サービス
名とインスタンス名の設
定」

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
service_name
から net_service_name
への変更

これより前のリリースでは、接続記述子の別名は service_
nameと呼ばれていた。例 :

service_name =  
(description=  
  (address= ( protocol_address_information )) 
  (connect_data=  
     (sid= sid )  
  )  
) 

エンド・ユーザーは、このサービス名を使用してサービスに
接続していました。例 :

sql> CONNECT username / password @service_name

現在、サービス名は接続記述子のサービスを参照するように
なったため、接続記述子として net_service_nameが service_
nameのかわりに接続文字列中で使用されます。接続記述子
に net_service_nameをマップすると、次のようになります。

net_service_name =  
(description=  
  (address=( protocol specific address data )) 
  (connect_data=  
     (service_name= service_name )  
  )  
) 

エンド・ユーザーは、接続文字列で net_service_nameを使用
してサービスを指定します。

sql> connect username / password @net_service_name

第 6章の「ネーミング・メ
ソッドとリスナーの構成」

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
DB_DOMAIN 初期化ファイル（INITSID.ORA）中で、WORLDは DB_
DOMAIN のデフォルト設定として使用されない。新しいデ
フォルト設定は NULL です。したがって、デフォルト設定
を使用するのであれば、サービス名にドメイン名を含める必
要はありません。以前のリリースの Oracleでは、デフォル
ト設定は .WORLDでした。

DB_DOMAIN が NULL に設定されていれば、サービス名を
ドメインで修飾する必要はありません。

DB_DOMAIN が NULL に設定されていない場合は、サービ
ス名を入力するときにドメインを含める必要があります。た
とえば、Oracle8i データベースに SALESというサービス名
があり、COMドメインに所属している場合、SALES.COM
というサービス名を指定してそのサービスを識別します。

6-2ページの「サービス名と
インスタンス名の設定」

Javaオプションの
サポート

これより前のリリースで Net8は、Two-Task Common（TTC）
プレゼンテーション・レイヤーと Transparent Network 
Substrate（TNS）ネットワーク・セッション（NS）レイヤー
を使用する接続のみをサポートしてクライアント接続を確立
していた。

Javaオプションでは、ユーザーが従来のデータベース・スト
アド・プロシージャや、Enterprise JavaBeansおよび CORBA 
Serverを使用してプログラミングを行い、データベース・
サーバーを操作できます。Enterprise JavaBeansと CORBA 
Serverにアクセスするクライアントをサポートするために、
プレゼンテーション・レイヤーとセッション・レイヤーのサ
ポートが拡張されています。

7-48ページの「Javaオプショ
ン接続の構成」

Net8 Configuration 
Assistant

インストール後に基本的な構成作業を実行するためのツール
として、Net8 Configuration Assistantが用意されている。イン
ストールの終了後に、このツールによって自動的にデフォル
トの構成ファイルが設定されます。

このほかにスタンドアロン・モードで Net8 Configuration 
Assistantを実行し、次に示すさまざまな要素を構成できます。

■ リスナー

■ ネーミング・メソッド

■ ネット・サービス名

■ LDAPディレクトリ・サービス

4-22ページの「Net8のインス
トレーションとその製品」

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
RADIUS（Remote 
Authentication Dial-In 
User Service）
認証方法

軽量でオープンなプロトコルである RADIUSは、ネット
ワーク・クライアントと認証サーバーとの間でユーザー認
証、認可および課金処理を行う。RADIUS認証方法を使用す
ると、トークン・カードなどの RADIUS準拠デバイスを使
用して認証できるようになります。また、RADIUSは要求 -
応答認証と課金処理もサポートします。

『Oracle8i Advanced Security管
理者ガイド』

SSLプロトコル付き
TCP/IP

 SSL付き TCP/IPによって、TCP/IPとセキュア・ソケット・
レイヤー（Secure Sockets Layer: SSL）を使用するネットワー
ク上でのクライアント /サーバー対話が可能になる。

SSLは、証明書や秘密鍵などの認証データを Oracle Wallet
に格納します。クライアントがサーバーと Net8接続を開始
すると、SSLは秘密鍵と証明書を使用して 2者間でハンド
シェイクを実行します。ハンドシェイクの実行中、次の処理
が行われます。

■ クライアントとサーバーは、認証データ、暗号化方法
およびデータ整合性タイプのセットである Cipher Suite
についてネゴシエーションを行い、交換するメッセー
ジに適用する。

■ 使用する構成によっては、サーバーはクライアントの
公開鍵で暗号化したメッセージにサーバー自身の証明
書を入れてクライアントに送信する。サーバーは、こ
の同じメッセージを使用して、クライアントの証明書
を送るように要求する場合もあります。クライアント
は、それ自身の秘密鍵を使用してこのメッセージの暗
号化を解除し、サーバーの証明書に認証局のシグネ
チャがあることを確認します。

■ 必要に応じてクライアントは、このユーザーの証明書
を Oracleサーバーに送信する。証明書によって、ユー
ザーの情報が正しいことと、公開鍵が実際にそのユー
ザーのものであることが保証されます。

サーバーはこのユーザーの証明書を調べて、認証局のシグネ
チャがあることを確認します。

『Oracle8i Advanced Security管
理者ガイド』

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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今回のリリースに含まれる新しい製品とその機能
セキュア・ソケット・
レイヤー（Secure 
Sockets Layer: SSL）認
証方法

SSLは、証明書や秘密鍵などの認証データを Oracle Wallet
に格納する。クライアントがサーバーと Net8接続を開始す
ると、SSLは秘密鍵と証明書を使用して 2者間でハンドシェ
イクを実行します。ハンドシェイクの実行中、次の処理が行
われます。

■ クライアントとサーバーは、認証データ、暗号化方法
およびデータ整合性タイプのセットである Cipher Suite
についてネゴシエーションを行い、交換するメッセー
ジに適用する。

■ SSLの構成によっては、クライアントはユーザーの証明
書を Oracleサーバーに送信する。証明書によって、
ユーザーの情報が正しいことと、公開鍵が実際にその
ユーザーのものであることが保証されます。サーバー
はこのユーザーの証明書を調べて、認証局のシグネ
チャがあることを確認します。

■ 使用する構成によっては、サーバーはクライアントの
公開鍵で暗号化したメッセージにサーバー自身の証明
書を入れてクライアントに送信する。クライアントは、
それ自身の秘密鍵を使用してこのメッセージの暗号化
を解除し、サーバーの証明書に認証局のシグネチャが
あることを確認します。

『Oracle8i Advanced Security管
理者ガイド』

SSLプロトコル付き
TCP/IP

TCP/IPと SSLを使用するネットワーク上でクライアント /
サーバー対話を可能にする。

『Oracle8i Advanced Security管
理者ガイド』

新製品新製品新製品新製品 /新機能新機能新機能新機能 説明説明説明説明 詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先詳細情報の参照先
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
4-8 Oracle8i Net8管理者ガイド

Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1で変更された構成ファイルで変更された構成ファイルで変更された構成ファイルで変更された構成ファイル
この項では、次のトピックについて説明します。

■ 構成ファイルで使用される構文の変更点

■ TNSNAMES.ORAの変更点

■ LISTENER.ORAの変更点

■ リリース 8.1で廃止されたパラメータ



Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点構成ファイルで使用される構文の変更点
次の表は、Net8のリリース 8.0と 8.1の構文における相違点を説明しています。

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1

TNSNAMES.ORA内で、
システム識別子（SID）
ではなく、サービス名
とインスタンス名を指
定して接続

次に示すように、データベースの SIDは
TNSNAMES.ORAの CONNECT_DATAセ
クションで指定する必要がある。

service_name = 
 (description=  
  (address_list= 
   (address=...)
   (address=...)
  )
  (connect_data= (sid=sales) )

データベースに複数のインスタンスにまたが
るサービスを含めることができるようになっ
たため、SIDのかわりにサービス名を指定する
か、またはオプションでインスタンス名を指
定する。

次のエントリによって、クライアントは
SALES.COMというサービスに接続できるよう
になります。

net_service_name = 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=sales.com)
 ) 

次のエントリによって、クライアントは
OP.COMサービスの一部である OP1インスタ
ンスに接続できるようになります。

net_service_name = 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=op.com)
    (instance_name=op1)
 ) 

SERVICE_NAMEは、一般にグローバル・デー
タベース名です。グローバル・データベース
名は、データベース名とドメイン名から構成
され、インストール中またはデータベースの
作成中に入力します。INSTANCE_NAMEは、
一般にインストール中またはデータベースの
作成中に入力する SIDです。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 6-2ページの「サービス名とインスタンス
名の設定」

■ 6-12ページの「ローカル・ネーミング・
メソッドによるネットワークの構成」
リリース 8.1のインストレーションと Net8関連製品について 4-9



Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
TNSNAMES.ORAの
DESCRIPTION_LISTと
ADDRESS_LISTを使用
したクライアント負荷
のバランス

複数の接続記述子からネット・サービス名
へのマッピングと、複数リスナーに対する
クライアント負荷のバランスでは、
DESCRIPTION_LISTが使用されていた。

クライアント負荷のバランスをとるには、
ユーザーが各リスナーに対して接続記述子
を個別に定義する必要がありました。

このリリースでも、クライアント負荷のバラ
ンスは DESCRIPTION_LISTに対してデフォル
トでオンに設定されているが、新たに用意さ
れた LOAD_BALANCE パラメータを 1つの
ADDRESS_LISTに対して使用するか、または
ADDRESSセットやセットの DESCRIPTIONに
LOAD_BALANCE パラメータを関連付けて明
示的に指定することもできる。次のエントリ
によって、クライアント負荷のバランスはア
ドレス・リストに関連付けられ、すべてのリ
スナーの ADDRESSに適用されます。

net_service_name=  
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))
 ) 

クライアント負荷のバランスはどのバージョ
ンのクライアントでも機能しますが、Oracle8i
リリース 8.1サーバーが必要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-11ページの「複数アドレス・オプショ
ンの構成」

■ C-35ページの図 C-4の「リリース 8.1とそ
れ以前のリリースのクライアント負荷の
バランス」

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
TNSNAMES.ORAと
LISTENER.ORAで
ADDRESS_LIST内部に
ネストされたアドレス

アドレス・リストが 1つしかない場合で
も、次に示すように ADDRESS_LISTを使
用する必要があった。

service_name = 
(description= 
 (address_list=  
  (address=...)
  (address=...)
 )
 (connect_data=(sid=sales))

アドレス・リストが 1つしかない場合、次に
示すように Net8のアドレス・リストを
ADDRESS_LISTに埋め込む必要はない。

net_service_name = 
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
   (connect_data=
     (service_name=sales.com))
 )

ネストされたアドレスはどのバージョンのク
ライアントでも機能しますが、Oracle8i リリー
ス 8.1サーバーが必要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 6-12ページの「ローカル・ネーミング・
メソッドによるネットワークの構成」

■ C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（TNSNAMES.ORA）」

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
TNSNAMES.ORAの
ADDRESS_LISTを
使用した connect-time 
failover

connect-time failoverは ADDRESS_LISTに
含意されており、最初のリスナーでクライ
アント接続が失敗すると別のリスナーに
フェイルオーバーする。Net8と SQL*Net
は、接続に成功するまですべてのリス
ナー・アドレスを試行します。

フェイルオーバーは、ADDRESS_LIST、
DESCRIPTION_LISTおよび DESCRIPTION
セットに対してデフォルトでサポートされて
いる。また、フェイルオーバーは、新たに用
意された FAILOVERパラメータを ADDRESS
セットに対して使用することにより明示的に
指定することもできます。次のエントリに
よって、connect-time failoverはアドレス・リス
トに関連付けられ、すべてのリスナーの
ADDRESSに適用されます。

net_service_name=  
 (description= 
  (failover=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))
 ) 

connect-time failoverはどのバージョンのクライ
アントでも機能しますが、Oracle8i リリース
8.1サーバーが必要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-11ページの「複数アドレス・オプショ
ンの構成」

■ C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（TNSNAMES.ORA）」

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
TNSNAMES.ORAに
SOURCE_ROUTE=ON
を設定し、Oracle 
Connection Managerを媒
介とするルーティング
接続

Oracle Connection Managerを介して宛先
サービスまでのアドレスのソース・ルート
を作成する SOURCE_ROUTEパラメータ
は、ADDRESS_LISTの外側に記述する必
要があった。

service_name = 
(description= 
 (source_route=on)
 (address_list= 
  (address=...)
  (address=...)
 )
 (connect_data=
  (sid=sales))
 )

SOURCE_ROUTEは、ADDRESS_LISTの外側
に記述しなくてもよい。次に示すように
ADDRESSリストに関連付けて記述します。

net_service_name=  
 (description= 
  (source_route=on)  
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))
 ) 

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-40ページの「Oracle Connection Manager
機能を使用する場合のクライアントの構
成」

■ C-31ページの「ローカル・ネーミング・
パラメータ（TNSNAMES.ORA）」

LISTENER.ORAの SID_
LIST_listener_name情報

LISTENER.ORAでは、リスナーからサー
ビスの提供を受けているデータベースの
SIDの定義が必要だった。データベースの
SIDは、LISTENER.ORAファイルの SID_
LISTセクションに指定する必要がありま
した。例 :

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/usr/bin/oracle)))

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-62ページの「リスナーの構
成」を参照してください。

データベースのインスタンスとマルチスレッ
ド・サーバー・ディスパッチャは自らをリス
ナーに登録するため、次の場合を除いてデー
タベース情報を明示的に定義する必要はない。

■ Oracle 8リリース 8.0またはOracle7のデー
タベースに接続する場合

■ この情報を必要とする Oracle Enterprise 
Managerのような管理ツールを使用する
場合

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-62ページの「リスナーの構成」
を参照してください。

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
LISTENER.ORAのプレ
ゼンテーション・レイ
ヤーとセッション・レ
イヤーに関する情報

Net8では、Two-Task Common（TTC）プ
レゼンテーション・レイヤーと Transparent 
Network Substrate（TNS）ネットワーク・
セッション（NS）レイヤーを使用して
データベースに接続するクライアント・タ
イプのみをサポートしていた。この情報
は、LISTENER.ORAファイルに入れる必
要はありません。

従来の Net8 Clientのほかに、このリリースで
はデータベースの Javaオプションに接続する
IIOPクライアントもサポートしている。これ
らのクライアントでは、Two-Task Common
（TTC）以外にプレゼンテーション・レイヤー
として General Inter-Orb Protocol（GIOP）が使
用されます。また、セッション・レイヤーは
必要ありません。

TTCと NSはデフォルトなので、標準的な
Net8 Clientの場合、LISTENER.ORAにこれら
のレイヤーを明示的に定義する必要はありま
せん。IIOPクライアントがいる場合は、プレ
ゼンテーション・レイヤーとセッション・レ
イヤーを明示的に定義する必要があります。
例 :

listener=
  (description=
   (protocol_stack=
    (presentation=giop)
    (session=raw)
    )
    (address=
     (protocol=tcp)
     (host=sales-pc)
     (port=2481))
  )

追加情報追加情報追加情報追加情報 :  7-48ページの「Javaオプション接
続の構成」を参照してください。

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
CMAN.ORAの
CMADMIN プロセスの
アドレス

アドレスは、Oracle Connection Manager
ゲートウェイ・プロセスの CMGWのみが
必要とする。管理プロセスの CMADMIN
は、内部 IPCアドレスを使用します。

CMADMIN と CMGWの両方にプロトコル・
アドレスが必要。

この新しいアドレスは、次に示すように
CMAN_ADMIN パラメータを使用して記述し
ます。

cman=(address=(protocol=tcp)(host= anyhos
t )(port=1630))

cman_
admin=(address=(protocol=tcp)(host
= cman-pc)(port=1650))

デフォルトで CMADMIN は、登録済みポート
の 1830を使用して TCP/IP上でリスニングし
ます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 概念的な情報については、2-46ページの
「Oracle Connection Managerプロセス」

■ 構成に関する情報については、7-30ペー
ジの「接続集中化機能の使用」

変更点変更点変更点変更点 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.0 Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
TNSNAMES.ORA の変更点の変更点の変更点の変更点
次の表は、Net8リリース 8.1で TNSNAMES.ORAファイルに追加された新しいパラメータを
説明しています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

FAILOVER これを ONに設定すると、最初のリスナーへの接続に失敗すると Net8は別のリ
スナーにフェイルオーバーする。このパラメータによって、次に示すようにアド
レスの試行回数が決まります。

net_service_name = 
 (description= 
   (failover=on)
   (address=...)
   (address=...)
   (connect_data=
    (service_name= service_name ) 
 )

これを OFFに設定すると、Net8は 1つのアドレスのみを試行します。

デフォルトでこのパラメータは、ADDRESS_LIST、DESCRIPTION_LISTおよび
DESCRIPTIONセットに対して ONになっています。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」

■ C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）」
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
INSTANCE_NAME SERVICE_NAMEパラメータのほかに、INSTANCE_NAMEパラメータを使用し
てアクセス先のデータベース・インスタンスを識別することも可能。
INSTANCE_NAMEは、接続先の特定インスタンスを識別することが重要な意味
を持つ Oracle Parallel Serverデータベースのみに必要です。たとえば、次に示す
のは複数のインスタンス OP1と OP2にまたがるサービス、OPに関する記述で
す。エンド・ユーザーは、どちらのインスタンスを使用してもサービス OPに接
続できます。

net_service_name =
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op.com)
       (instance_name=op1) )
net_service_name=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op.com)
       (instance_name=op2) )

INSTANCE_NAMEは、一般にインストール中またはデータベースの作成中に入
力する SIDです。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : インスタンス名文字列に関する情報については、7-11ページの「複数
アドレス・オプションの構成」を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
LOAD_BALANCE これを ONに設定すると、次に示すように Net8はリスナー・アドレスのリスト
からランダムにアドレスを選択し、複数のリスナーに負荷を分散する。

net_service_name=
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))
 ) 

これを OFFに設定すると、Net8はどれか 1つのアドレスが成功するまでアドレ
ス・リストに書かれている順番で試行します。

このパラメータは、デフォルトで DESCRIPTION_LISTに対して ONになってい
ます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」

■ C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）」

SERVICE_NAME 次に示すように、接続先のサービスを識別する。

net_service_name =
 (description= 
  (address=...)
  (address=...)
  (connect_data=
   (service_name=sales.com)
 )

SERVICE_NAMEは、一般にグローバル・データベース名に設定されます。グ
ローバル・データベース名は、データベース名とドメイン名から構成され、イン
ストール中またはデータベースの作成中に入力します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : サービス名文字列に関する情報については、6-2ページの「サービス
名とインスタンス名の設定」を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
LISTENER.ORA の変更点の変更点の変更点の変更点 

次の表は、Net8リリース 8.1で LISTENER.ORAファイルに追加された新しいパラメータを
説明しています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

PROTOCOL_STACK 接続に使用されるプレゼンテーション・レイヤーとセッション・レイヤーの情報
を識別する。

listener=
  (description_list=
    (description=
      (protocol_stack=
        (presentation=giop)
        (session=raw)
      )
      (address_list=
        (address=...)
      )
    )
  )

デフォルトのプレゼンテーション・レイヤーである Two-Task Common（TTC）
と、デフォルトのセッション・レイヤーであるネットワーク・セッション
（NS）を使用している場合、PROTOCOL_STACKを使用する必要はありません。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : サポートするプレゼンテーション・レイヤーとセッション・レイヤー
に関する説明については、2-9ページの「Oracleネットワーク環境内のスタック
通信」を参照してください。

PRESENTATION プレゼンテーション・レイヤーを識別する。

■ 標準的な Net8 Clientはプレゼンテーション・レイヤーに TTCを使用する

■ Javaクライアントは、General Inter-Orb Protocol（GIOP）というプレゼン
テーション・レイヤーを必要とする

SESSION セッション・レイヤーを識別する。

■ 標準的な Net8 Clientはセッション・レイヤーに NSを使用する

■ Javaクライアントは、セッション・レイヤーを使用しない RAWというプレ
ゼンテーション・レイヤーを必要とする
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
CMAN.ORA の変更点の変更点の変更点の変更点
CMAN.ORAファイルには、CMADMIN アドレスを定義するための新しいパラメータが追加
されています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

CMAN_ADMIN 次に示すように、管理プロセスである CMADMIN プロセスのアドレスを識別す
る。

cman_admin=
 (address=
  (protocol=tcp)
  (host=  cman-pc)
  (port=1650)
 )

Oracle Connection Manager制御ユーティリティの CMCTLが実行されているとき
に、CMADMIN プロトコル・アドレスを探してそのコマンドを実行します。

デフォルトの TCP/IPアドレスであるポート 1830を使用している場合、CMAN_
ADMIN を明示的に指定する必要はありません。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 7-30ページの「接続集中化機能の使用」

■ A-88ページの「Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）」
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Net8リリース 8.1で変更された構成ファイル
リリースリリースリリースリリース 8.1で廃止されたパラメータで廃止されたパラメータで廃止されたパラメータで廃止されたパラメータ
次の表は、リリース 8.1で廃止されたパラメータについて説明しています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明

AUTOMATIC_IPC SQLNET.ORA セッションに強制的に IPCアドレスを使用させるた
めに、このパラメータを使用していた。パフォーマ
ンス上の問題から、このパラメータは破棄されまし
た。AUTOMATIC_IPCのかわりに、IPCアドレスを
構成する必要があります。

NAMES.USE_PLUG_AND_PLAY NAMES.ORA 動的検出オプションを有効または無効にするために、
このパラメータを使用していた。Oracle Names Server
を検出するために別の方法が用意されています。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-21ページの「Oracle Namesネーミング・
メソッドによるネットワークの構成」を参照してく
ださい。

NAMES.DOMAIN_CHECKPOINT 
FILE

NAMES.ORA チェックポイント・トポロジー・データ（ローカ
ル・リージョン内に存在するサーバーのドメイン・
アドレス）に使用されていたファイルの名前。

この情報に関するチェックポイント・ファイルを作
成するには、NAMES.REGION_CHECKPOINT_FILE
パラメータを使用する必要があります。

NAMES.TOPOLOGY_CHECKPOINT_
FILE

NAMES.ORA チェックポイント・ドメイン・データ（リージョン
内に存在するすべてのデータベース・アドレスとそ
の他のデータ）に使用されていたファイルの名前。

この情報に関するチェックポイント・ファイルを作
成するには、NAMES.REGION_CHECKPOINT_FILE
パラメータを使用する必要があります。
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Net8のインストレーションとその製品
Net8 のインストレーションとその製品のインストレーションとその製品のインストレーションとその製品のインストレーションとその製品
Oracleユニバーサル・インストーラを実行する場合、多くのインストレーション・オプショ
ンから目的の製品を選択してインストールすることができます。それぞれのインストレー
ション・オプションには、インストレーション・タイプのサブセットがあります。「Custom」
を選択すると、必要な製品を選択してインストールできます。次の表は、各インストレー
ション・タイプを選択したときにインストールされる製品を説明しています。

インストール中に、Net8製品もインストールされます。この項では、Net8のインストール
に関連するトピックを取り上げます。

■ Net8 Serverのインストレーション

■ Net8 Clientのインストレーション

■ Net8製品の概要

Oracleユニバーサル・インストーラ、インストレーション・プロセスおよびインストレー
ション・タイプに関する詳細は、使用するオペレーション・システムの『インストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ 説明説明説明説明

「Typical」 事前に構成された初期データベースのほか、ライセンスの付与
が可能な Oracleオプションとカートリッジ、ネットワーク・
サービス、Oracle8i ユーティリティ、およびオンライン・マニュ
アルがインストールされる。このインストレーション・タイプ
は、完全なデータベース・パッケージを希望するユーザーにお
薦めします。

「Minimal」 事前に構成された初期データベース、ネットワーク・サービス、
および Oracle8i ユーティリティをインストールするためのオプ
ション。このインストレーション・タイプは、最小限度のデー
タベース・パッケージを希望するユーザーにお薦めします。

「Custom」 CD-ROMから任意の製品を選択してインストールすることが可
能。
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Net8のインストレーションとその製品
Net8 Server のインストレーションのインストレーションのインストレーションのインストレーション
Net8 Serverのインストール中、次の製品によって構成ファイルにデフォルトの情報が設定さ
れます。

■ Net8 Configuration Assistant

■ Oracle Database Configuration Assistant

Net8 Configuration Assistant
サーバーのインストール中、Net8 Configuration Assistantによって次の内容で構成ファイルが
作成されます。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報

「Typical」 Net8 Configuration Assistantはユーザーによる入力なしで実行され、次に示すデフォ
ルトが構成される。

■ 次に示す終点でリスニングする LISTENERという名前を持つリスナー用の
LISTENER.ORAファイル

-外部プロシージャに接続するための IPC

-Oracleデータベースに接続する Net8 Clientのための TCP/IP

-Javaオプションに接続する IIOPクライアントのための TCP/IP

外部プロシージャに関する静的な情報も、LISTENER.ORAファイルに構成され
ます。

■ 外部プロシージャのために構成されるネット・サービス名を含む
TNSNAMES.ORAファイル

■ コンピュータのドメインとネーミング・メソッドの順序のために設定されたパ
ラメータを含む SQLNET.ORAファイル
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Net8のインストレーションとその製品
Oracle Database Configuration Assistant
「Typical」または「Minimal」でサーバーをインストールすると、Oracle Database 
Configuration Assistantによってデータベース関連の情報が LISTENER.ORAに追加されます。
この情報は、Oracle Enterprise Managerを使用するときに Oracle Intelligent Agentが必要としま
す。

「Minimal」 Net8 Configuration Assistantはユーザーによる入力なしで実行され、次に示すデフォ
ルトが構成される。

■ 次に示す終点でリスニングする LISTENERという名前を持つリスナー用の
LISTENER.ORAファイル

-外部プロシージャに接続するための IPC

-Oracleデータベースに接続する Net8 Clientのための TCP/IP

-Javaオプションに接続する IIOPクライアントのための TCP/IP

外部プロシージャに関する静的な情報も、LISTENER.ORAファイルに構成され
ます。

■ 外部プロシージャのために構成されるネット・サービス名を含む
TNSNAMES.ORAファイル

■ コンピュータのドメインとネーミング・メソッドの順序のために設定されたパ
ラメータを含む SQLNET.ORAファイル

「Custom」 Net8 Configuration Assistantによって、次の情報を構成するようにプロンプトが表示
される。

■ リスナー。リスナーの終点に使用する名前とプロトコルも含みます。

■ ネーミング・メソッド（naming methods）。ネット・サービス名をネットワー
ク・アドレスに変換します。

標準的な Net8 Clientを TCP/IP上でリスニングするようにリスナーを構成する場合、
デフォルトのポート番号であるポート 1521を選択する必要があります。そうでない
場合は、INITSID.ORAファイルの LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、ネーミ
ング・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。Net8 Clientのため
に、LISTENER.ORAにデフォルト以外のポート番号を構成する方法の詳細について
は、6-67ページの「デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成」を参照し
てください。

IIOPクライアントを TCP/IP上でリスニングするようにリスナーを構成する場合、
デフォルトのポート 2481を選択する必要があります。同様に、IIOPクライアント
を SSL付き TCP/IP上でリスニングするには、デフォルトのポート 2482を選択する
必要があります。そうでない場合は、INITSID.ORAファイルで LOCAL_LISTENER
パラメータを構成するか、または MTS_DISPATCHERSパラメータの LISTENER属
性を構成し、ネーミング・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。
IIOPクライアントのために LISTENER.ORAにデフォルト以外のポート番号を構成
する方法の詳細については、7-57ページの「独自のリスナーの構成」を参照してく
ださい。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報
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Net8のインストレーションとその製品
デフォルトでリスナーを構成する方法の詳細は、6-62ページの「リスナーの構成」を参照し
てください。
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Net8のインストレーションとその製品
Net8 Client のインストレーションのインストレーションのインストレーションのインストレーション
どのクライアント・インストレーション・タイプを選んでも、Net8 Configuration Assistantは
ユーザーによる入力なしで実行され、次のように構成ファイルが設定されます。

インストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプインストレーション・タイプ インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報インストールの結果、構成される情報

「Typical」 Net8 Configuration Assistantはユーザーによる入力なしで実行さ
れ、次に示すデフォルトが構成される。

■ 外部プロシージャのために構成されるネット・サービス名
を含む TNSNAMES.ORAファイル

■ コンピュータのドメインとネーミング・メソッドの順序のた
めに設定されたパラメータを含む SQLNET.ORAファイル

「Minimal」 Net8 Configuration Assistantはユーザーによる入力なしで実行さ
れ、次に示すデフォルトが構成される。

■ 外部プロシージャのために構成されるネット・サービス名
を含む TNSNAMES.ORAファイル

■ コンピュータのドメインとネーミング・メソッドの順序のた
めに設定されたパラメータを含む SQLNET.ORAファイル

「Custom」 Net8 Configuration Assistantの実行中、ネット・サービス名を
ネットワーク・アドレスに解決するためのネーミング・メソッ
ド（naming methods）を指定するように求めるプロンプトが表示
される。

ネット・サービス名の構成に関する詳細は、第 6章の「ネーミ
ング・メソッドとリスナーの構成」を参照してください。
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Net8のインストレーションとその製品
Net8 製品の概要製品の概要製品の概要製品の概要
次の表は、Net8製品、インストール先のコンピュータ、およびインストレーション・タイプ
の一覧です。

製品製品製品製品 説明説明説明説明 インストール先インストール先インストール先インストール先 選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン
ストレーション・ストレーション・ストレーション・ストレーション・
タイプタイプタイプタイプ

Net8 Client ネットワーク経由でクライアントからデータベースへ
の接続を実現する製品が提供される。クライアント側
アプリケーションから Net8に送られた接続要求は、
ネットワークを経由してサーバーに渡されます。

サーバーと
クライアント

すべて

Net8 Server ネットワーク・リスナーが、プロトコルを介してネッ
トワーク上のクライアント側アプリケーションの接続
要求を受け入れるための製品が提供される。

サーバー すべて

サポートするプロトコルサポートするプロトコルサポートするプロトコルサポートするプロトコル

■ TCP/IP TCP/IPを使用するネットワーク上でクライアント /
サーバー対話を可能にする。上記の Oracle製品を組
み合わせることで、クライアント上の Oracleアプリ
ケーションは TCP/IPを介してリモートの Oracleデー
タベースと通信できるようになります（Oracleデータ
ベースが、TCP/IPを使用したネットワーク通信をサ
ポートするホスト・システム上で実行されている場
合）。

サーバーと
クライアント

すべて

■ SSL付き TCP/IP TCP/IPと Secure Sockets Layer（SSL）を使用するネッ
トワーク上でクライアント /サーバー対話を可能にす
る。上記の Oracle製品を組み合わせることで、クラ
イアント上の Oracleアプリケーションは TCP/IPと
SSLを介してリモートの Oracleデータベースと通信
できるようになります（Oracleデータベースが、
TCP/IPと SSLを使用したネットワーク通信をサポー
トするホスト・システム上で実行されている場合）。

サーバーと
クライアント

すべて

■ SPX SPX/IPXを使用するネットワーク上でクライアント /
サーバー対話を可能にする。上記の Oracle製品を組
み合わせることで、クライアント上の Oracleアプリ
ケーションは SPX/IPXを介してリモートの Oracle
データベースと通信できるようになります（Oracle
データベースが、SPX/IPXを使用したネットワーク通
信をサポートするホスト・システム上で実行されてい
る場合）。このプロトコルは、Novellの Netwareで広
く使用されています。

サーバーと
クライアント

「Custom」
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Net8のインストレーションとその製品
■ Named Pipes Named Pipesを使用するネットワーク上でクライアン
ト /サーバー対話を可能にする。上記の Oracle製品を
組み合わせることで、クライアント上の Oracleアプ
リケーションは Named Pipesを介してリモートの
Oracleデータベースと通信できるようになります
（Oracleデータベースが、Named Pipesを使用したネッ
トワーク通信をサポートするホスト・システム上で実
行されている場合）。

Named Pipesは、クライアント /サーバー（分散アプ
リケーション）間でプロセス間通信を提供する高水準
のインタフェースです。一方のプロセス（サーバー側
アプリケーション）でパイプを作り、他方のプロセス
（クライアント側）が名前を使用してオープンします。
これによって互いに、一方が書き込む情報を他方が読
み取ることができます。Named Pipesは、特に PC 
LAN 環境で使用することを念頭に設計されています。

サーバーと
クライアント

「Custom」
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■ Logical Unit Type 6.2
（LU6.2）

このプロトコルは、IBM Advanced Program-to-Program 
Communication（APPC）アーキテクチャの一部を構成
する。

APPCは、System Network Architecture（SNA）ネット
ワークのピアツーピア（プログラム間）で使用される
IBM のプロトコルです。SNAは、国際標準化機構
（ISO）が策定した Open Systems Interconnect（OSI）モ
デルに類似した IBM の参照モデルです。

APPCアーキテクチャでは、（端末 /ホスト間プロト
コルのように）クライアントで端末エミュレーション
を実行することなく、SNAネットワークを介してク
ライアントとホストが通信できます。また、APPC
アーキテクチャではピアツーピア通信が可能なため、
クライアント側からサーバーに対して通信を開始でき
ます。

LU6.2プロトコルと Physical Unit Type 2.1（PU2.1）プ
ロトコルを使用する SNAネットワークでは、APPC
が提供されます。LU6.2プロトコルは 2つのアプリ
ケーション・プログラム間のセッションを定義しま
す。LU6.2は、製品に依存しないタイプの LU です。

LU6.2を使用すると、PC上の Oracleアプリケーショ
ンは Oracleデータベースと通信できるようになりま
す。この通信は、SNAネットワークを介して、APPC
をサポートするホスト・システム上で動作する Oracle
データベースとの間で発生します。

サーバーと
クライアント

「Custom」

製品製品製品製品 説明説明説明説明 インストール先インストール先インストール先インストール先 選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン
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■ Bequeath クライアントが、ネットワーク・リスナーを使用せず
に、データベースから情報を取り出せるようにする。
bequeathプロトコルは、クライアント・アプリケー
ションごとにサーバー・スレッドを内部的に起動しま
す。ある意味で bequeathプロトコルは、リモートの
ネットワーク・リスナーが接続を処理するのと同じ方
法でローカルの接続を処理します。

Bequeathの特徴は次のとおりです。

■ ネットワーク・リスナーを使用しない（つまり、
ネットワーク・リスナーを構成する必要もな
い）。

■ SQL*Plusなどの Oracleクライアント・アプリ
ケーションが Oracleサーバーと通信する、同じ
マシン上のローカル接続で使用される。

■ 専用サーバー・モードでのみ動作する。マルチ
スレッド・サーバー・モード（MTS）で使用す
ることはできません。

■ Windows NT上でも動作し、32ビット・アプリ
ケーションをサポートする。また、Windows 95
上でも動作し、32ビット・アプリケーションと
Personal Oracle8i データベースの接続をサポート
する。

■ デフォルトで、Net8 Clientにインストールされ
る。

サーバーと
クライアント

特定のインスト
レーション・タ
イプに依存しな
い（Net8 Client
および Net8 
Serverと一緒に
インストールさ
れる）。

製品製品製品製品 説明説明説明説明 インストール先インストール先インストール先インストール先 選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン
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構成作業用ツール構成作業用ツール構成作業用ツール構成作業用ツール Net8には、Oracleネットワークの構成作業と管理作業
を簡素化するための新機能が多数用意されている。

■ Net8 Configuration 
Assistant

インストールの終了後、Net8 Configuration Assistantに
よって必要なクライアント・コンポーネントとサー
バー・コンポーネントが構成されます。次に示すペー
ジで説明しています。

■ 4-23ページの「Net8 Serverのインストレーショ
ン」

■ 4-26ページの「Net8 Clientのインストレーショ
ン」

スタンドアロン・モードで実行し、ネーミング・メ
ソッドとリスナーを構成することもできます。Net8 
Configuration Assistantを起動するには、次の手順に従
います。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netca を
実行する

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プ
ログラム」->「Oracle - HOME_NAME」->
「Network Administration」->「Net8 Configuration 
Assistant」を選択する

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ 6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッ
ドによるネットワークの構成」

■ 第 7章の「Net8のオプション機能」

サーバーと
クライアント

すべて

■ Net8 Easy Config Net8 Easy Configを使用して、TNSNAMES.ORAファ
イルにネット・サービス名を設定できる。この製品の
機能は、Net8 Configuration Assistantに追加されていま
す。オラクル社では、Net8 Configuration Assistantの使
用をお薦めしています。

サーバーと
クライアント

特定のインスト
レーション・タ
イプに依存しな
い（Oracle Net8 
Assistantと一緒
にインストール
される）

製品製品製品製品 説明説明説明説明 インストール先インストール先インストール先インストール先 選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン選択可能なイン
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■ Oracle Net8 Assistant Oracle Net8 Assistantを使用すると、次のネットワー
ク・コンポーネントを管理できる。

■ プロファイル － ローカル・マシン上のクライア
ント用 SQLNET.ORA構成ファイルを作成または
変更し、認証、ドメイン、ロギング、トレース、
セキュリティなどのクライアント機能を制御で
きる。

■ ネット・サービス名 － ローカル名構成ファイル
の TNSNAMES.ORAでネット・サービス名を作
成または変更する。

■ リスナー － LISTENER.ORAファイルを作成また
は変更し、リスナーを制御する。

■ Oracle Names Server － 集中管理された Oracle 
Names Serverを作成または変更し、データベー
ス・アドレスやネット・サービス名のような
ネットワーク・オブジェクトを格納する。Oracle 
Net8 Assistantを使用して起動や停止などを実行
し、ローカルまたはリモートから Oracle Names 
Serverを管理することもできます。

Oracle Net8 Assistantを起動するには、次の手順に従いま
す。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行する

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プ
ログラム」->「Oracle - HOME_NAME」->
「Network Administration」->「Net8 Assistant」を
選択する

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 第 6章の「ネーミング・メソッドとリス
ナーの構成」と第 7章の「Net8のオプション機能」
を参照してください。

サーバーと
クライアント

すべて
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Oracle Names Oracle Namesは、グローバルなクライアント /サー
バー・コンピューティング・ネットワークを簡単に設
定、管理できるように開発された Oracle環境用分散
ネーム・サービスである。Oracle Namesは、Names
サーバーから成る統合されたシステムを構築し、メン
テナンスすることによりこれらの機能を実現します。
Oracle Names Serverはディレクトリ・サービスのよう
に動作し、ネットワーク上に存在するすべてのデータ
ベース・サービスのアドレスを格納して、接続を要求
するクライアントに提供します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-21ページの「Oracle Namesネーミング・
メソッドによるネットワークの構成」を参照してくだ
さい。

Oracle Names 
Serverマシン

「Custom」

Oracle Connection 
Manager

Oracle Connection Managerは、Oracle8i に次の 3種類
の機能を提供する。

■ 接続集中化 － 宛先 Oracleデータベースへの単一
のトランスポート接続を介して複数の論理クラ
イアント・セッションを多重化する。

詳細は、7-30ページの「接続集中化機能の使用」
を参照してください。

■ Net8アクセス制御（ファイアウォール・サポー
トとも呼ばれる） － データベース・サーバーへ
のアクセスを拒否または許可するプロキシを提
供する。

詳細は、7-37ページの「Net8アクセス制御の使
用」を参照してください。

■ 複数プロトコル・サポート － クライアントと
データベース・サーバーが異なるプロトコル・
スタック上で互いに通信できるようにする。

詳細は、7-34ページの「複数プロトコル・サ
ポートの使用」を参照してください。

Oracle 
Connection 
Managerマシン

「Custom」
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外部ネーミング・外部ネーミング・外部ネーミング・外部ネーミング・
サービスサービスサービスサービス

Net8では、次の外部ネーミング・メソッドを提供し
ている。

■ NetWareディレクト
リ・サービス
（NDS）

NDS外部ネーミングは、外部の NDSネーミング表記
法を使用して、Novell NDSを利用できるネットワー
ク上で Oracleデータベースに接続できるようにしま
す。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-51ページの「外部ネーミング・メソッド
によるネットワークの構成」を参照してください。

サーバーと
クライアント

「Custom」

■ ネットワーク情報
サービス（NIS）

システム・インフラの一部としてすでにネットワーク
情報サービス（NIS）を使用している組織や会社のた
めに、NIS外部ネーミングを使用して NIS内に Oracle
サービス別名とアドレスを格納するオプションが用意
されている。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-51ページの「外部ネーミング・メソッド
によるネットワークの構成」を参照してください。

サーバーと
クライアント

「Custom」

Oracle Advanced 
Security

Oracle Advanced Securityは、次のコンポーネントから
構成される。

サーバーと
クライアント

「Custom」

■ Network Security Oracleのネットワーク・データの暗号化とチェックサ
ム・サービスによって、ネットワーク上での安全な
データ送信が保証されます。Network Securityでは、
RSA Data Security社が提供する認証と暗号化のエンジ
ンを使用します。

次のアルゴリズムをサポートします。

暗号化

■ RC4_40（米国内、輸出用およびアップグレード
用）

■ RC4_56（米国内および輸出用）

■ RC4_128（米国内のみ）

■ DES_56（米国内およびアップグレード用）

■ DES_40（米国内、輸出用およびアップグレード
用）

チェックサム

■ MD5（米国、輸出用およびアップグレード用）
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■ Single Sign-On 1つのパスワードのみで複数のアカウントとアプリ
ケーションにユーザーがアクセスできるようにする。
この機能によって、ユーザーは複数のパスワードを維
持する必要がなくなり、システム管理者のユーザー・
アカウントとパスワードの管理作業を簡素化します。

集中化された、安全な認証サービスによって、分散環
境でのユーザー、クライアントおよびサーバーの識別
情報に高度な信頼性が与えられます。また、ネット
ワーク認証サービスによって、単一サイン・オンとい
う便宜がユーザーに与えられます。

次の認証方法をサポートします。

■ CyberSAFE 

■ Identix（Biometric）

■ Kerberos

■ RADIUS

■ SecurID

■ SSL

サーバーと
クライアント

「Custom」

■ DCE Integration 分散コンピューティング環境（DCE）Integrationに
よって、ユーザーは透過的に各種の Oracleツールと
アプリケーションを使用できるようになり、アプリ
ケーションは DCE環境において Oracle8i データベー
スにアクセスできるようになる。Oracle DCE 
Integration製品は、2つの主要なコンポーネントから
構成されます。

■ DCE Communications/Security method

■ DCE CDS（Cell Directory Service）Naming method

サーバーと
クライアント

「Custom」
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アップグレードまたは移行の検
5

アップグレードまたは移行の検討アップグレードまたは移行の検討アップグレードまたは移行の検討アップグレードまたは移行の検討

この章では、SQL*Netと Net8を共存させる場合の問題や、移行とアップグレードについて
説明します。内容は次のとおりです。

■ Net8と SQL*Netの違い

■ クライアントとデータベースの互換性問題

■ Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い

■ 移行とアップグレードで考慮すべき点

■ Net8リリース 8.1へのアップグレードと移行

■ Oracle Connection Managerと Oracle Namesでさらに考慮すべき点
討 5-1



Net8と SQL*Netの違い
Net8 とととと SQL*Net の違いの違いの違いの違い
SQL*Netから Net8への移行では、次の機能について留意してください。

Net8にネットワークを移行することは必要不可欠ではありませんが、次の理由でお薦めしま
す。

■ 最小の構成。

Net8は、ネットワーク・コンポーネントの設定プロセスを単純化します。Net8を使用
すると、クライアント、ネットワーク・リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle 
Connection Managerをデフォルトの設定で起動できます。これにより構成ファイルを作
成し、メンテナンスする必要性が最小限に抑えられます。

インストレーション・プロセスの一部として、Net8 Configuration Assistantは、単純な環
境で必要となる Net8構成ファイルの基本的パラメータを構成します。

機能機能機能機能 SQL*Net Net8

複数プロトコル・
サポート

MultiProtocol Interchangeによって、アプリ
ケーションは TNSネットワークで異なる
プロトコルを介して通信できる。

複数プロトコル・サポート機能を備
える Oracle Connection Managerによっ
て、異なるプロトコル・スタック上
で動作するクライアントとデータ
ベース・サーバーが互いに通信でき
る。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-34ページの「複数プロト
コル・サポートの使用」を参照して
ください。

構成作業用ツール SQL*Netには、次のツールが用意されてい
ます。

■ SQL*Net Easy Configuration。サービス
名を作成します。

■ Oracle Network Manager。詳細な構成
作業に使用します。

Net8には、次のツールが用意されて
います。

■ Net8 Configuration Assistant。リス
ナー、ネット・サービス名およ
びネーミング・メソッドの基本
的な構成作業に使用します。

■ Net8 Easy Config。ネット・サー
ビス名を作成、変更、削除また
はテストするために使用します。

■ Oracle Net8 Assistant。詳細な構成
作業やネットワーク管理に使用し
ます。

外部プロシージャ 該当なし。 PL/SQLコードからコールできる、第
三世代言語（3GL）で書かれた外部プ
ロシージャ、ファンクションまたは
プロシージャのサポート。
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Net8と SQL*Netの違い
Net8では、Oracle Network Managerですでに提供されている機能の大半が Oracle Net8 
Assistantで置き換えられます。Oracle Net8 Assistantを使用して、既存の
TNSNAMES.ORAローカル名構成ファイル、SQLNET.ORAプロファイル、
LISTENER.ORAリスナー・ファイル、および NAMES.ORA Oracle Names構成ファイル
を作成または編集します。

■ 拡張ネットワークの機能。Net8は、SQL*Netバージョン 2ですでに提供されている機能
の大半を同等の機能または拡張された機能で置き換えました。

次の表は、各Oracleリリースでサポートされているネットワーキング機能を示したものです。

データベースのデータベースのデータベースのデータベースの
リリースリリースリリースリリース

7.1.4 7.1.5 7.1.6 7.2.2 7.2.3 7.3.2 7.3.3 7.3.4 8.x

SQL*Net 2.1.4 2.1.5 2.1.6 2.2.2 2.2.3 2.3.2 2.3.3 2.3.4該当
なし

Oracle Names Server 1.0 1.0 1.0 1.1 2.0 2.0.2 2.0.3 2.0.4 8.x

Oracle Advanced 
Networking Option

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

2.3.2 2.3.3 2.3.4 8.0.x

Oracle Advanced 
Security

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

8.1.x

Secure Network 
Services1

1  Secure Network Servicesと SQL*Net/DCEの機能は、Oracle Advanced Networking Optionと Oracle 
Advanced Securityに含まれています。

1.0.1 1.0.2 1.0.3 1.1 2.0 該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

Net8 該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

該当
なし

8.x
アップグレードまたは移行の検討 5-3



Net8と SQL*Netの違い
廃止された廃止された廃止された廃止された SQL*Net パラメータパラメータパラメータパラメータ
次の SQL*Netパラメータは、現在の Net8で機能しません。

これらのパラメータは削除しても、残しておいても構いません。これらのパラメータは不要
なものですが、ネットワーク操作に干渉するものではありません。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明

COMMUNITY TNSNAMES.ORA COMMUNITY パラメータは、すべての
ネットワーク・サービス・アドレスに
必要であった。そのため、アドレスを
検索すると現れます（たとえば、ロー
カル・ネーミングやリスナー構成ファ
イル）。

NAMES.DEFAULT_ZONE SQLNET.ORA NAMES.DEFAULT_ZONEは、
NAMES.DEFAULTDOMAINパラメータ
と NAMES.PREFERRED_SERVERSパ
ラメータのわずかに異なるものとして
プロファイルに含まれていた。
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クライアントとデータベースの互換性問題
クライアントとデータベースの互換性問題クライアントとデータベースの互換性問題クライアントとデータベースの互換性問題クライアントとデータベースの互換性問題
自分の環境でアップグレードまたは移行することが適切な場合は、次に示すクライアントと
データベースの接続上の問題について考慮した上で決定してください。

■ Oracle8i Clientリリース 8.1から Oracle8iデータベース・リリース 8.1への接続

■ Oracle8リリース 8.0またはOracle7 ClientからOracle8iデータベース・リリース 8.1への接
続

■ Oracle8i Clientリリース 8.1からOracle8データベース・リリース 8.0またはOracle7データ
ベースへの接続

■ Oracle Names

Oracle8 i Client リリースリリースリリースリリース 8.1からからからからOracle8 i データベース・リリースデータベース・リリースデータベース・リリースデータベース・リリース 8.1へへへへ
の接続の接続の接続の接続

図 5-1に示すように、Oracle8i Clientリリース 8.1には Net8 Clientリリース 8.1が、Oracle8i
データベース・リリース 8.1には Net8 Serverリリース 8.1がそれぞれ必要です。

図図図図 5-1  Oracle8 i Client からからからから Oracle8 i データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続

Oracle8i Clientには、6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワーク
の構成」の説明に従ってサービス名を構成する必要があります。

Oracle8 i Client
アプリケーション・�
リリース8.1

Oracle8 i 
データベース・�
リリース8.1

Net8 Client
リリース8.1

Net8 Server
リリース8.1

ネットワーク�
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クライアントとデータベースの互換性問題
Oracle8 リリースリリースリリースリリース 8.0またはまたはまたはまたは Oracle7 Client からからからから Oracle8 i データベーデータベーデータベーデータベー
ス・リリースス・リリースス・リリースス・リリース 8.1への接続への接続への接続への接続

図 5-2に示すように、Oracle8 Clientリリース 8.0には互換リリースの Net8 Clientが、Oracle7 
Clientには SQL*Net Clientが、そして Oracle8i データベースには Net8 Serverリリース 8.1が
それぞれ必要です。

図図図図 5-2  Oracle8 Client リリースリリースリリースリリース 8.0またはまたはまたはまたは Oracle7 Client からからからから Oracle8 i データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続

Oracle8 Client
アプリケーション・�
リリース8.0

Net8 Client
リリース8.0

Net8 Server
リリース8.1

Net8 Server
リリース8.1

Oracle8 i
データベース・�
リリース8.1

Oracle7 Client
アプリケーション�

SQL*net
Client

ネットワーク�

ネットワーク�
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クライアントとデータベースの互換性問題
データベースの Oracleシステム識別子（SID）をサービス名で置き換えることは必要不可欠
でありませんが、新しい機能を利用するためにサービス名の使用をお薦めします。
たとえば、次のように指定します。

net_service_name =
(description= 
  (address= .. .)
  (address=...)
  )
  (connect_data=
   (service_name=sales.com)===
  )

Oracle Net8 Assistantの互換モードを使用して、SID=SIDを SERVICE_NAME=SERVICE_
NAMEと置き換えることにより、この結果を得ることができます。5-11ページの「Oracle 
Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い」を参照してください。

Oracle7クライアントから Oracle8iリリース 8.1データベースに接続する環境では、次の予期
される質問について検討する必要があります。

■ 現在使用中のサードパーティ製 Oracle7アプリケーションから Net8の機能を活用できる
か。

活用できません。Net8のライブラリを利用するには、アプリケーションを再構築するか
アップグレードする必要があります。

■ リモートの Oracle8iデータベースに接続するには、現在使用中の Oracle7クライアントで
Net8 Clientが必要か。

必要ありません。Oracle7クライアントからリモートの Oracle8iデータベースへの接続
が必要な場合、SQL*Net Clientリリース 2.xを Oracle7クライアントに構成するだけでか
まいません。Net8は、SQL*Net Clientリリース 2.xと下位互換です。唯一の制限事項は、
Net8から新たに追加されたネットワーク機能がこの接続タイプで利用できないことで
す。

■ ローカルの Oracle8iデータベースに接続するには、現在使用中の Oracle7クライアントに
Net8 Clientが必要か。

必要です。Oracle7クライアントからローカルの Oracle8iデータベースに接続する場合、
SQL*Net Clientリリース 2.x、Net8 Clientおよび Net8 Serverが同じシステム上に必要で
す。ただし、Net8 Clientと Net8 Serverは Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8iをイ
ンストールしたときに一緒にインストールされています。
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クライアントとデータベースの互換性問題
5-8 Oracle8i Net8管理者ガイド

Oracle8 i Client リリースリリースリリースリリース 8.1からからからから Oracle8 データベース・リリースデータベース・リリースデータベース・リリースデータベース・リリース 8.0まままま
たはたはたはたは Oracle7 データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続

図 5-3に、この接続を示します。

■ Oracle8i Clientリリース 8.1には、Net8 Clientリリース 8.1が必要

■ Oracle7 Serverには、SQL*Net Serverが必要

■ Oracle8データベース・リリース 8.0には、Net8 Serverリリース 8.0が必要

図図図図 5-3  Oracle8 i Client からからからから Oracle8 リリースリリースリリースリリース 8.0またはまたはまたはまたは Oracle7 データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続

Oracle8 i Client
アプリケーション・�
リリース8.1

Net8 Client
リリース8.1

Net8 Server
リリース8.0

SQL*Net
Server

Oracle7
データベース�

Oracle8  
データベース・�
リリース8.0



クライアントとデータベースの互換性問題
リリース 8.1クライアントは、データベースの SIDを使用して構成する必要があります。た
とえば、TNSNAMES.ORAは次のようになります。

net_service_name =
(description= 
  (address=...)
  (address=...)
  )
  (connect_data=
   (sid=sales)
  )

Oracle Net8 Assistantの互換モードを使用しても、これと同じ結果を得ることができます。
5-14ページの「リリース 8.0または 7.xの機能の利用と、リリース 8.0または 7.xのサービス
への接続」を参照してください。

6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」に説明されているように、データベー
ス・サーバーの LISTENER.ORAは、SIDを記述して構成する必要があります。

Oracle8i クライアント・リリース 8.1から Oracle7データベースに接続する環境では、次の予
期される質問について考慮してください。

■ リモートの Oracle7データベースに接続するには、使用中の Oracle8i クライアントに
SQL*Net Clientリリース 2.xが必要か。

必要ありません。Oracle8iクライアントがリモートの Oracle7データベースに接続する必
要がある場合は、Oracle8iクライアント上で Net8クライアントを構成するだけでかまい
ません。SQL*Netリリース 2.xは、Net8と上位互換です。唯一の制限事項は、Net8から
新たに追加されたネットワーク機能がこの接続タイプで利用できないことです。

■ ローカルの Oracle7データベースに接続するには、使用中の Oracle8i クライアントに
SQL*Net Clientリリース 2.xが必要か。

必要です。Oracle8iクライアントからローカルの Oracle7データベースへの接続が必要な
場合、SQL*Net Server リリース 2.xと Net8 Clientの両方が同じシステム上に必要です。
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クライアントとデータベースの互換性問題
Oracle Names
使用中のネットワークの全部または一部を Net8に移行あるいはアップグレードする場合、
リージョン内にあるすべての Oracle Names Serverをバージョン 8に移行するかアップグレー
ドする必要があります。

■ 使用中の Oracle7クライアントは、Oracle Namesバージョン 8を使用してサービス名を解
決できるか。

解決できます。

■ 使用中の Oracle7クライアントは、Oracle Namesバージョン 8から戻された接続文字列を
使用して Oracle7データベースか Oracle8i データベースに接続できるか。

Oracle Namesに入力されたときに接続文字列が正しく指定されていれば、接続できま
す。つまり、TNSNAMES.ORAファイルの接続文字列が動作すれば、Oracle Namesでも
動作します。
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Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い
Oracle Net8 Assistant による互換性問題の取り扱いによる互換性問題の取り扱いによる互換性問題の取り扱いによる互換性問題の取り扱い
一部のパラメータはリリース 8.1でのみ使用できるので、Oracle Net8 Assistantでは
TNSNAMES.ORAファイルに適切なパラメータを設定するために、Net8リリース 8.1クライ
アントと、Net8リリース 8.0および SQL*Netリリース 2.xクライアントのために 2種類のオ
プションが用意されています。

Oracle Net8 Assistant オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

「Use Options Compatible with Net8 8.0 Clients」 複数のアドレスに対してリリース 8.1のオプションを使用可能また
は使用不可にする。

このオプションをオンにすると、リリース 8.1より前のクライアン
トの接続で、Oracle Connection Managerパラメータの SOURCE_
ROUTEのみ選択できます。

このオプションをオフにすると、リリース 8.1クライアントの接続
で、SOURCE_ROUTE、LOAD_BALANCE および FAILOVERの各
パラメータを有効または無効にできます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」を参
照してください。

「Use Oracle8i Release 8.0 Compatible 
Identification」

TNSNAMES.ORAの CONNECT_DATAセクションで、リリース 8.1
の詳細設定を使用可能または使用不可にする。

このオプションをオンにすると、リリース 8.1より前のデータベー
スの SIDを入力できます。

このオプションをオフにすると、リリース 8.1のサービス名
（SERVICE_NAME）を入力できます。

注意注意注意注意 : このオプションがオンまたはオフであるかによって、
「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスも影響を受けま
す。このダイアログ・ボックスは、「Service Identification」グループ
の「Advanced」ボタンが選択されているときに表示されます。一部
の設定は、リリース 8.1サービスに対する接続でのみ利用できます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-7ページの「ネット・サービス名の接続属性の詳細構
成」を参照してください。
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Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い
リリースリリースリリースリリース 8.1機能の利用と、リリース機能の利用と、リリース機能の利用と、リリース機能の利用と、リリース 8.1サービスへの接続サービスへの接続サービスへの接続サービスへの接続
リリース 8.1より前の構成ファイルを使用する場合は、TNSNAMES.ORAを変更することに
より新機能を利用したり、リリース 8.1サービスに接続したりできます。TNSNAMES.ORA
に対するこれらの変更は、手動で行うか Oracle Net8 Assistantを使用して実行できます。

古い構成ファイルを構成してリリース 8.1機能を利用できるようにするには、Oracle Net8 
Assistantを使用して次の手順を実行します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーの「Net Service Names」フォルダをダブルクリックします。

3. 互換モードを適用するネット・サービス名を選択します。

4. 選択したネット・サービス名に複数のアドレスを構成する場合は、クライアント負荷の
バランス、connect-time failoverおよび Oracle Connection Managerの各オプションを設定
できます。

a. 「Address Configuration」グループの「Advanced」ボタンをクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「Use Options Compatible with Net8 8.0 Clients」がオフになっていることを確認しま
す。

c. 任意のアドレス・リスト・オプションを選択して「OK」をクリックします。

これらのオプションに関する詳細は、7-11ページの「複数アドレス・オプションの
構成」を参照してください。
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Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い
5. リリース 8.1サービスに接続します。

a. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Use Oracle8i Release 8.0 Compatible 
Identification」がオフになっていることを確認します。

b. 「Service Name」フィールドに接続先のサービス名を入力します。

このサービス名は、一般にグローバル・データベース名です。グローバル・データ
ベース名は、データベース名とドメイン名から構成され、インストール中または
データベースの作成中に入力します。

サービス名の値に関する詳細は、次を参照してください。

- サービス名を設定するには、6-2ページの「サービス名とインスタンス名の設定」
と 5-17ページの「手順 1: サービス名とインスタンス名を確認する」

- オプションの接続設定に関しては、7-7ページの「ネット・サービス名の接続属性
の詳細構成」

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。
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Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い
リリースリリースリリースリリース 8.0またはまたはまたはまたは 7.x の機能の利用と、リリースの機能の利用と、リリースの機能の利用と、リリースの機能の利用と、リリース 8.0またはまたはまたはまたは 7.x のののの
サービスへの接続サービスへの接続サービスへの接続サービスへの接続

リリース 8.0または 7.xのサービスに接続するクライアントを構成する場合、
TNSNAMES.ORAにデータベースの SIDを設定する必要があります。

リリース 8.0機能を構成するには、Oracle Net8 Assistantを使用するかまたは手動で
TNSNAMES.ORAファイルを編集します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーの「Net Service Names」フォルダをダブルクリックします。

3. 互換モードを適用するネット・サービス名を選択します。

4. 選択したネット・サービス名に複数のアドレスを構成する場合は、Oracle Connection 
Managerを構成できます。

a. 「Address Configuration」グループの「Advanced」をクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

b. 「Use Options Compatible with Net8 8.0 Clients」がオンになっていることを確認しま
す。

c. 「Use each address in order until destination reached」を選択します。「Try each address, 
in order, until one succeeds」オプションを選択すると、ソース・ルート・オプション
はオフになります。このほかに、connect-time failoverとクライアント負荷のバラン
スのオプションがありますが、8.1より前のクライアントは利用できません。

Oracle Connection Managerの構成に関する詳細は、7-40ページの「Oracle Connection 
Manager機能を使用する場合のクライアントの構成」を参照してください。
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Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い
5. リリース 8.0またはリリース 7.xサービスに接続します。

a. 「Use Oracle8i Release 8.0 Compatible Identification」がオンになっていることを確認し
ます。

b. 「SID」フィールドに接続先 SIDの名前を入力します。

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。
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移行とアップグレードで考慮すべき点
移行とアップグレードで考慮すべき点移行とアップグレードで考慮すべき点移行とアップグレードで考慮すべき点移行とアップグレードで考慮すべき点
次に示すいずれかの方法を使用して Net8をインストールします。

インストレーションの種類インストレーションの種類インストレーションの種類インストレーションの種類 説明説明説明説明

別の Oracleホームに
インストールする

同じサーバー上の別の Oracleホームにリリース 8.1.5をインストー
ルする。

移行 移行とは、SQL*Netリリース 2.xから Net8に移るプロセスのことを
いう。移行プロセスには、Net8のインストールと SQL*Netリリー
ス 2.xの削除が含まれます。

アップグレード アップグレードとは、同じバージョン内でデータベースのリリース
を変更するプロセスのことをいう。たとえば、Net8リリース 8.0.5
から Oracle8i データベース・リリース 8.1.5への変更は、データ
ベース・システムのアップグレードです。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.5製品を既存の Oracleホームにインストールすること
はできません。
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Net8リリース 8.1へのアップグレードと移行
Net8 リリースリリースリリースリリース 8.1へのアップグレードと移行へのアップグレードと移行へのアップグレードと移行へのアップグレードと移行
Net8リリース 8.0から Net8リリース 8.1にアップグレードするか、または SQL*Netリリー
ス 2.xから Net8リリース 8.1に移行するには、次の手順に従います。

手順 1: サービス名とインスタンス名を確認する

手順 2: サーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行する

手順 3: クライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行する

手順 4: 機能のアップグレードと移行を実行する

手順手順手順手順 1: サービス名とインスタンス名を確認するサービス名とインスタンス名を確認するサービス名とインスタンス名を確認するサービス名とインスタンス名を確認する
Net8リリース 8.1の機能を利用して TNSNAMES.ORAファイルのサービスとインスタンスを
識別する場合は、データベース初期化ファイル（INITSID.ORA）に SERVICE_NAMESパラ
メータと INSTANCE_NAMESパラメータが設定されていることを確認してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SERVICE_NAMES ネットワーク上のサービスの名前を表す 1つ以上のカンマで区切られた文字列。グローバ
ル・データベース名には、サービスのいずれか 1つを設定する必要があります。グローバ
ル・データベース名は、データベース名（DB_NAME）とドメイン名（DB_DOMAIN）から
構成される名前です。

INSTANCE_NAME インスタンスの名前を表す文字列値。複数インスタンスが同じサービス名を共有する場合、
特定のインスタンスを識別するために使用されます。INSTANCE_NAMEを SIDと混同しな
いでください。SIDは、実際に 1台のホスト上にあるインスタンス共有メモリーを一意に識
別します。

INSTANCE_NAMEは、SIDの値に設定する必要があります。
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手順手順手順手順 2: サーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するサーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するサーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するサーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行する

データベース・サーバー上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するには、次の作業
を実行します。

Oracle Universal Installerから最新リリースの Net8 Serverをインストールし、最新の実行ファ
イルを取り込みます。

Net8 Severが Oracle8i データベースと一緒にインストールされている場合、Oracle Universal 
Installerによってリリース 8.0データベースがシステム上で検出されると、Oracle Data 
Migration Assistantを使用してデータベースをアップグレードするようにプロンプトが表示さ
れます。インストレーション・プロセスの途中でアップグレードしない場合は、このアシス
タントをインストールして後で使用することができます。

Oracle Universal Installerによって、次の作業が自動的に実行されます。

■ Net8リリース 8.0または SQL*Netリスナーを停止する

■ Net8リリース 8.1リスナーを起動する

注意注意注意注意 : リリース 8.1.5を、前のリリースの Oracle8iデータベースを使用し
て作成された Oracleホームにインストールすることはできません。また、
リリース 8.1.5より前のリリースの Oracle8i データベースを、リリース
8.1.5によって作成された Oracleホームにインストールすることもできま
せん。
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手順手順手順手順 3: クライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するクライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するクライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するクライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行する
クライアント上でソフトウェアをアップグレードまたは移行するには、次の作業を実行し
ます。

Oracle Universal Installerから最新のリリースの Net8 Clientをインストールし、最新の実行
ファイルを取り込みます。

手順手順手順手順 4: 機能のアップグレードと移行を実行する機能のアップグレードと移行を実行する機能のアップグレードと移行を実行する機能のアップグレードと移行を実行する
ソフトウェアのアップグレードと移行が終了した後、リリース 8.1の新機能を使用しないの
であれば構成ファイルをアップグレードする必要はありません。新機能を利用するには、次
の作業を実行します。

変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル 必要な変更作業必要な変更作業必要な変更作業必要な変更作業

クライアントとサーバー上
の SQLNET.ORA

AUTOMATIC_IPCを削除する。このパラメータはセッションによる IPCの使用を強制し
ますが、これは無視されます。

TNSNAMES.ORA SIDを SERVICE_NAMEパラメータに置き換えて、リリース 8.1サービスに接続する。

net_service_name =
(description= 
  (address=...)
  (address=...)
  )
  (connect_data=(service_name=sales.com))

SERVICE_NAMEは、一般にグローバル・データベース名です。グローバル・データ
ベース名は、データベース名とドメイン名から構成され、インストール中またはデータ
ベースの作成中に入力します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 

■ サービス名の構成に関する情報は、5-11ページの「Oracle Net8 Assistantによる互換
性問題の取り扱い」を参照してください。

■ サービス名文字列に関する情報は、6-2ページの「サービス名とインスタンス名の
設定」を参照してください。

クライアント負荷のバランスまたは connect-time failover、あるいはその両方を有効にす
る。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次の情報を参照してください。

■ ADDRESS_LISTに LOAD_BALANCE または FAILOVER、あるいはその両方を設定
するには、5-11ページの「Oracle Net8 Assistantによる互換性問題の取り扱い」

■ 7-11ページの「複数アドレス・オプションの構成」
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Oracle Connection Managerと Oracle Namesの移行に関する詳細は、次の項の「Oracle 
Connection Managerと Oracle Namesでさらに考慮すべき点」を参照してください。

LISTENER.ORA インスタンス情報はリリース 8.1のリスナーに登録されるため、LISTENER.ORAファイ
ルの SID_LIST_listener_nameセクションにインスタンス情報を含める必要はない。

ただし、まだリリース 8.1.5では Oracle Enterprise Managerをはじめとする多くの管理用
ツールでは、この情報が必要です。Oracle Enterprise Managerを使用してデータベース・
オブジェクトを管理する場合は、次に示すように LISTENER.ORAファイルにデータ
ベースに関する情報を構成する必要があります。

sid_list_ listener_name =
  (sid_list=
     (sid_desc=
        (global_dbname= global_database_name )
        (oracle_home= oracle_home )
        (sid_name= sid )
     )
  )

connect-time failoverをインプリメントすると、LISTENER.ORAファイルに静的なサービ
ス構成パラメータは使用できなくなります。ただし、Oracle8リリース 8.0、または
Oracle7データベースと Oracle Enterprise Managerで静的な構成が必要です。リスナーを
静的に構成する方法の詳細は、6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を
参照してください。

Oracle Enterprise Manager環境で Oracle Parallel Serverに connect-time failoverをセットアッ
プするための構成方法の詳細は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイ
ド』を参照してください。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を参照してください。

変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル変更対象の構成ファイル 必要な変更作業必要な変更作業必要な変更作業必要な変更作業
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Oracle Connection Managerと Oracle Namesでさらに考慮すべき点
Oracle Connection Manager とととと Oracle Names でさらに考慮でさらに考慮でさらに考慮でさらに考慮
すべき点すべき点すべき点すべき点

現在 Oracle MultiProtocol Interchangeまたは Oracle Namesを使用している場合は、次のトピッ
クを参照してください。

■ Oracle Connection Managerリリース 8.1の使用

■ Oracle MultiProtocol Interchangeにかわる Oracle Connection Managerの使用

■ Oracle Namesバージョン 8の使用

Oracle Connection Manager リリースリリースリリースリリース 8.1の使用の使用の使用の使用
Oracle Connection Managerの管理プロセスである CMADMIN は、管理コマンドを実行する
CMCTL制御ユーティリティによって使用されます。

リリース 8.1の新しい構成では、CMADMIN のプロトコル・アドレスが必要です。デフォル
トのアドレスは、次のとおりです。

cman_admin=
 (address=
  (protocol=tcp)
  (host= host )
  (port=1830)
 )

Oracle Connection Managerリリース 8.1は、リリース 8.0と下位互換です。これは、次のこと
を意味します。

■ Oracle Connection Managerリリース 8.0は、Oracle8i リリース 8.1データベースにアクセス
できます。古い CMAN.ORAファイルが使用されている場合、CMADMIN プロセスは
ポート 1830を使用して TCP/IP上でリスニングします。ポート 1830がすでに使用され
ている場合、別の CMAN_ADMIN アドレスを使用して CMAN.ORAを手動で構成してく
ださい。

■ Oracle Connection Managerリリース 8.1は、Oracle8リリース 8.0データベースにアクセス
できます。ただし、機能的にはリリース 8.0に戻ります。

■ Oracle8リリース 8.0クライアントは、追加の構成作業なしに Oracle Connection Manager
リリース 8.1にアクセスできます。
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Oracle MultiProtocol Interchange にかわるにかわるにかわるにかわる Oracle Connection 
Manager の使用の使用の使用の使用

クライアントは Net8に移行済みだが、さらに複数プロトコル・サポートが必要な場合は、
Oracle Connection Managerをインストールし、セッションを Oracle Connection Manager経由
にする必要があります。Oracle Multiprotocol Interchangeは、SQL*Netリリース 2.3以降サ
ポートされていません。

Oracle Connection Managerが正しく機能するために、次のファイルがこれらのノードから削
除されていることを確認してください。

■ TNSNET.ORA

■ TNSNAV.ORA

■ INTCHG.ORA

ユーザーのネットワーク構成に特有の移行に関するその他の考慮事項があります。

複数プロトコルのサポートに関する詳細は、7-34ページの「複数プロトコル・サポートの使
用」を参照してください。
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Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 8の使用の使用の使用の使用
Oracle Namesバージョン 8は、SQL*Netバージョン 2と下位互換です。これは、SQL*Net
バージョン 2で動作するクライアントが Oracle8iデータベースに接続するために Oracle 
Namesバージョン 8を使用して Oracle Names Serverにアクセスできることを意味します。

Oracle Namesバージョン 8で提供されている新しい機能を利用するには、既存 Oracle Names 
Serverのノードすべてに Oracle Namesバージョン 8をインストールして、リージョン内にあ
る既存の全 Oracle Names Serverをバージョン 8に移行する必要があります。

移行するときの注意点は、次のとおりです。

■ データベースによる Oracle Namesバージョン 2からの移行

■ 動的検出オプションによる Oracle Namesバージョン 2からの移行

■ ROSFILESからデータベースの Oracle Names表への移行

■ Oracle Namesバージョン 8に確実に正しく移行するための チェックリスト

データベースによるデータベースによるデータベースによるデータベースによる Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2からの移行からの移行からの移行からの移行
既存の Oracle Names Serverデータベースからバージョン 8データベースに移行し、データを
転送するには、Oracle Network Managerによってネットワーク定義が格納されているノード上
で、UNIX の場合は $ORACLE_HOME/network/admin にある NAMESUPG.SQLスクリプト
を実行し、Windows NTの場合は ORACLE_HOME¥network¥admin のものを実行します。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home /network/admin/namesupg.sql;
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動的検出オプションによる動的検出オプションによる動的検出オプションによる動的検出オプションによる Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 2からの移行からの移行からの移行からの移行
動的検出オプションを使用して Oracle Namesバージョン 2を移行する手順は、Oracle Names
バージョン 8にリージョン・データベースの情報を格納するかどうかによって異なります。

■ リージョン以外のデータベースの移行

■ リージョン・データベースの移行

リージョン以外のデータベースの移行リージョン以外のデータベースの移行リージョン以外のデータベースの移行リージョン以外のデータベースの移行  動的検出オプションを使用してOracle Namesバー
ジョン 2から Oracle Namesバージョン 8に移行する場合、新規の Oracle Names Serverは古い
チェックポイント・ファイルから登録データを取得できる必要があります。なんらかの理由
でデータが登録されていない場合は、6-40ページの「手順 5: リスナーを構成する」の手順
に従って USE_PLUG_AND_PLAYパラメータでリスナーを正しく構成し、6-41ページの
「手順 6: Oracle Names Serverにデータベースを登録する」の手順に従ってオブジェクトを登
録できます。

リージョン・データベースの移行リージョン・データベースの移行リージョン・データベースの移行リージョン・データベースの移行  動的検出オプションを使用してすでにOracle Namesバー
ジョン 2が実行されている状態で、Oracle Names情報用リポジトリとしてデータベースを構
成する場合は、次の手順を実行する必要があります。

1. Oracle Namesバージョン 2のローカル管理リージョンに格納されている情報を
TNSNAMES.ORAファイルに書き込みます。コマンド行から、次のように入力します。

namesctl
namesctl> dump_tnsnames

2. データベースの格納先にする Oracle Names Serverノード上で、$ORACLE_
HOME/network/admin （UNIX の場合）または ORACLE_HOME¥network¥admin
（Windows NTの場合）にある NAMESINI.SQLスクリプトを実行します。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home /network/admin/namesini.sql;
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3. Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用して、
TNSNAMES.ORAファイルをバージョン 8の Oracle Names Serverにロードします。

4. Oracle Net8 Assistantを使用して、すべての Oracle Names Server構成ファイル
（NAMES.ORA）に NAMES.ADMIN_REGIONパラメータを設定します。6-25ページの
「手順 3: Oracle Names Serverを作成する」を参照してください。

5. Oracle Namesノードの 1つで NAMESCTL REORDER_NSコマンドを実行し、少なくと
も 1つの Oracle Names Serverに Oracle Names Server情報を再ロードします。6-36ページ
の「手順 4: Oracle Names Serverを使用するためにクライアントとデータベース・サー
バーを構成する」を参照してください。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Load」を選択します。

6. Oracle Network Managerによって生成された
TNSNAMES.ORAファイルのパスとファイル名を
「File」フィールドに入力します。

7. 「Execute」を選択します。

8. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

9. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

コマンド行から、次のように入力します。

namesctl
namesctl> load_tnsnames file_name
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ROSFILES からデータベースのからデータベースのからデータベースのからデータベースの Oracle Names 表への移行表への移行表への移行表への移行
Oracle Namesバージョン 8では、Resource Object Store（ROS）ファイル（ROSFILES）を使
用する古い構成をサポートしていません。ROSFILESは、直接 Oracle Namesデータベース表
に移行するか、または最初に TNSNAMES.ORAファイルに移行してから Oracle Namesに移
行する必要があります。

■ ROSFILESからデータベース表

■ ROSFILESから TNSNAMES.ORAファイル

ROSFILES からデータベース表からデータベース表からデータベース表からデータベース表  ROSFILESをデータベース表に移行するには、次の手順に
従います。

1. Oracle Network Manager用のデータベース・ユーザー・アカウントを作成します。

sql> CONNECT system/ password
sql> CREATE USER user
    identified by password
    default tablespace users
    temporary tablespace temp;

2. このユーザーに SYSDBA権限を付与します。

sql> GRANT sysdba to username  identified by password ;
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3. 必要な表を作成するには、次のスクリプトをサーバーに対して実行する必要がありま
す。一般に、これらのスクリプトは Oracle Network Managerノード上で実行します。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home ¥dbs¥rosbild.sql;
sql> @ oracle_home ¥dbs¥nmcbild.sql;
sql> @ oracle_home ¥dbs¥rosgrnt.sql;
sql> @ oracle_home ¥dbs¥nmcgrnt.sql;

4. Oracle Network Managerから、ROSFILESをデータベースに保存します。

a. 「File」メニューから「Save As」を選択します。

b. 「Save Network Definition」ダイアログ・ボックスで「Database」を選択し、「OK」を
クリックします。

c. 手順 1で作成したデータベースのユーザー名とパスワードを入力し、「Connect」ダ
イアログ・ボックスにデータベースのネット・サービス名を入力します。「OK」を
クリックします。

d. 「Save Network Definition」ダイアログ・ボックスで、保存するネットワークの名前
を選択または入力します。

e. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Network Managerを終了します。

5. サーバー上で、$ORACLE_HOME/network/admin （UNIX の場合）または ORACLE_
HOME¥network¥admin （Windows NTの場合）にある NAMESUPG.SQLスクリプトを
実行し、データベース・ファイルをアップグレードします。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home /network/admin/namesupg.sql;

スクリプトスクリプトスクリプトスクリプト 説明説明説明説明

ROSBILD.SQL ROSが使用する表を作成する。

NMCBILD.SQL Oracle Network Manager Objects（NMO）コンポーネントが使用
する表を作成する。

ROSGRNT.SQL 共通表にアクセスするユーザーにアクセスを許可する。ユー
ザー名の入力を求めるプロンプトが表示されます。Oracle 
Network Managerアカウントをセットアップするときに使用し
たユーザー名を入力します。

NMCGRNT.SQL Oracle Network Manager表にアクセスするユーザーにアクセス
を許可する。
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ROSFILES からからからから TNSNAMES.ORA ファイルファイルファイルファイル  ROSFILESを TNSNAMES.ORAファイルに移
行した後、TNSNAMES.ORAファイルを Oracle Namesにインポートするには、次の手順に従
います。

1. TNSNAMES.ORAファイルを作成します。

a. Oracle Network Managerから、「Special」メニューの「Preferences」を選択します。

b. 「Preferences」ダイアログ・ボックスで Oracle Namesが選択されていないことを確認
します。

c. 「File」メニューから「Generate」を選択し、ネットワーク定義を更新して
TNSNAMES.ORAファイルを作成します。

d. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Network Managerを終了します。

2. Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用して、
TNSNAMES.ORAを Oracle Names Serverにロードします。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Load」を選択します。

6. Oracle Network Managerによって生成された
TNSNAMES.ORAファイルのパスとファイル名を
「File」フィールドに入力します。

7. 「Execute」を選択します。

8. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

9. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

コマンド行から、次のように入力します。

namesctl
namesctl> load_tnsnames file_name
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次のマニュアルも参照してください。

■ 『Oracle Network Manager管理者ガイド、リリース 3.1』

■ 『Oracle Names管理者ガイド、バージョン 2』

Oracle Names バージョンバージョンバージョンバージョン 8にににに確実に確実に確実に確実に正しく移行するための正しく移行するための正しく移行するための正しく移行するための
チェックリストチェックリストチェックリストチェックリスト
次のチェックリストは、Oracle Namesバージョン 8に確実に正しく移行するためのもの
です。

❏ 各リージョンにあるすべての Oracle Names Serverを同じバージョン 8に移行します。

❏ 以前に Oracle Namesバージョン 2を実行していて、自分のデータベースを Oracle Names
情報用リポジトリとしてアップデートする場合は、ネットワーク定義が格納されている
ノードで、$ORACLE_HOME/network/admin  （UNIX の場合）または ORACLE_
HOME¥network¥admin¥names （Windows NTの場合）にある NAMESUPG.SQLスクリ
プトを実行する必要があります。

❏ 動的検出オプションを使用してすでに Oracle Namesバージョン 2が実行されている状態
で、Oracle Names情報用リポジトリとしてデータベースを構成する場合は、次の手順を
実行する必要があります。

1. データベースのインストール先にするノード上で、$ORACLE_
HOME/network/admin （UNIX の場合）または ORACLE_
HOME¥network¥admin¥names （Windows NTの場合）にある NAMESINI.SQLス
クリプトを実行します。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home /network/admin/names/namesini.sql;

2. Oracle Net8 Assistantを使用して、すべての Oracle Names Server構成ファイルに
NAMES.ADMIN_REGIONパラメータを構成します。NAMES.ADMIN_REGIONパラ
メータについての詳細は、付録 Cの「構成パラメータ」を参照してください。

❏ 障害耐性を実現するために各リージョン内に複数の Oracle Names Serverを設定します。
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❏ 2-42ページの「Oracle Namesのバージョンによる違い」と 2-45ページの「検出の理解」
に説明されているように、クライアントはデフォルトの Oracle Names Serverリスト、予
約済み Oracle Names Server、または検出によって取得された生成済みリストを使用して
Oracle Names Serverにアクセスします。

バージョン 8によって生成された Oracle Names Serverリストである SDNS.ORA（UNIX）
または SDNS.ORA（Windowsプラットフォーム）を使用する場合は、6-36ページの「手
順 4: Oracle Names Serverを使用するためにクライアントとデータベース・サーバーを構
成する」の手順に従ってください。

このファイルの作成後、SQLNET.ORAファイルの NAMES.PREFERRED_SERVERSパラ
メータを削除します。NAMES.PREFERRED_SERVERSパラメータで指定した Oracle 
Names Serverは、すべて検出プロセスの結果を上書きします。
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ネーミング・メソッドとリスナーの
6

ネーミング・メソッドとリスナーの構成ネーミング・メソッドとリスナーの構成ネーミング・メソッドとリスナーの構成ネーミング・メソッドとリスナーの構成

この章では、ネットワークの構成方法について説明します。

内容は次のとおりです。

■ 構成作業の概要

■ サービス名とインスタンス名の設定

■ 構成モデル

■ ネーミング・メソッドとリスナーの構成

■ ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成

■ Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構成

■ 外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成

■ リスナーの構成

■ プロトコル・アドレスの構成
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構成作業の概要
構成作業の概要構成作業の概要構成作業の概要構成作業の概要
データベースなどのサービスがクライアントからの接続を受け入れるには、ネット・サービ
ス名を使用するようにクライアントを構成する必要があります。ネット・サービス名は、
ネットワーク設定に基づいてサービス名を記述したものです。それぞれのネットワーク設定
では、1つ以上のネットワーク・ルートがサービスに対して指定され、リスナーなどの Net8
コンポーネントが任意の数のみ含まれます。ネット・サービス名では、ネットワーク接続の
負荷を複数のリスナー間で均衡化するかどうか、また、ネットワーク接続の確立に失敗した
ときに代替用のリスナーにフェイルオーバーするかどうかについても指定します。

具体的にネット・サービス名が識別するものは、次のとおりです。

■ プロトコル・アドレスによるリスナーの位置情報など、サービスへのネットワーク・
ルート。

■ リリース 8.1サービスを識別するための 1つ以上のサービス名。または、リリース 8.1よ
り前のデータベースを識別するための Oracleシステム識別子（SID）。

■ オプションで、接続先となるリリース 8.1サービスのインスタンス名。

リスナー・アドレスは、クライアントがリスナーに接続するときに使用します。接続に成功
すると、アドレスとサービス情報がクライアントからリスナーに渡されます。

インスタンスは、起動時に次の登録情報をリスナーに登録します。

■ サービス登録。サービス名やインスタンス名など、インスタンスの情報をリスナーに提
供します。

■ プロトコル・アドレス情報。この情報に従ってリスナーはインスタンスに接続します。

リスナーは、クライアントからの接続要求を受け取ると、インスタンスから受け取った情報
と、LISTENER.ORAファイルに格納されている情報に基づいてそのクライアントの情報を検
証します。これらの情報が一致すると、接続が許可されます。

クライアントは、リスナーの接続先サービスとアドレスにマップされるネット・サービス名
のリストを作成して構成します。これらのサービスとアドレスは、TNSNAMES.ORAクライ
アント構成ファイル、Oracle Names Serverまたは別のネーミング・メソッドに格納されてい
ます。エンド・ユーザーがサービスに接続する場合、ネット・サービス名によってそのサー
ビスを識別します。たとえば、次のように指定します。

sql> CONNECT username / password @net_service_name

サービス名とインスタンス名の設定サービス名とインスタンス名の設定サービス名とインスタンス名の設定サービス名とインスタンス名の設定
サービス名は、データベースなどのサービスを論理的に表現したものです。サービスは、1
つ以上のインスタンスから構成されます。ネット・サービス名を作成する場合、サービス名
を使用してリリース 8.1サービスを識別する必要があります。オプションで、インスタンス
名を使用してリリース 8.1インスタンスを識別することもできます。
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サービス名とインスタンス名の設定
ネーミング・メソッドとリスナーの構成 6-3

次は、TNSNAMES.ORAファイルの例です。ネット・サービスによってどのようにサービス
のネットワーク設定を記述するかを示しています。

net_service_name = 
(description= 
  (address= ( protocol_address_information ))
  (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
     (instance_name= instance_name )))

この例では、SERVICE_NAMEパラメータによってサービス名を識別する方法と、
INSTANCE_NAMEパラメータによってインスタンス名を識別する方法に注目してください。

サービス名は、一般にグローバル・データベース名を表す文字列です。グローバル・データ
ベース名は、データベース名とドメイン名から構成され、インストール中またはデータベー
スの作成中に入力します。グローバル・データベース名が不明な場合は、データベース初期
化ファイルの INITSID.ORAにある SERVICE_NAMESパラメータの結合値から取得できま
す。たとえば、SALES.COMというサービス名では、SALESがデータベース名で COMがド
メインです。

インスタンス名は、インスタンスの名前を含みます。一般に、インスタンス名はインストー
ル中に入力する SIDのことです。SIDが不明な場合は、INSTANCE_NAMEパラメータから
取得できます。



構成モデル
次の表は、SERVICE_NAMESパラメータと INSTANCE_NAMEパラメータを説明しています。

構成モデル構成モデル構成モデル構成モデル
Net8の構成は、2つのモデルのいずれかを基盤としています。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SERVICE_NAMES ネットワーク上のサービスの名前を表す 1つ以上のカンマで区切られた文字列。使用されて
いる異なるインスタンスを個別に識別するために、（個々の SERVICE_NAMESエントリに
よって）複数のサービス名を記述することができます。レプリケーションの使用によって複
数インスタンスから利用できるサービスを識別するために、サービス名を使用することもで
きます。

INSTANCE_NAME インスタンスの名前を表す文字列値。複数インスタンスが同じサービス名を共有する場合、
特定のインスタンスを識別するために使用されます。INSTANCE_NAMEを SIDと混同しな
いでください。SIDは、実際に 1台のホスト上でインスタンスが共有しているメモリーを一
意に識別します。

ネットワークのネットワークのネットワークのネットワークの
構成モデル構成モデル構成モデル構成モデル

適したネットワーク適したネットワーク適したネットワーク適したネットワーク ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド

ローカル管理 ネットワーク・アドレスは、各ノー
ド上の TNSNAMES.ORAファイル内
でマップされる（Oracle Names Server
は存在しない）。

ホスト・ネーミング

ローカル・ネーミング

外部ネーミング

集中管理 Oracle Names Serverによってネット
ワーク・アドレスが解決されるネッ
トワーク。Oracle Names Serverは、ク
ライアント構成プロファイルを 1箇
所に格納します。

Oracle Names
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ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド
Net8では、次の方法を使用してネット・サービス名を解決できます。

ネーミング・メソッドの正しい選択に関する詳細は、3-3ページの「ネット・サービス名の
変換」を参照してください。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明

ホスト・ネーミング 接続時にクライアントは、サービス名のかわりにデータベースのグローバル・データベー
ス名にマップされている別名を使用する。既存の名前解決サービスを介してデータベース
のグローバル・データベース名を識別するためにホスト名が使用されます。この名前解決
サービスには、ドメイン名サービス（DNS）、ネットワーク・インフォメーション・サービ
ス（NIS）、または単に集中管理された /etc/hosts ファイルのセットなどがあります。
ホスト・ネーミングでは、サーバーのホスト名またはホスト名の別名を使用するのみで、
ユーザーは Oracleサーバーに接続できます。この機能を利用するために、とくにクライア
ントを構成する必要はありません。この方法は、簡単な TCP/IP環境にお薦めします。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-7ページの「ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」を
参照してください。

ローカル・ネーミング 個々のクライアントで構成され、格納されている情報を使用して、ネット・サービス名を
ネットワーク・アドレスに解決する。あまり変更されることのない少数のサービスからな
る簡単な分散ネットワークでは、ローカル・ネーミングが最適な方法です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」
を参照してください。

Oracle Names ネットワーク上に存在するすべてのサービスの名前とアドレスが Oracle Names Serverに格
納される。接続要求は Oracle Names Serverに送られ、そこでネット・サービス名からネッ
トワーク・アドレスに変換されます。この情報は、クライアントに戻されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-21ページの「Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構
成」を参照してください。

外部ネーミング サポートされているサードパーティ製ネーム・サービスを利用してネット・サービス名を
解決する。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-51ページの「外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」を参照
してください。
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構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル
使用するネーミング・メソッドに合わせて、$ORACLE_HOME/network/admin （UNIX の場
合）または ORACLE_HOME¥network¥admin （Windowsプラットフォームの場合）で、次の
構成ファイルを作成または変更することができます。

次の章も参照してください。

■ 付録 Bの「構成ファイルのサンプル」（前述のファイル例）

■ 付録 Cの「構成パラメータ」（パラメータ情報）

これらのファイルの構成方法は、この章の各ネーミング・メソッドで説明します。

構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 説明説明説明説明

LISTENER.ORA サーバー上に置かれ、サーバー上のすべてのリスナーのアドレ
スと、リスナーが使用するさまざまな制御パラメータを含む。

NAMES.ORA Oracle Names Server上に置かれ、各Oracle Names Serverの位置情
報、ドメイン情報およびオブションの構成パラメータを含む。

SQLNET.ORA 名前解決方法が書かれている。このファイルは、クライアント
上に置かれます。

TNSNAMES.ORA クライアント上に置かれ、ネット・サービス名および対応する
リスナー・アドレスのリストと、サービスに関する記述を含む。
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ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成

簡単な接続方法が求められる環境では、ホスト・ネーミングを使用することにより
TNSNAMES.ORA構成ファイルでサービス名を参照する必要がなくなります。ただしホス
ト・ネーミングは、接続プーリング、外部プロシージャ、異機種間サービスなど、追加の接
続情報が必要な、高度の機能が要求される大規模で複雑な環境には不向きです。このような
場合は、別のネーミング・メソッドの使用をお薦めします。

ホスト・ネーミング・メソッドは、TCP/IPネットワーク環境でのみ利用可能です。インスタ
ンスがリスナーに登録されると、データベース名とドメイン名から構成される、サーバーの
グローバル・データベース名が登録されます。グローバル・データベース名は、既存の名前
解決サービスのホスト名と別名にマップされます。クライアントは、接続文字列の中で別名
を使用し、データベースに接続します。

次の場合にクライアントは、別名を使用してサーバーに接続できます。

■ インストール済みの Net8 Serverと Net8 Clientソフトウェアを使用して、Oracle8i データ
ベース・サービスに接続する場合

■ クライアントとサーバーは、TCP/IPプロトコルを介して接続する場合

■ すべての名前は、ドメイン名サービス（DNS）や集中的に管理される TCP/IP hostsファ
イルのような IPアドレス変換メカニズムを通して解決される場合

■ Oracle Connection Managerやセキュリティのような高度な機能が不要な場合

ホスト・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

手順 1: グローバル・データベース名を使用してリスナーを構成する

手順 2: 第 1番目のネーミング・メソッドとして HOSTNAMEを構成する

手順 3: ホスト名解決の環境を設定する

注意注意注意注意 : この項では、リリース 8.1を対象に構成方法について説明していま
す。既存のリリース 8.0またはリリース 7.xの構成がある場合は、第 4章
の「リリース 8.1のインストレーションと Net8関連製品について」を参照
してください。
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ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
手順手順手順手順 1: グローバル・データベース名を使用してリスナーを構成するグローバル・データベース名を使用してリスナーを構成するグローバル・データベース名を使用してリスナーを構成するグローバル・データベース名を使用してリスナーを構成する
グローバル・データベース名は、リスナーに登録する必要があります。登録がどのように行
われるかは、データベースのリリースによって異なります。

Oracle8 i リリースリリースリリースリリース 8.1
データベースがリスナーを検出できる場合は、グローバル・データベース名を含むデータ
ベースに関する情報は自動的にリスナーに登録されます。リスナーは、次の場合に検出され
ます。

■ LISTENERという名前のデフォルトのリスナーが、ポート 1521の TCP/IP上で実行され
ている場合

■ LOCAL_LISTENERパラメータが、INITSID.ORAファイルに設定されている場合

データベースがリスナーを検出できない場合、次の「Oracle8リリース 8.0またはそれより前
のリリース」で説明するように GLOBAL_DBNAMEパラメータを使用して LISTENER.ORA
ファイルを構成する必要があります。

Oracle8 リリースリリースリリースリリース 8.0またはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリースまたはそれより前のリリース
Oracle8リリース 8.0データベースまたは Oracle7データベースの場合、データベース情報は
LISTENER.ORAファイルを介してリスナーに登録されます。これらのデータベースでは、次
に示すように SID_LIST_listener_nameセクションを静的に構成し、そこに GLOBAL_
DBNAMEパラメータを含めます。

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/u01/app/oracle/8.0.5)
）

詳細は、6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を参照してください。
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手順手順手順手順 2: 第第第第 1番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして HOSTNAME を構成するを構成するを構成するを構成する
SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目の
ネーミング・メソッドとしてホスト・ネーミングを構成します。このパラメータによって、
Net8が名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

ローカル・ネーミングを第 1番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従い
ます。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「TNSNAMES」を選択し、「>」をクリックします。
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6. 「Selected Methods」リストで「TNSNAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選
択した項目をリストの最上位に移動します。

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

これにより SQLNET.ORAファイルに、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの先頭
に HOSTNAMEを含むエントリが入ります。

names.directory_path=(hostname, tnsnames)
6-10 Oracle8i Net8管理者ガイド



ホスト・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
手順手順手順手順 3: ホスト名解決の環境を設定するホスト名解決の環境を設定するホスト名解決の環境を設定するホスト名解決の環境を設定する
グローバル・データベース名は、DNS、NISまたは集中管理される TCP/IPホスト・ファイ
ルである /etc/hosts のような IPアドレス変換メカニズムを通して解決する必要がありま
す。グローバル・データベース名のために作成する別名は、グローバル・データベース名と
同じ名前にする必要があります。

グローバル・データベース名のドメイン部分は、ネットワーク・ドメインと一致しなければ
ならないことに注意してください。

たとえば、あるデータベースの SALES.COMというグローバル・データベース名が
SALES-PCという名前のマシン上に存在する場合、/etc/hosts ファイルのエントリは次の
ようになります。

#IP address of server     host name   alias
144.25.219.146            sales-pc    sales.com

8-2ページの「データベースへの接続」に説明されているように、クライアントは接続文字
列中で SALES.COMを使用します。クライアントとサーバーが同じ COMドメインに所属し
ていれば、クライアントは接続文字列に SALESを入力するだけでかまいません。
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ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成

ローカル・ネーミング・メソッドを使用する場合、ネット・サービス名は TNSNAMES.ORA
ファイルに追加します。ネット・サービス名は、接続記述子に含まれるネットワーク・アド
レスにマップされます。接続記述子には、プロトコル・アドレスで表されたリスナーの位置
情報と、接続先サービスの名前があります。クライアントがアプリケーションから接続する
ときは、このネット・サービス名を使用します。

接続記述子にマップされたネット・サービス名を含む TNSNAMES.ORAファイルの基本的な
構文例を、図 6-1に示します。DESCRIPTIONは接続記述子を含み、ADDRESSはリスナー・
アドレスを表し、CONNECT_DATAはサービス名を含んでいます。

図図図図 6-1  TNSNAMES.ORA でのネット・サービス名の使用例でのネット・サービス名の使用例でのネット・サービス名の使用例でのネット・サービス名の使用例

net_service_name = 
(description= 
  (address= ( protocol_address_information ))
  (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
  ) 
) 

注意注意注意注意 : この項では、リリース 8.1を対象に構成方法について説明していま
す。既存のリリース 8.0またはリリース 7.xの構成がある場合は、第 4章
の「リリース 8.1のインストレーションと Net8関連製品について」を参照
してください。
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図 6-2に示すように、各接続記述子には 1つ以上のリスナー・アドレスを含めることができ
ます。

図図図図 6-2  複数のリスナー・アドレス複数のリスナー・アドレス複数のリスナー・アドレス複数のリスナー・アドレス

net_service_name = 
(description= 
  (address= ( protocol_address_information ))
  (address= ( protocol_address_information ))
  (address= ( protocol_address_information ))
  (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
  ) 
) 

connect-time failover、クライアント負荷のバランスおよびOracle Connection Manager機能の
ようなオプションのパラメータは、1つの接続記述子内部のアドレス・リストに設定するこ
とも、複数の接続記述子に含まれるすべてのアドレスに設定することもできます。

これらの機能の詳細は、第 7章の「Net8のオプション機能」と C-31ページの「ローカル・
ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）」を参照してください。

インストール中の構成作業インストール中の構成作業インストール中の構成作業インストール中の構成作業
クライアントまたはサーバーで「Custom」インストールを終了すると、Net8 Configuration 
Assistantによってネーミング・メソッドの構成を求めるプロンプトが表示されます。ローカ
ル・ネーミング・メソッドを選択すると、Net8 Configuration Assistantによって
TNSNAMES.ORAファイルにネット・サービス名を構成するように求めるプロンプトが表示
されます。Net8 Configuration Assistantを使用してネット・サービス名を作成する場合は、
TNSNAMES.ORAファイルと LISTENER.ORAファイルのリスナー・プロトコル・アドレスが
一致することを確認してください。この手順は、オンライン・ヘルプを参照してください。

注意注意注意注意 : 前のリリースでは、アドレス・リストが 1つしかない場合、
ADDRESS_LISTを使用する必要がありました。
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インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業インストール後の構成作業
ネット・サービス名は、任意の時点で TNSNAMES.ORAファイルに追加できます。ローカ
ル・ネーミング・メソッドを構成するには、次の作業を実行します。

手順 1: ネット・サービス名を構成する

手順 2: 第 1番目のネーミング・メソッドとして TNSNAMESを構成する

手順 3: 構成情報を配布する

手順 4: リスナーを構成する

手順手順手順手順 1: ネット・サービス名を構成するネット・サービス名を構成するネット・サービス名を構成するネット・サービス名を構成する 

ローカル・ネーミング・メソッドによって構成するには、Oracle Net8 Assistantまたはサー
バー上の Net8 Configuration Assistantを使用します。

Oracle Net8 Assistant  Oracle Net8 Assistantを使用するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーの「Net Service Names」フォルダをクリックします。ネット・
サービス名が存在する場合は、ツリー構造に表示されます。

3. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、新
規のネット・サービス名を作成します。「Net Service Name Wizard」が起動します。

注意注意注意注意 : ネット・サービス名は、Net8 Easy Configを実行して作成すること
もできます。ただし、このツールは将来提供しない可能性があります。こ
のため、オラクル社では Net8 Configuration Assistantか Oracle Net8 Assistant
の使用をお薦めしています。Net8 Easy Configを実行するには、次の手順
に従います。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netec を実行します。

■ Windowsプラットフォームの場合、「スタート」ボタン ->「プログラ
ム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network Administration」->「Net8 
Easy Config」を選択します。
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4. 「Net Service Name」フィールドに任意の名前を入力し、「Next」をクリックします。

明示的に指定する場合は、ネット・サービス名をクライアントのドメインで修飾できま
す。SQLNET.ORAに NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータを指定すると、ネット・
サービス名は自動的にドメインによって修飾されます。詳細は、7-16ページの「ドメイ
ンの構成」を参照してください。

5. リスナーに構成するリスニング用のプロトコルを選択し、「Next」をクリックします
（このプロトコルはクライアントにもインストールする必要があります）。
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6. フィールドで選択したプロトコルのために、リスナーの適切なプロトコル・アドレス情
報を入力し、「Next」をクリックします。

プロトコル・アドレスに関する詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」
を参照してください。

TCP/IP上で標準的な Net8クライアントをリスニングするリスナーを構成する場合、デ
フォルトのポート 1521を選択する必要があります。このポートを選択しない場合は、
INITSID.ORAファイルに LOCAL_LISTENERパラメータを設定し、なんらかのネーミン
グ・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。LISTENER.ORAにデフォ
ルト以外のポート番号を構成する方法の詳細は、6-67ページの「デフォルト以外のポー
トを使用するリスナーの構成」を参照してください。
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7. 宛先サービスがリリース 8.1の場合は、「Oracle8i release 8.1」をクリックして「Service 
Name」フィールドにサービス名を入力し、「Next」をクリックします。

サービス名は、一般にグローバル・データベース名です。使用するサービス名文字列に
ついての詳細は、6-2ページの「サービス名とインスタンス名の設定」を参照してくだ
さい。

宛先サービスがリリース 8.1より前のリリースの場合は、「Oracle8 Version 8.0」または
「Previous」をクリックして「Database SID」フィールドに「SID」と入力し、「Next」を
クリックします。

8. ネット・サービス名の動作を検証するには「Test」をクリックし、「Next」をクリックし
ます。テストでは、データベースとリスナーが実行されている必要があります。実行さ
れていない場合は、8-2ページの「Net8コンポーネント起動の概要」の手順に従ってコ
ンポーネントを起動するか、または「Next」をクリックしてテストを省略し、手順 10
に進んでください。
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テストに成功すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに「The connect test was 
successful.」というメッセージが表示されます。

テストに成功しなかった場合は、次に従って再試行してください。

■ データベースとリスナーが実行されていることを確認し、「Test」をクリックしま
す。

■ 「Change Login」をクリックして接続に使用するユーザー名とパスワードを変更し、
「Test」をクリックします。

9. 「Close」をクリックし、「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。

10.「Finish」をクリックして構成を保存し、「Net Service Names Wizard」を終了します。

11.「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

12.「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantを終了します。

次の項目も参照してください。

■ オプションのアドレスと複数アドレスの特性を設定する方法は、7-7ページの「ネット・
サービス名の接続属性の詳細構成」と 7-11ページの「複数アドレス・オプションの構
成」を参照してください。

■ ドメインを指定してネット・サービス名を要求する方法は、7-16ページの「ドメインの
構成」を参照してください。

Net8 Configuration Assistant  
Net8 Configuration Assistantを使用する場合は、次の手順に従います。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。
6-18 Oracle8i Net8管理者ガイド



ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netca を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択しま
す。

2. 「Local Net8 Service Name configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

3. 「Create」をクリックします。

4. ウィザードのプロンプトとオンライン・ヘルプに従って、ネット・サービス名を作成し
ます。

手順手順手順手順 2: 第第第第 1番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして番目のネーミング・メソッドとして TNSNAMES を構成すを構成すを構成すを構成す
るるるる
SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目の
ネーミング・メソッドとしてローカル・ネーミングを構成します。このパラメータによっ
て、Net8が名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

ローカル・ネーミングを第 1番目のネーミング・メソッドに指定するには、次の手順に従い
ます。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「TNSNAMES」を選択し、「>」をクリックします。

注意注意注意注意 : 「Oracle8i release 8.1 database or service」オプションを選択した場合
は通常、グローバル・サービス名をサービス名として入力します。使用す
るサービス名文字列についての詳細は、6-2ページの「サービス名とイン
スタンス名の設定」を参照してください。
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6. 「Selected Methods」リストで「TNSNAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選
択した項目をリストの最上位に移動します。

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

これにより SQLNET.ORAファイルに、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの先頭
に TNSNAMESを含むエントリが入ります。

names.directory_path=(tnsnames, onames, hostname)

手順手順手順手順 3: 構成情報を配布する構成情報を配布する構成情報を配布する構成情報を配布する
クライアントを 1台構成したら、単に TNSNAMES.ORAと SQLNET.ORAの各構成ファイル
を他のクライアントの同じ場所にコピーする方法が最も確実です。これによって、ファイル
の一貫性が保たれます。このようにしないと、Oracle Net8 Assistantか Net8 Configuration 
Assistantをすべてのクライアントで使用しなければならず、エラーの原因になります。
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手順手順手順手順 4: リスナーを構成するリスナーを構成するリスナーを構成するリスナーを構成する
サーバー上のリスナーは、ネット・サービス名用に構成したものと同じプロトコルとプロト
コル・アドレスを使用してリスニングするように構成する必要があります。デフォルトでリ
スナーは、オペレーティング・システムの第 1番目のプロトコル（通常は TCP/IP）を使用す
るようにすでに構成されています。リスナーの構成方法の詳細は、6-76ページの「プロトコ
ル・アドレスの構成」を参照してください。

Oracle Names ネーミング・メソッドによるネットワークの構ネーミング・メソッドによるネットワークの構ネーミング・メソッドによるネットワークの構ネーミング・メソッドによるネットワークの構
成成成成

Oracle Namesを使用すると、クライアント /サーバーによるグローバルなコンピュータ・
ネットワークの設定と管理が容易になります。Oracle Namesによって、ネットワーク・アド
レスとデータベース・リンクの情報がネットワーク全体のすべてのノードから利用できるよ
うになります。各データベース・サーバーのネットワーク・アドレスは、単純なサービス名
によって識別されます。これによりクライアント・アプリケーションは、長いアドレスを使
用せずに、この単純な名前を使用してデータベース接続を要求できます。Oracle Namesで
は、ネットワーク・インフラストラクチャが変更されても、ユーザーとアプリケーションは
その影響を受けずに済みます。Oracle Namesは、ネットワーク・サービス名の集中的な管理
を提供します。

Oracle Names Serverには、次の情報が格納されます。

注意注意注意注意 : この項では、リリース 8.1を対象に構成方法について説明していま
す。既存のリリース 8.0またはリリース 7.xの構成がある場合は、第 4章
の「リリース 8.1のインストレーションと Net8関連製品について」を参照
してください。

データデータデータデータ 説明説明説明説明

データベースのグローバル・
データベース名とアドレス

Oracle Names Serverは、グローバル・データベース名（データ
ベース名とドメイン）とアドレスなどのデータベースに関する情
報をリスナーから取得する。このアドレスは、LISTENER.ORA
ファイルに構成されています。また、グローバル・データベース
名はデータベースの起動時に登録されるか、または静的に
LISTENER.ORAファイルに構成されます。管理者は、この情報を
登録しません。
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その他の Oracle Names Server
名とアドレス

Oracle Names Serverには、同じ管理リージョン内にあるすべての
Oracle Names Serverの名前とアドレスが格納される。ネットワー
ク内に複数の管理リージョンが存在する場合、Oracle Names 
Serverには、ルート管理リージョンとその直属の各サブリージョ
ンに存在する 1つ以上の Oracle Names Serverの名前とアドレスが
格納されます。管理者がこの情報を登録する必要はありません。

ネット・サービス名 NAMESCTL制御ユーティリティまたは Oracle Net8 Assistantに
ネット・サービス名を登録すると、これらが Oracle Names Server
に格納される。このほか、Oracle Names Serverには非 Oracleデー
タベースと Oracle RDBデータベースへのゲートウェイも格納さ
れます。

グローバル・データベース・
リンク

データベース・リンクによって、データベース同士の通信が可能
になる。データベース・リンクの名前は、リンクのポイント先と
なっているデータベースのグローバル・データベース名と同じで
す。通常、1個のデータベースに存在するリンクは 1つのみです。

次に示すタイプのデータベース・リンクを作成できます。

■ データベースの特定のスキーマ内でのプライベート・データ
ベース・リンク。プライベート・データベース・リンクの所
有者のみが、このデータベースを使用できます。

■ データベース用のパブリック・データベース・リンク。すべ
てのユーザーが、このデータベースを使用できます。

■ Oracle Names Server内のグローバル・データベース・リンク。
ネットワーク内のだれもがこのデータベースを使用できるよ
うにします。

Oracle Namesはリスナーからグローバル・データベース名を取得
するため、グローバル・データベース名であるグローバル・デー
タベース・リンクは Oracle Names Serverに自動的に登録されま
す。したがって、管理者がこの情報を登録する必要はありませ
ん。

Net8 Assistatntを使用して、グローバル・データベース・リンクの
ためにユーザー名とパスワードからなる資格証明を Oracle Names 
Serverに登録できます。Oracle Net8 Assistantを使用して、グロー
バル・データベース・リンクにリンク修飾子を追加できます。

グローバル・データベース・リンクは、個々のユーザーが作成し
たプライベート・データベース・リンクやパブリック・データ
ベース・リンクによって置き換えることができます。プライベー
ト・データベース・リンクおよびパブリック・データベース・リ
ンクについての詳細は、『Oracle8i 分散システム』を参照してくだ
さい。

データデータデータデータ 説明説明説明説明
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Oracle Namesの構成に必要な作業は、次のとおりです。

手順 1: Oracle Namesオプションを検討する

手順 2: インストールする

手順 3: Oracle Names Serverを作成する

手順 4: Oracle Names Serverを使用するためにクライアントとデータベース・サーバーを
構成する

手順 5: リスナーを構成する

手順 6: Oracle Names Serverにデータベースを登録する

手順 7: （オプション）委任管理リージョンにドメインを委任する

手順手順手順手順 1: Oracle Names オプションを検討するオプションを検討するオプションを検討するオプションを検討する
Oracle Names Serverを作成する前に、次の項目について決定する必要があります。

■ Oracle Names Server間でサービス登録データを継続的にレプリケートするか、または同
一リージョン内のすべての Oracle Names Serverがそれぞれの登録データを Oracleデータ
ベースに格納する必要があるかどうか。

■ 1つ以上の管理リージョンに対するサポートが必要であるかどうか。管理リージョンは、
1つ以上のドメインに存在する Oracle Names Serverの集合であり、データベースなどの
ネットワーク・オブジェクトをグループ化したものです。複数の管理リージョンを持つ
ネットワークには、1つのルート管理リージョンと 1つ以上の委任管理リージョンが必
要です。委任管理リージョンには、ルートの直属の子リージョンの役割を果たす代替
リージョン内のドメインと Oracle Names Serverのアドレスが格納されます。

これらの決定事項に関してさらに詳しい情報が必要な場合は、2-31ページの「Oracle Names
アーキテクチャ」を参照してください。

別名 Oracle Names Serverには、定義済みの任意のネット・サービス名、
データベース・サービス、またはグローバル・データベース・リ
ンクに対する別名（サービス名の代用となるもの）が格納され
る。別名は、NAMESCTL制御ユーティリティまたは Oracle Net8 
Assistantを使用して Oracle Names Serverに登録できます。

Oracle Connection Manager Oracle Names Serverには、ネットワーク上に存在するすべての
Oracle Connection Managerの名前とリスニング・アドレスが格納
される。管理者がこの情報を登録する必要はありません。

データデータデータデータ 説明説明説明説明
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手順手順手順手順 2: インストールするインストールするインストールするインストールする
次のコンポーネントがインストールされていることを確認します。

■ Oracle Names Serverとして指定するマシン上の Oracle Names

■ クライアント上の Net8 Clientまたは SQL*Net Client

■ サーバー上の Net8 Serverまたは SQL*Net Server

重要重要重要重要 : UNIX プラットフォームでは、Oracle Universal Installerによって
$ORACLE_HOME/network/names ディレクトリは作成されません。この
ディレクトリは、正しく構成作業を実行するために必要です。このディレ
クトリが存在しない場合は、作成してください。
6-24 Oracle8i Net8管理者ガイド



Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構成
手順手順手順手順 3: Oracle Names Server を作成するを作成するを作成するを作成する
Oracle Names Serverを作成する方法は、リージョン・データの格納場所によって異なります。

■ Oracle Names Serverにアクセス可能な Oracleデータベース内の、リージョン・データ
ベースと呼ばれる表に格納する場合

Oracle Names Serverに追加した情報は、データベースに格納されるほか、Oracle Names 
Serverのキャッシュ・ファイルにも格納されます。データベースが利用できない場合
は、キャッシュ・ファイル内の情報が使用されます。

■ Oracle Names Serverのキャッシュ・ファイルに格納し、ただちに他のすべての Oracle 
Names Serverのキャッシュ・ファイルにレプリケートする場合

キャッシュ・ファイルは、UNIX プラットフォームでは $ORACLE_HOME/network/names
に、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥names に格納されます。

ONAMES_hostという名前を持つデフォルトの Oracle Names Serverが、リージョン以外の
データベースの構成用にインストール中に作成されます。Oracle Namesは、ポート 1575を
使用して TCP/IP上でリスニングするように構成されます。これは基本的な構成であり、複
数ドメインや複数リージョンは含まれません。この Oracle Names Serverを使用する場合は、
この手順を省略して 6-35ページの「手順 2: Oracle Names Serverを検出する」に進んでくだ
さい。

次の項では、これら両方のモードについてそれぞれ説明します。

■ リージョン・データベースへのデータの格納

■ ファイルへのデータの格納

どちらの方法を選択するにしても、オラクル社では Oracle Names Serverがダウンした場合に
備えて複数の Oracle Names Serverを作成するようにお薦めしています。

該当するファイル該当するファイル該当するファイル該当するファイル 説明説明説明説明

CKCFG.ORA Oracle Names Serverの構成に関する情報を格納する。
NAMES.ORAファイルと似ています。

CKPCCH.ORA 接続文字列の情報など、クライアントのキャッシュ情報を
格納する。

CKPREG.ORA Oracle Names Serverに格納されているデータに関する情報
を格納する。TNSNAMES.ORAファイルと似ています。
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リージョン・データベースへのデータの格納リージョン・データベースへのデータの格納リージョン・データベースへのデータの格納リージョン・データベースへのデータの格納
Oracleデータベースにサービス・データを格納するには、次の作業を実行します。

■ 手順 1: データベース・サーバーを構成する

■ 手順 2: Oracle Names Serverを作成する

■ 手順 3: Oracle Names Serverを起動する

手順手順手順手順 1: データベース・サーバーを構成するデータベース・サーバーを構成するデータベース・サーバーを構成するデータベース・サーバーを構成する  データベース・サーバーを構成するには、次の
手順に従います。

1. まだデータベースが実行されていない場合は、データベースを起動します。データベー
スがすでに起動されている場合は、手順 2に進みます。

a. INTERNAL としてデータベースに接続します。

sql> CONNECT internal/ password

INTERNAL ユーザー・アカウントの passwordは、デフォルトで ORACLEです。

b. データベースを起動します。

sql> STARTUP;

2. SYSTEMユーザーとしてデータベースに接続します。

sql> CONNECT system/ password

SYSTEMユーザー・アカウントの passwordは、デフォルトで MANAGERです。

3. ユーザー・アカウントとパスワードを作成します。

sql> CREATE user user
  identified by password
  default tablespace users
  temporary tablespace temp;

4. NAMESINI.SQLスクリプトを実行します。このファイルは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/admin に、Windows NTプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥admin¥names にあります。このスクリプトによって、Oracle Names
が情報を格納するために必要な表が作成されます。オプションで NAMESUPG.SQLを実
行し、古い表を定義します。

sql> CONNECT user / password
sql> @ oracle_home /network/admin/namesini.sql;
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手順手順手順手順 2: Oracle Names Server を作成するを作成するを作成するを作成する  Oracle Namesがインストールされている各コン
ピュータに Oracle Names Serverが必要な場合、Oracle Net8 Assistantを使用して Oracle Names 
Serverを作成します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Net8 Assistantで、「Oracle Names Servers」フォルダをクリックします。

3. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、新
規の Oracle Names Serverを作成します。

Namesウィザードが起動します。

このウィザードでは、Oracle Names Serverを作成し、指示に従って構成作業を進めてい
く過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

■ Oracle Nameサーバーの一意な名前

■ Oracle Names Serverのプロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番号
である 1575を Oracle Names Serverに使用することをお薦めしています。

■ データベースに情報を格納するか、または Oracle Names Server間で情報をレプリ
ケートするかの選択

（「Use a region database.」をクリックします）

■ データベースのリスナーのプロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番号
である 1521をリスナーに使用することをお薦めしています。

■ データベース・ユーザー ID、パスワード、およびサービス名または SID

■ この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにあるかどうかの識別

この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業は完
了です。

この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管理
リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リージョ
ンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names Serverのアドレスを求め
るプロンプトを表示してから完了します。
ネーミング・メソッドとリスナーの構成 6-27



Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構成

figure 
ウィザードが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「A Names Server, onames_server, has been created with default settings.Use the Con
Server section to modify the default configuration.」

4. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

5. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

6. Oracle Names Serverをさらに追加する場合は、手順 2～ 5を繰り返してリージョン内に
Oracle Names Serverを作成します。Oracle Net8 Assistantでは、1台のコンピュータ上に
複数の Oracle Names Serverを作成することをサポートしていません。

Oracle Net8 Assistantでは、少なくとも次の項目を設定して NAMES.ORAファイルを作成し
ます。

■ Oracle Names Serverの名前（NAMES.SERVER_NAME）

■ Oracle Names Serverのリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）

■ データベース情報（NAMES.ADMIN_REGION）

次に、NAMES.ORAファイルを内容に関する注釈付きで示します。

#Oracle Names server name. The name should include the name of the domain this 
Oracle Names server is in.
names.server_name=namesvr2.com

#Oracle Names server listening protocol address
names.addresses=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv2-pc)(port=1575)) 
  [(address=...))]

#Database repository information
names.admin_region=
  (region=
    (description=
      (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port-1521)) 
      (connect_data=
        (service_name=sales.com)
    )
    (userid=system)
    (password= password )
    (name=local_region)
    (refresh=86400)
    (retry=60)
    (expire=600)
    )
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#If an Oracle Names server is in a delegated administrative region, identify the 
address of an Oracle Names server in the root administrative region.
names.domain_hints=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv1-pc)(port=1575)) 

# Specify the domain controlled by this region and the time to live (TTL). If 
this is the root administrative region, you must have NAME= (null) to identify 
the root domain properly.
names.domains=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400)
  )
アドレス情報に必要なプロトコル構文に関する詳細は、6-76ページの「プロトコル・ア
ドレスの構成」を参照してください。

複数ドメインの管理複数ドメインの管理複数ドメインの管理複数ドメインの管理
リージョンに複数のドメインを管理させたい場合は、Oracle Net8 Assistantを使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。

1. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Domains」を選択します。

4. 「Domains」タブを選択します。

5. 「Domain Name」フィールドにドメイン名を入力します。

6. TTL 情報を入力します。

7. 「Add」をクリックします。

8. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

9. 別のドメインを追加する場合は、手順 1～ 8を繰り返します。
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次の例では、NAMES.DOMAINSにルート、COM、ORACLE.COMおよび HQ.ORACLE.COM
ドメインのリストが含まれています。HQ.ORACLE.COMを定義するためには、
HQ.ORACLE.COMより手前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

names.domains=
 (domain_list=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=com)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=oracle.com)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=hq.oracle.com)
    (min_ttl=86400)
  )
 )
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手順手順手順手順 3: Oracle Names Server を起動するを起動するを起動するを起動する  Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユー
ティリティを使用して、Oracle Names Serverを起動します。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL によるによるによるによる    
操作操作操作操作

1. Oracle Names Serverフォルダをダブルク
リックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから
「Manage Server」を選択します。

4. 「Control」タブを選択します。

5. 「Server Operations」フィールドの「Start」
ラジオ・ボタンをクリックします。

6. 「Apply」をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

「Server started successfully.」

Windows NTでは、OracleHOME_
NAMENamesONAMES_SERVERというサー
ビスが作成されます。

コマンド行から、次のように入力します。

namesctl

次のエラー・メッセージが表示されても、無
視します。

NNL-00024: warning: no preferred names 
servers in SQLNET.ORA
NNL-00018: warning: could not contact 
default name server

namesctl> start

NAMESCTLの STARTコマンドは Oracle 
Names Serverをメモリにロードし、実行の開始
を指示します。Oracle Names Serverは、起動時
に構成情報とデータをロードします。

これによって、Windows NTでは
OracleORACLE_HOMENamesonames_
serverServiceというサービスが作成されます。
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ファイルへのデータの格納ファイルへのデータの格納ファイルへのデータの格納ファイルへのデータの格納
ファイルにデータを格納し、更新中に Oracle Names Server間でレプリケートするには、次の
作業を実行します。

■ 手順 1: Oracle Names Serverを作成する

■ 手順 2: Oracle Names Serverを検出する

手順手順手順手順 1: Oracle Names Server を作成するを作成するを作成するを作成する  Oracle Namesがインストールされている各コン
ピュータに Oracle Names Serverが必要な場合、Oracle Net8 Assistantを使用して Oracle Names 
Serverを作成します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Net8 Assistantで、「Oracle Names Servers」フォルダをクリックします。

3. 「Edit」メニューから「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、新
規の Oracle Names Serverを作成します。

Namesウィザードが起動します。

このウィザードでは、Oracle Names Serverを作成し、指示に従って構成作業を進めてい
く過程で、次の項目の入力を求めるプロンプトが表示されます。

■ Oracle Nameサーバーの一意な名前

■ Oracle Names Serverのリスニング用プロトコル・アドレス

TCP/IPを選択する場合、オラクル社では正規に登録されたデフォルトのポート番号
である 1575を Oracle Names Serverに使用することをお薦めしています。

■ データベースに情報を格納するか、または Oracle Names Server間で情報をレプリ
ケートするかの選択

（「Don't use a region database.」をクリックします）

■ この Oracle Names Serverが、リージョンで最初のネーム・サーバーであるかどうか
の識別

これがリージョンで最初の Oracle Names Serverでなければ、別の Oracle Names 
Serverを検出するか、またはリージョンに存在する別の Oracle Names Serverのアド
レスを指定するように求めるプロンプトが表示されます。

■ この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにあるかどうかの識別

この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにあると指定した場合、構成作業は完
了です。

この Oracle Names Serverがルート管理リージョンにないと指定した場合は、委任管理
リージョンにあるものと見なされます。その場合ウィザードは、ローカル管理リージョ
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ンのドメイン名と、ルート管理リージョンにある Oracle Names Serverのアドレスを求め
るプロンプトを表示してから完了します。

ウィザードが完了すると、次のメッセージが表示されます。

「A Names Server, onames_server, has been created with default settings.Use the Configure
Server section to modify the default configuration.」

4. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

5. Oracle Names Serverをさらに追加する場合は、手順 2～ 4を繰り返してリージョンに
Oracle Names Serverを作成します。Oracle Net8 Assistantでは、1台のコンピュータ上で
複数の Oracle Names Serverの作成をサポートしていません。

Oracle Net8 Assistantでは、少なくとも次の項目を設定して NAMES.ORAファイルを作成し
ます。

■ Oracle Names Serverの名前（NAMES.SERVER_NAME）

■ Oracle Namesのリスニング用プロトコル・アドレス（NAMES.ADDRESSES）

次に、NAMES.ORAファイルを内容に関する注釈付きで示します。

#Oracle Names server name. The name should include the name of the domain this 
Oracle Names server is in.
names.server_name=namesvr2.com

#Oracle Names server listening protocol address
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv2-pc)(port=1575)) 
  [(address=...))]

#If an Oracle Names server is in a delegated administrative region, identify the 
address of an Oracle Names server in the root administrative region.
names.domain_hints=
  (address=(protocol=tcp)(host=namesrv1-pc)(port=1575)) 

# Specify the domain controlled by this region and the time to live (TTL). If 
this is the root administrative region, you must have NAME= (null) to identify 
the root domain properly.
names.domains=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400)
  )

アドレス情報に必要なプロトコル構文に関する詳細は、6-76ページの「プロトコル・ア
ドレスの構成」を参照してください。

複数ドメインの管理複数ドメインの管理複数ドメインの管理複数ドメインの管理
リージョンに複数のドメインを管理させたい場合は、Oracle Net8 Assistantを使用して
NAMES.DOMAINSパラメータに追加のドメインを指定します。
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1. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Domains」を選択します。

4. 「Domains」タブを選択します。

5. 「Domain Name」フィールドにドメイン名を入力します。

6. 存続時間情報を入力します。

7. 「Add」をクリックします。

8. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

9. 別のドメインを追加する場合は、手順 1～ 8を繰り返します。

次の例では、NAMES.DOMAINSにルート、COM、ORACLE.COMおよび HQ.ORACLE.COM
ドメインのリストが含まれています。HQ.ORACLE.COMを定義するためには、
HQ.ORACLE.COMより前に位置するすべてのドメインを定義しておく必要があります。

names.domains=
 (domain_list=
  (domain=
    (name=)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=com)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=oracle.com)
    (min_ttl=86400)
  )
  (domain=
    (name=hq.oracle.com)
    (min_ttl=86400)
  )
 )
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手順手順手順手順 2: Oracle Names Server を検出するを検出するを検出するを検出する  すべての Oracle Names Serverの構成が終わった
ら、同じリージョン内で最初の Oracle Names Serverを除いて、各 Oracle Namesがリージョン
内にある他のすべての Oracle Names Serverを検出するようにします。

検出に関する説明は、2-45ページの「検出の理解」を参照してください。

Oracle Namesがインストールされているマシン上で、Oracle Net8 Assistantまたは
NAMESCTL制御ユーティリティを使用して、次の作業を実行します。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Server」を選択します。

4. 「Control」タブをクリックします。

5. 「Server Operations」フィールドの「Start」オプション・
ボタンをクリックします。

6. 「Apply」をクリックします。

次のメッセージが表示されます。

「Server started successfully.」

7. 「Command」メニューから「Discover Oracle Names 
Servers」を選択します。

これによって、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/names に .SDNS.ORAファイルが、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥names に SDNS.ORAファイルが作成
されます。このファイルには、Oracle Names Serverの
名前とアドレスが記述されています。Oracle Names 
Serverのアドレスを検索するときに、このファイルが
読み取られます。

次のメッセージが表示されます。

「Discovered Oracle Names Server in the region.Please exit 
the tool and start again.」

Oracle Names Serverから応答がなく、特定の Oracle 
Names Serverのネットワーク・アドレスを知っている
場合は、入力を求めるダイアログが表示されるのでそ
のアドレスを入力します。

1. Oracle Names Serverを起動します。

     namesctl
     namesctl> start

2. 他のすべての Oracle Names Serverを検出します。

     namesctl> reorder_ns

これによって、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/names に .SDNS.ORAファイル
が、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥names に SDNS.ORAファイルが
作成されます。このファイルには、Oracle Names 
Serverの名前とアドレスが記述されています。
Oracle Names Serverのアドレスを検索するときに、
このファイルが読み取られます。

Oracle Names Serverが見つからず、特定の Oracle 
Names Serverのネットワーク・アドレスを知って
いる場合は、プロンプトに対してそのアドレスを
入力します。例 :

namesctl> reorder_ns 
(address=(protocol=tcp)(host=mail-pc)(port=157
5))

3. 別の Oracle Names Serverに問い合わせて、検出を
確認します。

     namesctl> query onames_server
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手順手順手順手順 4: Oracle Names Server を使用するためにクライアントとデータベーを使用するためにクライアントとデータベーを使用するためにクライアントとデータベーを使用するためにクライアントとデータベー
ス・サーバーを構成するス・サーバーを構成するス・サーバーを構成するス・サーバーを構成する

クライアントとデータベース・サーバーのコンピュータを構成するには、次の手順に従います。

1. 7-20ページの「デフォルトの Oracle Names Serverの構成」の説明に従って、オプション
で優先する Oracle Names Serverを作成します。

2. UNIX では $ORACLE_HOME/network/names に .SDNS.ORAファイルを作成し、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥names に SDNS.ORAファイ
ルを作成して Oracle Names Serverを検出します。このファイルには、Oracle Names 
Serverの名前とアドレスが問い合わせ順に記述されています。クライアント・マシン
は、このファイルを読み取って問い合わせ先の Oracle Names Serverのアドレスを検索し
ます。次の作業は、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTLユーティリティを使用して
実行します。

検出に関する説明は、2-45ページの「検出の理解」を参照してください。
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Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/bin
で netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタ
ン ->「プログラム」->「Oracle - 
HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を
選択します。

2. 「Command」メニューから「Discover 
Oracle Names Servers」を選択します。

これによって、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/names に .SDNS.ORA
ファイルが、Windowsプラットフォー
ムでは ORACLE_
HOME¥network¥names に SDNS.ORA
ファイルが作成されます。このファイ
ルには、Oracle Names Serverの名前と
アドレスが記述されています。Oracle 
Names Serverのアドレスを検索すると
きに、このファイルが読み取られます。

次のメッセージが表示されます。

「Discovered Oracle Names Server in the 
region.Please exit the tool and start again.」

Oracle Names Serverから応答がなく、
特定の Oracle Names Serverのネット
ワーク・アドレスを知っている場合は、
入力を求めるダイアログが表示される
のでそのアドレスを入力します。

他のすべての Oracle Names Serverを検出しま
す。

namesctl
namesctl> reorder_ns

これによって、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/names に .SDNS.ORAファイ
ルが、Windowsプラットフォームでは
ORACLE_HOME¥network¥names に
SDNS.ORAファイルが作成されます。このファ
イルには、Oracle Names Serverの名前とアドレ
スが記述されています。Oracle Names Serverの
アドレスを検索するときに、このファイルが読
み取られます。

Oracle Names Serverが見つからず、特定の
Oracle Names Serverのネットワーク・アドレス
を知っている場合は、プロンプトに対してその
アドレスを入力します。例 :

namesctl> reorder_ns 
(address=(protocol=tcp)(host=mail-pc)(port=1
575))
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3. Oracle Namesをネット・サービス名を解決するための第 1番目の方法とする場合は、次
の手順に従って SQLNET.ORAファイルに NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータを設
定します。

a. Oracle Net8 Assistantの「Profile」アイコンをクリックします。

b. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

c. 「Methods」タブをクリックします。

d. 「Available Methods」リストから「ONAMES」を選択し、「>」をクリックします。

e. 「Selected Methods」リストで「ONAMES」を選択し、「Promote」ボタンを使用して
選択した項目をリストの最上位に移動します。

f. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

g. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終
了します。

これにより SQLNET.ORAファイルに、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの
先頭に ONAMESを含むエントリが入ります。

names.directory_path=(onames, tnsnames, hostname)
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4. これ以外にも、クライアントが Oracle Namesを使用する方法として次の機能が構成可能
です。

Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Default Domain」 NAMES.DEFAULT_DOMAIN クライアントから Oracle Names Serverへの要求
が最も多く発生するドメイン名スペースを指定
する。デフォルト・ドメインが設定されると、
Oracle Names要求ですべての未修飾の名前に対
してこの名前が自動的に追加されます。Net8
では、デフォルト・ドメインがデフォルトで
NULL に設定されています。

「Maximum Wait Each 
Attempt」

NAMES.INITIAL_RETRY_
TIMEOUT

Oracle Names Serverからの応答を待機する時間
を指定する。この時間が経過すると、別の
Oracle Names Serverに要求を再送信します。デ
フォルトで、Net8は 15秒間待機します。

「Attempts Per Names 
Server」

NAMES.REQUEST_RETRIES Oracle Names Serverのリスト全体を試行する回
数を指定する。この回数試行しても応答がない
と操作は失敗します。デフォルトで Net8は、
操作が失敗になる前に Oracle Names Serverのリ
ストを 1回反復します。

「Maximum Open 
Connections」

NAMES.MAX_OPEN_
CONNECTIONS

Oracle Namesクライアントが一度にオープンで
きる接続数を指定する。デフォルト設定で、
Net8では、クライアントを一度に 10接続まで
オープンできます。このデフォルト値は、ほと
んどの状況で十分な数です。

「Initial Preallocated 
Requests」

NAMES.MESSAGE_POOL_
START_SIZE

クライアントのメッセージ・プール内に事前割
当てできる初期メッセージ数。これらのメッ
セージは、Oracle Names Serverに対して将来要
求するときに使用できます。デフォルトの設定
で、Net8はプールに 10メッセージを割り当て
ます。このデフォルト値は、ほとんどの状況で
十分な数です。
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これらの機能を追加または構成するには、次の手順に従います。

a. Oracle Net8 Assistantの「Profile」アイコンをクリックします。

b. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

c. 「Oracle Names」タブをクリックします。

d. 前の表に示されているオプションに必要なデータを入力します。

e. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

f. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終
了します。

手順手順手順手順 5: リスナーを構成するリスナーを構成するリスナーを構成するリスナーを構成する
オペレーティング・システムの主プロトコルを使用しない場合は、データベース・プロトコ
ルのリスニング・アドレスを構成します。リスナーの構成方法の詳細は、6-76ページの「プ
ロトコル・アドレスの構成」を参照してください。

さらに Oracle Net8 Assistantで、LISTENER.ORAファイルに USE_PLUG_AND_PLAY_
listener_name=ONを設定します。これによりリスナーは、サービス名、SID、グローバル・
データベース名などのデータベース情報を Oracle Names Serverに登録できるようになりま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

3. 目的のリスナーをクリックします。

=4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General Parameter」を選択します。

5. 「Register Service with Oracle Names」をクリックします。

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。
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手順手順手順手順 6: Oracle Names Server にデータベースを登録するにデータベースを登録するにデータベースを登録するにデータベースを登録する
6-21ページの「Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構成」の表に説明
されているように、Oracle Names Serverはデータベースの場所、Oracle Names Serverの場所、
ネット・サービス名、別名、グローバル・データベース・リンクおよび Oracle Connection 
Managerを含む多くの種類の情報を格納します。データベースはリスナーに情報を登録する
ため、これらの情報の一部は Oracle Names Serverに自動的に登録されます。ただし、次に示
す情報を格納するには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用
して登録する必要があります。

■ ネット・サービス名

■ グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子

■ 別名

登録は、1つの管理リージョンにつき 1台の Oracle Names Serverでのみ行われる必要があり
ます。データがリージョン・データベースに格納されている場合は、この Oracle Names 
Server以外のすべての Oracle Names Serverによってこの情報が参照され、リージョン・デー
タベースを使用しない場合は、他のすべての Oracle Namesに対してこの情報が伝送されま
す。

これらの情報の登録後、8-17ページの「NAMESCTLまたは Oracle Net8 Assistantによるネッ
トワーク・オブジェクトのテスト」の説明に従って問い合わせする必要があります。

ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名ネット・サービス名
オラクル社では、各サービスについてネット・サービス名を作成するようにお薦めしていま
す。ネット・サービス名を作成しないと、接続を試みるユーザーはグローバル・データベー
ス名を渡す必要があります。エンド・ユーザーにこの情報を提供するかわりに、サービスに
対してネット・サービス名を作成するようにしてください。
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次の作業は、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使用して実行し
ます。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. 目的の Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Net Service Names」タブをクリックします。

6. 「Add」を選択します。

7. 「Service Name」フィールドに別名を覚えやすい名前
で入力します。

8. プロトコルを選択し、リスナー・アドレスを入力し
ます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に
関する詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレ
スの構成」を参照してください。

9. データベースのサービス名を入力し、セッション・
タイプを選択します。

10. 「Execute」をクリックします。

11. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

12. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

ネット・サービス名を作成し、Oracle Names Serverに登
録します。

namesctl
namesctl> register net_service_name  -D address_data  

たとえば、デフォルトの TCP/IPリスニング・アドレス
を使用して SALESというネット・サービス名を登録す
るには、次のように入力します。

register sales -D 
(description=(address=(protocol-tcp)(host=sales-pc)(
port=1521)))

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に関す
る詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構
成」を参照してください。



Oracle Namesネーミング・メソッドによるネットワークの構成
これまで構成方法としてローカル・ネーミングを使用していて、Oracle Names構成に移行す
る場合は、TNSNAMES.ORAファイルで使用されているネット・サービス名を Oracle Names 
Serverにアップロードすることができます。ローカル名構成ファイルの情報を Oracle Names 
Serverにロードするには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使
用します。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Names Serverを選択します。

2. ドロップダウン・リスト・ボックスから
「Manage Data」を選択します。

3. 「Load」を選択します。

4. 「File」フィールドに、現行のマスター・
ローカル名構成ファイルへのパスを入力し
ます。

5. 「Execute」をクリックします。

6. 「File」メニューから「Save Network 
Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択し、
Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終
了します。

コマンド行から、次のように入力します。

namesctl
namesctl> load_tnsnames file_name
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グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子グローバル・データベース・リンクの資格証明とデータベース修飾子
オラクル社では、データベースごとに 1個のグローバル・データベース・リンクを作成する
ことをお薦めしています。グローバル・データベース名であるグローバル・データベース・
リンクは、SALES.COMのように Oracle Names Serverに自動的に登録されます。

たとえば、グローバル・データベース・リンクを使用してリモート・データベースに接続す
るには次のように入力します。

sql> CONNECT @sales.com

したがって、ユーザー名とパスワードからなる資格証明を入力するのでなければ、この情報
を登録する必要はありません。

グローバル・データベース・リンクを登録するには、Oracle Net8 Assistantまたは
NAMESCTL制御ユーティリティを使用します。NAMESCTL制御ユーティリティはグローバ
ル・データベース・リンクを登録する上で制限があるので、オラクル社では Oracle Net8 
Assistantの使用をお薦めしています。
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作成するグローバル・データベース・リンクの数はデータベースごとに 1個をお薦めします
が、追加できるリンク修飾子の数に制限はありません。リンク修飾子はグローバル・データ
ベース・リンクに付加され、データベースのユーザー名とパスワードからなる資格証明の代
替設定を提供します。たとえば、RDBMS.OMDというリンク修飾子は SALES.COMに付加
できます。グローバル・データベース・リンクを使用してリモート・データベースに接続す
るには、次のように入力します。

sql> CONNECT @sales.com@emp

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. 目的の Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「DB Links」タブをクリックします。

6. 「Add」を選択します。

7. 「DB Link Name」フィールドにグローバル・データ
ベース・リンクを入力します。

注意注意注意注意 : INITSID.ORAファイルの GLOBAL_NAMES
パラメータが TRUEに設定されている場合、グロー
バル・データベース名を入力する必要があります。

8. 「User and Password」フィールドに、このデータベー
スの有効なユーザー名とパスワードからなる資格証
明を入力します。

9. 「Execute」をクリックします。

10. リンク修飾子を使用する場合は、6-46ページの「リ
ンク修飾子の追加」を参照してください。

11. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

12. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

グローバル・データベース・リンクを作成し、Oracle 
Names Serverに登録します。

namesctl
namesctl> register dblink -d address_data  

たとえば、デフォルトの TCP/IPリスニング・アドレス
を使用して SALES.COMというグローバル・データベー
ス・リンクを登録するには、次のように入力します。

register sales.com -d 
(description=(address=(protocol-tcp)(host=sales-p
c)(port=1521)))

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に関す
る詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構
成」を参照してください。

NAMESCTLユーティリティでは、ユーザー名とパス
ワードの資格証明を設定できません。
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リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加リンク修飾子の追加
リンク修飾子は、主に複数のデータベース・リンクが使用されている古い Oracleデータベー
ス環境で使用されます。複数のデータベース・リンクを使用しなくても、1個のデータベー
ス・リンクに対して複数のリンク修飾子を作成できます。

グローバル・データベース・リンクに対してグローバル・リンク修飾子を登録するには、
Oracle Net8 Assistantを使用します。NAMESCTLユーティリティでは、リンク修飾子を作成
できません。

1. 前の手順の手順 1～ 8を実行します。

2. 「DB Qualifiers」をクリックします。

3. 「Create Qualifier」をクリックします。

「Database Qualifier」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4. リンク修飾子の名前と、有効なユーザー名とパスワードからなる資格証明を入力し、
「OK」をクリックします。
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リンク修飾子が「DB Qualifiers」リスト・ボックスに追加されます。

5. 追加するリンク修飾子ごとに手順 3～ 5を繰り返します。

6. 「Execute」をクリックします。

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。
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グローバル・データベース・リンクとリンク修飾子が正しく動作していることを確認するに
は、次の作業を実行します。

1. リモート・データベースに接続します。

sql> CONNECT user_name / password @db_link ;
sql> CONNECT user_name / password @db_link @link_qualifier ;

例 : 

sql> CONNECT scott/tiger@sales.com;
sql> CONNECT scott/tiger@sales.com@emp;

2. ユーザーが認可されている表に対して SELECT文を実行します。

sql> SELECT * from  table @db_link ;
sql> SELECT * from  table @db_link @link_qualifier ;

例 :

sql> SELECT * from EMP@sales.com;
sql> SELECT * from EMP@sales.com@emp;

データベース・リンクの詳細は、『Oracle8i分散システム』を参照してください。
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別名別名別名別名
別名は、Oracle Names Server、ネット・サービス名、グローバル・データベース・リンクな
ど、Oracle Names Serverに格納されている項目タイプに対して使用されます。

グローバル・データベース・リンクを登録するには、Oracle Net8 Assistantまたは
NAMESCTL制御ユーティリティを使用します。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. 管理リージョンにある目的の Oracle Names Serverを
選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Aliases」タブをクリックします。

6. 「Add」を選択します。

7. 「Domain Name」フィールドでサブドメインを指定
します。

8. 「Name Server Name」フィールドに Oracle Names 
Server名を入力します。

9. 「Execute」をクリックします。

10. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

11. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

別名を作成し、Oracle Names Serverに登録します。

namesctl
namesctl> register alias  -d address_data  

たとえば、デフォルトの TCP/IPリスニング・アドレス
を使用して SALESというネット・サービス名を登録す
るには、次のように入力します。

register sales -d 
(description=(address=(protocol-tcp)(host=sales-p
c)(port=1521)))

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に関す
る詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構
成」を参照してください。
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手順手順手順手順 7: （オプション）委任管理リージョンにドメインを委任する（オプション）委任管理リージョンにドメインを委任する（オプション）委任管理リージョンにドメインを委任する（オプション）委任管理リージョンにドメインを委任する
委任管理リージョンが構成されている場合、上位レベルの管理リージョンはサブドメインを
委任管理リージョンに委任する必要があります。このようにしないと、上位レベルの管理
リージョンにある Oracle Names Serverがすべてのサブドメインに対する権限を持ちます。

いったんドメインが委任されると、現行リージョンにある Oracle Names Serverはそれ以降の
すべての処理を、別の Oracle Names Serverによって管理されるドメインのあるサブリージョ
ンに渡します。

ドメインを委任するには、Oracle Net8 Assistantまたは NAMESCTL制御ユーティリティを使
用します。

Oracle Net8 Assistant による操作による操作による操作による操作 制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの NAMESCTL による操作による操作による操作による操作

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst
を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プロ
グラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックしま
す。

3. 上位レベル・リージョンにある目的の Oracle Names 
Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Topology」タブをクリックします。

6. 「Delegate Domain」を選択します。

7. 「Domain Name」フィールドにサブドメインの名前
を入力します。

8. 「Names Server Name」フィールドにドメインにサー
ビスを提供する Oracle Names Serverと、そのリスニ
ング・アドレスを入力します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に
関する詳細は、6-76ページ の「プロトコル・アド
レスの構成」を参照してください。

9. 「Execute」をクリックします。

10. 「File」メニューから「Save Network Configuration」
を選択します。

11. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

別名を作成し、Oracle Names Serverに登録します。

namesctl
namesctl> delegate_domain domain_name onames_server 
[(description=(address_list=] (address= ...)[))]

追加情報追加情報追加情報追加情報 : アドレス情報に必要なプロトコル構文に関す
る詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構
成」を参照してください。

たとえば、NAMESRV3.ACME.COMからサービスの提供
を受ける ACME.COMドメインを委任するには、次のよ
うに入力します。

delegate_domain acme.com namesrv3.acme.com 
(address=(protocol-tcp)(host=namesrv3-pc)(port=15
75)))
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外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
外部ネーミングとは、サポートされている Oracle以外のネーミング・サービスを使用して、
ネットワーク・アドレスにネット・サービス名を変換する方法をいいます。外部ネーミング
では、顧客の固有の（Oracle以外の）ネーミング・サービスに格納されているネット・サー
ビス名が変換されます。これらのサービスは、次のとおりです。

■ ネットワーク情報サービス（NIS）

■ NetWareディレクトリ・サービス（NDS）

NISの構成の構成の構成の構成
システム・インフラの一部としてすでにネットワーク情報サービス（NIS）を使用している
組織や会社のために、NIS外部ネーミングを使用して NIS内に Oracleネット・サービス名と
アドレスを格納するオプションが用意されています。

ユーザーが次のようなコマンドを指定した場合、

sqlplus scott/tiger@payroll

（payrollは Oracleネット・サービス名）クライアント・プログラム（またはクライアント・
プログラムとしての役割を果たすサーバー）を実行するノード上の NIS外部ネーミングは、
ネットワーク内にある NISサーバーと接続し、ネット・サービス名を NISサーバーに渡しま
す。NISサーバーはネット・サービス名を Net8アドレスに変換し、このアドレスをクライア
ント・プログラム（またはクライアント・プログラムとしての役割を果たすサーバー）に返
します。次に、クライアント・プログラムはこのアドレスを使用して Oracleデータベースに
接続します。

NISサーバーとして動作するコンピュータは、名前解決要求を処理する ypserv というプロ
グラムを実行します。ypserv は、mapsと呼ばれる特殊なファイルに異なるタイプのデータ
を格納します。たとえば、パスワードは passwd.byname と呼ばれるマップに格納されま
す。Oracleデータベース・ネット・サービス名は、tnsnames と呼ばれるマップに格納され
ます。

前の項で紹介したようなコマンドをユーザーが発行すると、NIS外部ネーミングは RPCコー
ルを使用して ypserv に接続し、Oracleネット・サービス名の payrollとマップの名前であ
る tnsnames を渡します。 ypserv プログラムは、名前 payrollとそれに対応する値（ネッ
ト・サービス名のアドレス）を tnsnames マップ内で検索します。このアドレスはクライア
ントに返され、クライアント・プログラム（またはクライアント・プログラムとしての役割
を果たすサーバー）は、このアドレスを使用してデータベース・サーバーに接続します。
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システム要件システム要件システム要件システム要件
NIS外部ネーミングには、SQL*Net 2.2以上が必要です。

手順手順手順手順 1: NIS サーバーを構成してサーバーを構成してサーバーを構成してサーバーを構成して NIS外部ネーミングをサポートする外部ネーミングをサポートする外部ネーミングをサポートする外部ネーミングをサポートする
NIS外部ネーミングをサポートするようにサーバーを構成する前に、Oracleデータベース・
ネット・サービス名を変換する必要がある NISサーバー上で NISが構築され、動作している
ことを確認してください。具体的には、NISのマニュアルを参照してください。

NISマップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへのマップの既存セットへの tnsnames マップの追加マップの追加マップの追加マップの追加  NISマップの既存セットに
tnsnames マップを追加する手順は、次のとおりです。

1. 6-12ページの「ローカル・ネーミング・メソッドによるネットワークの構成」の説明に
従って、TNSNAMES.ORAファイルを作成します。

2. tns2nis プログラムを使用して、TNSNAMES.ORAファイルの内容を tnsnames に変
換します。

たとえば、引数を 1つ付けてコマンド行で tns2nis を実行します。

tns2nis tnsnames.ora

tns2nis  は、現行ディレクトリから NATIVE.ORAファイルを読み込みます。
TNSNAMES.ORAが現行ディレクトリにない場合は、フル・パス名を使用してその位置
を指定します（たとえば、/etc/native.ora または $ORACLE_
HOME/network/admin/tnsnames.ora ）。

これにより tnsnamesマップは、現行の作業ディレクトリに書き込まれます。

3. tnsnames が NISサーバーにない場合は、tnsnamesを NISサーバーにコピーします。

4. NISプログラムの makedbmを使用して tnsnames マップをインストールします。詳細
は、NISのマニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 : TNSNAMES.ORAファイルのコピーは、できるだけ $ORACLE_
HOME/network/admin ディレクトリに保管してください。このファイル
をあとでもう一度使用して、ネット・サービス名を NISマップにロードし
なければならない場合があります。

注意注意注意注意 : tns2nis プログラムは、Oracle Universal Installerのテープまたは
ディスク上の NIS外部ネーミングによって提供されます。

注意注意注意注意 : この手順は、NISの管理担当者が行ってください。
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makedbmは、tnsnames マップを NISサーバーが読み取り可能な 2つのファイルに
マップします。これらのファイルの位置は、プラットフォームによって異なります。詳
細は、ご使用のプラットフォームに対応するマニュアルを参照してください。

たとえば、Sun Solaris上で tnsnames マップを生成し、インストールするには、rootと
してコマンド行から次のように入力します。

# makedbm tnsnames /var/yp/'domainname'/tnsnames 

tnsnames マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認マップが適切にインストールされたことの確認  次の形式でコマンドを入力する
ことにより、NISサーバーをテストしてマップが適切にインストールされていることを確認
できます。

ypmatch net_service_name tnsnames 

たとえば、次のように入力できます。

ypmatch payroll.com tnsnames 

例として、次のようにアドレスの長さ（文字数）のついたアドレスが返されます。

99 (description=(address=(protocol=tcp)
  (host=garlic)(port=1999)))
  (connect_data=(service_name=dirprod)))
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手順手順手順手順 2: クライアントを構成するクライアントを構成するクライアントを構成するクライアントを構成する
クライアントを構成するには、SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラ
メータに指定する第 1番目のネーミング・メソッドとして NISを構成します。このパラメー
タによって、Net8が名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから「NIS」を選択し、「>」をクリックします。

6. 「Selected Methods」リストで「NIS」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選択した項
目をリストの最上位に移動します。

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。
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8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

SQLNET.ORAには、次のようなエントリが含まれています。

names.directory_path=(nis, tnsnames, hostname)

NDSの構成の構成の構成の構成
NDS外部ネーミングは、NDS固有のネーミング表記法を使用して、Novell NDSを利用でき
るネットワーク上で Oracleデータベースに接続できるようにします。NDS外部ネーミング
をクライアントとサーバー上にインストールすると、次のように入力できます。

username/password @net_service_name

NDS外部ネーミングを使用するネットワーク・ユーザーには、次の利点があります。

■ クライアントがデータベースに接続するときに簡単な NDS名（部分名または完全名）を
使用できます。

■ TNSアドレスのメンテナンスを簡素化します。すなわち、1つの変更が NDS外部ネーミ
ングを使用するすべてのクライアントに作用します。

■ リスナーが通知する必要がないので、ネットワーク・トラフィックが軽減されます。

クライアントでの操作クライアントでの操作クライアントでの操作クライアントでの操作
NDS外部ネーミングはクライアント・ワークステーション上に常駐し、NDSオブジェクト
名を TNSアドレスに変換します。クライアント・コードは、名前が Oracleネット・サービ
ス名と一致する NDSオブジェクトについて NDSツリーから属性を取得します。この名前
は、完全名または部分名のいずれでもかまいません。その名前が部分名であれば、その部分
名は現行の名前コンテキストに基づいて修飾されます。

NetWare サーバーでの操作サーバーでの操作サーバーでの操作サーバーでの操作
NDS外部ネーミングのサーバー側には、次の 3つの局面があります。

■ スキーマの拡張

■ SAP（Service Advertising Protocol）の無効化

■ ネット・サービス名と、アドレスの NDSへの格納

スキーマの拡張スキーマの拡張スキーマの拡張スキーマの拡張  NetWare 4サーバーでの Oracleインストレーションの最中に、
ORACLE:DBInstanceと呼ばれるオブジェクト・クラスを挿入するために NDSスキーマが拡
張されます。NDS外部ネーミングを機能させるには、このクラスに ORACLE:TNSAddressと
呼ばれる属性が必要です。クラスが存在しない場合は、そのクラスが作成され、TNSAddress
属性が挿入されます。クラスは存在するが、TNSAddress属性が存在しない場合は、そのク
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ラスが変更されます。インストール中に、これを実行する NLM を ORASCHEM.NLMといい
ます。

SAP（（（（Service Advertising Protocol ）の無効化）の無効化）の無効化）の無効化  NetWareの SPXプロトコルは、
CONFIG.ORA内で ORACLE_SAPと呼ばれる値を検索します。このパラメータの値は ONま
たは OFFです。このパラメータを指定しない場合、デフォルトの設定は ONです。これは、
SPXネットワークに関するパフォーマンスに密接な関係があります。ORACLE_SAPが ON
であれば、SQL*Netリスナーは SAP（サービス・アドバタイジング・プロトコル）を使用し
て、そのアドレスを通知します。ORACLE_SAPを OFFに設定すると、SQL*Netリスナーは
NDSを使用して情報をそのクライアントに送ります。

ネットワークが NDS使用可能クライアント（すなわち、NetWare 4以上を使用するクライア
ント）のみで構成されている場合は、CONFIG.ORAファイルを編集して ORACLE_SAPを
OFFに設定すると、ネットワークのパフォーマンスが向上します。

ネット・サービス名と、アドレスのネット・サービス名と、アドレスのネット・サービス名と、アドレスのネット・サービス名と、アドレスの NDSへの格納への格納への格納への格納  リスナーを起動すると、サーバー上に常
駐する Oracleデータベース・インスタンスが検索され、NDSデータベースにそのリスナー
のアドレスが格納されます。

その時点で、クライアントは NDSデータベースからアドレスをアクセスできます。

システム要件システム要件システム要件システム要件
NDS外部ネーミングには、SQL*Net 2.2以上と Oracle 7.2以上が必要です。このアダプタは、
Novellライブラリを実行するクライアントと一緒に使用できますが、サーバー上には
NetWare 4.1以上が必要です。

注意注意注意注意 : Oracleデータベースの NDSオブジェクトをあらかじめ作成してお
く必要があります。
6-56 Oracle8i Net8管理者ガイド



外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントを構成するには、次の手順に従います。

1. SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目
のネーミング・メソッドとして NDSを構成します。このパラメータによって、Net8が
名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. 「Profile」アイコンをクリックします。

c. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

d. 「Methods」タブをクリックします。

e. 「Available Methods」リストから「NDS」を選択し、「>」をクリックします。
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f. 「Selected Methods」リストで「Novell」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選択
した項目をリストの最上位に移動します。

g. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

h. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終
了します。

これにより SQLNET.ORAファイルに、NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータの
先頭に NOVELL を含むエントリが入ります。

names.directory_path=(novell, tnsnames, hostname)

2. オプションで、タイプなし名またはタイプ付き名を構成します。

■ タイプなし名を指定するには、次の手順を実行します。

次のパラメータを SQLNET.ORAファイルに追加して、名前を解決するためのデ
フォルトの名前コンテキストを指定します。

native_names.nds.name_context
6-58 Oracle8i Net8管理者ガイド



外部ネーミング・メソッドによるネットワークの構成
たとえば、データベース・オブジェクトの名前が Payroll.Finance.Oracleで、
SQLNET.ORAパラメータが NATIVE_NAMES.NDS.NAME_
CONTEXT=Finance.Oracleである場合、Payrollという名前は .Payroll.Finance.Oracle
のように修飾されます。これはタイプなし名の例です。

■ タイプ付き名を指定するには、次のように SQLNET.ORA内にパラメータと値を入
力します。

native_names.nds.name_context=OU=Finance.O=Oracle

構文解析されると、次に示すタイプ付き名が生成されます。

CN=Payroll.OU=Finance.O=Oracle.

このパラメータの機能は、NET.CFGのパラメータ name contextと似ています。
SQLNET.ORAの名前コンテキストによって NET.CFGのエントリが上書きされま
す。SQLNET.ORAパラメータを指定しないと、NET.CFGパラメータが使用されま
す。いずれのファイルでも名前コンテキストを指定しないと、その名前は [root]に
デフォルト設定されます。NET.CFGパラメータの詳細は、Novellクライアントの
マニュアルを参照してください。

注意注意注意注意 : このパラメータは SQLNET.ORAファイルに手動で追加する必要が
あります。このパラメータは、Oracle Net8 Assistantでは作成できません。

注意注意注意注意 : 先行するドットは、この名前が完全な NDSの名前であることを示
します。SQLNET.ORA内の名前のコンテキスト・パラメータを上書きす
る場合は、先行するドットを使用して接続文字列内に完全な NDS名を指
定できます。

注意注意注意注意 : SQLNET.ORAで指定したデフォルトの名前コンテキストには、先
行するドットを挿入できません。このため、エラー・コード 309（ERR_
EXPECTED_IDENTIFIER）が発生します。

The parameter being parsed is not typed.
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サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成
NetWareサーバーを構成するには、次の手順に従います。

1. SQLNET.ORAファイルの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに指定する第 1番目
のネーミング・メソッドとして NDSを構成します。このパラメータによって、Net8が
名前解決に使用するネーミング・メソッドの順序を指定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. 「Profile」アイコンをクリックします。

c. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

d. 「Methods」タブをクリックします。

e. 「Available Methods」リストから「Novell」を選択し、「>」をクリックします。

f. 「Selected Methods」リストで「Novell」を選択し、「Promote」ボタンを使用して選択
した項目をリストの最上位に移動します。

g. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

h. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終
了します。

2. オプションで、$ORACLE_HOME/nlmにある CONFIG.ORAファイルに次のパラメータ
を追加します。

oracle_sap=[off|on]

ORACLE_SAPは、ONまたは OFFに設定できます。ORACLE_SAPが ONであれば、リ
スナーは SAP（サービス・アドバタイジング・プロトコル）を使用して、そのアドレス
を通知します。ORACLE_SAPを OFFに設定すると、リスナーは NDSを使用して情報
をそのクライアントに送ります。CONFIG.ORA内で指定しないと、ORACLE_SAPはデ
フォルトで「ON」に設定されます。すべてのクライアントが NDSを使用するネット
ワーク上のネットワーク・トラフィックを減らすには、次のオプションを指定します。

oracle_sap=off
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制約制約制約制約
次に、NDS外部ネーミングを使用する場合のいくつかの制約を示します。

■ NDSデータベースに格納されている TNSアドレスの長さは、2048文字を超えることは
できません。

■ 1つのデータベース・インスタンスに複数のリスナーを使用することはできません。使
用すると、最後に起動するリスナーによってデータベース・オブジェクトに格納されて
いるその他の TNSアドレスが上書きされます。

■ SIDサポートがサーバー上で使用可能な場合は、データベース・インスタンスに NULL 
SIDを使用できません。インスタンスのうち 1つでも NULL SIDを使用すると、
SQL*Netバージョン 2または Net8を使用して接続することができません。

■ SIDサポートが使用可能でない場合は、リスナーの SID_LISTで指定した最後の SIDが、
使用する SIDとなります。この場合、SIDはユーザーとデータベースに対して透過的で
す。ユーザーには SIDが見えず、データベースは SIDを無視します。

注意注意注意注意 : SIDサポートは、CONFIG.ORAファイル内の次のパラメータで制
御されます。

nw_enable_sid_support=[true|false]
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リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成
サービスは、リスナーに支援されてセッションを調整します。リスナーは、クライアント・
アプリケーションのために接続要求を受け取ります。リスナーは、データベース・サービス
またはデータベース以外のサービスに対し、リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）で指
定されたアドレスをリスン・オンするように構成されます。LISTENER.ORAファイルを構成
しておくと、リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）を使用してリスナーを管理できま
す。

Oracle8i のデータベース・インスタンスは、リスナーにそれ自身を登録します。前のリリー
スでは、データベース SIDの記述情報を構成する必要がありました。リリース 8.1の機能を
利用するには、最新のリスナーを使用してください。

デフォルトで、次のリスニング終点がインストール中に自動的に構成されます。

■ 外部プロシージャに接続するための IPC

■ Oracleデータベースに接続する Net8クライアントのための TCP/IP

■ Javaオプションに接続する IIOPクライアントのための TCP/IP

このほか、データベースと外部プロシージャ用に SID_LISTが自動的に構成されます。

次に、デフォルトの LISTENER.ORAを内容に対する注釈付きで示します。

listener=
  (description_list=
    # ipc listenening endpoint for external procedures' connections
    (description=
      (address_list=
        (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))
      )
    )
    # tcp/ip listenening endpoint for java option connections
    (description=
      (protocol_stack=
        (presentation=giop)
        (session=raw)
      )
      (address_list=
        (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=2481))
      )
    )
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    # tcp/ip listenening endpoint for database connections
    (description=
      (address_list=
        (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521))
      )
    )
  )
# list of services for a listener named LISTENER to receive requests for
sid_list_listener=
  (sid_list=
    # service description for external procedures
    (sid_desc=
      (sid_name=plsextproc)
      (oracle_home=c:¥orahome81)
      (program=extproc)
    )
    # service description for the database specified
    (sid_desc=
      (global_dbname=sales.com)
      (oracle_home=c:¥orahome81)
      (sid_name=sales)
    )
  )

この項では、次のリスナー構成項目を取り上げます。

■ LISTENER.ORAファイル変更後のリスナーの再起動

■ リスナー・プロトコル・アドレスの構成

■ LISTENER以外のリスナー名の使用

■ 大量の接続要求の処理

■ サービス情報によるリスナーの構成

次のページも参照してください。

■ 外部プロシージャの構成に関する詳細は、7-63ページの「外部プロシージャを使用する
場合の Net8の構成」

■ Javaオプションと IIOPクライアントの構成に関する詳細は、7-48ページの「Javaオプ
ション接続の構成」
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LISTENER.ORA ファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動ファイル変更後のリスナーの再起動
LISTENER.ORAの変更後、LSNRCTLユーティリティを使用してリスナーを一度停止し、再
起動する必要があります。

リスナーを停止するには、次のように実行します。

lsnrctl
lsnrctl> stop [ listener_name ]

リスナーを起動するには、次のように実行します。

lsnrctl
lsnrctl> start [ listener_name ]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルに定義されているリスナーの名前です。
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別する
必要はありません。

詳細情報の参照先

■ 8-2ページの「Net8コンポーネント起動の概要」

■ A-3ページの「リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）」

リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成リスナー・プロトコル・アドレスの構成
ローカル・ネーミングまたは Oracle Namesのために構成したリスナー・アドレスは、
LISTENER.ORAにも構成しておく必要があります。「Typical」または「Minimal」インストー
ルの実行中、TCP/IPが自動的に LISTENER.ORAに構成されます。これ以外のプロトコルは
構成されません。別のプロトコルのリスナー・アドレスを構成するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

3. 目的のリスナーをクリックします。
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LISTENER.ORAをインストールしていないためにリスナーが存在しない場合は、次の作
業を実行します。

a. 「Edit」メニューの「Create」を選択するか、または「+」ボタンをクリックして、
新規に LISTENER.ORAファイルを作成します。

b. 「Choose Listener Name」ダイアログ・ボックスに一意のリスナー名を入力します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Listening Locations」を選択します。

5. 「Add Address」をクリックします。

注意注意注意注意 : インストール中に LISTENER.ORAを構成済みでも、LSNRCTL制
御ユーティリティを使用してリスナーを一度も起動したことがないと、リ
スナーは「Listeners」フォルダに表示されません。その場合は Oracle Net8 
Assistantを終了し、8-2ページの「Net8コンポーネント起動の概要」の説
明に従ってリスナーを起動してから再度 Oracle Net8 Assistantを起動してく
ださい。
ネーミング・メソッドとリスナーの構成 6-65



リスナーの構成
6. 6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」の説明に従って、プロトコルを選択し、
要求されたプロトコル・アドレス情報を入力します。

7. データベース・サービスに接続する標準的なクライアントには「Net8 Client」を選択し、
Javaオプションに接続するクライアントには「IIOP Clients」を選択します。

標準的な Net8クライアントを TCP/IP上でリスニングするためにリスナーを構成する場
合は、デフォルトのポート 1521を選択する必要があります。このポートを選択しない
場合は、INITSID.ORAファイルに LOCAL_LISTENERパラメータを構成し、なんらかの
ネーミング・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。Net8クライアン
トのために LISTENER.ORAにデフォルト以外のポート番号を構成する方法の詳細につ
いては、6-67ページの「デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成」を参照し
てください。

「IIOP Clients」クライアントを選択した場合、プロトコルはポート 2481上の TCP/IPま
たはポート 2482上の SSL付き TCP/IPのいずれかであることを確認してください。これ
らのポートを選択しない場合は、INITSID.ORAファイルで LOCAL_LISTENERパラメー
タを構成するか、または MTS_DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性を構成し、
ネーミング・メソッドによってリスナー名を解決する必要があります。IIOPクライアン
トのために LISTENER.ORAにデフォルト以外のポート番号を構成する方法の詳細は、
7-57ページの「独自のリスナーの構成」の手順に従ってください。

8. 別のプロトコルを構成するには、手順 5～ 7を繰り返します。
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9. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

10.「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

たとえば、デフォルトの TCP/IPアドレスに加えて oraservc1というサービス名に SPXアドレ
スを静的に構成した LISTENER.ORAファイルは、次のようになります。

listener=
  (address= 
     (protocol= tcp)
     (host= sales-pc) 
     (port= 1521)
   )
  (address= 
     (protocol= spx)
     (service=orasrvc1) 
   )

デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成デフォルト以外のポートを使用するリスナーの構成
Net8クライアント用にデフォルトのポート 1521を使用しない TCP/IPリスナー・アドレスを
構成する場合は、INITSID.ORAファイルに LOCAL_LISTENERパラメータを設定し、
TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Serverのネット・サービス名エントリを使用
してこのパラメータを解決する必要があります。

LOCAL_LISTENER パラメータの構成パラメータの構成パラメータの構成パラメータの構成
 LOCAL_LISTENERパラメータは、次のように構成します。

local_listener= listener_name

ディスパッチャがデフォルト以外のリスナーにそれ自身の情報を登録するためには、
LOCAL_LISTENERパラメータで指定したリスナー名を、サーバー上の TNSNAMES.ORA
ファイルまたは Oracle Names Serverなどのネーミング・メソッドを使用して解決する必要が
あります。

このエントリに含めるのはリスナー・アドレスのみで、CONNECT_DATA部分にあるサービ
ス名情報は含めません。
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TNSNAMES.ORA ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成
Oracle Net8 Assistantでは、CONNECT_DATA情報なしで TNSNAMES.ORAを構成できませ
ん。このため、オラクル社では手動で TNSNAMES.ORAを作成することをお薦めしていま
す。

リスナー名が LISTENER1で、リスニング終点にポート 1421の TCP/IPを使用し、ネーミン
グ・メソッドとしてローカル・ネーミング・メソッドを選択した場合、TNSNAMES.ORAの
エントリは次のようになります。

listener1.us.oracle.com= 
(description= 
  (address= 
     (protocol= tcp)
     (host= sales-pc) 
     (port= 1421)
  )
)

複数アドレスはサポートされますが、複数アドレスの connect-time failoverとクライアント負
荷のバランスはサポートされません。Oracle Connection Managerの SOURCE_ROUTEパラ
メータはサポートされます。

Oracle Names Server の構成の構成の構成の構成
リスナーのエントリを作成するには、Oracle Net8 Assistantで Oracle Names Serverを使用しま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダを選択します。

3. 目的の Oracle Names Serverをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage Data」を選択します。

5. 「Advanced」タブを選択します。

6. 「Add」をクリックし、「Name」フィールドにリスナー名、「Type」フィールドに SMDレ
コード・タイプ、および「Value」フィールドには次のようにアドレスを入力します。

(address=(protocol= tcp)(host= sales-pc)(port= 2481))

7. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantを終了します。
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LISTENER 以外のリスナー名の使用以外のリスナー名の使用以外のリスナー名の使用以外のリスナー名の使用
デフォルトのリスナー名は、LISTENERです。リスナー名は、与えられたノードで一意でな
ければなりません。リスナーには、任意の名前を付けることができます。

リスナーに新しい名前を付けるには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

3. 目的のリスナーをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General Parameters」を選択します。

5. 「Listener Name」フィールドを新しいリスナー名に変更します。

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。
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大量の接続要求の処理大量の接続要求の処理大量の接続要求の処理大量の接続要求の処理
多数の接続要求を処理することが予想される場合は、プロセスに対してキューを指定できま
す。これにより、リスナーは多数の同時接続要求を動的に処理できます。

リスナーのキューサイズを指定するには、リスニング・アドレスの終端にある QUEUESIZE
パラメータに値を入力します。

listener=
  (address= 
     (protocol= tcp) 
     (host= sales-pc) 
     (port= 1521)
     (queuesize=20)
   )

注意注意注意注意 : 現在は、TCP/IPおよび DECnet上で動作するリスナーのキュー・
サイズしか設定できません。デフォルトのキューサイズは、使用するシス
テムによって異なります。Solarisの場合、デフォルトのキューサイズは 5
に設定されます。また、Windows NT 4.0 Workstationのキューサイズは 5
で、Windows NT 4.0 Serverのキューサイズは 50です。
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サービス情報によるリスナーの構成サービス情報によるリスナーの構成サービス情報によるリスナーの構成サービス情報によるリスナーの構成 

クライアントからの Oracle8リリース 8.0や Oracle7データベースへの接続要求をリスナーが
受け入れるには、データベースに関する情報を使用して LISTENER.ORAファイルを構成す
る必要があります。また、外部プロシージャや異種間サービスなどのサービス、および
Oracle Enterprise Managerなどの一部の管理ツールでは、静的な構成が必要です。

外部プロシージャと異種間サービスのためにリスナーを静的に構成する方法の詳細は、第 7
章の「Net8のオプション機能」を参照してください。Oracle Enterprise Managerの構成は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

リスナーがサービスを提供しているデータベース・インスタンスに関する情報を構成するに
は、リスナー構成ファイル内で次の情報を指定する必要があります。

注意注意注意注意 : connect-time failoverをインプリメントすると、LISTENER.ORA
ファイルで静的なサービス構成パラメータを使用できなくなります。ただ
し静的な構成は、Oracle8リリース 8.0、または Oracle7データベースと
Oracle Enterprise Managerで必要です。connect-time failoverの詳細は 2-29
ページの「Connect-Time Failover」を、Oracle Enterprise Manager環境で
Oracle Parallel Serverに connect-time failoverを設定する構成手順の追加情報
は『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照してく
ださい。

Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「System Identifier（SID）」 SID_NAME システム識別子（SID）とは、データベース・サーバーに
付けられる Oracleシステム ID のことをいう。これは、
データベース初期化パラメータ・ファイル
（INITSID.ORA）の INSTANCE_NAMEパラメータで指定
されます。

注意注意注意注意 : このパラメータの値は、INSTANCE_NAMEパラ
メータの値と一致する必要があります。

「Global Database Name」 GLOBAL_DBNAME グローバル・データベース名とは、INITSID.ORAファイ
ルの SERVICE_NAMESパラメータによって指定される
データベース名とドメイン名をいう。ネットワーク上でグ
ローバル・データベース名を使用してデータベースを参照
する場合は、リスナーにそのデータベースのグローバル・
データベース名を指定する必要があります。

注意注意注意注意 :  このパラメータの値は、SERVICE_NAMESパラ
メータの値と一致する必要があります。

「Oracle Home Directory」 ORACLE_HOME Oracleホーム・ディレクトリによって、指定しているデー
タベースの Oracleホーム上の場所を識別する。

注意注意注意注意 : Windows NTでは必要ありません。



リスナーの構成
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リスナーを静的に構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

3. 目的のリスナーをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Database Services」を選択します。

5. 必要に応じて、各フィールドを変更します。

6. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。



リスナーの構成
次に示すのは、SID_LIST_listener_nameセクションが静的に構成されている LISTENER.ORA
ファイルの一部を抜粋したものです。

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/u01/app/oracle/8.1.5)
)

事前に起動または生成される専用サーバーの構成事前に起動または生成される専用サーバーの構成事前に起動または生成される専用サーバーの構成事前に起動または生成される専用サーバーの構成

事前に生成される専用サーバーを作成するには、次の 4つのパラメータを LISTENER.ORA
ファイルの各 SID_DESCに追加します。

注意注意注意注意 : 事前に生成される専用サーバーは、Windows NTでは利用できま
せん。

Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Maximum Prespawned 
Servers」

PRESPAWN_MAX リスナーによって事前に生成される専用サー
バーの最大数を指定する。この数値は、最小で
も各プロトコル用のプール・サイズの合計と同
じでなければなりません。事前に生成される専
用サーバーが常に新しい接続に使用できるよう
に、この値を大きな値に設定します。

「TCP/IP」、「SPX」、
「Named Pipes」、「IPC」

PROTOCOL リスナーによって事前に生成される専用サー
バーの対象となるプロトコル。

「Number」 POOL_SIZE リスナーによって指定のプロトコルに関してメ
ンテナンスされる、未使用の、事前に生成され
る専用サーバーの数。0（ゼロ）より大きく、
PRESPAWN_MAX値以下の値を選択します。こ
の値は、任意の時点で予測される平均接続数の
近似値にしてください。
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事前に生成される専用サーバーを構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binで netasst を実行する

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択する

2. 「Listeners」フォルダをダブルクリックします。

3. 目的のリスナーをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Database Services」を選択します。

5. 「Use Prespawned Dedicated Servers」を選択し、「Configure Prespawned Servers」をクリッ
クします。

「Timout」 TIMEOUT 非活動状態にある事前に生成される専用サー
バー・プロセスが次回の接続のために待機する
時間（分単位）。値は、0（ゼロ）より大きい値
でなければなりません。（値 0では、非活動状態
のシャドウ・プロセスが無限に続くため、マシ
ンのリソースが無駄になります。）短いタイムア
ウト値を設定してください。タイムアウトは、
事前に生成される専用サーバー・プロセスが接
続と切断を実行した後でのみアクティブ化され
ます。つまり、初回の接続のために待機してい
る事前に生成される専用サーバーでは、タイム
アウトは発生しません。

注意注意注意注意 : これらのパラメータは、Windows NTでは利用できません。

Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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6. 「Configure Prespawned Servers」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7. 「Configure Prespawned Servers」ダイアログ・ボックスに必要な情報を入力します。

8. 「File」メニューから「Save Network Configuration」を選択します。

9. 「File」メニューから「Exit」を選択し、Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了し
ます。

次に示すのは、事前に生成される専用サーバーが構成されている LISTENER.ORAファイル
の一部を抜粋したものです。

sid_list_listener=(sid_list=
(sid_desc=
 (global_dbname=sales.com)
 (sid_name=db1)
 (oracle_home=/u01/app/oracle/product/8.1.5)
 (prespawn_max=25)
 (prespawn_list=
  (prespawn_desc=
   (protocol=tcp)
   (pool_size=4)
   (timeout=5)
   )
  )
 )
)
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プロトコル・アドレスの構成
プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成プロトコル・アドレスの構成
接続が作成されると、要求の受信者（リスナー、Oracle Names Server、Oracle Connection 
Managerなど）とクライアントは同じプロトコルを使用して構成されます。このアドレスの
目的は、ネットワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別することです。クラ
イアントは、このアドレスを使用して特定のネットワーク・オブジェクトがある場所に接続
要求を送信します。一方、受信者はこのアドレス上でリスニングし、クライアントの情報が
自分の持っているアドレス情報に一致するかどうかに基づいて接続を許可します。クライア
ントと接続受信者にとって、同じプロトコルをインストールするのと同様に、同じアドレス
を構成することは重要です。

この項では、次のトピックを取り上げます。

■ アドレスの構成要素

■ プロトコルのパラメータ

アドレスの構成要素アドレスの構成要素アドレスの構成要素アドレスの構成要素
プロトコル・アドレスは、次の構成要素内部に格納されます。

ADDRESS

目的 : プロトコル・アドレスを定義します。このパラメータは、
ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの中に埋め込むことができ
ます。DESCRIPTIONは、通常 TNSNAMES.ORAまたは
LISTENER.ORAファイルでのみ使用されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-78ページの「プロトコルのパラメータ」に説明され
ているように、各プロトコルにはアドレスに必要な特定のパラ
メータがあります。

例 : (address=
 (protocol=tcp)
 (host=sales-pc)
 (port=1521)
)
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ADDRESS_LIST

目的 : 共通の特性セットを共有するアドレス・リストを定義します。

このパラメータは、DESCRIPTIONまたは DESCRIPTION_LISTの
中に埋め込むことができます。DESCRIPTIONまたは
DESCRIPTION_LISTは、通常 TNSNAMES.ORAまたは
LISTENER.ORAファイルでのみ使用されます。

DESCRIPTIONと DESCRIPTION_LISTの説明は、C-38ページの
「DESCRIPTIONSおよび DESCRIPTION_LIST」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : TNSNAMES.ORAまたは LISTENER.ORAファイルにリスト
が 1つしかない場合、ADDRESS_LISTは必要ありません。

例 :  (address_list=
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=sales-pc)
   (port=1521)
  )  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=hr-pc)
   (port=1521)
  ) 
 ) 
 (address_list=
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=finance-pc)
   (port=1521)
  )  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=sales-pc)
   (port=1521)
  ) 
 ) 
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プロトコルのパラメータプロトコルのパラメータプロトコルのパラメータプロトコルのパラメータ
リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle Connection Managerは、プロトコル・アドレス
によって識別されます。次の表は、サポートしている Oracleプロトコルで使用されるパラ
メータについて説明しています。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

すべて PROTOCOL TNSベースのアプリケーションが存在する
ネットワークのタイプを示す。

bequeath1 PROGRAM Oracle8i の実行可能ファイルを識別する。

bequeath ARGV0 サービス名を識別する。

bequeath ARGS 接続のソース（ローカル・クライアント）を
識別する。

IPC KEY サーバーの識別方法を示す。オラクル社では、
サービス名の使用をお薦めしています。

Named Pipes SERVER 使用している Oracle8i サーバー・コンピュー
タの名前を示す。

Named Pipes PIPE サーバーへの接続に使用するパイプ名を示す
（Named Pipesでサーバーに指定したものと同
じ PIPEキーワード）。これには任意の名前を
付けることができます。

LU6.2 LU_NAME Oracle8i サーバーを識別する。完全に修飾さ
れた名前にする必要があります。

LU6.2 LLU または LOCAL_LU ローカルの LU 別名を識別する。このパラ
メータは、LLU_NAME と一緒に使用できま
せん。

LU6.2 LLU_NAME または
LOCAL_LU_NAME

ローカルの LU 名を示す。完全に修飾された
名前にする必要があります。このパラメータ
は、LLU と一緒に使用できません。

LU6.2 MODEまたは MDN LU6.2ネットワークのログ・モード・エント
リを識別する。この値は、通常 ORAPLU62で
す。

LU6.2 PLUまたは PARTNER_
LU_NAME

Oracle8i サーバーを識別する。完全に修飾さ
れた名前にする必要があります。このパラ
メータは、LLU と一緒に使用できません。

LU6.2 PLU_LAまたは
PARTNER_LU_LOCAL_
ALIAS

Oracle7 Serverのパートナ LU 別名を識別す
る。このパラメータは、PLUと一緒に使用で
きません。
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LU6.2 TP_NAMEまたは TPN ホスト・マシンのトランザクション・プログ
ラム名を識別する。このパラメータは、MVS
ホストへの接続では必要ありません。

SPX SERVICE ネットワーク上にある TNSベースのアプリ
ケーションの名前を定義する（サーバーとク
ライアントには必須）。ネットワーク上に存在
する TNSベースのアプリケーションのサービ
ス名については、ネットワーク管理者に問い
合わせてください。

TCP/IPと SSL付き
TCP/IP

HOST サーバーを識別する。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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TCP/IPと SSL付き
TCP/IP

PORT リスニング・ポート番号を識別する。

■ 1521は、クライアントがデータベース・
サービスに接続するためのデフォルトの
リスニング・ポート。将来のリリースで
は、このポート番号が公式に登録された
ポート番号である TCP/IPの 2483と SSL
付き TCP/IPの 2484に変更される可能性
があります。

■ 2481は、クライアントから Javaオプショ
ンへの TCP/IP接続でお薦めする、公式
に登録されたリスニング・ポート。

■ 2482は、クライアントから Javaオプショ
ンへの SSL付き TCP/IPを使用した接続
にお薦めする、公式に登録されたリスニ
ング・ポート。

■ 1575は、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IP
を使用したデフォルトの、公式に登録さ
れた Oracle Names Serverのリスニング・
ポート。

■ 1630は、TCP/IPを使用したデフォルト
の、公式に登録された Oracle Connection 
Manager CMGWゲートウェイ・プロセス
のリスニング・ポート。

■ 1830は、TCP/IPを使用したデフォルト
の、公式に登録された Oracle Connection 
Manager CMADMIN管理プロセスのリス
ニング・ポート。

注意注意注意注意 : オラクル社では 1～ 65535までのポー
ト番号を許可していますが、1024より小さい
ポート番号は多くのオペレーティング・シス
テムで特権的なプロセスのために使用が制限
されています。

1  bequeathは、TNSNAMES.ORAにあるが LISTENER.ORAにない構成情報を必要とします。

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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7

Net8 のオプション機能のオプション機能のオプション機能のオプション機能

この章では、オプション機能について説明します。

内容は次のとおりです。

■ ネット・サービス名の変更

■ プロファイルの構成

■ 接続集中化機能の使用

■ 複数プロトコル・サポートの使用

■ Net8アクセス制御の使用

■ Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成

■ 接続プーリングの使用

■ Javaオプション接続の構成

■ Oracle以外のデータベース・サービスの構成
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ネット・サービス名の変更
ネット・サービス名の変更ネット・サービス名の変更ネット・サービス名の変更ネット・サービス名の変更
この項の内容は、次のとおりです。

■ ネット・サービス名の属性の変更

■ ネット・サービス名の改名

■ ネット・サービス名へのプロトコル・アドレスの追加

■ ネット・サービス名からのプロトコル・アドレスの削除

■ ネット・サービス名の削除

■ ネット・サービス名の接続属性の詳細構成

■ 複数アドレス・オプションの構成

これらの変更内容は、UNIX の場合は $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsの場合
は ORACLE_HOME¥network¥admin に保存されます。

ネット・サービス名の属性の変更ネット・サービス名の属性の変更ネット・サービス名の属性の変更ネット・サービス名の属性の変更
名前、サービス名、SIDまたはプロトコル・アドレスなどのネット・サービス名の属性を変
更するには、次の手順に従います。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netca を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択しま
す。

2. 「Local Net8 Service Name configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

3. 「Modify」をクリックします。

4. ウィザードのプロンプトやオンライン・ヘルプに従って、属性を変更します。

5. 「Finish」をクリックして構成を保存し、Net8 Configuration Assistantアプリケーションを
終了します。
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ネット・サービス名の改名ネット・サービス名の改名ネット・サービス名の改名ネット・サービス名の改名
ネット・サービス名を改名するには、次の手順に従います。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netca を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択しま
す。

2. 「Local Net8 Service Name configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

3. 「Rename」をクリックします。

4. ウィザードのプロンプトやオンライン・ヘルプに従って、属性を変更します。

5. 「Finish」をクリックして構成を保存し、Net8 Configuration Assistantアプリケーションを
終了します。

ネット・サービス名へのプロトコル・アドレスの追加ネット・サービス名へのプロトコル・アドレスの追加ネット・サービス名へのプロトコル・アドレスの追加ネット・サービス名へのプロトコル・アドレスの追加
それぞれの接続記述子には、複数のリスナー・アドレスを設定できます。

net_service_name = 
(description= 
  (address= ( protocol_address_information ))
  (address= ( protocol_address_information ))
  (address= ( protocol_address_information ))
  (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
  ) 
) 

プロトコル・アドレスをネット・サービス名に追加するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Address Configuration」グループ・ボックスで「+」をクリックします。
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新規のアドレス・タブが表示されます。

5. プロトコルを選択し、必要なアドレス情報を入力します。プロトコル・アドレス・パラ
メータの詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」を参照してください。

6. 「<」ボタンと「>」ボタンを使用して、リスト内の適切な場所にアドレスを配置します。
複数アドレス・オプションが構成されていない場合、リスト先頭のアドレスに対して最
初に通信が行われます。複数アドレス・オプションの構成方法は、7-11ページの「複数
アドレス・オプションの構成」を参照してください。

7. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

8. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。
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ネット・サービス名からのプロトコル・アドレスの削除ネット・サービス名からのプロトコル・アドレスの削除ネット・サービス名からのプロトコル・アドレスの削除ネット・サービス名からのプロトコル・アドレスの削除 

TNSNAMES.ORAファイルでネット・サービス名からプロトコル・アドレスを削除するに
は、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Address Configuration」グループ・ボックスで「×」をクリックします。

5. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

6. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。
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ネット・サービス名の削除ネット・サービス名の削除ネット・サービス名の削除ネット・サービス名の削除
TNSNAMES.ORAファイルからネット・サービス名を削除するには、次の手順に従います。

1. Net8 Configuration Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netca を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Configuration Assistant」を選択しま
す。

2. 「Local Net8 Service Name configuration」を選択し、「Next」をクリックします。

3. 「Delete」をクリックします。

4. ウィザードのプロンプトやオンライン・ヘルプに従って、ネット・サービス名を削除し
ます。

5. 「Finish」をクリックして構成を保存し、Net8 Configuration Assistantアプリケーションを
終了します。

「Finish」をクリックすると、ネット・サービス名が削除され、TNSNAMES.ORAファイ
ルが再作成されます。
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ネット・サービス名の接続属性の詳細構成ネット・サービス名の接続属性の詳細構成ネット・サービス名の接続属性の詳細構成ネット・サービス名の接続属性の詳細構成
TNSNAMES.ORAの接続記述子の CONNECT_DATAセクションには、オプションとして次
の機能を設定できます。

Oracle Net8 Assistant         
オプションオプションオプションオプション

TNSNAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Instance Name」 INSTANCE_NAME アクセスするデータベース・インスタンスを識別
する。

インスタンス名は、INITSID.ORAファイル内の
INSTANCE_NAMEパラメータから取得できます。

注意注意注意注意 : 「Use Oracle8 Release 8.0 Compatible 
Identification」がオンの場合は使用できません。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-2ページの「サービス名とインスタン
ス名の設定」を参照してください。

「Handler Name」 HANDLER_NAME MTSディスパッチャなど、アクセスするサービ
ス・ハンドラを識別する。

注意注意注意注意 : 「Use Oracle8 Release 8.0 Compatible 
Identification」がオンの場合は使用できません。

注意注意注意注意 : リリース 8.1.5では使用できません。

「Session Data Unit（SDU）
Size」

SDU ネットワークを介して送信されるデータ・パケッ
トの転送レートを最適化する場合、セッション・
データ・ユニット（SDU）サイズを指定すると、
パケットがネットワークを介して送信される状態
でパフォーマンスを変更できる。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 3-13ページの「セッション・データ・
ユニット（SDU）サイズの調整によるデータ転送
の最適化」を参照してください。

「Use a Dedicated Server」 SERVER クライアント接続でマルチスレッド・サーバーに
接続せずに専用サーバーを使用する場合は、この
オプションをオンにする。

「Use for Heterogeneous 
Services」

HS Oracle8i サーバーで Oracle以外のシステムにアク
セスする場合は、このオプションをオンにする。

注意注意注意注意 : 「Use Oracle8 Release 8.0 Compatible 
Identification」がオンの場合は使用できません。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-65ページの「Oracle異機種間サービ
スを使用する場合の Net8の構成」を参照してくだ
さい。
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これらの詳細オプションを構成するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

「Oracle Rdb Settings」

「Oracle RDB Database」 RDB_DATABASE Oracle RDBデータベースの名前を指定する。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-69ページの「Oracle RDBデータベー
スを使用する場合の Net8の構成」を参照してくだ
さい。

「Type of Service」 TYPE_OF_SERVICE Oracle RDBデータベースで使用するサービスのタ
イプを指定する。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-69ページの「Oracle RDBデータベー
スを使用する場合の Net8の構成」を参照してくだ
さい。

「Global Database Name」 GLOBAL_NAME Oracle RDBデータベースを識別する。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-69ページの「Oracle RDBデータベー
スを使用する場合の Net8の構成」を参照してくだ
さい。

Oracle Net8 Assistant         
オプションオプションオプションオプション

TNSNAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Advanced」をクリックします。
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「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. 必要に応じてフィールドの入力やオプションの選択を行い、「OK」をクリックします。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。
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複数アドレス・オプションの構成複数アドレス・オプションの構成複数アドレス・オプションの構成複数アドレス・オプションの構成
1つのネット・サービス名に複数のアドレスが構成されている場合、次の機能を構成できま
す。

■ ソース・ルート（SOURCE_ROUTE）

■ クライアント負荷のバランス（LOAD_BALANCE）

■ Connect-Time Failover（FAILOVER）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

ソース・ルート
（SOURCE_ROUTE）

オンの場合、宛先に到達するまで表示順にアドレスを使用するよう
に指定する。接続先に到達するまでに複数のアドレス終点を通る必
要がある場合は、このパラメータが必要です。この機能は通常、
Oracle Connection Managerの機能を使用可能にするために使用しま
す。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : SOURCE_ROUTEパラメータの使用方法の詳細は、次の
項目を参照してください。

■ 7-30ページの「接続集中化機能の使用」

■ 7-34ページの「複数プロトコル・サポートの使用」

■ 7-37ページの「Net8アクセス制御の使用」

Connect-Time Failover
（FAILOVER）

オンの場合、一定の時間内に最初のリスナーと接続できなければ、
別のリスナーにフェイルオーバーするように指定する。接続を試行
する回数は、リスト内のアドレス数で決まります。オフの場合、接
続を試行するアドレスは 1つのみです。

複数のアドレス・リスト（ADDRESS_LIST）、接続記述子
（DESCRIPTION）および複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）
がある場合、connect-time failoverはデフォルトでオンになっていま
す。

クライアント負荷のバラン
ス（LOAD_BALANCE）

オンの場合、各リスナーへの負荷のバランスをとるために、リス
ナー・アドレスのリストから順不同に進行するように指定する。オ
フの場合、接続が成功するまでアドレスを順に試行するように指定
します。

複数の接続記述子（DESCRIPTION_LIST）がある場合、クライアン
ト負荷のバランスはデフォルトでオンになっています。
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クライアント負荷のバランスと connect-time failoverを有効にすると、次のような利点があり
ます。

Oracle Net8 Assistant オプションオプションオプションオプション TNSNAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ

「Try each address, in order, until one succeeds」 FAILOVER=ON（リリース 8.1クライア
ントの場合）

SOURCE_ROUTE=OFF（リリース 8.0以
前のクライアントの場合）

「Try each address, randomly, until one succeeds」

注意注意注意注意 : 「Use Options Compatible with Net8 8.0 
Clients」がオンの場合は使用できません。

LOAD_BALANCE=ON

FAILOVER=ON

「Try one address, selected at random」

注意注意注意注意 : 「Use Options Compatible with Net8 8.0 
Clients」がオンの場合は使用できません。

LOAD_BALANCE=ON

「Use each address in order until destination 
reached」

SOURCE_ROUTE=ON

「Use only the first address」

注意注意注意注意 : 「Use Options Compatible with Net8 8.0 
Clients」がオンの場合は使用できません。

LOAD_BALANCE=OFF

FAILOVER=OFF

SOURCE_ROUTE=OFF

注意注意注意注意 : connect-time failoverをインプリメントすると、LISTENER.ORA
ファイル内の静的サービス構成パラメータは使用できません。ただし、
Oracle8リリース 8.0や Oracle7データベースおよび Oracle Enterprise 
Managerには静的構成が必要です。リスナーの静的構成方法の詳細は、
6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を参照してくださ
い。

Oracle Enterprise Manager環境で Oracle Parallel Serverの connect-time failover
を設定する方法は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイ
ド』を参照してください。

注意注意注意注意 : connect-time failoverとクライアント負荷のバランスのオプション
とパラメータを利用できるのは、リリース 8.1構成のみです。ソース・
ルーティング（「Use each address in order until destination reached」オプショ
ン）は、リリース 8.1より前の構成とリリース 8.1構成の両方で利用でき
ます。
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クライアント負荷のバランスや connect-time failoverのオンとオフを切り替えるには、Oracle 
Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Address Configuration」グループ・ボックスで「Advanced」をクリックします。

注意注意注意注意 : クライアント負荷のバランスや connect-time failoverをソース・ルーティン
グと併用することはできません。connect-time failoverとクライアント負荷のバラン
スではリストから 1つのアドレスを選択しますが、ソース・ルーティングではリス
ト内の各アドレスに順に接続します。
Net8のオプション機能 7-13



ネット・サービス名の変更
7-14 Oracle8i Net8管理者ガイド

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5. アドレス・リスト・オプションのいずれかを選択し、「OK」をクリックします。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

次の例では、「Try each address, randomly, until one succeeds」オプションでクライアント負荷
のバランスが指定された場合の TNSNAMES.ORAです。

sales= 
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address= (protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521)
  ) 
  (address= (protocol=tcp)(host=hr-pc)(port=1521)
  )
  (connect_data= 
    (service_name=sales.com))
 ) 
次の例は、「Try each address, in order, until one succeeds」オプションで connect-time failoverが
指定された場合の TNSNAMES.ORAです。

sales= 
 (description= 
  (address_list= 
   (load_balance=off)
   (failover=on)
   (address= (protocol=tcp)(host=hr-pc)(port=1521)
   (address= (protocol=tcp)(host=finance-pc)(port=1521)
   )
  )
  (connect_data=(service_name=sales.com))
 )



プロファイルの構成
プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成プロファイルの構成
クライアントのプロファイルは、機能を設定してネットワーク上でサービスを確立し、維持
するために Net8がどのような役割を果たすかを定義します。プロファイルは、
SQLNET.ORAという構成ファイルに格納され、このファイルによりインプリメントされま
す。このファイルは、UNIX の場合は $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsの場合
は ORACLE_HOME¥network¥admin にあります。プロファイルで構成される項目は次のと
おりです。

■ ネーミング・メソッドの優先順位

■ トレース機能およびロギング機能

■ 特定のプロセスを通じての接続要求

■ セキュリティ機能

この項では、次のプロファイル機能について説明します。

■ ドメインの構成

■ ネット・サービス名のネーミング・メソッド解決の優先順位

■ デフォルトの Oracle Names Serverの構成

■ プロファイルの詳細情報の構成

■ 接続要求のルーティング

■ Oracle Advanced Securityの構成

プロファイルに設定できる全パラメータを網羅したリストは、C-7ページの「プロファイ
ル・パラメータ（SQLNET.ORA）」を参照してください。
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ドメインの構成ドメインの構成ドメインの構成ドメインの構成
SQLNET.ORAの NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータには、クライアントが最も頻繁に
名前を要求するドメインを定義します。このパラメータを設定すると、接続文字列中のネッ
ト・サービス名にドメイン名が自動的に付けられます。このパラメータを Oracle Net8 
Assistantで設定すると、ドメインを指定せずに作成されたネット・サービス名にそのドメイ
ンが自動的に付けられます。たとえば、NAMES.DEFAULT_DOMAIN=COMが設定されてい
る場合、接続文字列 SCOTT/TIGER@ SALESは、TNSNAMES.ORAでは SALES.COMとして
検索されます。接続文字列にドメイン拡張子が含まれる場合（SCOTT/TIGER@SALES.COM
など）、ドメインは付加されません。

ドメインを指定するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。
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プロファイルの構成
4. 「Oracle Names」タブをクリックします。

5. 「Default Domain」フィールドにドメインを入力します。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。

SQLNET.ORAには次のようなエントリが追加されます。

names.default_domain=com
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ネット・サービス名のネーミング・メソッド解決の優先順位ネット・サービス名のネーミング・メソッド解決の優先順位ネット・サービス名のネーミング・メソッド解決の優先順位ネット・サービス名のネーミング・メソッド解決の優先順位
ネーミング・メソッドを構成した後は、第 6章の「ネーミング・メソッドとリスナーの構
成」に説明されているように、優先順位を設定する必要があります。ネット・サービス名の
解決には、まずリストの最初のネーミング・メソッドが使用されます。この方法でネット・
サービス名が解決できない場合、リストの 2番目の方法が使用されます。

ネーミング・メソッドの順位を指定するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Naming」を選択します。

4. 「Methods」タブをクリックします。

5. 「Available Methods」リストから目的のネーミング・メソッドを選択します。

6. ネット・サービス名の解決時に Net8でどの方法を最初に使用するかを検討し、ネーミ
ング・メソッドを並べ替えます。「Selected Methods」リスト内でネーミング・メソッド
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を選択し、「Promote」ボタンや「Demote」ボタンを使用して選択項目をリスト内で移動
します。

7. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。

SQLNET.ORAには次のようなエントリが追加されます。

names.directory_path=(onames, tnsnames)

使用可能なネーミング・メソッドは次のとおりです。

ネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッドネーミング・メソッド 説明説明説明説明

ONAMES Oracle Names

ネット・サービス名は Oracle Names Serverにより集中的に解決され
ます。

TNSNAMES ローカル・ネーミング

ネット・サービス名は、クライアントに配置された
TNSNAMES.ORAファイルにより解決されます。

HOSTNAME ホスト・ネーミング

ネット・サービス名は、ホストネーミング・メソッドにより解決さ
れます。ホスト・ネーミングを使用して名前を解決するには、一定
の条件を満たす必要があります。

CDS Cellディレクトリ・サービス

このネーミング・メソッドは、Oracle Advanced Securityとともに使
用できます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照して
ください。

NDS NetWareディレクトリ・サービス（NDS）

NIS ネットワーク情報サービス（NIS）
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デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの Oracle Names Server の構成の構成の構成の構成
優先 Oracle Names Server（preferred Oracle Names Server）は、名前解決のためにクライアント
でデフォルトとして使用される Oracle Names Serverです。通常は、クライアントと物理的に
最も近いか、最も安価なネットワーク・リンクで利用できる Oracle Names Serverです。とり
わけ重要なのは、最も頻繁に使用するサービスのネット・サービス名をデフォルトの Oracle 
Names Serverで解決できることです。

Oracle Namesをネーミング・サービスとして使用する場合（Oracle Names Serverをローカ
ル・マシンで実行する必要はありません）、デフォルトの Oracle Names Serverの名前とアド
レスを指定して、それ以外に利用できる Oracle Names Serverのアドレスに優先させることが
できます。Net8では、要求が受信されるまでデフォルトの Names Serverに対して接続要求を
発信します。

SQLNET.ORAの NAMES.PREFERRED_SERVERSパラメータには、デフォルトの Oracle 
Names Serverを指定します。デフォルトの Oracle Names Serverを構成する場合、
NAMES.ORAに構成した Oracle Namesリスニング・プロトコル・アドレスと SQLNET.ORA
の NAMES.PREFERRED_SERVERSに構成するアドレスは同じでなければなりません。

デフォルトの Oracle Names Serverを指定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Preferred Oracle Names Servers」を選択します。

注意注意注意注意 : デフォルトの Oracle Names Serverは、Oracle Net8 Assistantの
「Discover Oracle Names Servers」オプションや NAMESCTL制御ユーティリ
ティの REORDER_NSコマンドを使用するかわりに、ネットワーク上で何
が利用できるかについて Oracle Names Serverのリストを作成し、応答時間
の速い順に順位を付ける新機能です。デフォルトの Oracle Names Server
は、検出プロセスで見つかったその他の Oracle Names Serverより優先され
ます。最初にネーム・サーバーを検出し、ネーム・サーバー・リストを生
成した後は、デフォルトの Oracle Names Serverを削除してもかまいませ
ん。

Oracle Names Serverリストの作成方法は、2-42ページの「Oracle Namesの
バージョンによる違い」を参照してください。
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4. 「New」をクリックします。

5. 6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」に説明されているように、プロトコルを
選択し、そのアドレスで構成する Oracle Names Serverに必要なプロトコル・アドレス情
報を入力します。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。

SQLNET.ORAには次のようなエントリが追加されます。

names.preferred_servers=
  (address= (protocol=tcp) (host=namesrv1)(port=1575)
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プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成プロファイルの詳細情報の構成
プロファイル構成ファイル SQLNET.ORAでは、次の詳細機能を構成できます。

Oracle Net8 Assistant             
オプションオプションオプションオプション

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「TNS Time Out Value」 SQLNET.EXPIRE_TIME このオプションを使用できるのはサーバーの
み。

Net8では、クライアント /サーバーの接続がま
だアクティブであるかどうかを確認するため
に、プローブを定期的に送信します。これは、
クライアントの異常終了により、接続が無限に
オープンされたままの状態かどうかを確認する
ために行います。プローブが使用不能接続また
はすでに使用されていない接続を検出すると、
エラーを返し、それによってサーバー・プロセ
スが終了します。

デッド接続検出機能を使用する上での制約は、
次のとおりです。

■ デッド接続検出は、bequeath接続では許可
されていない。

■ プローブ・パケットはごく小さいものです
が、ネットワーク・パフォーマンスを低下
させるおそれのある余分な通信量を生成す
る。

■ サーバーは、どのオペレーティング・シス
テムを使用しているかにより、発生する他
のイベントから接続プローブを区別するた
めに、その他の処理を行わなければならな
い場合がある。このために、ネットワー
ク・パフォーマンスが低下する場合もあり
ます。

「Client Registration ID」 SQLNET.CLIENT_REGISTRATIONクライアント・マシンの一意識別子を設定す
る。この識別子は接続要求とともにリスナーに
渡されます。識別子として、最大 128文字の任
意の文字を使用できます。
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クライアントの詳細機能を設定するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General」を選択します。

「Turn Off UNIX Signal Handling」 BEQUEATH_DETACH クライアント・アプリケーションは bequeathプ
ロトコルを介して内部にサーバー・プロセスを
子プロセスとして生成するため、クライアン
ト・アプリケーションは子プロセスが終了した
ときにそのプロセスをクリーン・アップする必
要がある。サーバー・プロセスが接続の責任を
完遂すると、それは消滅プロセスになります。
シグナル・ハンドラは、これらの消滅プロセス
をクリーン・アップする必要があります。この
パラメータを設定してシグナル・ハンドラを使
用禁止にすることにより、消滅プロセスを
UNIX init プロセスに渡すようにクライアント・
プロファイルを構成できます。

「Disable Out-of-Band Break」 DISABLE_OOB 基礎を形成するプロトコルがバンド外ブレーク
機能をサポートしない場合に、この機能を使用
禁止にする。

Oracle Net8 Assistant             
オプションオプションオプションオプション

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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4. 「Advanced」タブをクリックします。

5. 設定するオプションに値を入力します。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。
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接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング接続要求のルーティング
クライアントと、クライアントとして動作するサーバーは、接続要求をいつでも特定のプロ
セスに送るように構成できます。Oracle Net8 Assistantの次のオプションまたは
SQLNET.ORAファイルの次のパラメータを指定できます。

接続要求のルートを設定するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General」を選択します。

Oracle Net8 Assistant          
オプションオプションオプションオプション

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Always Use Dedicated Server」 USE_DEDICATED_SERVER リスナーがこのクライアントから発生するすべ
てのネットワーク・セッションで専用サーバー
を使用するように設定する。

「Prefer Connection Manager 
Routing」

USE_CMAN 可能な限り Oracle Connection Managerを使用す
るようにクライアントに対して指定する。
Oracle Connection Managerのアドレスが不明な
場合は、利用できるリスナー・アドレスを介し
て接続のルートが設定されます。

注意注意注意注意 : Oracle NamesとともにOracle Connection 
Managerを使用する場合、このオプションはクラ
イアントとOracle Names Serverでオンに設定する
必要があります。

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantには「Use IPC Address for Client」が表示され
ますが、リリース 8.1ではこのオプションに対応するパラメータ
AUTOMATIC_IPCが使用禁止になっているため、この機能は使用できませ
ん。
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4. 「Routing」タブをクリックします。

5. 接続要求のルートを設定するいずれかのオプションをクリックします。

6. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

7. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。
7-26 Oracle8i Net8管理者ガイド



プロファイルの構成
Oracle Advanced Security の構成の構成の構成の構成
Oracle Advanced Securityは、Net8と SQL*Netリリース 2.1.4以降で動作するオプション製品
です。この製品には、次の機能があります。

■ セキュリティ・サービス

■ 認証サービス

■ Oracle DCE Integration

セキュリティ・サービスセキュリティ・サービスセキュリティ・サービスセキュリティ・サービス
Oracle Advanced Securityは、データの読取りまたは変更ができないようにするために、Net8
およびその関連製品によるネットワーク・データの暗号化およびチェックサムの使用を可能
にします。これは RSAデータ・セキュリティ RC4またはデータ暗号化規格（DES）の暗号
化アルゴリズムを使用することで、データの未許可表示を防止します。Oracle Advanced 
Securityは、データの修正、削除または再生が行われていないことを保証するために、安全
に暗号化されたメッセージの要約を作成し、ネットワークから送信される各パケットに組み
込みます。

 Oracle Advanced Securityは Oracle Connection Managerによってサポートされます。各種プロ
トコルを使用するクライアントとサーバーは、ネットワーク・プロトコル境界を超えて安全
にデータを転送します。たとえば、NetWare（SPX）などの LAN プロトコルを使用している
クライアントは、LU6.2、TCP/IP、DECnetなどのプロトコルを使用している大規模サーバー
と安全にデータを共有できます。

認証サービス認証サービス認証サービス認証サービス
Oracle Advanced Securityには、シングル・サインオンのサポートなどの拡張ユーザー認証
サービスが含まれています。これらの認証サービスは、信頼できるユーザー識別を行うこと
によってネットワーク・アクセス制御ログオン、ロール、監査などの Oracle7と Oracle8i の
既存のセキュリティ機能を拡張できます。アプリケーション側で変更を加える必要はありま
せん。Oracle Advanced Securityは、すべてのプロトコル、オペレーティング・システムおよ
びネーム・サービスで動作します。また、Security Dynamics ACE Server、Kerberos、RADIUS
プロトコルや RADIUS互換サーバー、Secure Sockets Layer（SSL）、DCE Security Serverによ
るトークンの認証と、Identixによる生物学的な認証もサポートします。

これらのサービスは、Net8をインプリメントしているほとんどの製品で使用可能であり、そ
の中には、Oracle8i、Developer 2000 Toolsおよび Net8をサポートしているその他の Oracle製
品またはサードパーティ製品が含まれています。
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Oracle DCE Integration
Oracle Distributed Computing Environment（DCE）Integrationは、Net8と SQL*Net 2.1.6以降で
動作するオプション製品です。ユーザーは、この製品によって透過的に Oracle Toolsおよび
Oracle Applicationsを使用して、DCE環境内の Oracle7と Oracle8iのサーバーにアクセスでき
ます。この製品は、転送メカニズムとして認証 RPC（リモート・プロシージャ・コール）を
用意しており、これによってベンダー間の相互操作が可能です。DCEセキュリティ・サービ
スは、DCEにログオンしたユーザーが、ユーザー名またはパスワードを指定しなくても安全
にすべての Oracle Applicationにアクセスできるようにします。これは、以前は "OPS$ 
support"と呼ばれていましたが、現在は "外部認証 "と呼ばれることがあります。

Oracle DCE Integrationは、DCEセル・ディレクトリ・サービス（CDS）もサポートしてお
り、これによって DCE環境全体が Oracle7と Oracle8iのサービスに透過的にアクセスできま
す。ユーザーは、よく知っている Oracleサービス名を使用して DCE環境内の Oracleデータ
ベース・サーバーに接続できます。Oracleサービス名は、標準 DCEツールを使用して 1箇
所から管理できます。詳細は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』およびご使用のプ
ラットフォーム対応のマニュアルを参照してください。

構成構成構成構成
クライアントで Oracle Advanced Securityを使用するように構成するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. 「Profile」アイコンをクリックします。
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3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Advanced Security」を選択します。

構成の詳細は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。

4. パラメータを適切に選択または編集します。

5. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

6. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantアプリケーションを終了しま
す。
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接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用接続集中化機能の使用
Oracle Connection Managerでは、マルチスレッド・サーバー接続先への単一トランスポート
接続を通じて複数の論理クライアント・ネットワーク・セッションを多重化または集中化す
る Net8の機能が利用できます。Oracle Connection Managerの接続集中化機能を通じて、この
機能が実現されます。

手順手順手順手順 1: Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成
ゲートウェイ・プロセスである CMGWでは、次のデフォルト・リスニング・アドレスで接
続要求を受信します。「Oracle Connection Managerプロセス」

cman=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1630))

管理プロセスである CMADMIN では、次のリスニング・アドレスでローカルおよびリモー
トの管理コマンドをリスニングします。

cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1830))

TCP/IPまたはポート 1630および 1830を使用しない場合で、アドレス情報が含まれる
CMAN.ORAが存在しない場合は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows 
NTでは ORACLE_HOME¥network¥admin に CMAN.ORAを作成して次の情報を指定しま
す。

cman=(address=( protocol_address_information ))
cman_admin=(address=( protocol_address_information ))

Oracle Net8 Assistantでは CMAN.ORAの構成をサポートしていないので、変更は手動で行う
必要があります。

次の項目も参照してください。

■  CMGWと CMADMIN の詳細は 2-46ページの「Oracle Connection Managerプロセス」

■  適切なプロトコル・アドレス・パラメータの使用方法は 6-76ページの「プロトコル・
アドレスの構成」
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手順手順手順手順 2: サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成サーバーの構成 

接続先サーバーがマルチスレッド・サーバーとして構成され、多重化機能がオンになってい
ることを確認します。これは、そのインスタンスのデータベース初期化ファイル
（INITSID.ORA）のMTS_DISPATCHERSパラメータに、PROTOCOL属性と MULTIPLEX 属
性を設定することにより確認できます。

例 :

mts_dispatchers="(protocol=tcp) (multiplex=on)"

MTSの構成方法の詳細は、第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してくださ
い。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

ディスパッチャでリスニング終点を生成するために使用されるネッ
トワーク・プロトコル（上の例では TCP）。

MULTIPLEX（MUL また
は MULT）

接続集中化を使用可能にするために使用される。

1、ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定されると、受信と送信の
両方のネットワーク接続で接続集中化が使用可能です。

IN が指定されると、クライアントから受信するネットワーク接続で
接続集中化が使用可能です。

OUTが指定されると、送信するネットワーク接続で接続集中化が使
用可能です。

0、NO、OFFまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方の
ネットワーク接続で接続集中化が使用禁止です。
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手順手順手順手順 3: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントのサポートは、TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Serverを使用し
て Oracle Connection Managerのアドレスとリスナー・アドレスを設定することで実現します。

■ TNSNAMES.ORAファイルを使用する場合、Oracle Connection Managerのアドレスと
SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要があります。このパラメータにより、
Oracle Connection Managerから接続先データベースへのアドレスのソース・ルートが作
成されます。ローカルネーミング・メソッドの TNSNAMES.ORAファイルを構成するに
は、この章の「Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成」
にある手順に従います。

■ Oracle Names Serverを使用する場合、Oracle Connection Managerにより Oracle Names 
Server内の既存のアドレスに Oracle Connection Managerのアドレスを挿入することで、
アドレスが自動的に更新されます。Oracle Names Serverでは Oracle Connection Manager
に要求を送信するため、クライアント・マシンおよび Oracle Names Serverが常駐するす
べてのマシンの SQLNET.ORAファイルに USE_CMAN=TRUEを設定する必要がありま
す。このパラメータを設定するには、7-25ページの「接続要求のルーティング」にある
手順に従います。
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接続集中化機能の使用
 図 7-1に、通常の TNSNAMES.ORAファイルと、Oracle Connection Managerを使用するため
のエントリ（Connection Managerのエントリは太字部分）が追加された TNSNAMES.ORA
ファイルの比較を示します。

図図図図 7-1  Oracle Connection Manager を使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合のを使用する場合と使用しない場合の TNSNAMES.ORA
ファイルファイルファイルファイル

sales= 
   (description= 
      (address= 
         (protocol=tcp) 
         (host=sales-pc) 
         (port=1521) 
      )
      (connect_data= 
             (service_name=sales,com) 
      ) 
   ) 

sales= 
   (description= 
      (source_route=yes) 
      (address=
         (protocol=tcp)  
         (host=cman=pc)
         (port=1630)
      )  
      (address= 
         (protocol=tcp) 
         (host=sales=pc) 
         (port=1521) 
      )
      (connect_data= 
         (service_name=sales.com) 
      ) 
   ) 

TNSNAMES.ORA 要素要素要素要素 説明説明説明説明

source_route=yes Oracle Connection Managerから接続先データベースまでの
アドレスのソース・ルートを作成する。

(address=
   (protocol=tcp) 
   (host=cman-pc)
   (port=1630)
) 

最初のアドレスは Oracle Connection Managerまでのアドレ
スです。ここから、リスナーを介してサービスに接続しま
す。
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複数プロトコル・サポートの使用
複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用複数プロトコル・サポートの使用

Oracle Connection Managerには、異なるネットワーク・プロトコルをもつクライアントと
サーバーが相互に通信できるようにする複数プロトコルのサポートがあります。Oracle 
Connection Managerでは、Oracleでサポートされるあらゆるプロトコルでリスニングできま
す。

複数プロトコル・サポートを使用しない場合、SPXを使用するクライアントは、TCP/IPを使
用するサーバーに接続できません。Oracle Connection Managerが TCP/IP用に構成されていれ
ば、クライアントは SPXを使用して Oracle Connection Managerに接続でき、TCP/IPを使用
するサーバーには Oracle Connection Managerが接続できます。

手順手順手順手順 1: Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成
ゲートウェイ・プロセスである CMGWでは、次のデフォルト・リスニング・アドレスで接
続要求を受信します。

cman=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1630))

管理プロセスである CMADMIN では、次のリスニング・アドレスでローカルおよびリモー
トの管理コマンドをリスニングします。

cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1830))

TCP/IPまたはポート 1630および 1830を使用しない場合、アドレス情報が含まれる
CMAN.ORAが存在しないならば、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows 
NTでは ORACLE_HOME¥network¥admin に CMAN.ORAを作成して次の情報を指定しま
す。

cman=(address=( protocol_address_information ))
cman_admin=(address=( protocol_address_information ))

Oracle Net8 Assistantでは CMAN.ORAの構成をサポートしていないので、変更は手動で行う
必要があります。

次の項目も参照してください。

■ CMGWと CMADMIN の詳細は 2-46ページの「Oracle Connection Managerプロセス」

■ 適切なプロトコル・アドレス・パラメータ使用方法は 6-76ページの「プロトコル・アド
レスの構成」

注意注意注意注意 : 接続パス（2 hop以上）で複数の Oracle Connection Managerが使用
されている場合は、Connection Managerを通じてクライアントに接続する
ために Oracle Namesを使用することはできません。
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複数プロトコル・サポートの使用
手順手順手順手順 2: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成 

複数プロトコル・サポートは、TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Serverを使用
して Oracle Connection Managerのアドレスとリスナー・アドレスを設定することで実現しま
す。

■ TNSNAMES.ORAファイルを使用する場合、Oracle Connection Managerのアドレスと
SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要があります。このパラメータにより、
Oracle Connection Managerから接続先データベースへのアドレスのソース・ルートが作
成されます。ローカルネーミング・メソッドの TNSNAMES.ORAファイルを構成するに
は、この章の「Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成」
にある手順と次の助言に従います。

■ まず、クライアントで利用できるプロトコルを使用して、Oracle Connection Manager
のアドレスを持つクライアントを構成する。

■ サーバーで利用できるプロトコルを使用して、リスナーのアドレスを持つクライア
ントを構成する。

■ Oracle Connection Managerマシンには、クライアント・マシンとサーバー・マシン
で使用されるプロトコルがすべて含まれている必要がある。

■ Oracle Names Serverを使用する場合、Oracle Connection Managerにより Oracle Names 
Server内の既存のアドレスに Oracle Connection Managerのアドレスを挿入することで、
アドレスが自動的に更新されます。Oracle Names Serverでは Oracle Connection Manager
に要求を送信するため、クライアント・マシンおよび Oracle Names Serverが常駐するす
べてのマシンの SQLNET.ORAファイルに USE_CMAN=TRUEを設定する必要がありま
す。このパラメータを設定するには、7-25ページの「接続要求のルーティング」にある
手順に従います。
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複数プロトコル・サポートの使用
 図 7-2は、SPXを使用するクライアントが Oracle Connection Managerに接続し、Oracle 
Connection Managerが TCP/IPを使用してデータベース・サーバーに接続することを示してい
ます。

図図図図 7-2  複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された複数プロトコル・サポートを使用するように構成された CMAN パラメータパラメータパラメータパラメータ

cman= 
   (description= 
      (source_route=yes)  
      (address=
            (protocol=spx)  
            (service=cman) 
      )  
      (address= 
            (protocol=tcp) 
            (host=sales-pc) 
            (port=1521) 
      ) 
      (connect_data= 
            (service_name=sales.com) 
      ) 
   ) 

TNSNAMES.ORA 要素要素要素要素 説明説明説明説明

source_route=yes Oracle Connection Managerから接続先データベースまでの
アドレスのソース・ルートを作成する。

(address=
   (protocol=spx) 
   (service=cman)
) 

最初のアドレスは、SPXを使用するクライアントから
Oracle Connection Managerまでです。ここから、Oracle 
Connection Managerは TCP/IPを使用するサービスにリス
ナーを通じて接続します。
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Net8アクセス制御の使用
Net8 アクセス制御の使用アクセス制御の使用アクセス制御の使用アクセス制御の使用
Oracle Connection Managerには、TCP/IP環境で指定されたサーバーへのクライアント・アク
セスを制御するときに使用できる機能も含まれています。サーバーへの特定のクライアン
ト・アクセスを可能にするか、または制限するフィルタリング・ルールを設定できます。

ネットワーク上にリリース 8.1のサービスが存在する場合、リリース 8.1の Oracle Connection 
Managerがなければこの機能は利用できません。

手順手順手順手順 1: Oracle Connection Manager の構成の構成の構成の構成
Oracle Connection Managerを構成するには、次の手順に従います。

1. アドレス情報が含まれる CMAN.ORAが存在しない場合、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥admin に、
CMAN.ORAファイルを作成します。Oracle Net8 Assistantでは、CMAN.ORAの構成をサ
ポートしていません。

2. CMGWプロセスでデフォルトのリスニング・ポート 1630を使用しない場合、次のエン
トリを追加します。

cman=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port= port ))

CMGWの詳細は、2-46ページの「CMGW」を参照してください。

3. CMADMIN プロセスでデフォルトのリスニング・ポート 1830を使用しない場合、次の
エントリを追加します。

cman=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port= port ))

CMADMIN の詳細は、2-47ページの「CMADMIN」を参照してください。
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Net8アクセス制御の使用
4. CMAN_RULESセクションを追加して次のパラメータを指定します。

cman_rules= 
   (rule_list= 
        (rule= 
            (src= shost ) 
            (dst= dhost ) 
            (srv= service ) 
            (act=accept | reject) 
        ) 
     )  

RULE_LIST内で、複数の RULEを定義することもできます。最初に適合した RULEの
アクション（ACT）が要求に適用されます。CMAN_RULESが存在する場合、Oracle 
Connection Managerは "明白に許可されないものは禁止 "という原則に従います。
CMAN_RULESが未定義の場合は、すべて許可されます。

次の例は、クライアント・マシン CLIENT1-PCのサービス SALES.COMに対する制限、
およびクライアント 144.25.23.45のサービス DB1へのアクセスを示します。

cman_rules= 
     (rule_list= 
      (rule=(src=client1-pc)(dst=sales-pc)(srv=sales.com)(act=reject)) 
      (rule=(src=144.25.23.45)(dst=144.25.187.200)(srv=db1)(act=accept)) 
     )

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SHOST ソースのホスト名または IPアドレス（クライアント）

DHOST 接続先のホスト名または IPアドレス（サーバー）

SERVICE リリース 8.1サービスの SERVICE_NAME（INITSID.ORAファ
イルから取得）値またはリリース 8.1より前のサービスの SID

ACCEPT | REJECT 上の 3つのパラメータに基づく受信要求の受け入れまたは拒否
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Net8アクセス制御の使用
手順手順手順手順 2: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成
クライアントのサポートは、TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Serverを使用し
て Oracle Connection Managerのアドレスとリスナー・アドレスを設定することで実現します。

■ TNSNAMES.ORAファイルを使用する場合、Oracle Connection Managerのアドレスと
SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要があります。このパラメータにより、
Oracle Connection Managerから接続先データベースへのアドレスのソース・ルートが作
成されます。ローカルネーミング・メソッドの TNSNAMES.ORAファイルを構成するに
は、この章の「Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成」
にある手順と助言に従います。

■ まず、TCP/IPのみを使用して、クライアントに Oracle Connection Managerのアドレ
スを構成する。

■ Oracle Connection Managerで利用できるプロトコルを使用して、クライアントにリ
スナーのアドレスを構成する。

■ Connection Managerから接続先データベースまでのアドレスのソース・ルートを作
成するために、クライアントで SOURCE_ROUTE=YESを構成する。

■ Oracle Names Serverを使用する場合、Oracle Names Server内の既存のアドレスに Oracle 
Connection Managerのアドレスを挿入することで、Oracle Connection Managerによりアド
レスが自動的に更新されます。Oracle Names Serverでは Oracle Connection Managerに要
求を送信するため、クライアント・マシンおよび Oracle Names Serverが常駐するすべて
のマシンの SQLNET.ORAファイルに USE_CMAN=TRUEを設定する必要があります。
このパラメータを設定するには、7-25ページの「接続要求のルーティング」にある手順
に従います。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
Oracle Connection Manager 機能を使用する場合のクライア機能を使用する場合のクライア機能を使用する場合のクライア機能を使用する場合のクライア
ントの構成ントの構成ントの構成ントの構成 

データベース・サーバーにクライアントの接続要求を集中化させる場合、Connection 
Managerを通じてのルーティングに関係するクライアントを構成します。これは、
TNSNAMES.ORAファイルまたは Oracle Names Serverを使用して Oracle Connection Manager
のアドレスを設定することで実現します。

■ Oracle Names Serverを使用する場合、Oracle Names Server内の既存のアドレスに Oracle 
Connection Managerのアドレスを挿入することで、Oracle Connection Managerによりアド
レスが自動的に更新される。Oracle Names Serverでは Oracle Connection Managerに要求
を送信するため、Oracle Names Serverが常駐するすべてのマシンの SQLNET.ORAファ
イルに USE_CMAN=TRUEを設定する必要があります。このパラメータを設定するに
は、7-25ページの「接続要求のルーティング」にある手順に従います。

■ TNSNAMES.ORAファイルを使用する場合、Oracle Connection Managerのアドレスと
SOURCE_ROUTEパラメータを設定する必要がある。このパラメータにより、Oracle 
Connection Managerから接続先データベースへのアドレスのソース・ルートが作成され
ます。ローカルネーミング・メソッドの TNSNAMES.ORAファイルを構成するには、次
の手順に従います。

手順 1: Oracle Connection Managerアドレスの構成

手順 2: リスナー・アドレスの構成

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerを使用する場合はアドレス・リストの順序に特
定の順序や意味があるので、クライアント負荷のバランスや connect-time failoverを
設定しないことをお薦めします。SOURCE_ROUTEを設定すると、最初のアドレス
はクライアントの Oracle Connection Managerへの接続で使用され、2番目のアドレ
スは Oracle Connection Managerのリスナーへの接続で使用されます。SOURCE_
ROUTEが設定されている場合、クライアント負荷のバランスと connect-time 
failoverは使用禁止です。

注意注意注意注意 : 接続パスで複数の Oracle Connection Managerが使用されている場
合は、Connection Managerを通じてクライアントに接続するために Oracle 
Namesを使用することはできません。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
手順手順手順手順 1: Oracle Connection Manager アドレスの構成アドレスの構成アドレスの構成アドレスの構成
TNSNAMES.ORAに Oracle Connection Managerアドレスを構成するには、次の手順に従いま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

3. ネット・サービス名を新規作成するために、「Edit」メニューの「Create」を選択するか
「+」ボタンをクリックします。Net Service Name Wizardが起動します。

4. 「Net Service Name」フィールドに名前を入力し、「Next」をクリックします。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
5. CMGWプロセスがリスニング対象としているプロトコルを選択し、「Next」をクリック
します。デフォルトのプロトコルは TCP/IPです。

6. Oracle Connection Managerのネットワーク・プロトコル情報を入力し、「Next」をクリッ
クします。TCP/IPを使用している場合、UNIX オペレーティング・システムでのデフォ
ルト・ポートは 1630です。

プロトコル・パラメータの詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」を参
照してください。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
7. 接続先データベースがリリース 8.1である場合、「Oracle8 Version 8.1」をクリックし、
「Service Name」フィールドにサービス名を入力し、「Next」をクリックします。

サービス名は通常、グローバル・データベース名です。使用するサービス名文字列の詳
細は、6-2ページの「サービス名とインスタンス名の設定」を参照してください。

接続先データベースがリリース 8.1より前である場合、「Oracle8 Version 8.0 or Previous」
をクリックし、「Database SID」フィールドに SIDを入力し、「Next」をクリックします。

8. 「Next」をクリックします。

9. 「Finish」をクリックして構成を保存し、Net Service Name Wizardを終了します。

新規のネット・サービス名と Oracle Connection Managerアドレスが、ネット・サービス
名フォルダと TNSNAMES.ORAに追加されます。

注意注意注意注意 : 「Test」をクリックしないでください。クリックすると接続エラー
が発生します。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
手順手順手順手順 2: リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成リスナー・アドレスの構成
Oracle Connection Managerアドレスを指定した後で、Oracle Connection Managerがサーバーと
接続できるように、リスナーのアドレスを作成します。

TNSNAMES.ORAにリスナー・アドレスを構成するには、次の手順に従います。

1. ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

2. 7-41ページの「手順 1: Oracle Connection Managerアドレスの構成」で作成したネット・
サービス名をクリックします。

「Address 1」タブには Oracle Connection Managerアドレスが表示されることに注意して
ください。

3. 「+」をクリックします。

新規のアドレス・タブが表示されます。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
4. プロトコルを選択し、リスナーのプロトコル情報を入力します。TCP/IPを使用している
場合、デフォルト・ポート番号は 1521です。

プロトコル・パラメータの詳細は、6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」を参
照してください。

5. 「Address Configuration」グループ・ボックスで「Advanced」をクリックします。

「Address List Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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Oracle Connection Manager機能を使用する場合のクライアントの構成
6. 「Use each address in order until destination reached」をオンにします。

このオプションにより、クライアントが最初のアドレス（Oracle Connection Manager）に
接続し、最初のアドレスから 2番目のアドレス（リスナー）に接続するように設定され
ます。

7. 「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。

8. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

9. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantを終了します。

リスナー・アドレスが TNSNAMES.ORAに追加されます。
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接続プーリングの使用
接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用接続プーリングの使用 

接続プーリングは、マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にす
ることのできるリソース利用機能です。これは、複数のクライアント・プロセス間でディス
パッチャの一連の接続を共有またはプールすることにより行います。

接続先サーバーがマルチスレッド・サーバーとして構成され、接続プーリング・パラメータ
が設定されていることを確認します。これは、データベース初期化ファイル（INITSID.ORA）
の MTS_DISPATCHERSパラメータに、PROTOCOL、DISPATCHERS、POOLおよび
CONNECTIONSの各属性を設定することにより確認できます。

例 :

mts_dispatchers="(protocol=tcp) (dispatchers=2) (pool=yes) (connections=2)"

MTSの構成方法の詳細は、第 9章の「マルチスレッド・サーバーの構成」を参照してくださ
い。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

CONNECTIONS（CONま
たは CONN）

各ディスパッチャで許容されるネットワーク接続の最大数。デフォ
ルトは 1022です。

DISPATCHERS（DISまた
は DISP）

開始するディスパッチャの初期番号。デフォルトは 1です。

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

ディスパッチャでリスニング終点を生成するために使用されるネッ
トワーク・プロトコル（上の例では TCP）。

POOL 数字が指定される場合、接続プーリングは送受信のネットワーク接
続で使用可能。指定された数は送受信のネットワーク接続でタイム
アウトとなるティック数です。

ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定される場合、接続プーリン
グは送受信のネットワーク接続で使用可能であり、送受信のネット
ワーク接続でのタイムアウトはデフォルトの 10が使用されます。

TICKS ネットワーク・ティックの秒数。デフォルトは 15秒です。接続
プーリングの場合、このパラメータは省略可能です。
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Java オプション接続の構成オプション接続の構成オプション接続の構成オプション接続の構成
Oracle8i の Javaオプションをプログラミングする方法は次の３通りです。

■ Javaストアド・プロシージャ － Java（SQLJ）にインプリメントされている従来のデー
タベース・ストアド・プロシージャ、関数、トリガおよびオブジェクト・メソッド

■ Enterprise JavaBeans（EJB） － 標準的なサーバー指向 Javaコンポーネント

■ CORBA Servers － Javaにインプリメントされている標準的な CORBA 2.0準拠サーバー

EJBと CORBAクライアントは、CORBA Internet Inter-Orb Protocol（IIOP）プロトコルを介し
て起動されます。

Javaストアド・プロシージャは、専用サーバー・モードかマルチスレッド・サーバー
（MTS）モードで動作可能です。EJBと CORBA Serversは MTS構成でのみ動作します。主に
Javaストアド・プロシージャを開発する場合、専用サーバー構成で実行するとよいでしょ
う。EJBと CORBA Serversを 1つのアプリケーションで Javaストアド・プロシージャと組
み合わせている場合、MTS構成で EJBと CORBA Serversをサポートし、専用サーバー構成
でストアド・プロシージャをサポートするようにデータベースを構成できます。

専用サーバー・モードに Javaストアド・プロシージャを設定し、MTSモードに EJBと
CORBA Serversを設定する必要がある場合、9-10ページの「マルチスレッド・サーバー・
モードと専用サーバー・モードの両方の構成」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

■ Javaストアド・プロシージャ構成

■ Enterprise JavaBeansと CORBA構成

■ リスナーから EJBと CORBAを使用するための Oracle8iデフォルト構成の使用

■ デフォルト以外の構成の使用

■ EJBと CORBAによる SSLの使用
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Java ストアド・プロシージャ構成ストアド・プロシージャ構成ストアド・プロシージャ構成ストアド・プロシージャ構成
Javaストアド・プロシージャのみを実行するデータベースを構成するには、専用サーバー・
モードと MTSモードのどちらでデータベースを実行するかを決める必要があります。Java
ストアド・プロシージャを専用サーバー・モードでのみ使用する場合、『Oracle8i Javaスト
アード・プロシージャ開発者ガイド』に説明されているように、データベースとクライアン
トを構成する必要があります。

Javaストアド・プロシージャを MTSモードで実行する場合、第 9章の「マルチスレッド・
サーバーの構成」に説明されているように、MTS_DISPATCHERSパラメータを使用して
MTSモードでサーバーを構成する手順を実行する必要があります。

Enterprise JavaBeans とととと CORBA 構成構成構成構成
Enterprise JavaBeansと CORBA Serversを使用するために Oracle8i を構成する場合、次の点に
注意する必要があります。

■ IIOPクライアント

■ セッションベースの IIOPと構成についての問題

■ リスナーからのアクセスとディスパッチャからのアクセス（接続負荷のバランス）

■ CORBAと EJBによる SSLサポート

IIOP クライアントクライアントクライアントクライアント
クライアントは、Inter-Orb Protocol（IIOP）プロトコルを介してデータベース内の EJBと
CORBA Serversにアクセスします。IIOPをサポートするには、General Inter-Orb Protocol（GIOP）
プレゼンテーション・プロトコルを使用してデータベースをMTSモードに構成する必要があり
ます（IIOPはGIOPを TCP/IPの上位にインプリメントしたものです）。Oracle8iでは、GIOP
サービス・インプリメンテーションを提供しています。Oracle8i Java VMは、セッション指向の
Java VMです。これは、データベース内の各セッションがプライベート・サーバーとして効率
的に固有の VM を取得できることを意味します。Java VM、ORBおよびデータベース・プレゼ
ンテーション・レイヤーを組み合わせることで、複数のクライアントから同一または別個の
セッションで稼働する EJBおよびCORBA ServersとのCORBA通信が可能になります。詳細は、
『Oracle8i Enterprise JavaBeansとCORBA開発者ガイド』を参照してください。
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セッションベースのセッションベースのセッションベースのセッションベースの IIOPと構成についての問題と構成についての問題と構成についての問題と構成についての問題
Oralce8i のセッション指向の動作をサポートするために、データベースの GIOP機能が 2つ
のプレゼンテーション・プロトコルをサポートするように構成されています。使用するプレ
ゼンテーションに応じて、次のいずれかのプレゼンテーション・ハンドラを選択する必要が
あります。

■ oracle.aurora.server.SgiopServer（サーバーベースの IIOP接続の場合）。EJBと CORBAは、
標準の IIOP方法に加えて、所属するセッションに基づいて区別されます。セッション
ベースの IIOPは、標準の IIOP方法よりはるかに拡張性に富みます。セッションベース
の IIOP接続を使用することをお薦めします。（デフォルト）

■ oracle.aurora.server.GiopServer（通常の IIOP接続の場合）。

IIOPをサポートするために、MTS_DISPATCHERSパラメータの PRESENTATION属性に適
切なプレゼンテーションを指定する必要があります。セッションベースの IIOP（デフォルト
の動作）を処理するために、MTS_DISPATCHERSパラメータの PRESENTATION属性には、
プレゼンテーション・ハンドラとして oracle.aurora.server.SgiopServerが登録されています。

プレゼンテーションとセッション IIOPの詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと CORBA
開発者ガイド』を参照してください。

リスナーからのアクセスとディスパッチャからのアクセス（接続負荷のリスナーからのアクセスとディスパッチャからのアクセス（接続負荷のリスナーからのアクセスとディスパッチャからのアクセス（接続負荷のリスナーからのアクセスとディスパッチャからのアクセス（接続負荷の
バランス）バランス）バランス）バランス）
最後に、IIOPを介してデータベースと通信する EJBと CORBAクライアントは、ディスパッ
チャに直接アクセスするか、リスナーからディスパッチャにアクセスすることで、データ
ベースと通信できます。この 2つの方法の長所と短所は次のとおりです。

■ リスナーからのアクセス

拡張性の点で、クライアントはリスナーを通じて Javaオプションに接続できます。リス
ナーは一般的なポート番号をリスニングするように構成し、クライアントはこのポート
番号を使用してリスナーと通信します。CORBAと EJBをサポートするために、リス
ナーは TTCプロトコルのポートをリスニングするのみでなく、GIOPやセッションベー
スの GIOP接続の処理もするように構成する必要があります。リスナーの負荷のバラン
スにより、クライアントの要求はディスパッチャ間で分散されます。この構成は複雑で
すが、拡張性に富み、1,000以上の同時接続をサポートできます。
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■ ディスパッチャへの直接アクセス

ディスパッチャは一般的なポート番号に構成されます。クライアントはこのポート番号
を使用して、ディスパッチャに直接接続します。この構成のセットアップは簡単です
が、1,000を超える同時接続をサポートする必要がある場合は、拡張性に問題が起こる
可能性があります。

リスナーからのアクセスをお薦めします。

CORBA とととと EJB によるによるによるによる SSL サポートサポートサポートサポート
Oracle8i では、SSLを両方の GIOPプロトコル（通常のGIOPとセッションベースの GIOP）
と組み合わせて使用する場合に必要なプライベート・キーなど、認証データの使用もサポー
トしています。GIOPで SSLを使用するには、次の 2つの手順を実行する必要があります。

1. リスナーのアドレス・リストでプロトコルとして TCPSを指定することにより、SSLを
受け付けるようにリスナーとディスパッチャを構成します。

2. リスナーとディスパッチャの両方を構成するときに、使用する SSL Walletを指定しま
す。詳細は、「EJBと CORBAによる SSLの使用」を参照してください。
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リスナーからリスナーからリスナーからリスナーから EJB とととと CORBA を使用するためのを使用するためのを使用するためのを使用するための Oracle8 i デフォルト構デフォルト構デフォルト構デフォルト構
成の使用成の使用成の使用成の使用

サーバーの「Typical」または「Minimal」インストレーションを実行中、または Oracle 
Database Configuration Assistantを使用して「Java VMオプション」を選択した場合、MTSは
自動的に、TCP/IPでリスナーを通じてセッションベースの IIOP接続を使用するように構成
されます。

INITSID.ORAファイルは次のように構成されます。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"

デフォルトの属性を次の表に示します。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

TCP/IPプロトコルを指定する。ディスパッチャでリスニング終点を
生成するために使用されます。

PRESENTATION（PREま
たは PRES）

GIOPのサポートを使用可能にする。GIOPプレゼンテーション値と
して有効な値は次のとおりです。

■ oracle.aurora.server.SGiopServer（セッションベースの GIOPディ
スパッチャ接続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、
SSL付き TCP/IPで有効です。

■ oracle.aurora.server.GiopServer（通常の GIOPディスパッチャ接
続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、SSL付き TCP/IP
で有効です。

詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと CORBA開発者ガイド』を
参照してください。
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LISTENER.ORAファイルは次のように構成されます。

listener=
  (description_list=
   (description=
      (address_list=
        (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=1521))
      )
   )
   (description=
      (protocol_stack=
        (presentation=giop)
        (session=raw)
      )
      (address_list=
        (address=(protocol=tcp)(host=sales-pc)(port=2481))
      )
   )
  )

LISTENER.ORA 要素要素要素要素 説明説明説明説明

PROTOCOL_STACK 接続で使用されるプレゼンテーション・レイヤーとセッ
ション・レイヤーの情報を識別する。

（PRESENTATION=GIOP） IIOPクライアントで使用される GIOPのプレゼンテーショ
ンを識別する。GIOPは、TCP/IPを使用した
oracle.aurora.server.SgiopServerと
oracle.aurora.server.GiopServerの両方をサポートしていま
す。

 （SESSION=RAW） セッション・レイヤーを識別する。IIOPクライアントに
セッション・レイヤーはありません。

（ADDRESS=...） ポート 2481で TCP/IPが使用されるリスニング・アドレス
を指定する。
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デフォルト以外の構成の使用デフォルト以外の構成の使用デフォルト以外の構成の使用デフォルト以外の構成の使用
デフォルトの構成を使用できない場合、Javaオプションへの IIOP接続をリスナーから行う
か、独自の設定でディスパッチャに直接接続するかを構成できます。この項の内容は、次の
とおりです。

■ リスナーからアクセスするための独自構成

■ 独自のリスナーの構成

■ ディスパッチャへの直接アクセスの構成

リスナーからアクセスするための独自構成リスナーからアクセスするための独自構成リスナーからアクセスするための独自構成リスナーからアクセスするための独自構成
リスナーから Javaオプションへの IIOPクライアント接続を構成するには、次の手順に従い
ます。

手順 1: INITSID.ORAファイルでMTSを使用可能にして IIOPを構成

手順 2: リスナーの構成

手順 3: クライアントの構成
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手順手順手順手順 1: INITSID.ORA ファイルでファイルでファイルでファイルで MTSを使用可能にしてを使用可能にしてを使用可能にしてを使用可能にして IIOPを構成を構成を構成を構成  

MTSは、INITSID.ORAファイル内で次のように構成する必要があります。

mts_dispatchers="(protocol=tcp | tcps)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer | 
oracle.aurora.server.GiopServer)"

属性の説明は次のとおりです。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

TCP/IPまたは SSL付き TCP/IPを指定する。ディスパッチャでリス
ニング終点を生成するために使用されます。

有効な値 : TCP（TCP/IPの場合）または TCPS（SSL付き TCP/IP）

PRESENTATION（PREま
たは PRES）

GIOPのサポートを使用可能にする。

GIOPプレゼンテーション値として有効な値は次のとおりです。

■ oracle.aurora.server.SGiopServer（セッションベースの GIOPディ
スパッチャ接続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、
SSL付き TCP/IPで有効です。

■ oracle.aurora.server.GiopServer（通常の GIOPディスパッチャ接
続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、SSL付き TCP/IP
で有効です。

詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと CORBA開発者ガイド』を
参照してください。
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手順手順手順手順 2: リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成リスナーの構成  Oracle Net8 Assistantを使用してリスナー設定を変更します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. リスナー・フォルダをダブルクリックします。

3. リスナーをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Listening Locations」を選択します。

5. 「Protocol」ドロップダウン・メニューから「TCP/IP」か「TCP/IP with SSL」を選択しま
す。

6. 「Host」フィールドにデータベースのホスト名を入力します。

7. プロトコルに TCP/IPを選択した場合、「Port」フィールドに 2481と入力します。SSL付
き TCP/IPを選択した場合、「Port」フィールドに 2482と入力します。

ポート 2482や 2483を使用しない場合、7-57ページの「独自のリスナーの構成」の手順
に従ってください。
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8. 「Client」ドロップダウン・リスト・ボックスから「IIOP Client」を選択します。

9. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

10.「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantを終了します。

手順手順手順手順 3: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成  IIOPプレゼンテーションでは、TCP/IPの場合はポート 2481、
SSL付き TCP/IPの場合は 2482を使用します。詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと
CORBA開発者ガイド』を参照してください。

独自のリスナーの構成独自のリスナーの構成独自のリスナーの構成独自のリスナーの構成
デフォルトのリスナーを使用しない場合、7-54ページの「リスナーからアクセスするための
独自構成」で説明されている手順に加えて、次の手順を実行します。

■ 手順 1: INITSID.ORAファイルの追加構成

■ 手順 2: リスナー名の解決

手順手順手順手順 1: INITSID.ORA ファイルの追加構成ファイルの追加構成ファイルの追加構成ファイルの追加構成  独自のリスナーは、INITSID.ORAに構成する必
要があります。構成方法は、ローカル・リスナーの場合とリモート・リスナーの場合とでは
異なります。この項では、両方の構成方法を説明します。

ローカル・リスナーローカル・リスナーローカル・リスナーローカル・リスナー

デフォルト以外のローカル・リスナーを通じて接続する場合、INITSID.ORAには LOCAL_
LISTENERパラメータか、MTS_DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性を構成する必
要があります。

 LOCAL_LISTENERパラメータ構成は次のとおりです。

local_listener= local_listener_name
mts_dispatchers="(protocol=tcp | tcps)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer | 
oracle.aurora.server.GiopServer)"

注意注意注意注意 : Oracle Database Configurationでは、LISTENER属性を構成できま
す。LOCAL_LISTENERは手動で構成する必要があります。
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MTS_DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性の構成は次のとおりです。

mts_dispatchers="(protocol=tcp | tcps)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer | 
oracle.aurora.server.GiopServer)(listener= local_Listener_name )"

リモート・リスナーリモート・リスナーリモート・リスナーリモート・リスナー
リモート・リスナーを通じて接続する場合、INITSID.ORAには MTS_DISPATCHERSパラ
メータの LISTENER属性を構成する必要があります。

mts_dispatchers="(protocol=tcp | tcps)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer | 
oracle.aurora.server.GiopServer)(listener= remote_listener_name )"

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

LISTENER（LISまたは
LIST）

ディスパッチャで登録されるリスナーのネットワーク名を指定す
る。ネーミング・メソッドで解決される名前を設定する必要があり
ます。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

LISTENER（LISまたは
LIST）

ディスパッチャで登録されるリスナーのネットワーク名を指定す
る。ネーミング・メソッドで解決される名前を設定する必要があり
ます。この属性は、リスナーがリモート・マシンに配置される場合
または別の Oracleホームにある場合にのみ指定します。

LISTENER属性を使用すると、マルチホーム・ホストの管理が容易
になります。
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手順手順手順手順 2: リスナー名の解決リスナー名の解決リスナー名の解決リスナー名の解決  

デフォルト以外のリスナーに関する情報をディスパッチャで登録するために、LOCAL_
LISTENERパラメータや MTS_DISPATCHERSパラメータの LISTENER属性に指定したリス
ナー名は、サーバーや Oracle Names Server上の TNSNAMES.ORAなどのネーミング・メソッ
ドで解決できる必要があります。

エントリは、CONNECT_DATA部分のサービス名情報ではなく、リスナーのアドレスのみを
設定します。

TNSNAMES.ORA ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成ファイルの構成

Oracle Net8 Assistantでは、CONNECT_DATA情報を使用しない場合は TNSNAMES.ORAを
構成できません。このため、TNSNAMES.ORAを手動で作成することをお薦めします。たと
えば、LISTENER1という名前のリスナーをポート 2481で TCP/IPを使用するように構成し
た場合、TNSNAMES.ORA内のエントリは次のようになります。

listener1.us.oracle.com= 
(description= 
  (address= 
     (protocol= tcp)
     (host= sales-pc) 
     (port= 2481)
  )
）

複数アドレスがサポートされていますが、複数アドレスの connect-time failover機能とクライ
アント負荷のバランス機能はサポートされていません。Oracle Connection Managerの
SOURCE_ROUTEパラメータはサポートされています。
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Oracle Names Serverの構成の構成の構成の構成

リスナーのエントリは、Oracle Net8 Assistantから Oracle Names Serverを使用して作成できま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダを選択します。。。。

3. Oracle Names Serverをクリックします。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage Data」を選択します。

5. 「Advanced」タブをクリックします。

6. 「Add」をクリックし、「Name」フィールドにリスナー名、「Type」フィールドに A.SMD
レコード・タイプ、「Value」フィールドに次のようなアドレスを入力します。

(address=(protocol= tcp)(host= sales-pc)(port= 2481))

7. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

8. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 Assistantを終了します。
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ディスパッチャへの直接アクセスの構成ディスパッチャへの直接アクセスの構成ディスパッチャへの直接アクセスの構成ディスパッチャへの直接アクセスの構成
ディスパッチャから Javaオプションへの IIOPクライアント接続を構成するには、次の手順
に従います。

■ 手順 1: INITSID.ORAファイルでMTSを使用可能にして IIOPを構成

■ 手順 2: クライアントの構成

手順手順手順手順 1: INITSID.ORA ファイルでファイルでファイルでファイルで MTSを使用可能にしてを使用可能にしてを使用可能にしてを使用可能にして IIOPを構成を構成を構成を構成  MTSは、
INITSID.ORAファイル内で次のように構成する必要があります。

mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp | tcps)(host= server_
host )(port= port ))(dispatchers=1)(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer | 
oracle.aurora.server.GiopServer)"

属性の説明は次のとおりです。

手順手順手順手順 2: クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成クライアントの構成  クライアントでディスパッチャに直接アクセスするために MTS
を構成したのと同じポート番号を構成します。詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと
CORBA開発者ガイド』を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

ADDRESS（ADD または
ADDR）

ディスパッチャのリスニング対象となるネットワーク・アドレスを
指定する。ネットワーク・アドレスには、TCP/IP（TCP）または
SSL付き TCP/IP（TCPS）プロトコル、サーバーのホスト名および
GIOPリスニング・ポートを含めることができます。リスニング・
ポートは、未使用の任意のポートを指定できます。

DISPATCHERS（DISまた
は DISP）

開始するディスパッチャの初期番号。

PRESENTATION（PREま
たは PRES）

GIOPのサポートを使用可能にする。

GIOPプレゼンテーション値として有効な値は次のとおりです。

■ oracle.aurora.server.SGiopServer（セッションベースの GIOPディ
スパッチャ接続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、
SSL付き TCP/IPで有効です。

■ oracle.aurora.server.GiopServer（通常の GIOPディスパッチャ接
続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、SSL付き TCP/IP
で有効です。

詳細は、『Oracle8i Enterprise JavaBeansと CORBA開発者ガイド』を
参照してください。
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EJB とととと CORBA によるによるによるによる SSL の使用の使用の使用の使用
Oracle8i では、SSLを両方の GIOPプロトコル（通常の GIOPとセッションベースの GIOP）
と組み合わせて使用する場合に必要なプライベート・キーなど、認証データの使用もサポー
トしています。GIOPで SSLを使用するには、次の 2つの手順を実行する必要があります。

1. プロトコルとして TCPSを指定して、SSLを受け付けるようにリスナーとディスパッ
チャを構成します。

■ クライアントがリスナーを通じてデータベースにアクセスするように設定するに
は、7-54ページの「リスナーからアクセスするための独自構成」にある手順に従い
ます。

■ クライアントがディスパッチャを通じて直接データベースにアクセスするように設
定するには、7-61ページの「ディスパッチャへの直接アクセスの構成」にある手順
に従います。これは次の方法で行うこともできます。セッションベースの IIOPお
よび SSL付き TCP/IPを使用する通常の IIOPのために Oracle Database Configuration 
Assistantで作成される INITSID.ORAファイル内の次の行をコメント解除します。

#mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp)(host= server_host )(port=5555)) 
(dispatchers=1) (presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"
#mts_dispatchers="(address=(protocol=tcp)(host= server_host )(port=5556)) 
(dispatchers=1) (presentation=oracle.aurora.server.GiopServer)"

これらの行のコメントを解除する場合、クライアントが同じポート番号で構成され
ることを確認してください。

2. リスナーとディスパッチャの両方で、SQLNET.ORAのパラメータを設定して、使用す
る SSL Walletを指定します。

■ リスナーを構成するには次のように指定します。

ssl_client_authentication=false 
ssl_version=undetermined 

■ ディスパッチャを構成するには次のように指定します。

oss.source.my_wallet=  
   (source=
      (method=file)
      (method_data=  
        (directory= wallet_location )))

SSL Walletの構成方法は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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Oracle 以外のデータベース・サービスの構成以外のデータベース・サービスの構成以外のデータベース・サービスの構成以外のデータベース・サービスの構成
Net8では、Oracle以外にも次のデータベース・サービスへの接続をサポートしています。

■ 外部プロシージャを使用する場合の Net8の構成

■ Oracle異機種間サービスを使用する場合の Net8の構成

■ Oracle RDBデータベースを使用する場合の Net8の構成

外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の外部プロシージャを使用する場合の Net8 の構成の構成の構成の構成
ネットワーク・リスナーも外部プロシージャ・コールをリスニングするように静的に構成で
きます。PL/SQLや SQLのアプリケーションが外部プロシージャをコールするとき、Net8
ネットワーク・リスナーにより、EXTPROCという、ネットワーク・セッション固有のプロ
セスが起動されます。PL/SQLからは、ネットワーク・リスナー・サービスを通じて次の情
報が EXTPROCに渡されます。

■ 共有ライブラリ名

■ 外部プロシージャ名

■ パラメータ（必要な場合）

次に、EXTPROCにより共有ライブラリがロードされ、外部プロシージャが起動されます。

外部プロシージャは、インストレーション後にデフォルトで構成されます。

外部プロシージャ情報が存在しない環境では、LISTENER.ORAファイルと TNSNAMES.ORA
ファイルを次のように編集します。これらのファイルは、UNIX の場合は $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windowsプラットフォームの場合は ORACLE_
HOME¥network¥admin にあります。

1. TCP/IPまたは IPCいずれかのリスナー・アドレスを構成します。たとえば、次のように
指定します。

listener=
  (address=
     (protocol=ipc)
     (key=extproco0) 
   )
リスナー・プロトコル・アドレスの構成方法は、6-64ページの「リスナー・プロトコ
ル・アドレスの構成」を参照してください。
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2. サーバーの LISTENER.ORAファイルに、PLSEXTPROCのシステム ID（SID）名と
EXTPROCのプログラム名を追加する（該当するエントリは太字で示されています）。

sid_list_ listener_name
  (sid_list=
    (sid_desc=                        
     (sid_name=plsextproc)
     (oracle_home=d:¥orant)
      (program=extproc)                                                     
   )
  ) 

リスナー・プロトコル・アドレスの構成方法の詳細は、6-71ページの「サービス情報に
よるリスナーの構成」を参照してください。

3. サーバーの TNSNAMES.ORAファイルに、EXTPROCのネット・サービス名の説明エン
トリを追加します。CONNECT_DATAセクションの SERVICE_NAMEではなく SIDを
使用します。このエントリは次のような形式で記述します。

extproc_connection_data=                  
 (description=                           
   (address=(protocol=ipc)(key=extproc0))                      
                  
   (connect_data=
    (sid=plsextproc)) 
   ) 
ネット・サービス名の作成方法の詳細は、6-12ページの「ローカル・ネーミング・メ
ソッドによるネットワークの構成」を参照してください。

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

SID_NAME 外部プロシージャ識別子

ORACLE_HOME 実行可能プログラムの場所

PROGRAM 外部プロシージャ・プログラム名
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Oracle 異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の異機種間サービスを使用する場合の Net8 の構成の構成の構成の構成
異機種間サービスは、Oracle8i サーバーに統合されたコンポーネントです。Oracle以外のシ
ステムから Oracleサーバーにアクセスできる総合テクノロジを提供します。異機種間サービ
スを使用すると、次のようなことが可能です。

■ Oracle SQLを使用して、データが Oracleサーバーに配置されている場合と同じように、
Oracle以外のシステムに格納されているデータに透過的にアクセスすること

■ Oracleプロシージャ・コールを使用して、Oracle分散環境から Oracle以外のシステム、
サービスまたはアプリケーション・プログラミング・インタフェース（API）に透過的
にアクセスすること

異機種間サービスは Oracle8iサーバー内の総合的なテクノロジを提供しますが、Oracle以外
の特定のシステムにアクセスするには異機種間サービス・エージェントが必要です。

Oracle以外のシステムへの接続を開始するには、Oracle8i サーバーがゲートウェイ上で Net8
リスナーを通じてエージェント・プロセスを開始します。Oracle8i サーバーがエージェント
に接続できる場合、次の手順を実行します。

1. Oracle8i データベースで、ゲートウェイ上のリスナーに接続するためのネット・サービ
ス名を設定します。接続で異機種間サービスを利用できるように、接続記述子にも
HS=OK句を設定する必要があります。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. Oracle8i サーバーから Oracle以外のシステムに接続するために使用するネット・
サービス名を作成します。

6-14ページの「手順 1: ネット・サービス名を構成する」を参照してください。

c. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

d. ネット・サービス名を選択します。

e. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Advanced」をクリックします。
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「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

f. 「Use for Heterogeneous Service」をクリックし、「OK」をクリックします。

g. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。

次の例では、TNSNAMES.ORA内のネット・サービス名が異機種間サービスを使用
するように構成されています。

megabase6_sales=
  (description=
    (address=
       (protocol=tcp)
       (host=dlsun206)
       (port=1521)
    )
    (connect_data= 
     (service_name=sales6)
     (hs=ok)  
    ) 
  ) 
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2. ゲートウェイ上のリスナーは、Oracle8i サーバーからの受信要求をリスニングし、異機
種間サービス・エージェントを生成するように設定する必要があります。
LITENER.ORAファイルは、リスナーが異機種間サービス・エージェントを起動するよ
うに変更する必要があります。また、リスナーを（再）起動する必要があります。
LISTENER.ORAに設定しなければならない機能は次のとおりです。

リスナーに新しい名前を付けるには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

a. Oracle Net8 Assistantで、リスナー・フォルダをダブルクリックします。

b. リスナーをクリックします。

c. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Other Services」を選択します。

Oracle Net8 Assistant オプオプオプオプ
ションションションション

LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「Program Name」 PROGRAM 実行可能エージェントの名前を定義
する。

「Oracle Home」 ORACLE_HOME 実行可能エージェントの場所。実行
可能エージェントは、$ORACLE_
HOME/bin ディレクトリに常駐させ
る必要があります。

「SID」 SID_NAME Oracle以外のデータベースを表す
Oracleシステム識別子（SID）を指定
する。
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d. 「Add Service」をクリックします。

e. ゲートウェイの作成を実行するプログラム名、実行可能プログラムの Oracleホー
ム、および Oracle以外のシステムの SIDかサービス名を入力します。

f. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

LISTENER.ORAファイルが再作成されます。

SID_LIST_listener_nameセクションに、異機種間サービスを使用するように構成さ
れた LISTENER.ORAファイルの例を次に示します。

sid_list_listener=(sid_list=
 (sid_desc=
  (sid_name=salesdb)
  (oracle_home=/home/oracle/megabase/8.1.5)
  (program=tg4mb80)
  )
 )
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g. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

異機種間サービスの詳細は、『Oracle8i分散システム』を参照してください。

Oracle RDB データベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合のデータベースを使用する場合の Net8 の構成の構成の構成の構成
Oracle RDBは、Digitalの 64ビット・プラットフォームで使用されるデータベースです。
Net8を使用する場合、Oracle RDBサーバーはクライアントにとって Oracle8i データベース
と同じように見えます。Oracle RDBには独自のリスナーがあるので、クライアントは
Oracle7と通信するのと同じように Oracle RDBと通信できます。

Oracle RDBとの接続を開始するために、Oracle RDBデータベースに接続するネット・サー
ビス名を次の機能を使用して設定します。

構成情報の詳細は、Oracle RDBのマニュアルを参照してください。

Oracle Net8 Assistant        
オプションオプションオプションオプション

TNSNAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

「RDB Database」 RDB_DATABASE Oracle RDBデータベースの名前を指
定する。このパラメータは
CONNECT_DATAセクションに記述
します。

「Type of Service」 TYPE_OF_SERVICE Oracle RDBデータベースで使用され
るサービスのタイプを指定する。
RDBインタフェース・ツールで使用
されます。この機能は、アプリケー
ションが Oracle RDBと Oracleデータ
ベースの両方をサポートし、アプリ
ケーションを任意に選択する（負荷の
バランス）場合にのみ使用します。こ
のパラメータは DESCRIPTIONセク
ションに記述します。

「Global Database Name」 GLOBAL_NAME Oracle RDBデータベースを識別する。
省略可能な機能です。このパラメータ
は CONNECT_DATAセクションに記
述します。
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Oracle RDBデータベースを使用するようにクライアントを構成するには、Oracle Net8 
Assistantを使用します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. クライアントから Oracle RDBへの接続に使用するネット・サービス名を作成しま
す。

6-14ページの「手順 1: ネット・サービス名を構成する」参照。

c. ディレクトリ・ツリーで、ネット・サービス名フォルダをダブルクリックします。

d. ネット・サービス名を選択します。

e. 「Service Identification」グループ・ボックスの「Advanced」をクリックします。

「Advanced Service Options」ダイアログ・ボックスが表示されます。

f. 「Rdb Database」フィールドに Oracle RDBデータベースのファイル名を入力します。

g. 必要に応じて、「Global Database Name」フィールドにグローバル・データベース名
を入力し、「Type of Service」フィールドにサービスのタイプを指定します。これは
省略可能です。次に、「OK」をクリックします。

h. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

TNSNAMES.ORAファイルが再作成されます。
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次の例では、TNSNAMES.ORA内のネット・サービス名が Oracle RDBデータベースを使用
するように構成されています。

alpha5=
  (description=
    (address= ...)
    (connect_data= 
      (service_name=generic)
      (rbd_database= [.mf]mf_personnel.rdb)
     (global_name= alpha5)))

次の例では、TYPE_OF_SERVICEを使用して、Oracle RDBデータベース・サービスや
Oracle8i データベース・サービスの負荷のバランスをとるように構成されています。

alpha5=
 (description_list=
  (description=
    (address= ...)
    (connect_data= 
     (service_name=generic)
     (rbd_database= [.mf]mf_personnel.rdb)
     (global_name= alpha5)))
 (description=
   (address= ...)
    (connect_data= 
     (service_name=sales.com))
    (type_of_service=oracle8_database))
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接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト接続の確立とネットワークのテスト

ネットワークの構成が終了したら、接続を確立して各コンポーネントをテストし、ネット
ワークが正しく機能しているかどうかを確認する必要があります。Net8には、Oracle Names 
Server、リスナー、Connection Managerを容易に起動、テストおよび制御できる各種のツール
があります。

この章では、Net8の制御ユーティリティを使用してネットワークの確立とネットワーク・コ
ンポーネントのテストを行う手順について説明します。内容は次のとおりです。

■ データベースへの接続

■ 起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト

■ ネットワークのテスト
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データベースへの接続
データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続データベースへの接続
データベースに接続するには、ネットワーク・コンポーネントを起動し、connect 
username/password@net_service_nameのように、ネット・サービス名を指定した接続文字列
を入力する必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

■ Net8コンポーネント起動の概要

■ 接続文字列の入力

Net8 コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要コンポーネント起動の概要
クライアント・ワークステーションとその他のサーバーは、Oracleサーバーにログインする
ときにネット・サービス名を使用してリスナーに接続します。

すべてのネットワーク・コンポーネントをインストールし、構成した後は、それを起動して
ネットワークを機能させる必要があります。起動に必要な手順は、次のとおりです。

1. ネットワークで Oracle Namesを使用する場合、Oracle Names Serverを起動してすべての
クライアント上の Oracle Names Serverを検出し、クライアントのキャッシュを実行しま
す。

2. リスナー制御ユーティリティ LSNRCTLを使用してリスナーを起動します。

3. 選択したツールを使用して、データベースを起動します。

4. ネットワークに Oracle Connection Managerが含まれている場合は、接続マネージャ制御
ユーティリティ CMCTLを使用して Oracle Connection Managerを起動します。

注意注意注意注意 : Oracle Names Serverがデータベースを使用してネットワーク情報
を格納する場合は、最初にデータベースを起動し、次にリスナーを起動す
る必要があります。
8-2 Oracle8i Net8管理者ガイド



データベースへの接続
手順手順手順手順 1: Oracle Names Server の起動の起動の起動の起動
Oracle Names Serverソフトウェアがインストールされ構成されているマシンで、Oracle Net8 
Assistantか NAMESCTL制御ユーティリティを使用して、Oracle Names Serverを起動します。

Windows NTの場合、Oracle Names Serverはコントロール パネルから起動することもできま
す。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMENamesonames_serverService」サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。

制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティNAMESCTL を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合 Oracle Net8 Assistant を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

コマンド行から、次のように入力します。

namesctl

namesctl> start

NAMESCTLの STARTUPコマンドにより
Oracle Names Serverがメモリにロードされ、
実行開始の指示が出されます。Oracle Names 
Serverは、起動時に構成とデータをロードしま
す。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下
にある netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン
->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->
「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルク
リックします。

3. Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから
「Manage Server」を選択します。

5. 「Control」タブをクリックします。

6. 「Server Operations」フィールドの「Start」
ラジオ・ボタンをクリックします。

7. 「Apply」をクリックします。
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データベースへの接続
手順手順手順手順 2: Oracle Names クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始クライアント・キャッシュの開始
クライアントが Oracle Names Server内のアドレス情報を何度も検索しなくてすむように、ク
ライアントに情報のキャッシュを作成します。この情報は、CKPCCH.ORAに格納されてい
ます。このファイルは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/names 、Windowsプラット
フォームでは ORACLE_HOME¥network¥names に配置されています。

クライアント・キャッシュを作成するには、次の手順に従います。

1. 6-36ページの「手順 4: Oracle Names Serverを使用するためにクライアントとデータベー
ス・サーバーを構成する」にある説明に従って、Oracle Names Serverの検出が実行済み
であることを確認します。検出中に収集された情報は、クライアントのキャッシュで使
用されます。

2. クライアント上にクライアント・キャッシュを作成して起動します。

namesctl
namesctl> start_client_cache

Windows NTの場合、クライアント・キャッシュはコントロール パネルから起動することも
できます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMEClientCache」サービスを選択します。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。
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データベースへの接続
手順手順手順手順 3: リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動リスナーの起動
Net8がサーバー上の接続を受け付ける場合、サーバーで LSNRCTL制御ユーティリティを使
用して、リスナーを起動する必要があります。

 1. コマンド行から、次のように入力します。

lsnrctl
lsnrctl> status [ listener_name]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルに定義されたリスナーの名前です。
LISTENERという名前のデフォルトのリスナーを使用している場合は、リスナーを識別
する必要はありません。

STATUSコマンドでリスナーが稼働していることが示される場合、手順 2に進みます。
リスナーが稼働していない場合、手順 3に進みます。

2. リスナーが稼働していない場合でも、リスナーを停止して再起動することをお薦めしま
す。リスナーを停止するには、次のように入力します。

lsnrctl> set password password
lsnrctl> stop [ listener_name]

SET PASSWORDが必要なのは、LISTENER.ORAファイルにパスワードが設定されてい
る場合のみです。デフォルトのパスワードは、ORACLEです。

3. リスナーを起動します。次のように入力します。

lsnrctl> start [ listener_name]

LSNRCTLは、リスナーが正常に起動されたことを示すステータス・メッセージを表示
します。そのリスナーで期待されるすべてのサービスがステータス・メッセージ内の
サービス・サマリーの中に記述されていることを確認します。

4. LSNRCTLユーティリティを終了します。次のように入力します。

lsnrctl> exit

Windows NTの場合、リスナーはコントロール パネルから起動することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. 「OracleHOME_NAMETNSListener」サービス（デフォルトのネットワーク・リスナー名で
ある LISTENERを使用している場合のサービス名）または「OracleHOME_
NAMETNSListenerlsnr」（lsnrはデフォルト以外のネットワーク・リスナー名）を選択し
ます。

3. 「開始」をクリックしてサービスを開始します。

4. 「サービス」ウィンドウの「閉じる」をクリックします。
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データベースへの接続
手順手順手順手順 4: データベースの起動データベースの起動データベースの起動データベースの起動
SQL*Plusなどのツールを使用して、データベースを起動します。

1. 次のように入力して、データベースに接続せずに SQL*Plusを起動します。

sqlplus /nolog

2. SYSDBAとして Oracleに接続します。

sql> connect username / password  as sysdba

3. STARTUPコマンドを入力するときに、データベース名とパラメータ・ファイルのフ
ル・パスを指定します。

sql> startup database_name  pfile=init sid .ora

PFILEオプションを指定しない場合、標準のパラメータ・ファイルの場所が使用されま
す。この場所は、UNIX プラットフォームでは $ORACLE_BASE/admin/ db_
name/pfile/ sid、Windows NTでは ORACLE_BASE¥admin¥db_name¥pfile¥ sidで
す。データベース名を指定しない場合、そのインスタンスを起動するパラメータ・ファ
イル内の DB_NAMEの値が使用されます。

データベースの起動方法の詳細は、『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。
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データベースへの接続
手順手順手順手順 5: Oracle Connection Manager の起動の起動の起動の起動
Oracle Connection Managerがインストールされ構成されている場合、CMCTL制御ユーティリ
ティを使用して Oracle Connection Managerを起動します。

1. コマンド行から、次のように入力します。

cmctl
cmctl> start cman

CMCTLは、Oracle Connection Managerが正常に起動されたことを示すステータス・メッ
セージを表示します。

2. CMCTLユーティリティを終了します。次のように入力します。

cmctl> exit

Windows NTの場合、リスナーはコントロール パネルから起動することもできます。

1. 「コントロール パネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリックします。

2. Oracle Namesを使用している場合、使用可能な Oracle Names Serverについての情報を取
得するために「OracleHOME_NAMECMAdminService」を選択し、「Start」をクリックし
ます。Oracle Namesを使用していない場合、このサービスは起動しないでください。

サービスが起動します。

3. Oracle Connection Managerを起動するために「OracleHOME_NAMECManService」を選択
し、「Start」をクリックします。

サービスが起動します。

4. 「Services」ウィンドウの「Close」をクリックします。
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データベースへの接続
接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力接続文字列の入力
ネットワーク・コンポーネントを起動したら、8-2ページの「データベースへの接続」にあ
る説明に従って、ネットワークを介した接続を確立できます。接続の確立方法は、第 6章の
「ネーミング・メソッドとリスナーの構成」で構成したネーミング・メソッドと、接続に使
用するツールによって異なります。基本の接続文字列は次のとおりです。

Oracle Serverへの接続を開始する方法は多数あります。一般に使用されている方法は、次の
とおりです。

■ クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続

■ クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続

■ クライアントをテストするための 3GLからの接続

■ Toolsで特殊コマンドによる接続

具体的な使い方は、それぞれの方法によって多少の違いがあります。ここでは、前述した一
般的な方法について簡単に説明します。特定のツールでの使用方法は、そのツールのユー
ザーズ・ガイドを参照してください。

設定する機能設定する機能設定する機能設定する機能 入力する文字列入力する文字列入力する文字列入力する文字列

ホスト・ネーミング・メ
ソッド

sql> CONNECT username/password@alias

別名には通常、IPアドレスの解決方式でのグローバル・データ
ベース名を設定する。クライアントとサーバーが同じドメイン
内に存在する場合、入力する必要があるのはグローバル・デー
タベース名のデータベース名のみです。

ローカル・ネーミング・
メソッド

sql> CONNECT username/password@net_service_name

Oracle Names方法 sql> CONNECT username/password@net_service_name

bequeathプロトコル sql> CONNECT username/password
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データベースへの接続
クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続クライアントをテストするためのオペレーティング・システムからの接続
コマンド行からアプリケーションをデータベース・サーバーに接続させるための一般的な書
式を次に示します。

tool  username / password @net_service_name

sqlplus system/ password @sales

ログオン時にパスワードを表示しないようにするには、次のようにコマンド行でパスワー
ド・パラメータを入力しないでおきます。

sqlplus system@sales

パスワードの入力を求めるメッセージが表示されますが、画面上にパスワードは表示されま
せん。

ほとんどの Oracle Toolsは、オペレーティング・システムのコマンド行を使用して接続でき
ますが、他の方法でも接続できます。

クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続クライアントをテストするためのツール・ログオン画面からの接続
一部のツールには、ログオンの代替形式としてログオン画面が用意されています。ユーザー
がデータベース・サーバーにログオンするには、ツール・ログオン画面のユーザー名フィー
ルドにユーザー名とネット・サービス名（username@net_service_name）の両方を指定し、パ
スワード・フィールドに通常どおりにパスワードを入力します。

クライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするためのクライアントをテストするための 3GL からの接続からの接続からの接続からの接続
3GLで作成されたアプリケーションでは、プログラムは次の構文でサーバーへの接続を確立
する必要があります。

exec sql connect : username  identified by : password  

この接続要求では、:usernameと :passwordは、静的にまたはユーザーの要求でプログラム内
に設定できる 3GL変数です。データベース・サーバーに接続する場合、:username変数の値
は、次の書式になります。

username @net_service_name  

:password変数には、接続先のデータベース・アカウントのパスワードが含まれています。
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データベースへの接続
Tools で特殊コマンドによる接続で特殊コマンドによる接続で特殊コマンドによる接続で特殊コマンドによる接続
一部の Oracle Toolsには、そのツールが起動された後、ツールから離れずに代替ユーザー名
を使用してデータベースに接続できるコマンドがあります。SQL*Plusでは、次の構文で
CONNECTコマンドを使用できます。

sql> CONNECT username/password@net_service_name  

たとえば、次のように指定します。

sql> CONNECT scott/tiger@serverx 

これは、オペレーティング・システムのプロンプトではなくツールのプロンプトに応答して
入力するという点以外は、オペレーティング・システムのコマンド行を使用する方法と同じ
です。

他の Oracle Toolsでは、この説明とは異なる各自の機能やインタフェースに固有の方法が使
用されます。たとえば、Oracle CDE Toolsでは、ログオン・ボタンとユーザー名およびパス
ワード、リモート・データベース ID フィールドがあるポップアップ・ウィンドウが使用さ
れます。特定のツールによる Oracleへの接続の詳細は、そのツールのユーザーズ・ガイドを
参照してください。
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起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト
起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト
次のチェックリストは、Net8コンポーネントの起動時や接続の確立時に発生する可能性のあ
る一般的な問題点を容易に解決できるようにするためのものです。

問題問題問題問題 解決策解決策解決策解決策

コンポーネントがアクティブ
になっていない

1. トランスポート・レイヤー・プロトコルとプロトコルをイ
ンストールしたことを確認します。

2. 接続するサーバーのリスナーをすべて起動したことを確認
します。

3. プロトコル間にセッションを送る場合は、Oracle Connection 
Managerを起動します。

構成ファイル内の構文エラー 1. 構文エラーの回避には、できるだけ Oracle Net8 Assistantを
使用します。構文ファイルを手動で作成または編集する場
合は、すべての対応するカッコが所定の位置にあるかどう
か、論理構造を示すための行がインデントされているか、
入力ミスがないかどうかを注意深くチェックします。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 構成ファイルの構文の詳細は、C-2ページの「構
成ファイルの構文規則」を参照してください。

2. すべてのネット・サービス名が、すべてのローカル名構成
ファイルで接続記述子にマップされていることを確認しま
す。

3. 無効なリスナー名が LSNRCTL STARTコマンドに入力され
ていないことを確認します。

4. 入力を確認します。使用しているリスナー名が、リスナー
構成ファイル（LISTENER.ORA）で指定された名前と一致
していることを確認します。
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起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト
ファイルが正しく配置されて
いない

1. 構成ファイルが見つからないためリスナーが起動できない
という指示が出ます。すべての構成ファイルは通常、UNIX
では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に配置されています。た
だし、環境変数やレジストリ値の TNS_ADMINには別の
ディレクトリを設定できます。$TNS_ADMINを異なるディ
レクトリに設定すると、Net8はそのディレクトリ内に構成
ファイルが存在すると仮定します。次に、Net8は
ORACLE_HOMEディレクトリ内で構成ファイルを探しま
す。ORACLE_HOMEディレクトリは、オペレーティング・
システムによって異なります。ファイル内の位置を示す最
も良い方法は、SQLNET.LOGファイル内を調べるか、また
はトレーシングをオンに切り替えるように要求した場合は
トレース・ファイル内のヘッダー情報を調べる方法です。

2. Oracle Names Serverを使用している場合は、ネーム・サー
バーが起動されていることを確認します。また、Names List
ファイルが存在するようにデフォルトの Oracle Names Server
パラメータが SQLNET.ORAに含まれていることを確認しま
す。

3. NISなどの外部ネーミング・サービスを使用している場合
は、クライアントとサーバー上に適切な外部ネーミング・
メソッドがインストールされていること、その中にネット・
サービス名が正しくロードされていることを確認します。
詳細は、オペレーティング・システム固有のマニュアルを
参照してください。

アドレスがすでに使用されて
いる

すでに別のプロセスが、リスナー構成ファイル
（LISTENER.ORA）に示されているアドレスを使用している可能
性があります。TCP/IP、DECnet、OSIなどのプロトコルでは、
ノード上のネットワーク・サービスは、それぞれ一意のポート
またはソケットを使用する必要があります。SPXや NetBIOSな
どのネットワーク・プロトコルでは、ネット・サービス名は、
ネットワーク全体で一意のものである必要があります。別の
ネットワーク・サービスが同じ構成を使用している可能性もあ
ります。ネットワーク管理者に連絡して、ネットワーク・アド
レスが利用可能であることを確認してください。

データベースに接続しようと
すると、メッセージ
「ORA-12203: TNS:Unable 
to connect to 
destination 」が表示される

リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）を使用してリスナー
を起動します。

問題問題問題問題 解決策解決策解決策解決策
8-12 Oracle8i Net8管理者ガイド



起動と接続の一般的な問題を解決するためのチェックリスト
クライアントから接続しよう
とすると、メッセージ
「ORA-12154: TNS:Could 
not resolve service 
name」が表示される

■ 要求したネット・サービス名が、Oracle Names Server、外部
ネーミング・メソッドで定義されていないか、またはロー
カル・ネーミングファイルを予定の場所から検出できませ
ん。

■ Oracle Namesを使用している場合、この問題は Oracle Names 
Serverの定義上の問題である可能性があります。ネーミン
グ・メソッドをリストするための NAMES.DIRECTORY_
PATHパラメータが、SQLNET.ORAに含まれていることを
確認します。

■ サーバーが動作していません。

■ Oracle Names Serverリスト・ファイルがありません。
NAMESCTLから REORDER_NSコマンドを発行します。

■ NAMES.PREFERRED_SERVERパラメータが、
SQLNET.ORAファイルに正しく構成されていません。パラ
メータが SQLNET.ORAに正しく構成されているかどうかを
確認します。

データベースに接続しようと
すると、メッセージ
「ORA-1034: Oracle Not 
Available 」または
「ORA-12505: Listener 
could not resolve SID 
given in connect 
descriptor 」が表示される

このデータベースは、サーバー・マシン上で実行されていませ
ん。リスナーのみではデータベース接続はできません。データ
ベース・インスタンスも起動されている必要があります。

クライアントからメッセージ
「ORA-12541: No 
Listener 」が戻る

着信が速すぎてリスナーが処理できない接続要求と、リスナー
の未処理分（LISTENER.ORA内の QUEUESIZEパラメータで決
定される）を超えている接続要求には、「Connection 
Refused 」エラーが戻されます。クライアントにこのエラーが
発生すると、「ORA-12541: No Listener 」というメッセージ
が戻され、クライアントのログ・ファイルやトレース・ファイ
ルには、「Connection Refused 」というメッセージが表示さ
れます。

この問題を修正するには、次の手順を実行します。

1. リスナーを停止します。

2. リスナー（LISTENER.ORA）構成ファイルの QUEUESIZE
をもっと大きい値（予想される同時接続要求に基づく）に
再編成します。

3. リスナーを再起動します。

4. 接続を再試行します。

問題問題問題問題 解決策解決策解決策解決策
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ネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテストネットワークのテスト
ネットワークをテストする望ましい順序は、次のとおりです。

1. 各 Oracle Names Server（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起動し、テ
ストします。

2. リスナーを個別に起動し、テストします。

3. 各 Oracle Connection Manager（ネットワーク・レイアウトに含まれている場合）を起動
し、テストします。

4. Serverでループバック・テストを行います。

5. クライアントで接続できるかどうかテストします。

この項の内容は、次のとおりです。

■ Net8制御ユーティリティの使用

■ Oracle Names Serverのテスト

■ NAMESCTLまたは Oracle Net8 Assistantによるネットワーク・オブジェクトのテスト

■ リスナーのテスト

■ Oracle Connection Managerのテスト

■ サーバーでの構成のテスト

■ クライアントからのネットワーク接続のテスト

リスナーを停止しようとする
と、「TNS-01169: The 
listener has not 
recognized the 
password 」というメッセー
ジが表示される

リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）内から SET 
PASSWORDコマンドを入力し、次にリスナーを停止するために
STOPコマンドを入力します。

問題問題問題問題 解決策解決策解決策解決策
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Net8 制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用制御ユーティリティの使用
Net8には、各ネットワーク・コンポーネントを容易に起動、テスト、制御するために、次の
ユーティリティがあります。

■ Oracle Names制御ユーティリティ － NAMESCTL

■ リスナー制御ユーティリティ － LSNRCTL

■ Connection Manager制御ユーティリティ － CMCTL

Net8のコンポーネント制御ユーティリティおよびそれらのコマンドの詳細は、付録 A の
「リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle Connection Managerの制御ユーティリティ」を
参照してください。

Oracle Names 制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（NAMESCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）は、Oracle Names Serverを起動および制御
するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。

Oracle Names制御ユーティリティの一般的な書式は、次のとおりです。

namesctl command 

プログラム・プロンプトで、NAMESCTLコマンドを発行することもできます。コマンド行
で NAMESCTLを入力すると、プログラムがオープンします。次に、プログラム・プロンプ
トから必要なコマンドを入力します。たとえば、次のコマンドは、Oracle Names Serverを起
動します。

namesctl> start 

リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）は、リスナーを起動および制御するためにオペ
レーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。リスナー制御ユーティリ
ティの一般的な書式は、次のとおりです。

lsnrctl command [ listener_name ] [ args ]

プログラム・プロンプトからリスナー制御コマンドを発行することもできます。コマンド行
に LSNRCTLと入力すると、プログラムがオープンします。次に、プログラム・プロンプト
から必要なコマンドを入力します。たとえば、次のコマンドは、接続が開始されてからリス
ナーが有効な接続要求を待つ時間（秒単位）を決定します。

lsnrctl> set connect_timeout 20
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Connection Manager 制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（CMCTL）の使用）の使用）の使用）の使用
Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）は、Oracle Connection Managerを起動し、
制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。
Connection Manager制御ユーティリティの一般的な書式は、次のとおりです。

cmctl command 

プログラム・プロンプトで、CMCTLコマンドを発行することもできます。コマンド行に
CMCTLと入力すると、プログラムがオープンします。次に、プログラム・プロンプトから
必要なコマンドを入力します。たとえば、次のコマンドは Oracle Connection Managerを起動
します。

cmctl> start 

Oracle Names Server のテストのテストのテストのテスト
Oracle Names Serverをテストするには、NAMESCTL PINGコマンドを使用します。例とし
て、US.ACMEドメイン内の LABRADORという Oracle Names Serverを PINGでテストする 2
つの方法を示します。

NAMESCTLプロンプトから、次のように入力します。

namesctl> ping labrador.us.acme

次のように入力すると、同じ PINGコマンドで複数の Oracle Names Serverをテストできま
す。

namesctl> ping huey.uk.acme duey.uk.acme louie.uk.acme

Oracle Names Serverに接触するためにかかる時間が出力され、肯定応答が戻ります。PING
が失敗した場合は、Oracle Names Serverが起動されていることを確認するか、Oracle Names 
Serverの構成アドレスを再確認します。
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NAMESCTL またはまたはまたはまたはOracle Net8 Assistant によるネットワーク・オブジェクによるネットワーク・オブジェクによるネットワーク・オブジェクによるネットワーク・オブジェク
トのテストトのテストトのテストトのテスト

Oracle Names Serverに格納されている情報（6-21ページの「Oracle Namesネーミング・メ
ソッドによるネットワークの構成」）は、QUERYコマンドで登録を確認するように問い合わ
せることができます。

QUERYコマンドを使用するには、Oracle Net8 Assistantか NAMESCTL制御ユーティリティ
のどちらかを使用します。
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Oracle Net8 Assistant を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合 制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ制御ユーティリティ NAMESCTL を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

-UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある
netasst を実行します。

-Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログ
ラム」->「Oracle - HOME_NAME」->「Network 
Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. Oracle Names Serverフォルダをダブルクリックします。

3. Oracle Names Serverを選択します。

4. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage 
Data」を選択します。

5. 「Advanced」タブをクリックします。

6. 「Query」を選択します。

7. 「Name」フィールドに、問い合わせるオブジェクト
の名前を入力します。

8. 必要に応じて、「Name」フィールドにオブジェクト
のタイプを入力します。

-A.SMD: ネット・サービス名のデータベース・ネッ
トワーク定義など、ネットワーク・アドレス。

-CNAME.SMD: 別名。

-DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・
リンク。

-DLCR.RDBMS.OMD: リンク修飾子。

-NS.SMD: Oracle Names Serverのアドレス。Oracle 
Names Server間で通信する際に使用するシステム・
データ。

-V1ADD.NPO.OMD: SQL*Netバージョン 1の接続文
字列。

9. 「Execute」を選択します。

10. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を
選択します。

11. 「File」メニューの「Exit」を選択して Oracle Net8 
Assistantアプリケーションを終了します。

Oracle Names Serverが管理領域に配置されている場合、
Oracle Names Serverに別名を作成して登録します。

全データを表示するには、次のように入力します。

namesctl
namesctl> query name *

取り出す情報のタイプも指定できます。一般的なオブ
ジェクトのタイプは次のとおりです。

■ A.SMD: ネット・サービス名のデータベース・ネッ
トワーク定義など、ネットワーク・アドレス

■ CNAME.SMD: 別名

■ DL.RDBMS.OMD: グローバル・データベース・リン
ク

■ DLCR.RDBMS.OMD: グローバル・リンク修飾子

■ NS.SMD: Oracle Names Serverのアドレス

■ V1ADD.NPO.OMD: SQL*Netバージョン 1の接続文
字列

ネット・サービス名のデータベース・アドレスを表示す
るには、次のように入力します。

namesctl
namesctl> query name a.smd

次の例は、ネット・サービス名 SALESへの問合せです。

namesctl
namesctl> query sales a.smd

QUERYコマンドは、トランザクションに要した時間と
ネットワーク・オブジェクトに関する情報を戻します。
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リスナーのテストリスナーのテストリスナーのテストリスナーのテスト
リスナーをテストするには、8-19ページの「サーバーでの構成のテスト」に説明されている
ように、そのリスナーによって制御されるアクティブ・データベースに対してクライアント
から接続を開始します。リスナーにアクセスできるクライアントのみ別のプロトコルを使用
する場合は、Oracle Connection Managerを使用してリスナーにアクセスする必要があります。

Oracle Connection Manager のテストのテストのテストのテスト
Oracle Connection Managerをテストするには、ソース・ルート・アドレスが作成されたアク
ティブなデータベースに対して、クライアントから接続を開始します。

サーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテストサーバーでの構成のテスト
ネットワークを構成し終えたら、サーバーでループバック・テストを実行して、構成をテス
トします。

ループバック・テストでは、Net8を使用してサーバーからプロセス間通信（IPC）を利用せ
ずにサーバー自体に戻ります。ループバックが正常に終了すると、Net8がサーバー側で機能
していることが確認できます。

ループバック・テストを実行するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで Net Service Namesフォルダをクリックします。

3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Command」メニューから「Test Net Service Name」を選択します。

このテストは、リスナーが稼働中であることを前提としています。リスナーが稼働して
いない場合、8-2ページの「Net8コンポーネント起動の概要」を参照してコンポーネン
トを起動してください。
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テストが正常終了すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに「The connect test was 
successful.」というメッセージが表示されます。

テストが成功しなかった場合は、次の処置をとってください。

■ データベースとリスナーが稼働していることを確認し、「Test」をクリックします。

■ 「Change Login」をクリックして接続のユーザー名とパスワードを変更し、「Test」
をクリックします。

5. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。
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ネットワークのテスト
クライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテストクライアントからのネットワーク接続のテスト
ネットワーク内でいくつかの異なるクライアントをテストするには、8-8ページの「接続文
字列の入力」にある手順に従って、それらの各クライアントからサーバーに接続を開始しま
す。

また、Net8にはネットワーク接続を容易に評価するために、次のツールがあります。

■ TNSPING

■ TRCROUTE

■ Oracle Net8 Assistant

TNSPING
TNSPINGは、Net8ネットワーク上のサービス（Oracleデータベースまたは Oracle Names 
Server、その他の Oracleサービスなど）に正常に到達できるかどうかを判断するためのユー
ティリティです。

TNSPINGを使用してクライアントからサーバーに（または、あるサーバーから別のサー
バーに）正常に接続できた場合は、Net8サービスに到達するために必要な往復時間（ミリ秒
単位）の概算が表示されます。

接続に失敗した場合は、発生したエラーを記述するメッセージが表示されます。これによっ
て、データベース接続に対するオーバーヘッドなしで発生中のネットワーク・エラーを参照
できます。

TNSPINGの使用の使用の使用の使用  次のような手順で、TNSPINGユーティリティを呼び出します。

tnsping net_service_name [ count ]

■ net service name: TNSNAMES.ORA、または NISや DCEの CDSなどのネーム・サービス
に存在するものでなければなりません。

■ count （省略可）: プログラムがサーバーへの到達を試行する回数を指定します。

指定されたサービス名がデータベース名の場合、TNSPINGは、該当するリスナーへの接触
を試行します。データベース自体が実行されているかどうかは、事実上判別されません。
データベースへの接続を行うには、Server Managerを使用します。

注意注意注意注意 : プラットフォームによってインタフェースが異なる場合がありま
すが、プログラムは同じ引数を受け入れられます。TNSPINGを呼び出す
と、正しいインタフェース要件が表示されます。
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この後、TNSPINGの例をいくつか示します。

データベースへの到達データベースへの到達データベースへの到達データベースへの到達  SPOTDBというネット・サービス名を使用してデータベースに接続
するには、次のように入力します。

tnsping spotdb

これによって、次のメッセージが出力されます。

TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
Attempting to contact 
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=spot)(PORT=1521)) 
OK (50msec)

10回の試行で STPRDデータベースに接続できるかどうかを判別するには、次のコマンドを
使用します。

tnsping stprd 10

このコマンドによって、次のメッセージが出力されます。

TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998. All rights reserved. 
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=spot)(PORT=1521))
OK (290 msec)
OK (100 msec)
OK (70 msec)
OK (70 msec)
OK (60 msec)
OK (70 msec)
OK (70 msec)
OK (80 msec)
OK (180 msec
OK (340 msec)
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無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名無効なネット・サービス名  無効なネット・サービス名への接続を試行する TNSPINGの例を
次に示します。

tnsping bad_db

この試行では、次のメッセージが出力されます。

TNS Ping Utility for SunOS:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
TNS-03505: Failed to resolve name

リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名リスナーのない有効なネット・サービス名  次に、名前は有効であるが、アドレスに変換す
るためのリスナーが配置されていない（たとえば、リスナーが起動されていない）場合の
TNSPINGの使用例を示します。

tnsping testing

次のメッセージが戻ります。

TNS Ping Utility for SunOS:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=spot)(PORT=1521))
TNS-12541: TNS:no listener 

Oracle Names Server への到達への到達への到達への到達  Oracle Names Serverに到達できるかどうかをチェックする
には、次のように Net8アドレスを使用してコマンドを入力します。

tnsping (address=(protocol=tcp)(host=fido)(port=1575))

次のようなメッセージがユーザーに戻されます。

TNS Ping Utility for SunOS: 
Copyright (c) Oracle Corporation 1998. All rights reserved. 
Attempting to contact (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=fido)(PORT=1575))
OK (70 msec) 
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TRCROUTE
管理者は、Trace Route ユーティリティ（TRCROUTE）を使用して、クライアントからサー
バーへのパスまたはルートを知ることができます。TRCROUTEは、問題に遭遇すると、1つ
のエラーではなくエラー・スタックをクライアントに戻します。これらの追加エラー・メッ
セージによって、トラブルシューティングが簡単になります。

TRCROUTEは、特殊な種類の接続パケットとして送信される点で TNSPINGとは異なりま
す。接続先に向かって移動するとき、TRCROUTE接続パケットは、経由するすべてのノー
ドの TNSアドレスを収集します。エラーが発生した場合、TRCROUTEは、エラーの発生場
所を示すエラー情報を収集します。Trace Route Utilityは、収集した情報をクライアント画面
に表示します。TRCROUTEの出力は、ファイルにリダイレクトして印刷することもできま
す。

要件要件要件要件  Trace Routeは、Net8と SQL*Netバージョン 2.3以降でのみ動作します。クライアント
からサーバーへのルートに沿ったすべてのノードは、SQL*Netバージョン 2.3以降を使用す
る必要があります。パス上に 2.3より前のノードがある場合は、次のエラーが表示されます。

TNS-03603:  Encountered a node with pre-2.3 version of SQL*Net

TRCROUTEは、パス上のどのノードに問題があるかを示します。

パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響パフォーマンスへの影響  Trace Route Utilityは、最小限のリソースを使用します。これは、
特殊な接続パケットの接続データから情報を収集します。標準的な接続パケットには作用し
ません。

TRCROUTEは、サーバーに作用しません。TRCROUTE接続パケットの受信と処理はリス
ナーが行います。これは、拒絶パケットの中に情報を入れることでクライアントに情報を戻
します。サーバーは、新しいプロセスを起動したり、ダミー接続を処理する必要はありませ
ん。
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TRCROUTEの使用の使用の使用の使用  TRCROUTEを呼び出すには、コマンド行から次のように入力します。

trcroute net_service_name

リスナー負荷のバランスを使用するようにネットワークを構成している場合は、1つのデー
タベースに対する複数のノード上に 1つ以上のリスナーが存在する可能性があります。この
場合、Trace Routeユーティリティは通常の接続要求と同じように任意のリスナーを使用しま
す。どのリスナー・ノードが使用されたかは、戻される出力によって判断できます。

次に、トレース・ルートの 2つの例を示します。

■ クライアントからリスナーに移動した正常な Trace Routeパケット

■ リスナーが起動されていないために、リスナーに到達できなかった問題のある Trace 
Routeパケット

図図図図 8-1  正常な正常な正常な正常な Trace Route

%trcroute tcp_direct
Trace Route Utility for Solaris:
Copyright (c) Oracle Corporation 1998.  All rights reserved.

Route of TRCROUTE:------------------
Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-96 13:26:36 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=shining-sun  Port=1581
Node: Server            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-96 13:27:20 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=setting-sun  Port=1521

図図図図 8-2  エラーの発生したエラーの発生したエラーの発生したエラーの発生した Trace Route

% trcroute tcp_direct

Trace Route Utility for SVR4:
Copyright (c) Oracle Corporation 1996.  All rights reserved.

Route of TRCROUTE:------------------
Node: Client            Time and address of entry into node:
-------------------------------------------------------------
01-DEC-96 11:12:34 ADDRESS= PROTOCOL=TCP  Host=shining-sun  Port=1581
TNS-12224: TNS:no listener
TNS-12541: TNS:no listener
TNS-12560: TNS:protocol adapter error
TNS-03601: Failed in route information collection
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ネットワークのテスト
Oracle Net8 Assistant
クライアント・マシンの接続性を検証するには、Oracle Net8 Assistantを使用します。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ディレクトリ・ツリーで Net Service Namesフォルダをクリックします。

3. ネット・サービス名を選択します。

4. 「Command」メニューから「Net Service Name」を選択します。

このテストは、リスナーが稼働中であることを前提としています。リスナーが稼働して
いない場合、8-2ページの「Net8コンポーネント起動の概要」を参照してコンポーネン
トを起動してください。

テストが正常終了すると、「Connect Test」ダイアログ・ボックスに「The connect test was 
successful.」というメッセージが表示されます。
8-26 Oracle8i Net8管理者ガイド



ネットワークのテスト
テストが成功しなかった場合は、次の処置をとってください。

■ データベースとリスナーが稼働していることを確認し、「Test」をクリックします。

■ 「Change Login」をクリックして接続のユーザー名とパスワードを変更し、「Test」
をクリックします。

5. 「Close」をクリックして「Connect Test」ダイアログ・ボックスを閉じます。
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ネットワークのテスト
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マルチスレッド・サーバーの
9

マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成マルチスレッド・サーバーの構成

この章では、マルチスレッド・サーバー（MTS）の構成方法について説明します。

内容は次のとおりです。

■ 概要

■ Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成

■ マルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードの両方の構成

■ クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更
構成 9-1



概要
概要概要概要概要
専用サーバー・アーキテクチャを使用する注文入力システムを考えます。顧客の注文を店員
がデータベースに入力します。トランザクションの大部分の間、店員は電話で顧客と話し、
店員のユーザー処理専用のサーバー・プロセスはアイドル状態です。サーバー・プロセスは
トランザクションの大部分の間で不要です。サーバー・プロセスがシステム・リソースを保
持しているので、注文を入力している以外の店員にとって、システムは低速です。

MTSアーキテクチャでは、接続のたびに専用サーバー・プロセスを使用する必要はありませ
ん（図 9-1を参照してください）。少数の共有サーバーが、多数の専用サーバーと同じ量の処
理を実行できます。また、各ユーザーに必要なメモリー量も比較的小さいので、より少ない
メモリーとプロセス管理で、より多くのユーザーをサポートできます。

接続プーリングなどの機能を使用すると、データベースに同時接続できるユーザー数が増加
し、ユーザー拡張性が向上します。7-30ページの「接続集中化機能の使用」と 2-50ページ
の「接続プーリング」を参照してください。
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概要
図図図図 9-1   Oracle マルチスレッド・サーバー・アーキテクチャマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
Oracle のマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成のマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成のマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成のマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
システムに MTS構成を設定するには、リスナー・プロセスを起動し、初期化ファイル
（INITSID.ORA）に MTS_DISPATCHERSパラメータを設定します。

このパラメータを設定したら、インスタンスを再起動します。再起動の時点で MTS構成が
使用されます。MTS_DISPATCHERSは次の書式で設定します。

mts_dispatchers="( atttribute =value )"

ADDRESS、DESCRIPTOPN、PROTOCOLの属性のいずれか 1つのみ必要です。

注意注意注意注意 : Windows NTと一部のプラットフォームでは、Oracle Database 
Configuration Assistantを使用して MTS_DISPATCHERSパラメータを構成
できます。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

ADDRESS（ADD または
ADDR）

ディスパッチャのリスニング対象の終点となるネットワーク・プロ
トコル・アドレス。

プロトコル・アドレス構文の詳細は、6-76ページの「プロトコル・
アドレスの構成」を参照してください。

DESCRIPTION

 （DESまたは DESC）

プロトコルなど、ディスパッチャのリスニング対象の終点となる
ネットワーク設定。構文は次のとおりです。

(description =(address=...))

PROTOCOL（PROまたは
PROT）

ネットワーク・プロトコルを指定する。ディスパッチャでリスニン
グ終点を生成するために使用されます。
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
CONNECTIONS、DISPATCHERS、LISTENER、MULTIPLEX、POOL、PRESENTATION、
SERVICE、および TICKSの属性は省略可能です。

属性属性属性属性 説明説明説明説明

CONNECTIONS（CONま
たは CONN）

各ディスパッチャで許容されるネットワーク接続の最大数。

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。

DISPATCHERS（DISまた
は DISP）

開始するディスパッチャの初期番号。デフォルトは 1です。

LISTENER （LISまたは
LIST）

ディスパッチャで登録されるリスナーのネットワーク名を指定す
る。ネーミング・メソッドで解決される名前を設定する必要があり
ます。この属性は、リスナーが次のいずれかである場合にのみ指定
します。

■ デフォルト以外のローカル・リスナーである場合

■ リモート・マシンに配置されている場合

デフォルト以外のローカル・リスナーは、LOCAL_LISTENERパラ
メータで指定することもできます。Oracle Database Configuration 
Assistantでは LOCAL_LISTENERパラメータの構成がサポートされ
ないので、LISTENER属性を使用することをお薦めします。

重要重要重要重要 : ディスパッチャでデフォルト以外のリスナーに情報を登録す
るために、指定するリスナー名は、サーバー上の TNSNAMES.ORA
や Oracle Names Serverなどのネーミング・メソッドを使用して解決
できる必要があります。エントリは、CONNECT_DATA部分のサー
ビス名情報ではなく、リスナーのアドレスのみを設定します。

たとえば、リスナー名が LIST1で、リスニング終点ではポート
1521で TCP/IPを使用し、指定されたネーミング・メソッドがロー
カルネーミング・メソッドである場合、TNSNAMES.ORA内のエン
トリは次のようになります。

listener1.us.oracle.com= 
(description= 
  (address= 
     (protocol= tcp)
     (host= sales2-pc) 
     (port= 1521)
  )

Oracle Net8 Assistantでは、CONNECT_DATA情報を使用しない場合
は TNSNAMES.ORAを構成できません。このため、
TNSNAMES.ORAを手動で作成することをお薦めします。
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
MULTIPLEX（MUL また
は MULT）

Oracle Connection Managerの接続集中化機能を使用可能にする。

1、ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定されると、受信と送信の
両方のネットワーク接続で接続集中化が使用可能です。

IN が指定されると、クライアントから受信するネットワーク接続で
接続集中化が使用可能です。

OUTが指定されると、クライアントから送信するネットワーク接続
で接続集中化が使用可能です。

0、NO、OFFまたは FALSEが指定されると、受信と送信の両方の
ネットワーク接続で接続集中化が使用禁止です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-30ページの「接続集中化機能の使用」を参照してくだ
さい。

POOL 数字が指定される場合、接続プーリングは送受信のネットワーク接
続で使用可能。指定された数は送受信のネットワーク接続でタイム
アウトとなるティック数です。

ON、YES、TRUEまたは BOTHが指定される場合、接続プーリン
グは送受信のネットワーク接続で使用可能であり、送受信のネット
ワーク接続でのタイムアウトはデフォルトの 10が使用されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-47ページの「接続プーリングの使用」と 2-50ページの
「接続プーリング」を参照してください。

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
MTSパラメータのチューニング方法の詳細は、『Oracle8iチューニング』を参照してください。

PRESENTATION 

 （PREまたは PRES）

次の特定のプレゼンテーション・プロトコル・サポートを使用可能
にする。

■ 標準の Net8および Javaストアド・プロシージャ接続の場合、
Two-Task Common（TTC）（デフォルト）

■ Internet Inter-Orb Protocol（IIOP）を使用する Enterprise 
JavaBeansと CORBA Server通信の場合、General Inter-Orb 
Protocol（GIOP）

IIOPは、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IPの上位に GIOPをイン
プリメントしたものです。GIOPプレゼンテーション値として有効
な値は次のとおりです。

■ oracle.aurora.server.SGiopServer（セッションベースの GIOPディ
スパッチャ接続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、
SSL付き TCP/IPで有効です。

■ oracle.aurora.server.GiopServer（通常の GIOPディスパッチャ接
続）。このプレゼンテーションは、TCP/IPと、SSL付き TCP/IP
で有効です。

プレゼンテーションごとに個別の MTS_DISPATCHERSエントリが
必要です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 7-48ページの「Javaオプション接続の構成」を参照して
ください。

SERVICE（SERまたは
SERV）

ディスパッチャが Net8リスナーに登録するサービス名。SERVICE
属性は、SERVICE_NAMESパラメータに優先します。

SESSIONS（SESまたは
SESS）

各ディスパッチャで許容されるネットワーク・セッションの最大数。

デフォルト値は、オペレーティング・システム固有です。

TICKS ネットワーク・ティックの秒数。デフォルトは 15秒です。このパ
ラメータは、接続プーリングのオプションです。

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定ディスパッチャの初期数の設定
インスタンス起動時に開始されるディスパッチャの数は、パラメータ MTS_DISPATCHERS
で制御されます。インスタンスの起動前にネットワーク・プロトコルごとに起動するディス
パッチャ数を見積もります。

各インスタンスに適切なディスパッチャ数は、データベースに期待するパフォーマンス、プ
ロセス（オペレーティング・システムに依存）ごとの接続数に関するホストのオペレーティ
ング・システムの制限、およびネットワーク・プロトコルごとに必要な接続数によって異な
ります。

インスタンスは、データベース・システム上の同時実行ユーザーと同じ数を用意する必要が
あります。インスタンスの起動後は、必要に応じてディスパッチャを追加起動できます。

注意注意注意注意 : 共有サーバーとは異なり、ディスパッチャ数は動的に変更されま
せん。ディスパッチャ数は、ALTER SYSTEMコマンドを使用して明示的
に変更する必要があります。この方法では、MTS_MAX_DISPATCHERS
の上限までディスパッチャ数を変更できます。

MTS_MAX_DISPATCHERSのデフォルト値は 5です。セットアップ時に
構成されたディスパッチャの初期数、つまり複数の MTS_DISPATCHERS
変数に構成された全ディスパッチャの合計が MTS_MAX_DISPATCHERS
に指定された値より大きい場合、MTS_MAX_DISPATCHERSはシステム
により大きい数に自動的に設定し直されます。
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Oracleのマルチスレッド・サーバー・アーキテクチャ構成
ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算ディスパッチャの初期数の計算
オペレーティング・システムでプロセスごとに可能な接続数がわかれば、次の式を使用し
て、インスタンスの起動時に作成するディスパッチャの初期数をネットワーク・プロトコル
ごとに計算します。

                            同時セッションの最大数
ディスパッチャ数 = CEIL   (——————————————————————————)
                          ディスパッチャごとの接続数

たとえば、通常時に 900ユーザーが TCP/IP経由、600ユーザーが SPX経由で同時接続し、
プロセスごとに 255の接続をサポートするシステムがあるとします。この場合、TCP/IPの
DISPATCHERS属性には 4以上のディスパッチャ、SPXの DISPATCHERS属性には 3以上の
ディスパッチャを設定する必要があります。

mts_dispatchers="(protocol=tcp) (dispatchers=4)"
mts_dispatchers="(protocol=spx) (dispatchers=3)"

例例例例

例例例例 1  ディスパッチャで使用される IPアドレスを設定するには、次のように入力します。

mts_dispatchers="(address=(partial=true)(protocol=tcp)(host=144.25.16.201))
(dispatchers=2)"

これにより、HOST=144.25.16.201でリスニングするディスパッチャが 2つ起動します。この
ホストは、ディスパッチャにアクセス可能なカードである必要があります。

例例例例 2  ディスパッチャの正確な位置を設定するには、次のように PORTを追加します。

mts_dispatchers="(address=(partial=true)(protocol=tcp)
(host=144.25.16.201)(port=5000))(dispatchers=1)"
mts_dispatchers="(address=(partial=true)(protocol=tcp)
(host=144.25.16.201)(port=5001))(dispatchers=1)"

注意注意注意注意 : INITSID.ORAファイルには複数の MTS_DISPATCHERSを指定で
きますが、１箇所にまとめて記述する必要があります。また、MTS_
DISPATCHERSのデフォルト値は 1です。
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マルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードの両方の構成
マルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードのマルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードのマルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードのマルチスレッド・サーバー・モードと専用サーバー・モードの
両方の構成両方の構成両方の構成両方の構成

Oracle8i リリース 8.1.5では、GIOPと TTCプレゼンテーションを使用する MTSをサポート
しています。（IIOPは GIOPを TCP/IPの上にインプリメントしたものです。）MTS接続を有
効にするには、INITSID.ORAで各プレゼンテーションに固有の MTS_DISPATCHERSエント
リが必要なので、IIOPクライアント用の MTSと TTCクライアント用の専用サーバーを構成
できます。これは、INITSID.ORAファイルで MTS_DISPATCHERSパラメータに GIOPプレ
ゼンテーションを設定することで実現します。専用サーバーはデフォルトの動作なので、
TTCを使用するための追加構成は不要です。専用サーバーは、すべての TTCクライアント
接続で使用されます。

次の例では、2つの MTS_DISPATCHERSエントリに、PRESENTATION属性を指定して別個
の GIOPプレゼンテーションを構成しています。

mts_dispatchers="(protocol=tcp)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"
mts_dispatchers="(protocol=tcp)
(presentation=oracle.aurora.server.GiopServer)"

IIOPクライアントと TTCクライアント用に MTSを構成することもできます。これは、プレ
ゼンテーションごとにエントリを分けて設定することで実現します。次の例では、3つの
MTS_DISPATCHERSエントリに次のプレゼンテーションを構成します。

■ Net8クライアント用の TTC

TTCはデフォルトのプレゼンテーションなので、明示的エントリはありません。

■ IIOPクライアント用の 2つの GIOPプレゼンテーション

mts_dispatchers="(protocol=tcp)"
mts_dispatchers="(protocol=tcp)
(presentation=oracle.aurora.server.SGiopServer)"
mts_dispatchers="(protocol=tcp)
(presentation=oracle.aurora.server.GiopServer)"
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クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更
クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更
ネットワークが MTS用に構成され、特定のクライアントで専用サーバー・モードが必要な
場合、専用サーバーを使用するネット・サービス名を TNSNAMES.ORAファイルに構成でき
ます。これは、接続記述子の CONNECT_DATAセクション内に（SERVER=DEDICATED）
を指定することで実現します。

net_service_name = 
(description= 
  (address= ( protocol_address_information ))
  (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
     (server=dedicated)
  ) 
) 
SERVERパラメータの設定方法は、7-7ページの「ネット・サービス名の接続属性の詳細構
成」を参照してください。
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クライアントでのマルチスレッド・サーバー・モードの変更
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プログラマのための Net8拡
10

プログラマのためのプログラマのためのプログラマのためのプログラマのための Net8 拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能

Net8には、Net8 OPENと呼ばれるアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）
があり、このインタフェースでプログラマはデータベース・アプリケーションとデータベー
ス以外のアプリケーションの両方を開発できます。また、Net8には、UNIX クライアント・
プログラミング、シグナル・ハンドラとアラーム・プログラミング、bequeathプロトコルお
よび子プロセスの終了など、プログラマにとっていくつかの新しい利点があります。

内容は次のとおりです。

■ Net8 OPEN

■ UNIX クライアントのプログラム
張機能 10-1



Net8 OPEN
Net8 OPEN
Net8には、Net8 OPENと呼ばれるアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）
があり、このインタフェースでプログラマは次のことが行えます。

■ 環境内ですでに採用されている Net8ネットワークを使用するデータベース・アプリケー
ションとデータベース以外のアプリケーションの両方を開発する

■ ネットワーク・インタフェースへのコールを変更しないで各マシン上で開発されたアプ
リケーションを実行する

Net8 OPENは、すべての業界標準ネットワーク・プロトコルに対して単一の共通インタ
フェースをアプリケーションに提供します。

Net8 OPENと他の製品との関係を図 10-1に示します。

図図図図 10-1  Net8 OPEN

Net8 OPENを使用して、次に示すさまざまな問題を解決できます。

■ 3層の接続（クライアント /エージェント /サーバー） － アプリケーションを使用して
エージェントと通信します。エージェントは、Oracle、またはリモート情報サーバーの
ような Oracle以外のデータ・ソースとの同時接続を可能にするアプリケーション・サー
バーになります。

■ 分散アプリケーション － データベースまたはその他ミドルウェアを必要とせずに、既
存の Oracleネットワーク上で実行できる分散アプリケーションを構築します。

■ 機能拡張されたクライアント － 非 SQL情報を SQLアプリケーションと統合します。た
とえば、プロセス制御アプリケーションによるセンサーなどの非 SQLアプリケーショ
ンとの交信が可能です。

任意の任意の任意の任意の
プログラムプログラムプログラムプログラム

Net8 OPEN

Net8

任意の任意の任意の任意の
プログラムプログラムプログラムプログラム

Net8 OPEN

Net8

通信

接続
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Net8 OPEN API 関数コール関数コール関数コール関数コール
リモート・プロシージャ・コール・インタフェースとは異なり、Net8 OPENはデータを送受
信する基本的なアプリケーションを開発するためのバイト・ストリーム指向の APIを備えて
います。Net8 OPENで開発されたアプリケーションでは、ネットワークを介して送信された
値は、受信側で正しく解釈されることを保証する必要があります。

Net8 OPEN APIは 5つの関数コールから構成されます。

■ TNSOPEN

■ TNSCLOSE

■ TNSSEND

■ TNSRECV

■ TNSCONTROL

TNSOPEN

説明 : Net8 OPEN APIの接続ハンドルを初期化します。この関数は、
ユーザーが行う最初の Net8 OPENコールでなければなりません。
tnsopen()では接続は確立されないことに注意してください。接続
は、必要に応じて送信または受信コールによって確立されます。

クライアント・プログラム（接続を初期化する）を記述する場合、
nameには TNSNAMES.ORAファイルと同じ形式のネット・サー
ビス名を指定します。

サーバー・プログラムを記述する場合、nameは NULL にします。
接続は、初回の tnsrecv()コールによるデータの受信時にサー
バー・プログラムによって自動的にピックアップされます
（tnsrecvに関する項を参照してください）。

構文 : int tnsopen(handlep, name)
void **handlep;
const char *name;

パラメータ : handlep (IN/OUT)  － Net8接続ハンドルを受信するためのアド
レス

name (IN)  － ネット・サービス名

前提条件 : handlepパラメータは、NULL にしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻ります。エラーが発生した場合、正
の Net8 APIエラー番号が戻されます。
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TNSCLOSE

説明 : 接続を停止します。ユーザーは、接続をクローズし、ハンドルを
正常に解放するためにこの関数をコールする必要があります。

構文 : int tnsclose(handlep)
void **handlep;

パラメータ : handlep(IN/OUT)  － Net8接続ハンドルへのポインタのアドレ
ス

前提条件 : handlepパラメータは、NULL にしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻り、*handlepにNULL が設定されます。
エラーが発生した場合、正のNet8 APIエラー番号が戻されます。
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TNSSEND

説明 : Net8接続ハンドルにデータを送信します。

クライアント側で初めて tnssend()をコールすると、ハンドルに
データが送信される前に接続が確立されます。クライアント・ア
プリケーションは、サーバーとの接続を確立するために、
tnsopen()に続くコールとして tnssend()をコールする必要がありま
す。クライアント・アプリケーションが tnsrecv()を最初にコール
したり、サーバー・プログラムが tnssend()を最初にコールするこ
とは正しくありません。

これは、tnssend()コールによって接続の確立に関するエラーが戻
る場合があることも意味することに注意してください。したがっ
て、たとえば不正な TNSアドレスを指定したことが最初に認識で
きるのは、期待するような tnsopen()コールではなく、最初の
tnssend()コールでエラーが発生した時点です。

構文 : int tnssend(handle, data, length)
void *handle;
const void *data;
size_t *length;

パラメータ : handle(IN/OUT)  － tnsopen()によって戻される Net8接続ハンド
ルへのポインタ

data(IN)  － 送信されるデータへのポインタ

length(IN/OUT)  － 送信予定のデータの長さ（バイト単位）と
実際に書き込まれたバイト数に対するポインタ

前提条件 : パラメータは、NULL にしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値と、実際に書き込まれたバイト数が
lengthパラメータによって指示された値として戻ります。エラー
が発生した場合、正の Net8 APIエラー番号が戻されます。
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TNSRECV

説明 : Net8接続ハンドルからデータを受信します。

サーバー側での tnsrecv()に対する最初のコールで、ハンドルから
データを受信する前に接続が確立されます。サーバーは、クライ
アントからの接続を受諾するために、tnsopen()に続く最初のコー
ルとして tnsrecv()をコールする必要があります。

着信する接続は Net8リスナー（tnslsnr）によって受諾され、必要
に応じてサーバー・プログラムのコピーが自動的に起動され、そ
れに新しい接続が渡されます。これを発生させるために、サー
バー・プログラムのロケーションにネットワーク・リスナーを構
成する必要があります。後述する構成に関する項を参照してくだ
さい。

構文 : int tnsrecv(handle, data, length)
void *handle;
void *data;
size_t *length;

パラメータ : handle(IN/OUT)  － tnsopen()によって戻される Net8接続ハンド
ルへのポインタ

data(IN/OUT)  － データを受信するバッファへのポインタ

length(IN/OUT)  － データを受信する予定のバッファの長さと
実際に受信したバイト数に対するポインタ

前提条件 : すべてのパラメータは、NULL にしないでください。

戻り値 : 正常終了の場合、ゼロ値が戻り、実際に受信したバイト数が
lengthパラメータによって指示された値として戻ります。エラー
が発生した場合、正の Net8 APIエラー番号が戻されます。
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TNSCONTROL

説明 : 接続をブロック・モードまたは非ブロック・モードに設定します。

構文 : int tnscontrol(handle, cmd)
void *handle;
int *cmd;

パラメータ : handle(IN)  － tnsopen()によって戻される Net8接続ハンドルへ
のポインタ

cmd(IN)  － 接続に適用されるオプション。現在サポートされて
いる値を次に示します。

TNSAPINONBLOCKING － 接続を非ブロック・モードに設定する

TNSAPIBLOCKING － 接続をブロック・モードに設定する

前提条件 : handleは NULL ではなく、cmdはサポートされているコマンドに
してください。

戻り値 : オプションが問題なく設定された場合はゼロ値が戻ります。
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Net8 OPEN アプリケーション・プログラム・インタフェースの検索アプリケーション・プログラム・インタフェースの検索アプリケーション・プログラム・インタフェースの検索アプリケーション・プログラム・インタフェースの検索
アプリケーション・プログラム・インタフェースは、標準の Net8インストレーションの一
部として用意されています。そのインタフェースを使用するには、次のものを用意する必要
があります。

■ TNSAPI.H － APIインタフェースとエラーが記述されているヘッダー・ファイルです。
このファイルは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/public 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥tnsapi¥include にあります。

■ Net8 OPENライブラリ － 他の Oracleネットワーキング・ライブラリとともに設定され、
TNSAPIという名前が含まれています。なお、ライブラリの名前は、プラットフォーム
ごとに異なります。UNIX の場合、これは $ORACLE_HOME/network/lib ディレクト
リに配置され、LIBTNSAPI.Aという名前になります。Windowsプラットフォームでは、
TNSAPI.DLLと TNSAPI.LIBというファイルが ORACLE_HOME/network/tnsapi/lib
ディレクトリに格納されています。

■ サンプル Makeファイル － ネットワーク・ディレクトリ内にプラットフォーム用とし
て、このファイルが用意されています。これらのファイルを使用して、アプリケーショ
ンを構築するための適切なリンク行を判断できます。

独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発独自のアプリケーションの開発
Net8 OPEN関数を参照するモジュールには、次に示すように、TNSAPI.Hが含まれる必要が
あります。

#include <tnsapi.h>

Makeファイル（または buildコマンドの他のロケーション）は、TNSAPI.Hを見つけられる
ようにインクルード・パスが正しく設定されていることを確認する必要があります。インス
トレーションで用意されるサンプル Makeファイルを参照してください。
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Net8 OPEN アプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築アプリケーションを使用するためのシステムの構築
Net8 OPENアプリケーションを認識するように Net8を構築するには、次のようにします。

1. リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）にサーバー・プログラムのロケーションを追
加すると、接続要求を受信した場合にネットワーク・リスナーがサーバーの起動を認識
できます。

これを行うには、Oracleデータベースと同じようなサービスのシステム識別子（SID）
名を選択します。データベースと同じ SIDは選択しないでください。

たとえば、"chat"プログラムを構成する場合は、SID "chatsid"をコールできます。プロ
グラムを Oracleサーバーの実行可能プログラムと同じディレクトリに配置します。この
ディレクトリは通常、UNIX では $ORACLE_HOME/bin、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥bin です。

次のように、リスナー構成ファイルに次のエントリを設定します。

sid_list_listener = 
      (sid_list =

    (sid_desc =
(sid_name = chatsid)/*your SID name*/
(oracle_home = /usr/oracle)/*$ORACLE_HOME bin directory*/
(program = chatsvr)/*the name of your server program*/)

リスナーが新しいサービスを認識するように、再起動する必要があります。

2. アプリケーション・サーバーのアドレスをローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）
に追加します。

たとえば、リスナーが次のアドレスでリスニングしているとします。

(description=(address=(protocol=tcp)(host=unixhost)(port=1521)))

また、上で作成したサービスを "chat"として参照させるとします。

注意注意注意注意 : リリース 8.1構成では、データベース・インスタンス登録により
サービス情報がリスナーに登録されるため、この操作は不要です。
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リリース 8.1構成の場合、次のパラメータをローカル名構成ファイルに追加します。

chat=
(description=

(address=(protocol=tcp)(host=unixhost)(port=1521)
)
(connect_data=(service_name=chatsid)))

リリース 8.1より前の構成の場合、次のパラメータをローカル名構成ファイルに追加し
ます。

chat=
(description=

(address=(protocol=tcp)(host=unixhost)(port=1521)
)
(connect_data=(sid=chatsid)))

前述の LISTENER.ORAファイルで構成した SIDがアドレスに記述されていることに注
意してください。行が続いていることを示すために 2行目が最低 1つのスペース文字で
始まっていることにも注意してください。

ネットワーク内にドメインがある場合は、それに応じてサービス名を付ける必要があり
ます。たとえば、ドメインが acme.comの場合は chat.acme.comとします。この場合も、
TNSNAMES.ORAファイルをテンプレートとして使用しますが、他のネット・サービス
名がすべてドメインで終了する場合は、サービスにも同様に名前を付ける必要がありま
す。

3. Oracleサーバーの実行可能プログラムと同じディレクトリ内に、サービスの実行可能プ
ログラムを配置します。UNIX プラットフォームでは、LISTENER.ORAファイルで指定
されている $ORACLE_HOME/binディレクトリに、実行可能プログラムを配置します。
この例では、ロケーション /usr/oracle/bin/chatsvrにプログラム "chatsvr"を保存します。

オペレーティング・システムによっては、プログラムの実行許可があるかどうかも確認
する必要があります。
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サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
Net8 OPENには、2つのサンプル・アプリケーションが用意されています。

■ finger － サーバーに接続し、ログインしているユーザーの情報を取り出すユーティリ
ティです。このユーティリティには、分散アプリケーションの構築に関係する基本的な
手順を例示する 1対のプログラムが含まれています。このクライアント・プログラム
は、SolarisとWindows NTの両方で実行されます。サーバーは UNIX 固有です。

■ tftp － このサンプル・クライアント・プログラムとサンプル・サーバー・プログラム
は、UNIX にインプリメントされており、tftpプロトコルを使用する単純なファイル転
送を支援します。
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Net8 OPEN API エラーエラーエラーエラー
この項では、前述の関数コールに失敗したときに戻される可能性があるエラー番号の一覧を
示します。送信または受信コールが行われた時点で接続が確立されていなかった場合は、こ
れらのコールから接続関連エラーが戻る可能性があることに注意してください。

20002 - SDFAIL_TNSAPIE - The underlying "send" command failed in tnssend().
20003 - RECVFAIL_TNSAPIE - The underlying "receive" command failed in tnsrecv().
20004 - INVSVROP_TNSAPIE - Operation is invalid as the server.
20005 - INVCLIOP_TNSAPIE - Operation is invalid as the client.
20006 - HDLUNINI_TNSAPIE - The connection should be initialized by calling 
tnsopen().
20007 - INHFAIL_TNSAPIE - Server failed in inheriting the connection from the 
listener.
20008 - ACPTFAIL_TNSAPIE - Server failed in accepting the connection request from 
the client.
20009 - NULHDL_TNSAPIE - A null handle was passed into the call, which is not 
allowed.
20010 - INVOP_TNSAPIE - An invalid operation called was passed into the call.
20011 - MALFAIL_TNSAPIE - A malloc failed in TNS API call.
20012 - NLINIFAIL_TNSAPIE - Failed in NL initialization.
20013 - NMTOOLONG_TNSAPIE - Service name is too long.
20014 - CONFAIL_TNSAPIE - Client connect request failed.
20015 - LSNFAIL_TNSAPIE - Server failed to listen for connect request.
20016 - ANSFAIL_TNSAPIE - Server failed to answer connect request.
20017 - NMRESFAIL_TNSAPIE - Failed to resolve service name.
20018 - WOULDBLOCK_TNSAPIE - Operation would block.
20019 - CTLFAIL_TNSAPIE - Control call failed.
20020 - TNSAPIE_ERROR - TNS error occurred.
20021 - INVCTL_TNSAPIE - Invalid operation request in control call.
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UNIXクライアントのプログラムクライアントのプログラムクライアントのプログラムクライアントのプログラム
UNIX のイベント・プログラミングでは、UNIX シグナルを使用する必要があります。イベ
ントが発生すると、シグナルによってプロセスに通知されます。プロセスは、生成された特
定のシグナルに関連するコードを実行します。UNIX では、特定のシグナル・コールのため
の 1つのプロセスが 1つ以上のシグナル・ハンドラまたはアラームを設定することは許され
ていません。プロセスが SIGCHLD（子プロセスのステータス変更に関するシグナル）のよ
うなシグナルに対して次のシグナル・ハンドラまたはアラーム要求を設定した場合、UNIX
は SIGCHLDに対する直前の要求を無効化し、それを失います。

作成したアプリケーションからこのような要求が出された場合、シグナル処理またはアラー
ムのためにシステムが特定の要求を消失し、応答がなくなる可能性があります。要求された
シグナルによっては、シグナル・ハンドラ上の問題のためにシステムは消滅したプロセスを
正常にクリーン・アップしない可能性があります。

Net8には、Oracleがこれらの要求を使用するとともにシグナル・ハンドラとアラームを使用
できるようにする 2つの解決策が用意されています。

■ シグナル・ハンドラとアラームのプログラミング

■ Bequeath
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シグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミングシグナル・ハンドラとアラームのプログラミング
Net8には、各シグナルに対するすべてのシグナル・ハンドラ要求またはアラーム要求のテー
ブルを維持するオペレーティング・システム依存（OSD）コールがあります。シグナル・ハ
ンドラまたはアラームを使用するすべてのプログラムは、この Oracle OSDコールを使用す
る必要があります。ODSコールには、特定のコールに対して複数のシグナル・ハンドラまた
はアラームを設定することが許されない UNIX 環境のプログラマのための解決策が用意され
ています。シグナル・ハンドラまたはアラームを使用するすべてのプログラムは、Oracle 
OSDコールを使用する必要があります。ただし、これは、現在内部でしか使用できません。
近い将来、クライアント・アプリケーション用の OSDコールの外部用バージョンがリリー
スされる予定です。

それまでは、データベース接続を行う前に、クライアントのすべてのシグナル・ハンドラを
設定すると、OSDコールがシグナルに対して設定された最後のシグナル・ハンドラを記憶
し、それをシグナル・ハンドラ・テーブルに追加します。なお、これを行うと、シグナル・
ハンドラを使用禁止にできなくなります。

Oracle OSD シグナル処理規則シグナル処理規則シグナル処理規則シグナル処理規則
すべての SIGCHLDコール用のテーブル駆動型共有 OSDシグナル・ハンドラを使用する場合
は、次の規則に従う必要があります。

■ 子プロセス IDを認識して、正しいプロセスをクリーン・アップできるようにする。

■ 適切な子プロセス IDに対して、wait ()ではなく、waitpid ()コールを使用する。

■ waitpid ()コールは非ブロックで行う必要がある。

Bequeath
この項の対象者は、子プロセスのステータスの変化を SIGCHLDコールによって把握する部
分に UNIX シグナル・ハンドラを使用し、アプリケーションのネットワーク部分に Net8を
使用する UNIX アプリケーション・プログラマです。

クライアント・アプリケーションは、同じマシン上の Oracleデータベースと交信するように
命令されると、bequeathプロトコルを使用して接続を確立します。bequeathプロトコルは、
クライアントがリスナーを使用せずにデータベースから情報を検索できるようにします。
bequeathプロトコルは、クライアント・アプリケーションごとにサーバー・プロセスを内部
的に起動します。ある意味で、bequeathプロトコルはリモート・リスナーが接続に対して行
う同じ操作をローカルで実行します。
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子プロセスの終了子プロセスの終了子プロセスの終了子プロセスの終了
クライアント・アプリケーションは bequeathプロトコルを介して内部にサーバー・プロセス
を子プロセスとして生成するため、クライアント・アプリケーションは子プロセスが終了し
たときにそのプロセスをクリーン・アップする必要があります。サーバー・プロセスが接続
の責任を完遂すると、それは消滅プロセスになります。シグナル・ハンドラは、これらの消
滅プロセスをクリーン・アップする必要があります。別の方法として、シグナル・ハンドラ
を使用禁止にすることにより、このプロセスを UNIX init プロセスに渡すようにクライアン
トの SQLNET.ORAファイルを構成できます。

Oracle Net8 Assistantを使用して、UNIX シグナル・ハンドラを使用禁止にするようにクライ
アントを構成します。使用禁止にするように設定された SQLNET.ORAパラメータは、次の
とおりです。

bequeath_detach=yes

このパラメータを選択すると、すべての子プロセスは UNIX init プロセス（pid = 1）に渡さ
れます。init プロセスは、消滅した子プロセスを自動的にチェックして終了します。

bequeathは、シグナル・ハンドラの使用を自動的に選択して子プロセスのステータスの変化
を捕捉します。作成したアプリケーションでシグナル・ハンドラを使用していない場合、こ
のデフォルトによる影響はありません。
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Net8 のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

Net8には、ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用してネットワーク上の問題点を理解
して解決する方法があります。これらのファイルは、エラーが発生すると、ネットワーク・
コンポーネント間の対話を追跡し記録します。この情報を評価すると、非常に複雑なネット
ワーク上の問題点でも容易に診断してトラブルシューティングできます。

この章では、一般的なネットワーク・エラーとそれらのエラーを解決する手順について説明
します。また、さらに複雑なネットワーク上の問題点を診断してトラブルシューティングす
るためにエラー情報をロギングしてトレースする方法についても説明します。内容は次のと
おりです。

■ Net8の診断

■ 一般的なエラー・メッセージの解決

■ フィールドからのトラブルシューティングのヒント

■ ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク上の問題点のトラブル
シューティング

■ エラー情報のロギング

■ エラー情報のトレース

■ オラクル社サポート・サービスへの連絡
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Net8 の診断の診断の診断の診断
Net8のインストールと構成を終了し、基本的なピアツーピア（単一プロトコル・ネットワー
ク）接続を確立しようとして ORA ERRORが戻された場合、この項を読むことにより、問題
の原因を診断できることがあります。

基底にあるエラーが Net8によりエラー番号やエラー・メッセージで報告されますが、これ
らは実際の問題を指しているとは限りません。この項は、Net8の正常に機能する部分と機能
していない部分を切り分けるのに役立ちます。また、エラーが次のどの項目に属するかを判
断するのに役立ちます。

■ Oracleソフトウェア

■ オペレーティング・システム・レイヤー

■ その他のネットワーク・レイヤー

ほとんどの場合、各種ネットワーク・レイヤーを順にテストすることで問題を発見できま
す。
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サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断サーバーの診断
次の質問に答えてください（この項の指示に従うにはサーバー管理者の助けが必要になるこ
ともあります）。

■ 他のシステム（ワークステーション /サーバー）は Net8を使用してサーバーに接続でき
るか

■ サーバー、データベースまたはリスナーの構成が最近変更されたか

上の質問に 1つでも当てはまるものがある場合、この項をスキップして 11-4ページの「クラ
イアントの診断」に進んでください。

不明な場合、またはいずれにも当てはまらない場合、このまま続けてください。

サーバー上の Net8を診断するには次の作業を行います。

■ 作業 1: データベースの実行状態の確認

■ 作業 2: ループバック・テストの実行

作業作業作業作業 1: データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認データベースの実行状態の確認
データベースが稼働していることを確認するには、次の手順を実行します。

■ 次のように入力して、有効なユーザー名とパスワードを使用してデータベースに
ログオンおよび接続します。

sqlplus system/manager 

データベースに接続していることを確認するメッセージが表示されます。次のエラーが表示
される場合は、データベース管理者に連絡してください。

■ ORA-1017: invalid U/P

■ ORA-1034: Oracle not available
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作業作業作業作業 2: ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行ループバック・テストの実行
ループバック・テストを実行するには、次の手順に従います。

1. LISTENER.ORA、TNSNAMES.ORAおよび SQLNET.ORAの各ファイルが、UNIX では
$ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥admin に存在することを確認します。

2. ループバック・テストを実行するには、8-19ページの「サーバーでの構成のテスト」に
ある手順に従います。

■ ループバック・テストでエラーが発生する場合、次の手順に進みます。

■ ループバック・テストが正常に終了する場合、下の「クライアントの診断」にス
キップします。

3. エラー情報の詳細については、データベースの問題および解決を行うウェブサイト
http://support.oracle.comを確認するか、またはオラクル社サポート・サービスに連絡して
ください。

クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断クライアントの診断
この時点で、次の最低 1項目が確認されているので、Net8サーバー側のリスナーは正常に機
能していることになります。

■ ネットワークが機能していることを示すサーバーでのループバック・テストが正常終了
した

■ 他のマシン（サーバー、ワークステーション）も Net8を使用して同一の Oracle Serverに
接続している

■ このマシンに変更を加える（新たな製品のインストールやネットワーク構成の変更な
ど）前は、このワークステーションからの接続が機能していた

クライアントの診断を行うには、次の手順に従います。

1. サーバーにインストールされているのと同じ Oracleプロトコルがインストールされてい
ることを確認します。UNIX の場合、adapters プログラムを実行することで、このこ
とを確認できます。$ORACLE_HOME/binで adapters を実行します。

次のような出力が表示される。

Installed Net8 Tranport Protocols are:

    IPC
    TCP/IP
    BEQueath
    SSL
    RAW
...
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2. 基底にあるネットワーク・トランスポートの基本的な接続性を確認します（この確認
は、ネットワーク管理者に依頼しなければならないことがあります）。Net8テクノロジ
を使用して正常に接続できるかどうかは、基底のネットワークに依存します。

3. Net8クライアントと適切なプロトコルの両方が存在することを確認するために、すべて
の Net8ソフトウェアがインストールされていることを確認します。

4. クライアント・マシンで、TNSNAMES.ORAファイルと SQLNET.ORAファイルが、
UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsプラットフォームでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に存在することを確認します。

SQLNET.ORAと TNSNAMES.ORAの検索順は、次のとおりです。

a. アプリケーションが実行される現行の作業ディレクトリ

b. TNS_ADMIN環境変数

TNS_ADMIN環境変数がWindowsプラットフォームに定義されていない場合、
TNS_ADMINはレジストリに設定されていることがあります。

c. TNS_ADMINが定義されていない場合、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windowsプラットフォームでは ORACLE_
HOME¥network¥admin

選択した Oracleデータベースに Net8を使用して接続している他の稼働中のクライアン
ト・マシンがある場合、既存のファイルのバックアップをとって、稼働中のマシンの
TNSNAMES.ORAファイルと SQLNET.ORAファイルを稼働していないワークステー

プロトコルプロトコルプロトコルプロトコル 確認方法確認方法確認方法確認方法

TCP/IP ワークステーションから、リスナーやデータベースが配置されて
いるサーバーに対して、ファイル転送やターミナル・エミュレー
ション・ユーティリティ（FTP、TELNETおよび PING）を使用す
る。

SPX ■ データベースを実行しているマシンに Netwareログインを実
行する

■ ネットワーク上のドライブをマップできること、または Print 
Serversや File Serversなどのその他の Novellサービスを使用
できることを確認する

■ SPXネットワーク上の Novell Serverや Novell File Serverから
DISPLAY_SERVERSを実行して、リスナー・サービスがブ
ロードキャストを行うことを確認する

Named Pipes ■ マイクロソフト・ネットワーク上のその他のコンピュータや
サーバーをみる

■ マイクロソフト・ネットワーク内のドライブを共有できるこ
とを確認する
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ションにコピーします。これにより、ファイルにエラーが含まれている可能性が排除さ
れます。

5. 8-21ページの「クライアントからのネットワーク接続のテスト」に従って、Net8レイヤー
をテストします。

6. なおも接続がうまくいかない場合、次の作業を行います。

■ 11-15ページの項「ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク
上の問題点のトラブルシューティング」に従って、トレースを使用します。 

注意注意注意注意 : TNSPINGは使用しないでください。TNSPINGは TCP/IP PING
ユーティリティと同様に機能し、ソケットの作成やオープンは行われず、
リスナーとも接続しません。これで確認できるのは、リスナーがサーバー
側に存在することのみです。
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一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決一般的なエラー・メッセージの解決
ネットワーク通信が複雑であるため、さまざまな理由で各種ソースからネットワーク・エ
ラーが発生する場合があります。エラーが発生した場合、SQL*Plusや SQL*Formsなどのア
プリケーション（Net8からのネットワーク・サービスにより異なる）には、通常、エラー・
メッセージが発生します。

次のリストは、最も一般的なネットワーク・エラー・メッセージです。

■ ORA-12154: TNS:could not resolve service name

■ ORA-12198: TNS:could not find path to destination

■ ORA-12203 TNS:unable to connect to destination

■ ORA-12224:TNS:no listener

■ ORA-12500: TNS:listener failed to start a dedicated server 
process

■ ORA-12533: TNS:illegal ADDRESS parameters

■ ORA-12545: TNS:name lookup failure

■ ORA-12560: TNS:protocol adapter error

■ ORA-3113: TNS:End of file on communication channel

■ ORA-3121: No interface driver connection - function not performed
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一般的なエラー・メッセージの解決
次の表は、各ネットワーク・エラーと、それらのエラーをトラブルシューティングする手順を示し
たものです。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順

ORA-12154: TNS:could 
not resolve service 
name

原因原因原因原因 : Net8が TNSNAMES.ORA構成ファイルで指定されたネット・サービス名を検出
できない。

処置処置処置処置 :

1. TNSNAMES.ORAファイルが存在し、アクセスできることを確認します。

2. TNSNAMES.ORAファイルのコピーが複数存在しないことを確認します。

3. 接続文字列に指定したネット・サービス名が TNSNAMES.ORAファイル内で接続
記述子にマップされていることを、TNSNAMES.ORAで確認します。また、ファ
イルに構文エラーがないことを確認します。

4. SQLNET.ORAファイルの重複コピーがないことを確認します。

5. ドメイン名を使用している場合、SQLNET.ORAファイルに NAMES.DEFAULT_
DOMAIN パラメータが含まれていることを確認します。このパラメータが存在し
ない場合は、接続文字列にドメイン名を指定する必要があります。

ドメイン名を使用しておらず、このパラメータが存在する場合は、このパラメー
タを削除するか、またはコメントにして使用禁止にします。

6. ログイン・ダイアログ・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービ
ス名の前に@記号を付けていないことを確認します。

7. クライアントのトレースをオンにして、操作を再度実行します。

ORA-12198: TNS:could 
not find path to 
destination

ORA-12203 TNS:unable 
to connect to 
destination

原因原因原因原因 : クライアントが目的のデータベースを見つけられない。

処置処置処置処置 :

1. 到達するネット・サービス名を正しく入力したかどうかを確認します。

2. TNSNAMES.ORAファイルの接続記述子に指定したネット・サービス名
ADDRESSパラメータが正しいかどうかを確認します。

3. TNSNAMES.ORAファイルが正しいディレクトリに格納されていることを確認し
ます。

4. リモート・ノード上のリスナーが起動し、動作していることを確認します。動作
していない場合は、リスナー制御ユーティリティを使用してリスナーを起動しま
す。

5. ログイン・ボックスから接続する場合は、接続するネット・サービス名の前に@
記号を付けていないことを確認します。
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ORA-12203 TNS:unable 
to connect to 
destination

ORA-12203エラーは総合的なエラーで、2次的なエラーを隠している場合があります。
このため、2次的な ORAメッセージがないかどうか最新の SQLNET.LOGファイルを
確認します。このファイルは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥log にあります。このロ
グ・ファイルを解析して 2次的なエラーがないことが判明した場合、次の状況のいず
れかが問題の原因である可能性があります。

原因原因原因原因 : 選択したネットワーク・プロトコルには適切でない Oracleプロトコルがインス
トールされている。プロトコル・サポート・ドライバが欠落している場合は通常、
SQLNET.LOGやクライアント・トレース・ファイルに次のエラーが作成されます。

■ ORA-12203

■ ORA-12538

■ ORA-00508

処置処置処置処置 : 適切な Oracleプロトコルがインストールされていることを確認します。UNIX
の場合、adapters プログラムを実行することで、このことを確認できます。
$ORACLE_HOME/binで adapters を実行します。

次のような出力が表示される。

Installed Net8 Tranport Protocols are:

    IPC
    TCP/IP
    BEQueath
    SSL
    RAW
...

ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : 接続文字列に無効なネット・サービス名が指定されている。

処置処置処置処置 : 接続文字列に指定されたネット・サービス名が TNSNAMES.ORAファイルに存
在すること、およびそのネット・サービス名の ADDRESS情報が有効であることを確
認します。チェック項目は次のとおりです。

■  HOST名や SERVICE名は正しいか

■  指定した PORTは正しいか

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : Net8は指定された接続記述子を TNSNAMES.ORAファイルで見つけることがで
きない。

処置処置処置処置 : データベースが稼働していることを確認してから、次の項目を確認します。

1. リスナーが実行中であることを確認します。次のように入力します。

    lsnrctl
    lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルに定義されたリスナー名です。
LISTENERという名前のデフォルト・リスナーを使用している場合、リスナーを
識別する必要はありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリス
ナーを起動します。

    lsnrctl> start listener_name

2. TNSNAMES.ORAファイルが適切な場所に配置されていることを確認します。こ
の場所は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsプラット
フォームでは ORACLE_HOME¥network¥admin です。

ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : 接続先システムのリスナーがリスニングしていない。

処置処置処置処置 : リモート・システムのリスナーが実行中であることを確認します。次のように
入力します。

lsnrctl
lsnrctl> status listener_name

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルに定義されたリスナー名です。LISTENER
という名前のデフォルト・リスナーを使用している場合、リスナーを識別する必要は
ありません。

リスナーが実行中でないことが出力により示される場合、次のコマンドでリスナーを
起動します。

lsnrctl> start listener_name

ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : 基底のネットワーク・トランスポートに問題がある。

処置処置処置処置 : 使用しているネットワーク・トランスポートにより提供されるユーティリティ
で、プロトコル自体が機能していることを確認します。たとえば、TCP/IPの場合、リ
モート・システムに対して PINGを実行します。

ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : TNSNAMES.ORAファイルが適切なディレクトリに配置されていない。

処置処置処置処置 : TNSNAMES.ORAファイルが適切な場所に配置されていることを確認します。
ファイルの場所は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsプラット
フォームでは ORACLE_HOME¥network¥admin 、または 11-4ページの「クライアント
の診断」に説明されている代替パスです。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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ORA-12203 続き 原因原因原因原因 : TCP/IPアドレスの（HOST=server_name）パラメータまたは SPXの
（SERVICE=tns_application）パラメータがクライアント・マシンとサーバー・マシンと
で一致していない。

処置処置処置処置 : これらのパラメータの値がサーバーとクライアントで同じであることを確認し
ます。

TCP/IPセットアップの場合、サーバー上の LISTENER.ORAファイルの HOSTパラ
メータと、クライアントの TNSNAMES.ORAファイルの HOSTパラメータが、同じ名
前または各システムで同一の IPアドレスに変換される名前を指していることを確認し
ます。これは特に、サーバーが複数の IPアドレスを持ち、それぞれがサーバー上の各
種ネットワーク・インタフェースに割り当てられている場合に重要です。

SPXセットアップの場合、名前がサーバー・マシンとクライアント・マシンで同じで
ある必要がある。

ORA-12224:TNS:no 
listener

原因原因原因原因 : リスナーが実行されていないため、接続要求を完了できない。

処置処置処置処置 : 

1. 指定した接続先アドレスが、リスナーで使用されているアドレスの 1つと一致し
ていることを確認します。

2. このエラーが、バージョンの互換性に起因する問題でないかどうかを確認します。

ORA-12500: 
TNS:listener failed 
to start a dedicated 
server process

原因原因原因原因 : リスナーが、ユーザーをデータベース・サーバーに接続するプロセスの起動に
失敗した。

処置処置処置処置 : 

1. LISTENER.ORAファイル内の SID_LISTセクションと、TNSNAMES.ORAファイ
ルの CONNECT DATAセクションにあるシステム識別子（SID）が正しいかどう
かを確認します。

2. SID_LISTセクションの PROGRAMパラメータに指定されたプログラム名が /bin
ディレクトリに存在することを確認するか、またはプログラム名のパスを指定し
ます。

3. データベースにアクセスする十分な権限がユーザーにあることを確認します。

ORA-12533: 
TNS:illegal ADDRESS 
parameters

原因原因原因原因 : TNSNAMES.ORAファイルで指定された接続記述子の ADDRESSセクションに
あるプロトコル固有のパラメータが正しくない。

処置処置処置処置 : プロトコル固有のキーワードについての詳細は、ご使用のプラットフォーム用
Oracleオペレーティング・システム対応のマニュアルを参照。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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一般的なエラー・メッセージの解決
ORA-12545: TNS:name 
lookup failure

原因原因原因原因 : リモート・ノード上のリスナーに接続できない。

処置処置処置処置 : 

1. TNSNAMES.ORAファイルまたは LISTENER.ORAファイル内の ADDRESSが正し
いかどうかを確認します。

2. リモート・ノード上のリスナーが起動されたことを確認します。リスナー制御
ユーティリティの STATUSコマンドでその状態をチェックし、必要であれば
STARTコマンドでそのリスナーを起動します。

ORA-12560: 
TNS:protocol adapter 
error

原因原因原因原因 : リスナーが、ユーザーをデータベース・サーバーに接続するプロセスの起動に
失敗した。

処置処置処置処置 : 

1. トレースをオンにして、操作を再度実行します。

2. 問題を診断するために、トレース・ファイルの内容を検証します。

ORA-3113: TNS:End of 
file on communication 
channel

原因原因原因原因 : 通信チャネル上で、予測しなかったファイルの終わりが処理された。これは、
通信リンクが少なくとも一時的にダウンした可能性があることを示す場合があります。
また、サーバーがダウンしていることを示す場合もあります。

処置処置処置処置 : 再送カウントを変更しなければならない場合があります。このエラーのトラブ
ルシューティングについての詳細は、ご使用の Oracleオペレーティング・システム対
応のマニュアルを参照してください。

ORA-3121: No 
interface driver 
connection - function 
not performed

原因原因原因原因 : 接続文字列で使用される SQL*Netバージョン 1の接頭辞に誤りがある。

処置処置処置処置 : 接続文字列内で次の接頭辞は使用してはいけません。

■ T:

■ X:

■ P:

原因原因原因原因 : Oracleデータベースがインストールされていないクライアント・マシンからは、
ユーザー名とパスワードのみが指定された。

処置処置処置処置 : 接続文字列を指定します。

エラー番号エラー番号エラー番号エラー番号 : メッセージメッセージメッセージメッセージ 説明説明説明説明 /トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順トラブルシューティングの手順
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フィールドからのトラブルシューティングのヒント
フィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒントフィールドからのトラブルシューティングのヒント
ネットワークの問題の診断に困ったときは、次のヒントが参考になることがあります。

■ 構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する構成中はサーバー・マシン名ではなくノードやネットワーク・アドレスを使用する － 
これにより内部的な検索の問題が除去され、接続がやや高速になります。

TCP/IP － TCP/IPアドレスのホスト名ではなく、198.32.3.5のようなインターネット・
アドレスを使用します。たとえば、TNSNAMES.ORAファイルの（HOST =server_name）
行を（HOST=198.32.3.5）のようにインターネット・アドレスに変更します。

■ SPX接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する接続の問題を考慮する － リモート・リスナーでの接続を要求するワークステー
ションは、まず NetWare IPXネットワークでの SPXサービスのロケーションを認識する
必要があります。

クライアント・ワークステーションは、SPXサービスの検索要求を発行します。サービ
スが見つからない場合、ワークステーションにエラーが戻されます。

■ ループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行するループバック・テストを実行する － 8-19ページの「サーバーでの構成のテスト」の説
明に従って、サーバーでループバック・テストを実行します。テストが正常終了する場
合、FTPを使用して TNSNAMES.ORAファイルと SQLNET.ORAファイルをクライアン
トに送信します。

■ 作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする作業マシンとサーバーの間をチェックする － ワイド・エリア・ネットワーク（WAN）
の場合、すべての中間システムが正常に機能していることを確認します。すべてのマシ
ンが正常である場合、タイミングに問題がある可能性があります。

■ タイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認するタイミングに問題がないかどうかを確認する － タイミングの問題は、クライアント・
ログ・ファイルの ORA-12293、ORA-12535または ORA-12547のエラーに関係します。

これを解決するには、名前ではなく正確なアドレスを使用して接続のスピード・アップ
を図り、LISTENER.ORAファイルの CONNECT_TIMEOUTパラメータの値を増やしま
す。このパラメータのデフォルト値は 10秒です。

■ どのどのどのどの Oracleアプリケーションがエラーを発生しているのかを判断するアプリケーションがエラーを発生しているのかを判断するアプリケーションがエラーを発生しているのかを判断するアプリケーションがエラーを発生しているのかを判断する － SQL*Plusは機
能していても、CASE toolsは機能していない可能性があります。データ量に問題がある
ことが判明した場合、基本的な接続を使用してサイズの大きい（5MB）ファイルを転送
してみます。
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フィールドからのトラブルシューティングのヒント
トラブルシューティング時の質問への回答トラブルシューティング時の質問への回答トラブルシューティング時の質問への回答トラブルシューティング時の質問への回答
問題を診断する際に、次の項目をチェックしてください。

■ すべてのマシンに問題があるのか、1台のマシンのみか

同じソフトウェア（Oracleおよびサードパーティ製品）をインストールしているにもか
かわらず、機能するマシンと機能しないマシンがある場合、距離が近ければ、ネット
ワーク・ケーブルを取り替えて問題が進展するかどうかを確認します。状況に変化が
あった場合、問題はクライアント /サーバー接続に関するもので、PCに限定的なもので
はないことを示しています。

■ クライアントとサーバー間のリンクの種類（X.25、ISDN、トークン・リングまたは専用
線など）は何か。

Sniffersや LAN Analyzersは、断続的な接続エラーやタイムアウトおよび再送信パケット
の検出を行うのに便利です。また、会話のどちら側が応答を待っているのかを知ること
もできます。

■ Oracleのアプリケーションは機能しているにもかかわらず、サードパーティ・アプリ
ケーションにエラーが発生するか
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エラー情報のロギング
ログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワークログ・ファイルとトレース・ファイルを使用したネットワーク
上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング上の問題点のトラブルシューティング

Net8では、問題が発生する順を追って、問題点の原因の内容について詳細を示します。この
情報は、ログ・ファイルとトレース・ファイル内に作成、格納されます。エラー情報のロギ
ングとトレースのプロセスにより、ネットワーク上の問題点を容易に診断、解決できます。

サーバーとリスナーの場合、ログ・ファイルのデフォルトの場所は、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/log 、Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥log 、ト
レース・ファイルのデフォルトの場所は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥trace です。クライアントの場
合、ログ・ファイルとトレース・ファイルのデフォルトの場所は、現行の作業ディレクトリ
です。

エラー情報のロギングエラー情報のロギングエラー情報のロギングエラー情報のロギング
Oracleネットワーク製品で発生するすべてのエラーは、ネットワーク管理者やデータベース
管理者が評価できるように、ログ・ファイルに追加記録されます。画面に表示されるエ
ラー・メッセージが不適切でエラーを理解できない場合、管理者はログ・ファイルから追加
情報を得ることができます。エラー・スタックとしてのログ・ファイルは、各種レイヤーで
のソフトウェアの状態を示します。

すべてのエラーが記録されていることを保証しているため、クライアントまたはネーム・
サーバーに対するロギングを使用禁止にすることはできません。さらに、ログ・ファイルを
置換したり消去できるのは管理者のみです。リスナーのログ・ファイルには、すべてのクラ
イアント接続要求に関する監査証跡と大半のリスナー制御コマンドが含まれています。

この項の内容は、次のとおりです。

■ エラー・スタック

■ ログ・ファイル名

■ ログ・パラメータの理解と設定

■ 制御ユーティリティ実行時のログ設定

■ ログ・ファイルの使用

■ リスナーのログ監査証跡

■ Oracle Connection Managerログの理解

エラー・スタックエラー・スタックエラー・スタックエラー・スタック
ログ・ファイルには、エラー・スタックに含まれている情報があります。エラー・スタック
とは、ネットワーク・エラーの結果として Oracle通信スタック内に各レイヤーごとに作成さ
れる情報です。
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エラー情報のロギング
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図 11-1は、エラー・スタックに表示される可能性のある Oracleネットワーク製品間の関係
を示したものです。

図図図図 11-1  ネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネントネットワーク製品とエラー・スタック・コンポーネント

NI

NR NN

NS（一次）

NS（二次） NA

NT（一次）

NT（二次）

NT OS

ネットワーク・プロトコル ネットワーク・プロトコル

Oracleプロトコル

TNS

Net8インタフェース（NI）



エラー情報のロギング
図 11-1のレイヤーは次のとおりです。

ネットワークによって、これらすべてのコンポーネントが含まれている場合と、含まれてい
ない場合があります。

エラー例エラー例エラー例エラー例
たとえば、クライアント・アプリケーションのユーザーが Net8と TCP/IPを使用してデータ
ベース・サーバーとの接続を確立しようとする場合は、次のように入力します。

sqlplus scott/tiger@hrserver.com 

SQL*Plusバナーが画面に表示され、次のエラーが表示されます。

ORA-12203: TNS:Unable to connect to destination

このメッセージは、データベースに連絡できなかったために、サーバーへの接続に失敗した
ことを示します。アプリケーションでは 1行のエラー・メッセージしか表示されませんが、
ネットワーク層によってログ・ファイルの中に情報量の多いエラー・スタックが記録されま
す。クライアント側では、SQLNET.LOGと呼ばれるログ・ファイルに次のような
ORA-12203エラーに対応するエラー・スタックが含まれています。

図図図図 11-2  一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック一般的なエラー・スタック

***********************************************************

Fatal OSN connect error 12203, connecting to:
 (DESCRIPTION=(CONNECT_DATA=(SID=trace)(CID=(PROGRAM=)
   (HOST=lala)(USER=sviavant)))(ADDRESS_LIST=(ADDRESS=
   (PROTOCOL=ipc)(KEY=trace))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)
   (HOST=lala)(PORT=1521))))

VERSION INFORMATION:
TNS for SunOS:
Oracle Bequeath NT Protocol Adapter for SunOS:

NI Net8インタフェース・レイヤー

NR ネットワーク・ルーティング

NN ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）

NS ネットワーク・セッション（一次および二次層）

NA ネットワーク認証（NA）とネットワーク暗号化（NAE）など、
固有のサービス

NT ネットワーク・トランスポート（一次、二次およびオペレー
ティング・システム層）
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エラー情報のロギング
Unix Domain Socket IPC NT Protocol Adaptor for SunOS: 
TCP/IP NT Protocol Adapter for SunOS:
  Tracing to file: /home/sviavant/trace_admin.trc
  Tns error struct:
    nr err code: 12203
    TNS-12203: TNS:unable to connect to destination
    ns main err code: 12541
    TNS-12541: TNS:no listener
    ns secondary err code: 12560
    nt main err code: 511
    TNS-00511: No listener
    nt secondary err code: 61
    nt OS err code: 0

ログ・ファイル名ログ・ファイル名ログ・ファイル名ログ・ファイル名
各 Net8コンポーネントは、独自のログ・ファイルを作成します。次の表は、デフォルトの
ファイル名とそれに含まれている情報の説明を示したものです。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容

SQLNET.LOG クライアントまたはサーバー、またはその両方

LISTENER.LOG リスナー

NAMES.LOG Oracle Names Server

CMAN_PID.TRC Oracle Connection Manager CMGWゲートウェイ・プロセス

CMADM_PID.TRC Oracle Connection Manager CMADMIN管理プロセス
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エラー情報のロギング
ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定ログ・パラメータの理解と設定
ロギングされた情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、ロギングを制御する
パラメータは、次のように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内に設定されま
す。

この項の内容は、次のとおりです。

■ SQLNET.ORAパラメータ

■ LISTENER.ORAパラメータ

■ NAMES.ORAパラメータ

■ CMAN.ORAパラメータ

■ 構成ファイルのログ・パラメータ設定

この項で説明するパラメータの詳細は、付録 Cの「構成パラメータ」を参照してください。

ネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネントネットワーク・コンポーネント パラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイル

クライアント SQLNET.ORA

サーバー SQLNET.ORA

リスナー LISTENER.ORA

Oracle Names Server NAMES.ORA

Oracle Connection Managerプロセス CMAN.ORA
Net8のトラブルシューティング 11-19



エラー情報のロギング
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SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
SQLNET.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_CLIENT Client Information: Log 
Directory

クライアント・ログ・ファイルの作成先と
なるディレクトリを設定する。デフォルト
のクライアント・ディレクトリは、現行の
作業ディレクトリです。

LOG_FILE_CLIENT Client Information: Log File クライアントのログ・ファイルの名前を設
定する。デフォルトのログ・ファイル名は
SQLNET.LOGです。

LOG_DIRECTORY_SERVER Server Information: Log 
Directory

サーバー・ログ・ファイルの作成先となる
ディレクトリを設定する。デフォルトの
サーバー・ディレクトリは、UNIX では
$ORACLE_HOME/network/log 、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥log です。

LOG_FILE_SERVER 該当なし サーバーのログ・ファイルの名前を設定す
る。デフォルトのログ・ファイル名は
SQLNET.LOGです。



エラー情報のロギング
LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
LISTENER.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

NAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
NAMES.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

LOG_DIRECTORY_listener_
name

LOG_FILE_listener_name

ログ・ファイル リスナー・イベントで自動生成さ
れるファイルの作成先となるディ
レクトリとログ・ファイルを設定
する。デフォルトのディレクトリ
は、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/log 、Windows 
NTでは ORACLE_
HOME¥network¥log です。ま
た、ファイル名は LISTENER.LOG
です。

NAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

NAMES.LOG_DIRECTORY Log Directory ログ・ファイルの作成先となるディレクトリを
設定する。デフォルトのディレクトリは、
UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥log です。

NAMES.LOG_FILE ログ・ファイル クライアントのログ・ファイルの名前を設定す
る。デフォルトのログ・ファイル名は
NAMES.LOGです。
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エラー情報のロギング
CMAN.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
CMAN.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

CMAN.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

LOG_LEVEL ロギングのレベルを設定する。

■ 範囲は 0から 4

レベル 0 － ロギングなし

レベル 1 － 基本的なレポートの作成

レベル 2 － RULE_LIST一致検索レポートの作成

レベル 3 － リレー・ブロッキング・レポートの作成

レベル 4 － リレー I/Oカウント・レポートの作成

CMGWゲートウェイ・プロセスと CNADMIN 管理プロセス
ではそれぞれ、CMAN_PID.LOGおよび CMADM_PID.LOG
というログ・ファイルを作成する。これらのログ・ファイル
は、UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、Windows 
NTでは ORACLE_HOME¥network¥log にあります。
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エラー情報のロギング
構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定構成ファイルのログ・パラメータ設定
SQLNET.ORA、LISTENER.ORAおよび NAMES.ORAのロギング・パラメータは、Oracle 
Net8 Assistantを使用して設定できます。CMAN.ORAのロギング・パラメータは、C-77ペー
ジの「Oracle Connection Managerパラメータ（CMAN.ORA）」にある説明に従って、手動で
CMAN.ORAに設定する必要があります。ロギング・パラメータを設定するには、次の手順
に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. ログ・パラメータを指定します。

3. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

4. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法ロギング・パラメータの設定方法

SQLNET.LOG 1. 「Profile」アイコンをクリックします。

2. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General」を選択
します。

3. 「Logging」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

LISTENER.LOG 1. Listenersフォルダをクリックします。

2. リスナーを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General 
Parameters」を選択します。

4. 「Logging and Tracing」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

NAMES.LOG 1. Oracle Names Serversフォルダをクリックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Configure 
Server」を選択します。

4. 「Advanced」タブをクリックします。

5. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。
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エラー情報のロギング
制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定制御ユーティリティ実行時のログ設定
ロギングは、制御ユーティリティの実行中に設定できます。制御ユーティリティによるロギ
ング設定では、*.ORAファイルにパラメータを設定しません。設定は、制御ユーティリティ
の現在のセッションでのみ有効です。

■ リスナーの場合、LSNRCTL制御ユーティリティから SET LOG_FILEコマンドや SET 
LOG_DIRECTORYコマンドを使用します。実行方法は A-3ページの「リスナー制御
ユーティリティ（LSNRCTL）」を参照してください。

■ Oracle Names Serverの場合、A-30ページの「Oracle Names制御ユーティリティ
（NAMESCTL）」にある説明に従って、NAMESCTL制御ユーティリティから SET LOG_
FILE_NAMEコマンドを使用するか、Oracle Net8 Assistantから次のように設定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. Oracle Names Serversフォルダをクリックします。

c. Oracle Names Serverを選択します。

d. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage Server」を選択します。

e. 「Logging」タブをクリックします。

f. ログ・ディレクトリとファイル名を指定します。

 

g. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

h. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerの場合、ロギングの設定は、C-77ペー
ジの「Oracle Connection Managerパラメータ（CMAN.ORA）」にある説明
に従って、Oracle Connection Manager構成ファイルから行う以外に方法は
ありません。
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エラー情報のロギング
ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用ログ・ファイルの使用
ログ・ファイルを使用してネットワーク・エラーを診断するには、次の手順に従います。

1. アプリケーションから受信した最新のエラー番号のログ・ファイルを見直します。ほと
んどの場合、これがログ・ファイルの最後のエントリです。

2. ファイルの一番下から順にたどり、エラー・レポートで 0以外の最初のエントリを探し
ます。通常は、これが実際の原因です。

3. そのエラーが希望の情報を示していない場合は、正しいエラー情報が見つかるまでス
タック内の次のエラーを見直します。

4. それでもエラーの原因が明らかにならない場合は、トレースをオンにし、エラー・メッ
セージが発生したステートメントを再度実行します。

リスナーのログ監査証跡リスナーのログ監査証跡リスナーのログ監査証跡リスナーのログ監査証跡
リスナー・ログ・ファイルには、ネットワーク利用度の統計を収集および分析できる監査証
跡情報と、次の内容を示す情報があります。

■ クライアントの接続要求

■ リスナー制御ユーティリティが発行した startまたは stop、status、reload、serviceの各コ
マンド

この機能をオフに切り替えることはできません。

リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式リスナーのログ監査証跡の書式
監査証跡は、次の各フィールド、すなわち、Timestamp、Connect Data、[Protocol Info]、
event、[SID | service]、Return Code内のテキストを書式設定します。監査証跡のプロパティ
は次のとおりです。

■ 各フィールドは、アスタリスク（*）で区切ります。

■ PROTOCOL INFOと SID | SERVICEは、接続が試行された場合にのみ現れます。

■ 成功した接続またはコマンドには、コード 0が戻ります。

■ 失敗した場合は、エラー・メッセージにマップされるコードが生成されます。

reload要求に対するログ・ファイルへの一般的な出力は次のようになります。

図図図図 11-3  成功した成功した成功した成功した reload 要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報

28-dec-98 14:12:18 * (connect_data=(service=sales.com)(cid=
(program=)(host=sales=pc)(user=system)) (command=reload) (arguments=64) 
(service=listener) (version=(version=135282688))* reload * 0
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エラー情報のロギング
connection要求に対するログ・ファイルへの一般的な出力は次のようになります。

図図図図 11-4  成功した成功した成功した成功した connection 要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報要求の一般的な監査証跡情報

28-dec-98 14:16:21 * (connect_data=(service=sales.com)(cid=
(program=c:¥ora81¥bin¥sqlplus.exe)
(host=windowspc)(user=dsteiner))) * (address=(protocol=tcp)
(host=144.25.23.246)(port=3366))
* establish * sales.com * 0

接続に使用されたプラットフォームおよびプロトコル、ソフトウェアとともにユーザー ID
が記録されることに注意してください。

監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用監査証跡情報の使用
監査証跡情報を表に保存した後、それをレポート形式に書式設定することで、傾向とユー
ザー・アクティビティを検証できます。データを表にインポートするには、SQL*Loaderな
どのインポート・ユーティリティを使用します。
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エラー情報のロギング
Oracle Connection Manager ログの理解ログの理解ログの理解ログの理解
Oracle Connection Managerの CMGWゲートウェイ・プロセスと CNADMIN 管理プロセスで
はそれぞれ、CMAN_PID.LOGおよび CMADM_PID.LOGというログ・ファイルを作成しま
す。これらのログ・ファイルは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、Windows NT
では ORACLE_HOME¥network ¥log にあります。

図図図図 11-5  CMAN_PID.LOG

(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:10)(EVENT=10)(VERSION=8.1.4.0.0)
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:10)(EVENT=36)(rule_list= 
(rule=(src=spcstn)(dst=x)(srv=x)(act=accept)))
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:10)(EVENT=32)(PARAMETER_LIST=(MAXIMUM_RELAYS=1024)(RELAY_
STATISTICS=no)(AUTHENTICATION_LEVEL=0)(LOG_LEVEL=1)(SHOW_TNS_INFO=no)(ANSWER_
TIMEOUT=0)(MAXIMUM_CONNECT_DATA=1024)(USE_ASYNC_CALL=yes)(TRACING=no)(TRACE_
DIRECTORY=default)(MAX_FREELIST_BUFFERS=0))
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:10)(EVENT=34)(ADDRESS_LIST= 
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=)(PORT=1610)(QUEUESIZE=32)))
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:12)(EVENT=38)(COMMAND=2)
(TIMESTAMP=30-DEC-98 
18:03:27)(EVENT=26)(RLYNO=0)(SRC=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=spcstn.us.oracle.com)(
PORT=34758)))(DST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=144.25.187.89)(PORT=1581)))
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:43)(EVENT=28)(RLYNO=0)(SINCE=30-DEC-98 
18:03:27)(STATISTICS=(IN=(BYTES=0)(PACKETS=0)(DCDS=0)(OUT=(BYTES=0)(PACKETS=0)(DCDS=
0)))

図図図図 11-6  CMADM_PID.LOG

(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:09)(EVENT=Sent Admin Status to UI)
(TIMESTAMP=30-DEC-98 18:03:10)(EVENT=CMan Registration)
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エラー情報のロギング
CMAN_PID.LOG のイベント・コードのイベント・コードのイベント・コードのイベント・コード
CMAN_PID.LOGでは、イベント・コード番号を使用してイベントを報告します。この項で
は、それぞれのイベント・コードについて説明します。報告されるイベント・コードは
CMAN.ORAの LOG_LEVELパラメータに設定されるログ・レベルによって異なります。

ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 1のイベントのイベントのイベントのイベント

コードコードコードコード 説明説明説明説明

10 ゲートウェイの起動中

12 ゲートウェイのシャットダウン中

14 TNSアドレスでリスニングを実行中

18 応答エラー

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 11-29ページの「イベント・コード 18の原因」を参照してくださ
い。

20 受信コールを拒否

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 11-29ページの「イベント・コード 20の原因」を参照してくださ
い。

26 リレーは現在オープンしている

28 リレーが現在クローズしている

30 統計情報レポート

32 <parameter_list>

34 <address_list>

36 <parameter_list> 

38 CMCTLコマンド

40 ゲートウェイがビジーのため、CMCTLコマンドを拒否

42 デッド接続を検出

44 リレーのタイムアウト

11 <address_list>の引数に誤りがある

13 <parameter_list>の引数に誤りがある

15 <rule_list>の引数に誤りがある

23 CMCTLレコードの不良

25 コマンド行引数が長すぎる
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エラー情報のロギング
Net8のトラブルシューティング 11-29

イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 18の原因の原因の原因の原因  応答エラーには次の原因が考えられます。

イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 20の原因の原因の原因の原因  受信コールが拒否されるのは次の場合です。

27 メモリーの割当てエラー

29 TNSエラー

31 CMCTLの実行中に TNSエラーが発生

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 タイムアウト

2 接続データ・バッファの容量不足

3 TNSによる拒否

4 TNSパケットのチェックサム・エラー

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 ゲートウェイのシャットダウン中

3 受信コールに接続データが含まれていない

4 受信コールの接続データに誤りがある

5 すべてのリレーが使用中

6 リレー・バッファを取得できない

7 TNSの致命的エラー

8 ASOサービスが使用不可

9 フィルタ規則による拒否

10 送信コールエラー

11 Net8/TNSによる拒否

12 リスナーが動作していない

13 リスナーに到達できていない

14 ホスト名検索エラー

15 プロトコル・アダプタ（およびプロトコル・スタック）がロードされていない

コードコードコードコード 説明説明説明説明



エラー情報のロギング
ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 2のイベントのイベントのイベントのイベント

ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 3のイベントのイベントのイベントのイベント

イベント・コードイベント・コードイベント・コードイベント・コード 204の原因の原因の原因の原因  

16 TNSNAMES.ORAまたは Oracle Names Serverに SOURCE_ROUTEが設定され
ていない

17 規則または接続文字列データ不良のため拒否

コードコードコードコード 説明説明説明説明

102 受信コールへの応答

104 送信コールの作成

105 受信コールの受入れ

106 規則合致レポート

コードコードコードコード 説明説明説明説明

202 コールがブロックされる（非同期 TNSサポートされ
ていない）

204 リレーのブロック

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 「イベント・コード 204の原因」を参照
してください。

206 バッファに残余データが含まれている

コードコードコードコード 説明説明説明説明

1 書込み側の準備を待機中

2 書込み側の未処理分消去を待機中

3 回復時の EWOULDBLOCKエラー

4 TNSパケットのチェックサム・エラー

5 送信時の EWOULDBLOCKまたは EPARTIALエラー

コードコードコードコード 説明説明説明説明
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エラー情報のトレース
ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 4のイベントのイベントのイベントのイベント

 エラー情報のトレースエラー情報のトレースエラー情報のトレースエラー情報のトレース
トレース機能は、実行されたネットワーク・イベントが記述される一連の詳細ステートメン
トを生成します。操作をトレースすると、ログ・ファイルにある情報より多くの Net8コン
ポーネントの内部操作に関する情報が得られます。この情報は、エラーの原因となったイベ
ントの確認で評価できるファイル出力です。

この項の内容は、次のとおりです。

■ トレース・ファイルの名前

■ トレース・パラメータの理解と設定

■ 制御ユーティリティ実行時のトレース設定

■ Net8トレースの評価

■ Trace Assistantを使用したトレース・ファイルの検査

コードコードコードコード 説明説明説明説明

302 このバイト数を読み取る

304 このバイト数を書き込む

306 再試行時にこのバイト数を書き込む

注意注意注意注意 : トレース機能には大量のディスク容量を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク容量を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク容量を消費するため、システムトレース機能には大量のディスク容量を消費するため、システム
のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、のパフォーマンスに大きな影響を与える可能性があります。したがって、
必要なときにのみトレースを行えるようにしてください。必要なときにのみトレースを行えるようにしてください。必要なときにのみトレースを行えるようにしてください。必要なときにのみトレースを行えるようにしてください。
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トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前トレース・ファイルの名前
各 Net8コンポーネントは、独自のトレース・ファイルを作成します。次の表は、デフォル
トのファイル名とそれに含まれている情報の説明を示したものです。

トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定トレース・パラメータの理解と設定
ロギングされた情報の種類と量、ファイルが格納されている位置など、トレース機能を制御
するパラメータは、次のように各ネットワーク・コンポーネントの構成ファイル内に設定さ
れます。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容エラー情報の内容

SQLNET.TRC クライアント

SVR_PID.TRC サーバー

LISTENER.TRC リスナー

NAMES.TRC Oracle Names Server

CMAN_PID.TRC Oracle Connection Manager CMGWゲートウェイ・プロセス

CMADM_PID.TRC Oracle Connection Manager CMADMIN管理プロセス

トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・トレース対象のネットワーク・
コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

パラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイルパラメータを設定する構成ファイル

クライアント SQLNET.ORA

サーバー SQLNET.ORA

リスナー LISTENER.ORA

Oracle Names Server NAMES.ORA

Oracle Connection Managerプロセス CMAN.ORA
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この項の内容は、次のとおりです。

■ SQLNET.ORAパラメータ

■ LISTENER.ORAパラメータ

■ NAMES.ORAパラメータ

■ CMAN.ORAパラメータ

■ 構成ファイルのトレース・パラメータ設定

この項で説明するパラメータの詳細は、付録 Cの「構成パラメータ」を参照してください。

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
SQLNET.LOGに設定されるパラメータは次のとおりです。

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

TRACE_LEVEL_CLIENT Client Information: Trace 
Level

トレース機能によりクライアントで記録される
詳細レベルを示す。トレース・レベルは、0か
ら 16までの数値（0はトレースなし、16は最
大限のトレースを表す）か、OFF、ADMIN、
USERまたは SUPPOERの値で指定します。

■ OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。

■ USER（4と同じ）はユーザーによるエ
ラー条件を特定するためのトレースを実行
します。

■ ADMIN（6と同じ）はインストレーション
固有の問題を特定するためのトレースを実
行します。

■ SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

TRACE_DIRECTORY_CLIENT Client Information: Trace 
Directory

クライアント・トレース・ファイルの作成先と
なるディレクトリを設定する。デフォルトのク
ライアント・ディレクトリは、UNIX では
$ORACLE_HOME/network/trace 、Windows 
NTでは ORACLE_HOME¥network¥trace で
す。

TRACE_FILE_CLIENT Client Information: Trace 
File

クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定する。デフォルトのトレース・ファイル名は
SQLNET.TRCです。
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TRACE_UNIQUE_CLIENT Client Information: Unique 
Trace File Name

一意なトレース・ファイルが作成されているか
どうかを判別する。デフォルト値は OFFです。
すべてのクライアントで同一のトレース・ファ
イルが使用されます。値が OFFの場合、クラ
イアントにトレース・ファイルが新規作成され
ると、既存のファイルに上書きされます。値を
ONに設定すると、複数のトレース・ファイル
が共存できるように、各トレース・ファイル名
にはプロセス識別子が付加されます。

このパラメータで作成されるトレース・ファイ
ルの一意名は、SQLNETPID.TRCです。

TRACE_LEVEL_SERVER Server Information: Trace 
Level

トレース機能によりサーバーで記録される詳細
レベルを示す。トレース・レベルは、0から 16
までの数値（0はトレースなし、16は最大限の
トレースを表す）か、OFF、ADMIN、USERま
たは SUPPORTの値で指定します。

■ OFF（0と同じ）はトレースを実行しませ
ん。

■ USER（4と同じ）はユーザーによるエ
ラー条件を特定するためのトレースを実行
します。

■ ADMIN（6と同じ）はインストレーション
固有の問題を特定するためのトレースを実
行します。

■ SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

TRACE_DIRECTORY_SERVER Server Information: Trace 
Directory

サーバー・トレース・ファイルの作成先となる
ディレクトリを設定する。デフォルトのサー
バー・ディレクトリは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/trace 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥trace です。

TRACE_FILE_SERVER Server Information: Trace 
File

クライアントのトレース・ファイルの名前を設
定する。デフォルトのログ・ファイル名は、
SVR_PID.TRCです。

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明
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TNSPINGユーティリティでは、SQLNET.ORAに次のオプション・トレース・パラメータを
手動で追加することもできます。TNSPINGでは、Net8ネットワーク上のサービス（データ
ベース、Oracle Names Serverまたはその他の TNSサービスなど）が正常に到達できるかどう
かを判定します。

SQLNET.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

TNSPING.TRACE_LEVEL トレース機能により TNSPINGユーティリティで記録される
詳細レベルを示す。トレース・レベルは、0から 16までの数
値（0はトレースなし、16は最大限のトレースを表す）か、
OFF、ADMIN、USERまたは SUPPORTの値で指定します。

■ OFF（0と同じ）はトレースを実行しません。

■ USER（4と同じ）はユーザーによるエラー条件を特定す
るためのトレースを実行します。

■ ADMIN（6と同じ）はインストレーション固有の問題を
特定するためのトレースを実行します。

■ SUPPORT（16と同じ）はサポートに対してトラブル
シューティングのためのトレース情報を提供します。

TNSPING.TRACE_DIRECTORY TNSPINGトレース・ファイルの作成先となるディレクトリを
設定する。デフォルトのディレクトリは、UNIX では
$ORACLE_HOME/network/trace 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥trace です。
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LISTENER.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
LISTENER.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

LISTENER.ORA
パラメータパラメータパラメータパラメータ

Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

TRACE_LEVEL_
listener_name

Trace Level トレース機能によりリスナーで記録される詳細
レベルを示す。トレース・レベルは、0から 16
までの数値（0はトレースなし、16は最大限の
トレースを表す）か、ADMINISTRATOR、
USERまたは SUPPORTの値で指定します。

■ USER（4と同じ）はユーザーによるエラー
条件を特定するためのトレースを実行しま
す。

■ ADMINISTRATOR（6と同じ）はインスト
レーション固有の問題を特定するためのト
レースを実行します。

■ SUPPORT（16と同じ）はサポートに対し
てトラブルシューティングのためのトレー
ス情報を提供します。

TRACE_
DIRECTORY_
listener_name

TRACE_FILE_
listener_name

トレース・
ファイル

トレース・ファイルの作成先となるディレクト
リとファイルを設定する。デフォルトのディレ
クトリは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/trace 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥trace です。また、
ファイル名は LISTENER.TRCです。
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NAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
NAMES.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

CMAN.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ
CMAN.ORAに設定されるパラメータは次のとおりです。

NAMES.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ Oracle Net8 Assistant
オプションオプションオプションオプション

説明説明説明説明

NAMES.TRACE_DIRECTORY Trace Directory トレース・ファイルの作成先となるディレクト
リを設定する。デフォルトのディレクトリは、
UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥trace です。

NAMES.TRACE_FILE トレース・ファイル トレース・ファイルの名前を設定する。デフォ
ルトのログ・ファイル名は NAMES.TRCです。

NAMES.TRACE_UNIQUE Make Trace File Unique 値を ONに設定すると、複数のトレース・ファ
イルが共存できるように、トレース・セッショ
ンごとに一意なファイル名が作成される。生成
されるトレース・ファイルの名前には、プロセ
ス識別子が付加されます。

このパラメータで作成されるトレース・ファイ
ルの一意名は、NAMESPID.TRCです。

CMAN.ORA パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

TRACING トレース機能を ONまたは OFFに設定する。

TRACE_DIRECTORY トレース・ファイルの作成先となるディレクトリを設定する。
デフォルトのディレクトリは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/trace 、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥trace です。
Net8のトラブルシューティング 11-37



エラー情報のトレース
構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定構成ファイルのトレース・パラメータ設定
SQLNET.ORA、LISTENER.ORAおよび NAMES.ORAのロギング・パラメータは、Oracle 
Net8 Assistantを使用して設定できます。CMAN.ORAのロギング・パラメータは、C-77ペー
ジの「Oracle Connection Managerパラメータ（CMAN.ORA）」にある説明に従って、手動で
設定する必要があります。ロギング・パラメータを設定するには、次の手順に従います。

1. Oracle Net8 Assistantを起動します。

■ UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

■ Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

2. トレース・パラメータを指定します。

3. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

4. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

ログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法トレース・パラメータの設定方法

SQLNET.TRC（クライア
ント用）

SVR_PID.TRC（サーバー
用）

1. 「Profile」アイコンをクリックします。

2. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General」を選
択します。

3. 「Tracing」タブをクリックします。

4. 設定を指定します。

LISTENER.TRC 1. Listenersフォルダをクリックします。

2. リスナーを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「General 
Parameters」を選択します。

4. 「Logging and Tracing」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。

NAMES.TRC 1. Oracle Names Serversフォルダをクリックします。

2. Oracle Names Serverを選択します。

3. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Configure 
Server」を選択します。

4. 「Logging」タブをクリックします。

5. 設定を指定します。
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制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定制御ユーティリティ実行時のトレース設定
トレースは、制御ユーティリティの実行中に設定できます。制御ユーティリティによるト
レース設定では、*.ORAファイルにパラメータを設定しません。設定は、制御ユーティリ
ティの現在のセッションでのみ有効です。

■ リスナーの場合、LSNRCTL制御ユーティリティから SET TRC_FILEコマンドや SET 
TRC_DIRECTORYコマンドを使用します。実行方法は A-3ページの「リスナー制御
ユーティリティ（LSNRCTL）」を参照してください。

■ Oracle Names Serverの場合、A-30ページの「Oracle Names制御ユーティリティ
（NAMESCTL）」にある説明に従って、NAMESCTL制御ユーティリティから SET 
TRACE_FILE_NAMEコマンドや SET TRACE_LEVELコマンドを使用するか、次のよう
に Oracle Net8 Assistantから設定します。

a. Oracle Net8 Assistantを起動します。

UNIX の場合、$ORACLE_HOME/binの下にある netasst を実行します。

Windows NTの場合、「スタート」ボタン ->「プログラム」->「Oracle - HOME_
NAME」->「Network Administration」->「Net8 Assistant」を選択します。

b. Oracle Names Serversフォルダをクリックします。

c. Oracle Names Serverを選択します。

d. ドロップダウン・リスト・ボックスから「Manage Server」を選択します。

e. 「Logging」タブをクリックします。

f. トレース・レベル、ディレクトリおよびファイル名を指定します。

 

g. 「File」メニューの「Save Network Configuration」を選択します。

h. 「File」メニューの「Exit」を選択します。

Oracle Net8 Assistantアプリケーションが終了します。

注意注意注意注意 : Oracle Connection Managerの場合、トレースの設定は、C-77ペー
ジの「Oracle Connection Managerパラメータ（CMAN.ORA）」にある説明
に従って、Connection Manager構成ファイルから行う以外に方法はありま
せん。
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Net8 トレースの評価トレースの評価トレースの評価トレースの評価
手動で、または Trace Assistant Toolを使用して、トレース・ファイルを評価すると、次のこ
とが理解でき、ネットワークの診断やトラブルシューティングが容易に行えます。

■ ネットワーク・ノード間のパケットの流れ

■ Net8のどのコンポーネントが障害に陥っているか

■ 関連するエラー・コード

ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解ネットワーク・ノード間のデータ・パケットの流れの理解
Net8は、データ・パケットを送受信することにより、その機能を実行します。SUPPORTの
トレース・レベルを指定すると、トレース・ファイル内の Net8パケットの実際の内容を参照
できます。送受信したパケット・タイプの順序により、接続を確立した方法を確認できます。

データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解データ・パケット形式の理解  トレース・ファイルの各行は、後ろにメッセージが続くプロ
シージャで始まります。各プロシージャの後には、実際のデータを示す 16進データの行が
あります。パケットの内部をフローする実際のデータは、16進データの右側に表示される場
合があります。

次の表は、Net8パケット・キーワードの一覧と、それらのキーワードが表すパケット・タイ
プを示したものです。

たとえば、次の行はネットワークを通じて NSPTCNパケットを送る nscon と呼ばれるプロ
シージャを記述しています。

nscon: sending NSPTCN packet

キーワードキーワードキーワードキーワード パケット・タイプパケット・タイプパケット・タイプパケット・タイプ

NSPTCN Connect

NSPTAC Accept

NSPTRF Refuse

NSPTRS Resend

NSPDA Data

NSPCNL Control

NSPTMK Marker

注意注意注意注意 : Oracleネットワーク製品または EBCDICデータを通じて暗号化を
使用している場合、このデータは表示されません。
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各パケットには、パケット・タイプを示すキーワードがあります。すべてのパケット・タイ
プは、接頭辞 NSPから始まります。特定のパケット情報についてトレース・ファイルを検討
する場合、このことを覚えておくと便利です。

図 11-7は、一般的なパケット情報を示したものです。

図図図図 11-7  パケット情報パケット情報パケット情報パケット情報

nscon: entry
nscon: doing connect handshake...
nscon: sending NSPTCN packet
nspsend: entry
nspsend: plen=187, type=1
nspsend: 187 bytes to transport
nspsend:packet dump
nspsend:00 BB 00 00 01 00 00 00  |........|
nspsend:01 33 01 2C 0C 01 08 00  |.3.,....|
nspsend:7F FF 7F 08 00 00 00 01  |........|
nspsend:00 99 00 22 00 00 08 00  |..."....|
nspsend:01 01 28 44 45 53 43 52  |..(DESCR|
nspsend:49 50 54 49 4F 4E 3D 28  |IPTION=(|
nspsend:43 4F 4E 4E 45 43 54 5F  |CONNECT_|
nspsend:44 41 54 41 3D 28 53 49  |DATA=(SI|
nspsend:44 3D 61 70 33 34 37 64  |D=ap347d|
nspsend:62 31 29 28 43 49 44 3D  |b1)(CID=|
nspsend:28 50 52 4F 47 52 41 4D  |(PROGRAM|
nspsend:3D 29 28 48 4F 53 54 3D  |=)(HOST=|
nspsend:61 70 32 30 37 73 75 6E  |ap207sun|
nspsend:29 28 55 53 45 52 3D 6D  |)(USER=m|
nspsend:77 61 72 72 65 6E 29 29  |warren))|
nspsend:29 28 41 44 44 52 45 53  |)(ADDRES|
nspsend:53 5F 4C 49 53 54 3D 28  |S_LIST=(|
nspsend:41 44 44 52 45 53 53 3D  |ADDRESS=|
nspsend:28 50 52 4F 54 4F 43 4F  |(PROTOCO|
nspsend:4C 3D 74 63 70 29 28 48  |L=tcp)(H|
nspsend:4F 53 54 3D 61 70 33 34  |OST=ap34|
nspsend:37 73 75 6E 29 28 50 4F  |7sun)(PO|
nspsend:52 54 3D 31 35 32 31 29  |RT=1521)|
nspsend:29 29 29 00 00 00 00 00  |))).....|
nspsend: normal exit
nscon: exit (0)
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関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解関連エラー出力の理解
Net8に関して問題が発生する都度、エラー・コードが <ERROR>または <FATAL> の接頭
辞を持つトレース・ファイルにログが記録されます。図 11-8は、一般的なトレース・ファイ
ルのエラー出力を示したものです。

図図図図 11-8  トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力トレース・ファイルのエラー出力

nspsend: entry
nspsend: plen=244, type=6
ntpwr: entry
ntpwr: exit
-<ERROR>- nspsend: transport write error
nspsend: error exit
nserror: entry
-<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; nt[0]=511, 
nt[1]=61,nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable to open transport
nricdt: Call failed...
nricdt: exit
-<ERROR>- osnqper:  error from nricall
-<ERROR>- osnqper:  nr err code: 12203
-<ERROR>- osnqper:  ns main err code: 12541
-<ERROR>- osnqper:  ns (2)  err code: 12560
-<ERROR>- osnqper:  nt main err code: 511
-<ERROR>- osnqper:  nt (2)  err code: 61
-<ERROR>- osnqper:  nt OS   err code: 0
osnqme: entry
osnqme:  reporting nr (1) error: (12203) as rdbms err (12203)
osnqme: exit
-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12203
nricall: Exiting NRICALL with following termination result -1
nricall: exit
osnqme: entry
osnqme:  reporting nr (1) error: (12203) as rdbms err (12203)
osnqme: exit
-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12203
-<ERROR>- osnqper:  error from nricall

エラー・コードを評価する最も能率的な方法は、記録されている最新の NSエラー・コード
を評価することです。これは、セッション・レイヤーが接続を制御しているためです。最も
重要なエラー・メッセージは、ファイルの最後部にあるメッセージです。それらは最新のエ
ラーであり、接続上の問題の原因を示しています。

特定のリターン・コードについての詳細は、Oracle UNIXエラー・ツール oerr を使用して
ください。コマンド行プロンプトで次のように入力し、oerr Toolを使用して Net8リター
ン・コードに関するさらに詳細な情報を検索してください。
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oerr tns error_number

Trace Assistant を使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査を使用したトレース・ファイルの検査
Net8には、既存のトレース・ファイル・テキスト行をさらに読みやすいパラグラフに変換し
て、トレース・ファイルの情報を理解しやすくする Trace Assistantというツールがあります。
Trace Assistantは、レベル 16（SUPPORT）の SQL*Netまたは Net8トレース・ファイルにの
み対応します。

Trace Assistantを実行するには、コマンド行プロンプトで次のように入力します。

trcasst [ options ] filename

オプションの説明は次のとおりです。

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-o 接続性と Two Task Common（TTC）情報を表示する。-oに続い
て、次のオプションを使用できます。

■ c（サマリー接続情報）

■ d（詳細接続情報）

■ u（サマリー TTC情報）

■ t（詳細 TTC情報）

■ q（サマリー TTC情報を拡張する SQLコマンドを表示する）

-p オラクル社の内部使用オプション。

-s 統計情報を表示する。

-e エラー情報の表示を可能にする。-eに続いて、次のエラー・レベ
ルを指定できます。

■ 0またはなし（nserror 機能からダンプされた NSエラー番号
を変換し、他のエラーすべてをリストする）

■ 1（nserror 機能から NSエラー変換のみを表示する）

■ 2（エラー番号を変換しないで表示する）

オプションが指定されない場合のデフォルトは、-odt -e -s（エラー・レベル 0で、詳細接続情報および詳細
Two-Task Common情報、統計情報を表示）です。
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図 11-9は、Trace Assistantがどのようにトレース・ファイル情報をさらに読みやすい形式に
変換するかを示したものです。

ただし、トレース・ファイル内に nserror 機能からログに記録されなかった他のエラーが
存在する場合もあります。

図図図図 11-9  Trace Assistant の一般的な変換結果の一般的な変換結果の一般的な変換結果の一般的な変換結果

トレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイルトレース・ファイル オプションオプションオプションオプション -e0またはまたはまたはまたは -e1を指定したを指定したを指定したを指定した Trace Assistant によるによるによるによる
変換結果変換結果変換結果変換結果

nsc2addr: normal exit
nsopen: entry
nsmal: 404 bytes at 
0x10d5a48
nsopen: opening 
transport...
-<ERROR>- ntus2err: sd=13, 
op=1, resnt[0]=511, 
resnt[1]=2, resnt[2]=0
-<ERROR>- nserror: nsres: 
id=0, op=65, ns=12541, 
ns2=12560; nt[0]=511, 
nt[1]=2, nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable 
to open transport

Error found.Error Stack follows:

id: 00000

Operation code: 00065

NS Error 1:12541

NS Error 2:12560

NT Generic Error: 00511

Protocol Error: 00146

OS Error: 00000

NS & NT Errors Translation

12541, 00000, "TNS: リスナーはありません。"

// *Cause: The connection request could not be completed because the listener

// is not running.

// *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of

// the addresses used by the listener - compare the TNSNAMES.ORA entry with

// the appropriate LISTENER.ORA file (or TNSNAV.ORA if the connection is to

// go by way of an Interchange).Start the listener on the remote machine.

/

12560, 00000, "TNS: プロトコル・アダプタ・エラー "

// *Cause: A generic protocol adapter error occurred.

// *Action: Check addresses used for proper protocol specification.Before

// reporting this error, look at the error stack and check for lower level

// transport errors.For further details, turn on tracing and re-execute the

// operation.Turn off tracing when the operation is complete.

/

00511, 00000, "リスナーがありません。"

// *Cause: The connect request could not be completed because no application

// is listening on the address specified, or the application is unable to

// service the connect request in a sufficiently timely manner.

// *Action: Ensure that the supplied destination address matches one of

// the addresses used by the listener - compare the TNSNAMES.ORA entry with

// appropriate LISTENER.ORA file.

// Start the listener on the remote machine.
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Net8 パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解パケットでネットワークを横断する情報の理解
Trace Assistantでは、Net8と Two Task Common通信レイヤーの両方からデータ・パケットを
表示できます。Trace Assistantには、これらのパケットを表示するための 2つのオプション
があります。

■ サマリー接続性（-ocオプションを使用）

■ 詳細接続性（-odオプションを使用）

Net8 パケットの例パケットの例パケットの例パケットの例
次の例は、さまざまなトランザクションで各種パケットが Net8レイヤーとの間で送受信さ
れるとき、Trace Assistantがどのようにそれらのパケットを表示するかを示したものです。

■ bequeath接続

■ リダイレクト接続

■ データ・パケット

ここで、送受信されるパケットには、このノードが nnn個のバイトを持つある種のパケット
を送受信していることを示す接頭辞 "--->Sendnnn bytes"または "<--- Received nnn bytes"があ
ることに注意してください。これらの接頭辞によって、ノードがクライアントまたはサー
バーのどちらであるかが判断できます。接続要求は常にクライアントによって送信され、
サーバー（またはリスナー）によって受信されます。

図図図図 11-10  bequeath 接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット接続で送られたサマリー・データ・パケット

trcasst -oc < filename >を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

この例には 2つのパケットが示されています。最初のパケットは、クライアントからリスナーに
送信される接続パケットです。2番目のパケットは、サーバーから戻される受諾パケットです。

--->  Send     192 bytes - Connect packet
        Connect data length: 142
(description=(address=(protocol=tcp)(host=dlsun)(port=1521))(connect_
data=(sid=db1)(cid=(program=)(host=dlsun)(user=use1))))
<---  received 24 bytes - accept packet
        Accept data length: 0
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図図図図 11-11  bequeath 接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット接続で送られた詳細データ・パケット

trcasst -od < filename > を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

この例は、接続交渉中に接続データとともに送信されたすべての詳細を示しています。

--->  Send     50 bytes - Connect packet
Current NS version number is: 309.
Lowest NS version number can accommodate is: 300.
Global options for the connection:
        can receive attention
        no attention processing
        Don't care
        Maximum SDU size: 2048
        Maximum TDU size: 5120
        NT protocol characteristics:
                Test for more data
                Spawner is running
                Hang on to Listener connection
                Full duplex I/O
                Urgent data support
                Generate SIGURG signal
                Handoff connection to another
        Line turnaround value: 0
        Connect data length: 234
        Connect data offset: 50
        Connect data maximum size: 2048
                Native Services wanted
                Native Services wanted
Cross facility item 1: 0
        Cross facility item 2: 0
        Connection id: Ox0000000000000000
        Packet data is in the following data packet
--->  Send     244 bytes - Data packet
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=beq)(PROGRAM=/private/oracle/bin/oracle)(ARGV0=oracle)(A
RGS='(DESCRIPTION=(LOCAL=YES) (ADDRESS=(PROTOCOL=beq))))(DETACH=NO))(CONNECT_
DATA=(CID=(PROGRAM=)(HOST=dlsun)(USER=use1))))
<---  Received 24 bytes - Accept packet
        Accepted NS version number is: 307.
Global options for the connection:
        no attention processing
        Don't care
        Accepted maximum SDU size: 2048
        Accepted maximum TDU size: 4096
        Connect data length: 0
                Native Services wanted
                Native Services wanted
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図図図図 11-12  リダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケットリダイレクト接続で送られたサマリー・データ・パケット

trcasst -oc < filename >を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

--->  Send     187 bytes - Connect packet
        Connect data length: 153
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(SID=ap347db1)(CID=(PROGRAM=)(HOST=apsun)(USER=use2)))(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=apsun)(PORT=1521))))
<---  Received 8 bytes - Resend packet
--->  Send     187 bytes - Connect packet
        Connect data length: 153
(DESCRIPTION=(CONNECT_DATA=(SID=apdb1)(CID=(PROGRAM=)(HOST=apsun)(USER=use2)))(ADDRESS_
LIST=(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=apsun)(PORT=1521))))
<---  Received 24 bytes - Accept packet
        Accept data length: 0

図図図図 11-13  データ・パケットデータ・パケットデータ・パケットデータ・パケット

trcasst -oc < filename >またはまたはまたはまたは -od <filename >を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

接続が確立された後、他のノードに送信されるデータが Two-Task Common層から Net8に与えら
ます。サマリー・ビューと詳細ビューはともに、同じサマリー情報を生成します。

--->  Send     30 bytes - Data packet
<---  Received 201 bytes - Data packet
--->  Send     439 bytes - Data packet
<---  Received 400 bytes - Data packet
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Two Task Common パケットの例パケットの例パケットの例パケットの例
Two-Task Commonは、データベースを対象とするカーソルのオープン、行の選択、行の更新
などの要求を処理します。すべての要求は、サーバーによって応答されます。ログオンを要
求した場合は、その要求を完了させたデータベースから応答が戻ります。11-48ページの図
11-14から 11-51ページの図 11-16は、予測不可能な情報のタイプを示したものです。

Two-Task Commonのサマリー情報は、各行に 1つのパケットでなく 2つのパケットを表示す
るという点で、他の表示とは異なります。これを行うのは、Two-Task Commonが動作すると
きの要求 /応答のペアリング・プロセスをミラー化するためです。

!PL/SQL=PL/SQL要求ではない

COM=コミット

IOV=I/Oベクター取得

DEFN=定義

EXEC=実行

FETCH=フェッチ

CAN=取消

図図図図 11-14  Two Task Common のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報

trcasst -ou < filename > を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

(O3LOGA) 1st half of challenge-response logon 80 78

(O3LOGON) 2nd half of challenge-response logon 97 59 

(OOPEN) # 1 21 16

(OPARSEX) # 1 245  59

(OCLOSE) # 1 17 11

(OVERSION) 29 16

(OOPEN) # 2 21 16

(OALL7) # 2 Parse Can Defn=2 Exec Fetch "SELECT A.V 268 100

(OOPEN) # 3 21 16

(OALL7) # 3 Parse Exec=1 "SELECT USER FROM SYS.DUAL 152 70

(OALL7) # 3 Defn=1 Fetc 117 88

(OCLOSE) # 3 17 11

各行では、最初に表示される項目が実際に作成される要求です。2番目の項目は、それがトランザク
ションに関連する場合はカーソル番号です。3番目の項目は、フラグ・リストまたは応答中の SQLコ
マンドです。フラグは、要求に次の特性があることを示します。
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DESCSEL=選択の記述

DESCBND=バインドの記述

BND=バインド

PARSE=解析

EXACT=強制

右端には、送受信されたバイト数が表示されます。

3行目の OOPENは、出力がどのように要求 /応答ペアを表示するかを示す最初の例です。OOPENは後
ろに #1を付けて表示されますが、それはクライアントからカーソルのオープン要求が送信され、サー
バーがオープンしたカーソルの番号である 1で応答していることを示します。要求 /応答のペアは 1行
に配置されるため、このオプションと他の接続オプションを組み合わせて使用しないでください。
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図図図図 11-15  Two Task Common のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報のサマリー情報

trcasst -ot < filename >を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

start of user function (TTIFUN)
        1st half of challenge-response logon (O3LOGA)
          Username: applsys
          Terminal: ttyp5
          Machine: ap207sun
          System User: mwarren
          Process: 24459
          Program: aiap45@ap207sun (TNS interface)
return opi parameter (TTIRPA)
        OPI parameter: 3309B1A977A62A3C
start of user function (TTIFUN)
        2nd half of challenge-response logon (O3LOGON)
          Username: applsys
          Terminal: ttyp5
          Machine: ap207sun
          System User: mwarren
          Process: 24459
          Program: aiap45@ap207sun (TNS interface)
ORACLE function complete (TTIOER)
start of user function (TTIFUN)
        Open a cursor
return opi parameter (TTIRPA)
        Cursor #: 1
start of user function (TTIFUN)
        Parse and Execute (OPARSEX) Cursor # 1 
alter session set nls_language= 'AMERICAN' nls_territory= 'AMERICA' nls_currency= 
'$' nls_iso_currency= 'AMERICA' nls_numeric_characters= '.,' nls_date_format= 
'DD-MON-YY' nls_date_language= 'AMERICAN' nls_sort= 'BINARY'
ORACLE function complete (TTIOER)
start of user function (TTIFUN)
        Close cursor (OCLOSE) Cursor # 1 
V6 Oracle func complete (TTISTA)
        Succeeded
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図図図図 11-16  サマリーサマリーサマリーサマリー Two-Task の最上部にある詳細の最上部にある詳細の最上部にある詳細の最上部にある詳細 SQL 情報情報情報情報

trcasst -ouq < filename >を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

(O3LOGA) 1st half of challenge-response logon 180 78

(O3LOGON) 2nd half of challenge-response logon 197 59 

(OOPEN) # 1 21 16

(OPARSEX) # 1 alter session set nls_language= 'AMERICAN' nls_
territory= 'AMERICA' nls_currency= '$' nls_iso_
currency= 'AMERICA' nls_numeric_characters= '.,' nls_
date_format= 'DD-MON-YY' nls_date_language= 
'AMERICAN' nls_sort= 'BINARY'

245  59

(OCLOSE) # 1 17 11

(O71SESOPN) (get session ID) 47 18    

(OOPEN) # 1 21 16   

(OVERSION) Oracle7 Server Release 8.1.3.0.0 - Production Release 
with the distributed and parallel query optionsPL/SQL 
Release 2.1.4.0.0 - Production

29 157

(O71SESOPN) (get session ID) 47 18

詳細 Two-Taskオプションに自動的に与えられる詳細 SQL情報を表示するには、サマリー Two-Taskコ
マンドに qを追加します。
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適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析適切な統計に収集されたデータの分析
収集される統計の種類は、ネットワーク・パートナー間で送受信されたコール（TTC）、パ
ケットおよびバイトの数に関するものです。次の例は、代表的なトレース・ファイルの統計
を示したものです。

図図図図 11-17  一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計一般的なトレース・ファイルの統計

trcasst -s < filename> を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

======================================================================
     Trace File Statistics: 
    ----------------------------------------------------------------------
     SQL*Net:
          Total Calls:       466 sent,       491 received,       423 upi
          Total Bytes:    119214 sent,     86614 received
        Average Bytes:       255 sent,       176 received
        Maximum Bytes:      2048 sent,      2048 received 
     GRAND TOTAL PACKETS  sent:    466     received:    491
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トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例
次の例は、デコードされた完全なトレース・ファイルを示したものです。この例は、Oracle 
Client Tool SVRMGRLで次の要求により作成されました。

connect scott/tiger@june

メッセージ「ORA-12154: TNS:could not resolve service name 」が画面に表示さ
れました。

図図図図 11-18  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報

Trace Configuration 
Informationセクション内の
トレース・ファイルのト
レース・レベルと位置に注
意してください。

-- TRACE CONFIGURATION INFORMATION FOLLOWS ---
New trace stream is "C:¥ORANT¥network¥trace¥sqlnet7.trc"
New trace level is 16
--- TRACE CONFIGURATION INFORMATION ENDS ---

Oracle Namesコンポーネン
トは、ネット・サービス名
JUNE.COMを検出できませ
ん。クライアントがネッ
ト・サービス名 JUNEに拡
張子 .COMを追加すること
に注意してください。

nnfotran: tnsname.ora entry for name "june.com" not found
nnftqnm: Error querying june.com of attribute A.SMD errcode 
406
nnfgrwsp: Query unsuccessful, skipping to next adapter

クライアントは、ネット・
サービス名アドレスを解決
するためにネーム・サー
バー（oranamesrvr0）にアク
セスしようとしています。

nnfgrwsp: Switching to ONAMES adapter
nnfgrwsp: Original name: june
nnfgrwsp: Qualified name: june.com
nngsget_get_stream: looking for "(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))"
nngsget_get_stream: cache miss, opening new stream
nngsnad_new_stream_addr: "(DESCRIP TION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL
=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT=1575)))"
nngsget_get_stream: no caller address will be sent to callee
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ネットワーク・ルーティン
グ（NR）は、Oracle Names 
Server（oranamesrvr0）への
ルーティングを行います。

nricall: entry
nric2a: entry
nric2a: Getting local community information
nriglp: entry
nriglp: Looking for local addresses setup by nrigla
nriglp: No addresses in the preferred address list
nriglp: exit
nric2a: TNSNAV.ORA is not present. No local communities 
entry.
nrigla: entry
nrigla: Getting local address information
nrigla: Simple address...
nrigla: No community component so just use straight address
nrigla: exit
nridst: entry
nridst: Resolving address to use to call destination or next 
hop
nridst: Found destination address
nridst: Local address
nridst: Local destination community found
nridst: exit
nric2a: This is a local community access
nric2a: exit
nricall: Got routable address information

nricall: Making call with following address information: 
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))
nricdt: entry
nricdt: Calling with outgoing connect data 
(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))

ネットワーク・セッション
（NS）は、Oracle Names 
Serverにセッションを設定
します。

nscall: entry
nscall: connecting...
nsc2addr: entry
nsc2addr: (DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))

図図図図 11-18  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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ネットワーク・トランス
ポート（NT）は、トランス
ポート・セッションを設定
します。

nttbnd2addr: entry
nttbnd2addr: port resolved to 1575
nttbnd2addr: looking up IP addr for host: oranamesrvr0
nttbnd2addr: exitnsopen: entry
nsmal: entry
nsmal: 330 bytes at 0x30d76e74
nsmal: normal exit
nsopen: opening transport...
nttcon: entry
nttcon: toc = 1
nttcnp: entry
nttcnp: creating a socket.
nttcnp: exit
nttcni: entry
nttcni: trying to connect to socket 1.
ntt2err: entry

ネットワーク・トランス
ポート（NT）は、ネーム・
サーバーが動作していない
のでエラー「no listener」を
戻します。

-<ERROR>- ntt2err: soc 1 error - operation=1, ntresnt[0]=511, 
ntresnt[1]=61 ntresnt[2]=0
ntt2err: exit
nttcni: exit
nttcon: exit
nserror: entry

エラーは、次のレイヤー
（NS）に伝えられます。

  -<ERROR>- nserror: nsres: id=0, op=65, ns=12541, ns2=12560; 
nt[0]=511, nt[1]=61,nt[2]=0
-<ERROR>- nsopen: unable to open transport
nsmfr: entry
nsmfr: 330 bytes at 0x30d76e74
nsmfr: normal exit
nsopen: error exit
nscall: error exit
nricdt: Call failed...
nricfg: entry
nricfg: exit
nricdt: Call made to destination
nricdt: exit

nricall: Failed to copy originating community name value 
binding
nricall: Exiting NRICALL with following termination result -1
nricall: exit
nngsfad_free_stream_addr: "(DESCRIPTION=(CONNECT_
DATA=(RPC=ON))(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(HOST=oranamesrvr0)(PORT
=1575)))"
-<ERROR>- nngsget_get_stream: open failure, error stack 
follows

図図図図 11-18  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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エラーは、次のレイヤー
（TNS）に伝えられます。

TNS-12224: TNS:no listener
TNS-12541: TNS:no listener
TNS-12560: TNS:protocol adapter error
TNS-00511: No listener
nnfgrwsp: Query unsuccessful, skipping to next adapter

Oracle Names Serverが使用
できないので、アドレスは
Oracle Names Server上で見
つかりません。

nnfun2a: address for name "june" not found
nngsfad_free_stream_addr: "(DESCRIPTION = (CONNECT_DATA= 
(RPC=ON)) (ADDRESS=(PROTOCL=tcp) (HOST=oranamesrvr0) 
(PORT=1575)))"
nngtdei_deinit_msg: free message pool block
nngtfms_free_msg: message ID -10429
nngtfms_free_msg: message was a request
nngtfms_free_msg: message free, type 100
nngtfoa_free_objarr: free message object array
nngtfmt_free_msg_type: type-specific message free, type 100
nngtfoa_free_objarr: free message object array
nngtfms_free_msg: message ID 0
nngtfms_free_msg: message was a response
nngtfms_free_msg: message free, type 0
nngsdei_deinit_streams: deinit
nngscls_close_stream: UID 11 not established, ignored
nngscls_close_stream: UID 0 not established, ignored
osnqrn: Return code from nnfsn2a is 409

エラーがユーザーに戻され
ます。

-<ERROR>- onstns: Couldn’t connect, returning 12154
onstns: exit
osnqtg: Count in the OSN global area is now 0
rigbd: entry
nrigbd: exit
osnqtg: Count in the NL global area is now 0

図図図図 11-18  トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例トレース・ファイルの例

説明説明説明説明 トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報トレース・ファイルの情報
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エラー情報のトレース
トレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリートレース・ファイル例のサマリー
このトレース・ファイルは、エラー「ORA-12154: Could not resolve service name」が発生した
ときに、Net8で何が起こったかについてサマリーを示します。この例では、クライアントが
ネット・サービス名 JUNEへの接続に失敗しました。これは、NAMES.DEFAULT_DOMAIN 
= COMパラメータが SQLNET.ORAファイルに存在するからです。このパラメータは、ネッ
ト・サービス名 JUNEなど、要求されたネット・サービス名に拡張子 .COMを追加します。
ただし、このサービス名は、クライアントの TNSNAMES.ORAファイル内でも、Oracle 
Names Server内でも定義されません。この問題を解決するには、次のようにします。

■ SQLNET.ORAファイルを編集して NAMES.DEFAULT_DOMAIN構成パラメータを削除
する

■ JUNEではなく JUNE.COMへの接続を要求する
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オラクル社サポート・サービスへの連絡
オラクル社サポート・サービスへの連絡オラクル社サポート・サービスへの連絡オラクル社サポート・サービスへの連絡オラクル社サポート・サービスへの連絡
この章を読んだ後でも問題が解決できない場合、またはオラクル社サポート・サービスに連
絡してエラーを報告するように指示された場合は、次の情報を手元にご用意ください。

■ アプリケーションが稼働しているハードウェアとオペレーティング・システムのリリー
ス番号

■ 現在の問題に関係するすべての Oracleネットワーク製品の 5桁のリリース番号

■ 使用しているサードパーティ・ベンダーとバージョン

■ 複数のエラー・コードやメッセージが表示された場合は、正確なコード番号およびメッ
セージ・テキスト、それらの表示順序

■ クライアントとサーバー間に存在するリンクの種類

■ 機能する部分の説明

■ 正確なエラー・メッセージ（ある場合）

■ トレースを実行した場合、Net8トレース、ない場合はログ・ファイル
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第第第第 III部部部部

リファレンスリファレンスリファレンスリファレンス

第 III 部は、このガイドの参照資料です。次の付録があります。

■ 付録 A の「リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle Connection Managerの制御ユー
ティリティ」

■ 付録 Bの「構成ファイルのサンプル」

■ 付録 Cの「構成パラメータ」





リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle Connection Man
A

 リスナー、リスナー、リスナー、リスナー、Oracle Names Server

およびおよびおよびおよび Oracle Connection
Manager の制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティの制御ユーティリティ

Net8には、リスナー、Oracle Namesおよび Oracle Connection Managerを制御できるユーティ
リティが用意されています。この付録では、前提条件またはパスワード、構文または引数の
規則、使用上の注意、それらを適用するときに役に立つ例など、各ユーティリティで使用で
きるコマンドを示します。

この付録では、次の 3つの制御ユーティリティについて説明します。

■ リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）

■ Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）

■ Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）
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操作モード操作モード操作モード操作モード
制御ユーティリティは、ランタイム・セッションの間動作します。ユーティリティは、次の
3つのモードで実行できます。

■ インタプリタ・モード － 制御ユーティリティが制御ユーティリティのコマンド行から
ロードされます。ロードされると、次のプロンプトが表示されます。

lsnrctl>

■ コマンド行モード － 完全なコマンドをプログラムに対するパラメータとして指定して
制御ユーティリティを実行すると、ほとんどのコマンドをオペレーティング・システム
のコマンド行から実行することもできます。この場合は、制御ユーティリティがコマン
ドをロードおよび実行してから、オペレーティング・システム・プロンプトに戻りま
す。たとえば、次のコマンドを使用します。

namesctl start
namesctl status sales.com

■ バッチ・コマンド・モード － 複数のコマンドを標準テキスト・ファイル内で組み合わ
せて、それらを一連のコマンドとして実行できます。コマンドをバッチ・モードで実行
する場合は、次のフォーマットを使用します。

control_utility @ file_name

■ REMまたは #を使用して、バッチ・スクリプト内でコメントを示すことができます。他
のすべての行はコマンドと見なされます。バッチ実行中は、コマンドの確認は不要で
す。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL））））
リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）はリスナーを管理します。リスナー制御ユー
ティリティの一般構文は、次のとおりです。

lsnrctl command [ listener_name]

listener_nameは、LISTENER.ORAファイルで定義されたリスナーの名前です。デフォルトの
リスナー（LISTENER）を使用している場合は、必ずしもリスナーを識別する必要はありま
せん。

LSNRCTLには、次に示すタイプのコマンドが含まれています。

■ 操作コマンド（START、STOPなど）

■ 修飾子コマンド（SET propertyなど）

■ 情報コマンド（STATUS、SHOW propertyなど）

■ コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

このユーティリティを使用して 1つ以上のリスナーで、基本的な管理機能を実行できます。
また、Oracle Names Serverのパラメータ設定も表示および変更できます。

SETおよびおよびおよびおよび SHOW修飾子修飾子修飾子修飾子
修飾子 SETを使用して、リスナーのパラメータ値や、LSNRCTL制御ユーティリティ・セッ
ション中の LSNRCTL環境を変更できます。

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
PASSWORDS.lister_nameパラメータが LISTENER.ORAファイルで設定されている場合、
LSNRCTL制御ユーティリティはリスナーの起動や停止などの重要な操作に対して、SET 
PASSWORDコマンドを必要とします。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
LSNRCTL コマンドコマンドコマンドコマンド
次のコマンドは、リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）で使用できます。

CHANGE_PASSWORD

目的 : このコマンドを使用して、リスナーの暗号化されたパスワードを動
的に変更します。リスナー構成ファイルで確立済みの非暗号化パス
ワードは変更されません。このコマンドでは、新しいパスワードを
確立するか、リスナー構成ファイル内で暗号化されているパスワー
ドのみを変更します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl change_password [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> change_password [ listener_name ]

引数 : [ listener_name ]

使用上の注意 : 古いパスワードと新しいパスワードの入力を促すプロンプトが表示
されます。次に、新しいパスワードを再入力すると、古いパスワー
ドが変更されます。操作中は、古いパスワードも新しいパスワード
も表示されません。

例 : lsnrctl> change_password
Old password:
New password:
Reenter new password:
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
Password changed for LISTENER
The command completed successfully
A-4 Oracle8i Net8管理者ガイド



リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
DBSNMP_START

目的 : 同じノードで稼働している Oracleデータベースの SNMPサブエー
ジェントを起動します。

前提条件 : ローカルに実行する必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl dbsnmp_start

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> dbsnmp_start

引数 : なし

使用上の注意 : なし

例 : lsnrctl> dbsnmp_start

DBSNMP_STATUS

目的 : Oracleデータベースの SNMPサブエージェントが稼働しているか
どうかを確認します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl dbsnmp_status

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> dbsnmp_status

引数 : なし

使用上の注意 : Oracleデータベースが存在するノード上で実行する必要がありま
す。

例 : lsnrctl> dbsnmp_status
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
DBSNMP_STOP

目的 : 同じノードで稼働している Oracleデータベースの SNMPサブエー
ジェントを停止します。

前提条件 : ローカルに実行する必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl dbsnmp_stop

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> dbsnmp_stop

引数 : なし

使用上の注意 : なし

例 : lsnrctl> dbsnmp_stop

EXIT

目的 : LSNRCTLを終了して、オペレーティング・システム・プロンプト
に戻ります。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl exit

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> exit

引数 : なし

使用上の注意 : このコマンドは QUITと同じです。

例 : lsnrctl> exit
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
HELP

目的 : 使用可能な LSNRCTLコマンドの一覧を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl help [ command]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> help [ command]

引数 : helpコマンド

例 : lsnrctl> help
The following operations are available 
An asterisk (*) denotes a modifier or extended command: 
change_password 
dbsnmp_start 
dbsnmp_stop         
dbsnmp_status
exit 
quit
reload 
services 
set* 
show*
spawn 
start                          
status 
stop 
trace          
version 
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
QUIT

目的 : LSNRCTLを終了して、オペレーティング・システム・プロンプト
に戻ります。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl quit

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> quit

引数 : なし

使用上の注意 : このコマンドは EXIT と同じです。

例 : lsnrctl> quit

RELOAD

目的 : リスナー・アドレス以外のものをすべて停止して、
LISTENER.ORAファイルを再読込みします。このコマンドで、実
際にリスナーを停止せずにサービスを追加または変更できます。

前提条件 : このコマンドは有効なノードには作用しません。この場合は、リス
ナーを停止して再起動する必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl reload [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> reload [ listener_name ]

引数 : リスナーの名前
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
使用上の注意 : リスナー構成ファイルにパスワードがある場合は、RELOADコマ
ンドを使用する前に SET PASSWORDコマンドを使用する必要があ
ります。

パスワードは LSNRCTLプログラムの中から設定する必要がありま
す。オペレーティング・システムのコマンド行からは、パスワード
を設定できません。パスワードを設定する方法は、暗号化パスワー
ド機能を使用しているかどうかによって決まります。暗号化された
パスワードを使用しない場合は、LSNRCTLコマンド行にそのパス
ワードを入力します。

例 : lsnrctl> reload

SAVE_CONFIG

目的 : リスナーのトレース・レベル、トレース・ファイル、トレース・
ディレクトリ、および接続タイムアウトなどの現在の構成状態を、
LISTENER.ORAファイルと比較します。変更はすべて、形式、コ
メントおよび大文字と小文字をできるだけ維持したまま、
LISTENER.ORAに保存されます。LISTENER.ORAを変更する前
に、バックアップとして LISTENER.BAKが作成されます。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl save_config [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> save_config [ listener_name ]

引数 : リスナーの名前

使用上の注意 : 管理者がオンラインで変更した構成箇所をリスナー構成ファイルに
保存する場合は、このコマンドを使用します。このコマンドは特
に、変更された暗号化パスワードの保存に役立ちます。

例 : lsnrctl> save_config listener

RELOAD
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SERVICES

目的 : リスナーがリスニングしているサービスの詳細情報を表示します。
たとえば、接続がいくつ確立され、いくつ確立されなかったかなど
です。このコマンドは、3種類のサービス（LISTENER.ORAファ
イルの専用サーバー、ディスパッチャ情報、事前に生成されたシャ
ドウ）を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl services [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> services [ listener_name ]

引数 : リスナーの名前

使用上の注意 : データベース管理者がリスナーのサービスに関する情報を取得する
場合は、このコマンドを使用します。

SET DISPLAYおよび SET RAWMODEコマンドを使用すると、出
力の形式を変更できます。
A-10 Oracle8i Net8管理者ガイド



リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
例 : lsnrctl> services listener_name

LSNRCTL SERVICESコマンドの出力は次のようになります。

Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=EXTPROC0))
Services Summary...
  PLSExtProc            has 1 service handler(s)
    DEDICATED SERVER established:0 refused:0
      LOCAL SERVER
  db1           has 3 service handler(s)
    DEDICATED SERVER established:0 refused:0
      LOCAL SERVER
    DISPATCHER established:0 refused:0 current:0 max:254 
state:ready
      D000 <machine: dlsun1770, pid: 1289>
      
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(DEV=14)(HOST=144.25.17.193)(PORT=2222
))
    DISPATCHER established:0 refused:0 current:0 max:254 
state:ready
      D001 <machine: dlsun1770, pid: 1291>
      
(ADDRESS=(PROTOCOL=tcp)(DEV=14)(HOST=144.25.17.193)(PORT=2223
))
The command completed successfully

SERVICES
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET

目的 : SETコマンドで設定できるパラメータ値を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set [ command]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set [ command]

引数 : set コマンド

使用上の注意 : リスナー構成パラメータ PASSWORDS_listener_nameに、こ
のコマンドが表示されている場合、このコマンドを使用する
には有効なパスワードを設定しておく必要があります。

リスナー構成ファイルにパスワードがある場合は、SETコマ
ンドを使用する前に SET PASSWORDコマンドを使用する必
要があります。

パスワードは LSNRCTLプログラムの中から設定する必要が
あります。オペレーティング・システムのコマンド行からは、
パスワードを設定できません。パスワードを設定する方法は、
暗号化パスワード機能を使用しているかどうかによって決ま
ります。暗号化されたパスワードを使用しない場合は、
LSNRCTLコマンド行にそのパスワードを入力します。

例 : lsnrctl> set

set の後には、次の操作が行えます。

connect_timeout
current_listener 
displaymode
log_file
log_directory
log_status
password 
raw_mode
save_config_on_stop 
startup_waittime 
trc_file
trc_directory
trc_level 
use_plugandplay
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
 

SET CONNECT_TIMEOUT

目的 : 接続が開始されてからリスナーが有効な接続要求を待つ時間を決定
します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set connect_timeout time

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set connect_timeout time

引数 : 秒数

使用上の注意 : なし

例 : lsnrctl> set connect_timeout 20
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "connect_timeout" set to 20
The command completed successfully

SET CURRENT_LISTENER

目的 : 複数のリスナーに対するパラメータを設定または表示します。

前提条件 : SET CURRENT_LISTENERは LSNRCTLユーティリティの中から
入力します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set current_listener [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set current_listener [ listener_name ]

引数 : リスナーの名前

デフォルト引数 LISTENER
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
使用上の注意 : ノード上に複数のリスナーがある場合は、別のリスナーを設定して
ない限り、LSNRCTLコマンドはデフォルト・リスナー
（LISTENER）に適用されます。

同じ LSNRCTLセッション内で LSNRCTL以後のコマンドは、
CURRENT_LISTENERをリセットしてない限り、2番目のリスナー
に適用されます。

LSNRCTLの SHOW CURRENT_LISTENERコマンドを使用して、
現リスナーを表示することもできます。

SET CURRENT_LISTENERは LSNRCTLユーティリティの中から
入力します。ユーティリティを終了すると、設定が失われます。

例 : lsnrctl> set current_listener [ listener_name ]

SET CURRENT_LISTENER
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET DISPLAYMODE

目的 : LSNRCTL SERVICEおよび LSNRCTL STATUSコマンドの出力を、
追加情報で変更します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set displaymode argument

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set displaymode argument

引数 : RAW（SET RAWMODEと同じ）| COMPAT（旧バージョン用）| 
NORMAL | VERBOSE（サポート用）

注意注意注意注意 : NORMAL および VERBOSEは、現在のリリースでは一部機
能しません。

例 : lsnrctl> set displaymode compat
lsnrctl> status
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=EXTPROC0))
STATUS of the LISTENER
------------------------
Alias                     LISTENER
Version                   TNSLSNR for Solaris: Version 
8.1.5.0.0
Start Date                07-DEC-98 14:28:23
Uptime                    0 days 0 hr. 30 min. 16 sec
Trace Level               off
Security                  OFF
SNMP                      OFF
Listener Parameter File   
/private/dsteiner/installtest2/network/admin/listener.ora
Listener Log File         
/private/dsteiner/installtest2/network/log/listener.log
Services Summary...
PLSExtProc   has 1 service handler(s)
sales        has 3 service handler(s)
The command completed successfully
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET LOG_DIRECTORY

目的 : リスナー・プロセスが書き込まれたログ・ファイルが存在する、デ
フォルトのディレクトリを変更できます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set log_directory [ directory ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set log_directory [ directory ]

引数 : ディレクトリ・パス

例 : lsnrctl> set log_directory /usr/oracle/admin 
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "log_directory" set to /usr/oracle/admin
The command completed successfully

SET LOG_FILE

目的 : ログ・ファイルの非デフォルト名を設定します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set log_file [ file_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set log_file [ file_name ]

引数 : ファイル名

例 : lsnrctl> set log_file list.log
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "log_file" set to list.log
The command completed successfully
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET LOG_STATUS

目的 : リスナーのロギングをオンまたはオフにします。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set set log_status [on | off]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set set log_status [on | off]

引数 : ON | OFF

例 : lsnrctl> set log_status on

SET PASSWORD

目的 : LSNRCTLユーティリティからリスナー・プロセスに認証用に送信
されるパスワードを変更します。リスナー自体のパスワードを変更
するには、CHANGE_PASSWORDコマンドを使用します。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set password

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set password

非暗号化パスワードの構文は次のとおりです。

set password password

引数 : パスワード

使用上の注意 : シェルの起動時またはセッション中のいつでも、このコマンドを入
力できます（リスナーを停止する前に、SET PASSWORDコマンド
を入力する必要があります）。

パスワードをより安全に入力するには、対話モードを使用します。
リスナーは暗号化パスワードと非暗号化パスワードをサポートして
います。

例 : lsnrctl> set password
enter listener password: password
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET RAWMODE

目的 : LSNRCTL SERVICEおよび LSNRCTL STATUSコマンドの出力を、
追加情報で変更します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set rawmode argument

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set rawmode argument

引数 : ON | OFF

例 : lsnrctl> set rawmode on
lsnrctl> status
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=IPC)(KEY=EXTPROC0))
STATUS of the LISTENER
-----------------------------------------------
Alias             LISTENER
Version                TNSLSNR for Solaris: Version 8.1.5.0.0
Start Date        07-DEC-98 14:28:23
Uptime            0 days 0 hr. 9 min. 6 sec
Trace Level       off
Security          OFF
SNMP              OFF
Listener Parameter File   
/private/dsteiner/installtest2/network/admin/listener.ora
Listener Log File         
/private/dsteiner/installtest2/network/log/listener.log
Services Summary
(SERVICE=(SERVICE_NAME=PLSExtProc)(INSTANCE=(INSTANCE_
NAME=PLSExtProc)(NUM=1)(INSTANCE_CLASS=ORACLE)))
(SERVICE=(SERVICE_NAME=dlsun17)(INSTANCE=(INSTANCE_
NAME=db1)(NUM=3)(INSTANCE_CLASS=ORACLE)))
The command completed successfully
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : パラメータを ONに設定すると、LSNRCTL SETコマンドで行った
変更が LISTENER.ORAに保存されます。リスナーが終了する直前
にすべてのパラメータが保存されます。パラメータの形式、コメン
ト、大文字と小文字は、可能な限り維持されます。すべてのパラ
メータをすぐに保存する場合は、SAVE_CONFIGコマンドを使用
します。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set save_config_on_stop [on | off]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set save_config_on_stop [on | off]

引数 : ON | OFF

例 : lsnrctl> set save_config_on_stop on

SET STARTUP_WAITTIME

目的 : リスナーが STARTコマンドに応答するまで休止する時間を指定し
ます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set startup_waittime [ time ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set startup_waittime [ time ]

引数 : 秒数

例 : LSNRCTL> set startup_waittime 10
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))LISTENER 
parameter "startup_waittime" set to 10
The command completed successfully
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET TRC_DIRECTORY

目的 : リスナー・プロセスを書き込むトレース・ファイルの、デフォルト
の場所を変更できます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set trc_directory [ directory ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set trc_directory [ directory ]

引数 : ディレクトリ・パス

例 : lsnrctl> set trc_directory /usr/oracle/admin
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "trc_directory" set to /usr/oracle/admin
The command completed successfully

SET TRC_FILE

目的 : トレース・ファイルの非デフォルト名を設定します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set trc_file [ file_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set trc_file [ file_name ]

引数 : ファイル名

例 : lsnrctl> set trc_file list.trc
Connecting to (ADDRESS=(PROTOCOL=ipc)(KEY=iris))
LISTENER parameter "trc_file" set to list.trc
The command completed successfully
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET TRC_LEVEL

目的 : リスナーのトレース機能をオンにします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set trc_level level

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set trc_level level

引数 : OFF | USER | ADMIN | SUPPORT | 0 | 4 | 10 | 16

■ OFFまたは 0 － トレース出力しない

■ USERまたは 4 － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN または 10 － 管理トレース情報

■ SUPPORTまたは 16 － オラクル社サポート・サービス・ト
レース情報

使用上の注意 : USERを選択すると、特定の情報のみがトレースされます。
ADMIN を選択すると、より詳細な情報がトレースされます。この
コマンドを使用すると、LISTENER.ORAファイルで設定した値が
上書きされます。

LISTENER.ORAファイルのパラメータ PASSWORDS_listener_name
にこのコマンドが表示されている場合、このコマンドを使用するに
は有効なパスワードを設定しておく必要があります。

このコマンドは TRACEと同じです。

例 : lsnrctl> set trc_level admin
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SET USE_PLUGANDPLAY

目的 : リスナーに、データベース情報を Oracle Names Serverに登録する
よう指示します。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl set use_plugandplay [on | off]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> set use_plugandplay [on | off]

引数 : ON | OFF

例 : lsnrctl> set use_plugandplay on
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SHOW 

目的 : SET PASSWORDを除くすべての SETコマンドには、同等の
SHOWコマンドがあります。LSNRCTLは SHOWコマンドのうち
の 1つに応答して、そのパラメータに対するリスナーの現行の設定
を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 同等の SETコマンドを参照してください。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl show [ listener_name ] [ command]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> show [ listener_name ] [ command]

引数 : リスナー名、show コマンド

使用上の注意 : LSNRCTLを通じて SHOWで表示することはできますが、設定で
きないパラメータがあります 。

show [ listener_name ] snmp_visible

SNMPクライアントがリスナーにアクセスできるかどうかを表示し
ます。

例 : lsnrctl> show

showの後には、次の操作が行えます。

An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:

connect_timeout

current_listener 
displaymode
log_file
log_directory
log_status
password 
raw_mode
save_config_on_stop 
startup_waittime 
trc_file
trc_directory
trc_level 
use_plugandplay
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
SPAWN

目的 : リスナーが稼働しているマシンに格納されていて、
LISTENER.ORAファイルに別名でリストされているプログラムを
起動します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl spawn [ listener_name ] alias (arguments=arg1,arg2,)

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> spawn [ listener_name ] alias (arguments=arg1,arg2,)

引数 : ■ リスナーの名前

■ リスナー構成ファイルにリストされているプログラムの別名

■ 作成するプログラムに送られる引数

例 : lsnrctl> spawn nstest_alias (ARGUMENTS='')

START

目的 : 指定したリスナーを起動します。

前提条件 : リスナーは停止している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl start [ listener_name ] 

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> start [ listener_name ] 

引数 : リスナーの名前

リスナー名を入力しないと、デフォルトで LISTENERが起動され
ます。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
使用上の注意 : LISTENER.ORAファイル内で LISTENER以外の名前で構成されて
いるリスナーを起動するには、そのリスナーの名前を指定します。

たとえば、リスナー名が TCP_LSNRの場合は、次のように入力し
ます。

lsnrctl start tcp_lsnr 

または、LSNRCTLプログラム・プロンプトから、次のように入力
します。

lsnrctl> start tcp_lsnr

例 : lsnrctl> start
Starting /private/dsteiner/sales/bin/tnslsnr: please wait...

TNSLSNR for Solaris: Version 8.1.4.0.0 - Beta
System parameter file is 
/private/dsteiner/sales/network/admin/listener.ora
Log messages written to 
/private/dsteiner/sales/network/log/listener.log
Trace information written to 
/private/dsteiner/sales/network/trace/listener.trc
Listening on: 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=dlsun1770)(PORT=152
1))(PROTOCOL_STACK=(PRESENTATION=TTC)(SESSION=NS)))

Connecting to 
(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=dlsun1770)(PORT=1521))
STATUS of the LISTENER
------------------------
Alias                     LISTENER
Version                   TNSLSNR for Solaris: Version 
8.1.4.0.0 - Beta
Start Date                08-JAN-99 15:50:10
Uptime                    0 days 0 hr. 0 min. 0 sec
Trace Level               user
Security                  OFF
SNMP                      OFF
Listener Parameter File   
/private/dsteiner/sales/network/admin/listener.ora
Listener Log File         
/private/dsteiner/sales/network/log/listener.log
Listener Trace File       
/private/dsteiner/sales/network/trace/listener.trc
Services Summary...
  PLSExtProc            has 1 service handler(s)
The command completed successfully

START
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
STATUS

目的 : バージョン、開始時刻、アップタイム、使用する LISTENER.ORA
ファイル、トレースをオンにするかどうかなど、基本的な情報を表
示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl status [ listener_name ]

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> status [ listener_name ] 

引数 : リスナーの名前

使用上の注意 : statusコマンドで、次のことができます。

■ ロギング・オプションとトレース・オプションに対する現在
の設定をチェックする。

■ このリスナーを通じて使用できるデータベースSIDのリストを
チェックする。これらのデータベース SIDは、
LISTENER.ORAファイルの SIDマッピングで定義されていま
す。

■ LISTENER.ORAでパスワードを暗号化するかどうかをチェッ
クする（リスナー・パスワードを暗号化する場合は、1つのパ
スワードしか設定できません）。

■ ネットワーク・リスナーが、SNMPベースのネットワーク管理
システムからの問合せに応答できるかどうかをチェックする。

■ TNSLSNRがリスニングするアドレスをチェックする。

SET DISPLAYおよび SET RAWMODEコマンドを使用すると、出
力の形式を変更できます。
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
例 : lsnrctl> status
STATUS of the LISTENER
-----------------------------------------------
Alias             LISTENER
Version                TNSLSNR for Solaris: Version 8.1.5.0.0
Start Date        07-DEC-98 14:28:23
Uptime            0 days 0 hr. 9 min. 6 sec
Trace Level       off
Security          OFF
SNMP              OFF
Listener Parameter File   
/private/dsteiner/installtest2/network/admin/listener.ora
Listener Log File         
/private/dsteiner/installtest2/network/log/listener.log
Services Summary...
  PLSExtProc    has 1 service handler(s)
  db1           has 3 service handler(s)
The command completed successfully

STATUS
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
STOP

目的 : 指定したリスナーを停止します。

前提条件 : リスナーが稼働している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl stop [ listener_name ] 

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> stop [ listener_name ] 

引数 : リスナーの名前

使用上の注意 : すでにパスワードを構成している場合は、STOPコマンドを使用す
る前に SET PASSWORDコマンドを使用する必要があります。

パスワードは LSNRCTLプログラムの中から設定する必要がありま
す。オペレーティング・システムのコマンド行からは、パスワード
を設定できません。パスワードを設定する方法は、暗号化パスワー
ド機能を使用しているかどうかによって決まります。暗号化された
パスワードを使用しない場合は、LSNRCTLコマンド行にそのパス
ワードを入力します。

リスナーを停止するときは注意してください。プラットフォームと
プロトコルによっては、リスナーを停止すると、現在稼動している
Net8接続がすべてシャットダウンされます。接続が継続される場
合もありますが、実行中のプロセスをクローズするまでは、リス
ナーを再起動できません。リスナーの停止前に、すべてのネット
ワーク・ユーザーに警告メッセージを送信することをお薦めしま
す。

例 : lsnrctl> stop
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リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）
TRACE

目的 : リスナーのトレース機能をオンにします。

前提条件 : 有効なパスワードが必要です。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl trace off|user|admin|support [ listener_name ] 

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> trace off|user|admin|support  [ listener_name ] 

引数 : [OFF | USER | ADMIN | SUPPORT] [リスナー名 ]

■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

使用上の注意 : USERを選択すると、特定の情報のみがトレースされます。
ADMIN を選択すると、より詳細な情報がトレースされます。この
コマンドを使用すると、LISTENER.ORAファイルで設定した値が
上書きされます。

このコマンドは SET TRC_LEVELと同様に機能します。

例 : lsnrctl> trace admin listener

VERSION

目的 : 現行の TNSリスナーとプロトコルのバージョンを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

lsnrctl version [ listener_name ] 

LSNRCTLプログラムからは、次のように入力します。

lsnrctl> version [ listener_name ] 

引数 : リスナーの名前

例 : lsnrctl> version listener1
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
Oracle Names 制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（NAMESCTL））））
Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）は、Oracle Names Serverを操作、制御する
ためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールです。このユーティリ
ティには、次に示すタイプのコマンドが含まれています。

■ 操作コマンド（START、STOP、RESTARTなど）

■ 修飾子コマンド（SET propertyなど）

■ 情報コマンド（STATUS、SHOW property、PINGなど）

■ コマンド・ユーティリティ操作コマンド（EXIT、QUIT、HELPなど）

NAMESCTL制御ユーティリティを使用すると、基本的な管理機能を 1つ以上の Oracle 
Names Serverで実行できます。さらに、RESET_STATS_INTERVAL、TRACE_LEVELなどの
Oracle Names Serverパラメータの設定を表示および変更できます。

パラメータ・オプションパラメータ・オプションパラメータ・オプションパラメータ・オプション
NAMESCTLをロードするときに、有効なパラメータ設定をプログラムに渡して、デフォル
ト設定または構成済みの設定を上書きすることができます。たとえば、次のように指定しま
す。

namesctl namesctl.trace_level=admin

NAMESCTLをロードし、トレースを ADMIN レベルに設定しますが、NAMESCTL.TRACE_
LEVEL の現在構成されている値とは無関係です。

SETおよびおよびおよびおよび SHOW修飾子修飾子修飾子修飾子
修飾子 SETを使用して、Oracle Names Serverのパラメータ値や、NAMESCTL制御ユーティ
リティ・セッション中の NAMESCTL環境を変更できます。たとえば、次のコマンドで、ト
レース・レベルを制御および変更するためのノードを設定します。

namesctl>  set server dolphin.com
namesctl>  set trace_level admin

最初の修飾子でノードを DOLPHIN.COMに設定します。これ以降のコマンドは
DOLPHIN.COMに送られ、2番目の修飾子で DOLPHIN.COMのトレース・レベルをサーバー
に設定します。サーバーは ADMIN レベルでトレースを開始します。
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NAMESCTL の分配操作の分配操作の分配操作の分配操作
Oracle Names制御ユーティリティは、Oracle Names Serverをネットワーク内の他の Oracle 
Names Serverと同じマシンで処理します。1人の管理者がリージョン内のすべての Oracle 
Names Serverを管理する場合や、特定の Oracle Names Serverの可用性をチェックする場合
は、NAMESCTLユーティリティが非常に役立ちます。

大半のコマンドは、コマンドを実行する対象の Oracle Names Serverを指定するために、最後
の引数に Oracle Names Serverの名前が入ります。サーバーの名前を指定しないと、SETで設
定してある Oracle Names Serverにコマンドが適用されます。たとえば、次のように指定しま
す。

show system_queries dolphin.acme

このコマンドで、Oracle Names Serverの DOLPHIN.ACMEに対するシステム問合せ、および
それらの問合せが次にいつ行われるかが表示されます。個々の Oracle Names Serverに対して
一連のコマンドを実行する前に、次のように入力してください。

namesctl> set server onames_server

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ
NAMES.PASSWORDパラメータが NAMES.ORAファイルに設定されている場合、
NAMESCTL制御ユーティリティは Oracle Names Serverの起動や停止などの重要な操作に対
して、SET PASSWORDコマンドを必要とします。

NAMESCTL.SERVER_PASSWORDパラメータが NAMESCTLを実行しているノードの
SQLNET.ORAファイルに設定されている場合は、保護された操作を実行するたびに SET 
PASSWORDコマンドを要求されることはありません。

Oracle Names Serverのパスワードを、管理者のクライアント SQLNET.ORAファイル内で明
示的に指定することでセキュリティの問題が心配になる場合は、パラメータを指定せずに、
必ず次のコマンドを使用してください。

namesctl> set password

パスワードがネットワーク上に送信される場合、SQLNET.ORAファイルで
NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_PASSWORDを FALSEに設定しない限り、パスワード
は NAMES.ORAファイルの設定にかかわらず必ず暗号化されます。このパラメータを
FALSEに設定すると、パスワードは暗号化されません。
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NAMESCTL の確認モードの確認モードの確認モードの確認モード
一部の NAMESCTLコマンドは、実行する前に確認が必要です。コマンドを発行すると、次
のプロンプトが表示されます。

confirm:[yes or no]

コマンドを実行するときは「yes」と入力し、コマンドを取り消すときは「no」と入力しま
す。

SQLNET.ORAファイルで NAMESCTL.NOCONFIRMパラメータを TRUEに設定すると、確
認モードをオフにできます。このパラメータを OFFに設定すると、すべてのコマンドが確認
なしで実行されます。
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NAMESCTL コマンドコマンドコマンドコマンド
次のコマンドは、Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）で使用できます。

DELEGATE_DOMAIN

目的 : 現行のリージョンのサブリージョンの先頭としてドメインを
定義します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のよう
に入力します。

namesctl delegate_domain domain_name onames_server 
[description=(address_list=](address= ( protocol_address_
information ))[))]

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

delegate_domain domain_name onames_server 
[(description=address_list=] (address= ( protocol_
address_information ))[))]

引数 : domain_name、onames_server、およびアドレスは必須です。
domain_nameと onames_serverは有効なドメイン名でなければ
なりません。アドレスは、有効な TNSアドレスでなければな
りません。

使用上の注意 : このコマンドを使用して、名前領域を動的に細分化すること
ができます。

ドメイン domain_nameは、Oracle Names Server名として
onames_serverで定義されます。onames_serverは、そのアド
レスとして定義されます。

ドメインがリージョンから委任されていない場合は、その
リージョン内の Oracle Names Serverがすべてのサブドメイン
に対する権限をもちます。ドメインを委任するには、まず新
しいリージョンを作成する必要があります。

ドメインが委任されると、現行のリージョンの Oracle Names 
Serverは以後の操作を、Oracle Names Serverに管理されてい
るドメインであるサブリージョンに転送します。

例 : namesctl> delegate_domain webwidgets.acme.com 
ns1.webwidgets.acme.com (address=(protocol=tcp) 
(host=fred.webwidgets.acme.com) (port=1575))
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DOMAIN_HINT

目的 : Oracle Names Serverがルート・リージョンにない場合に、ルー
ト・リージョンの Oracle Names Serverの場所を識別します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl domain_hint domain_name onames_server 
[description=(address_list=(address= ( protocol_address_
information ))))

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

domain_hint domain_name onames_server 
[description=(address_list=(address= ( protocol_address_
information ))))

引数 : domain_name、onames_server、およびアドレスは必須です。
domain_nameと onames_serverは有効なドメイン名でなければな
りません。アドレスは、有効な TNSアドレスでなければなりま
せん。

使用上の注意 : このコマンドを使用すると、名前領域内の他のリージョンに至
るパスを動的に定義できます。

ドメイン domain_nameは、Oracle Names Server名として onames_
serverで定義されます。onames_serverは、そのアドレスとして
定義されます。

ルート・リージョンでないリージョンに対しては、このコマン
ドを使用して少なくともルート・リージョンを定義しないと、
他のリージョン内のオブジェクトを探すことができません。
ローカル Oracle Names Serverが他の特定のリージョンに直接ア
クセスできるように、追加のヒントを提供することができます。

例 : namesctl> domain_hint acme.com ns0.acme.com 
(address=(protocol=tcp) (host=top.acme.com) (port=1575))
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DUMP_TNSNAMES

目的 : ローカル・リージョンで定義されているすべてのアドレスの名
前とアドレスを、TNSNAMES.ORAファイルに書き出します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl dump_tnsnames

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

dump_tnsnames

引数 : なし

使用上の注意 : ローカル・リージョンで定義されているすべてのアドレスの名
前とアドレスを、TNSNAMES.ORAファイルに書き出します
（アドレス型レコード（A.SMD）をすべて）。

コマンドは、TNSNAMES.ORAファイルを作成するか、一部を
書き換えます。既存の TNSNAMES.ORAファイルにある、Oracle 
Names Serverで定義されていないエントリは、そのまま残りま
す。Oracle Names Serverにも定義されている TNSNAMES.ORA
ファイルのエントリは上書きされます。Oracle Names Serverで定
義されていて、TNSNAMES.ORAで定義されていないエントリ
は追加されます。

例 : namesctl> dump_tnsnames
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EXIT

目的 : NAMESCTLプログラムを終了します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

EXIT

引数 : なし

使用上の注意 : EXIT コマンドは、Oracle Names Serverには適用されず、

NAMESCTLプログラムのみに適用されます。

EXIT コマンドは QUITコマンドと同じです。

例 : namsctl> exit
namesctl finished. 
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FLUSH

目的 : 格納されている無許可データを Oracle Names Serverキャッシュか
らすべて削除します。

前提条件 : 複数のリージョンで構成されている環境のみに適用されます（デー
タを集中管理する環境には、無許可データがありません）。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl flush [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

flush [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ない場合は、現行の Oracle Names Serverのキャッシュからのみ外
部名が削除されます。

使用上の注意 : FLUSHは、キャッシュに格納されている外部データすべてを消去
します。通常は、次の場合に外部データをキャッシュから削除しま
す。

- ネットワーク内で大量のデータを変更して、通常の TTL エージン
グ・メカニズムの所要時間が長すぎる場合。

- キャッシュに格納されている外部データの名前を変換するとき
に、識別不能なエラーが発生した場合。キャッシュからすべての外
部データを削除すると、次にそのデータが要求されたときに、再び
検索されます。

例 : namesctl>flush
Confirm [yes or no]: yes
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FLUSH_NAME

目的 : 1つ以上の無許可の名前を現行の Oracle Names Serverのキャッシュ
から削除します。

前提条件 : 複数のリージョンで構成されている環境のみに適用されます（デー
タを集中管理する環境には、無許可データがありません）。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl flush_name name

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

flush_name name

引数 : 1つの名前

使用上の注意 : FLUSH_NAMEは、Oracle Names Serverのリージョンの外部から
キャッシュに書き込まれたデータ（つまり、無許可データ）のみを
削除します。通常は、ソース・データが変更された可能性を示唆す
るように名前が異常に動作する場合に、外部データを削除します。

FLUSH_NAMEは、現在の外部データ・キャッシュ、および現リー
ジョンと正当なリージョンの間にある他のすべてのサーバーから名
前を削除します。

名前は現行の Oracle Names Serverから削除されます。現行の Oracle 
Names Serverは、デフォルトの優先 Oracle Names Server、または
SET SERVERコマンドで設定した Oracle Names Serverです。

例 : namesctl>flush_name mountain.acme.com
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HELP

目的 : NAMESCTLコマンドの詳しい説明を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl help [ command]

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

help [ command]

引数 : helpコマンド

使用上の注意 : HELPコマンドを使用すると、NAMESCTLの各コマンドの機能を
素早く表示できます。引数を指定しないと、有効なコマンドのリス
トが表示されます。

引数を指定すると、そのコマンドの機能が 1行で表示されます。

例 : namesctl> help

次の操作が行えます。

An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:
exit
flush
flush_name
log_stats
ping
query
quitreload
repeat*
reset_stats
restart 
set*
show
shutdown
start
startup
status
stop 
version
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LOAD_TNSNAMES

目的 : 1つ以上の TNSNAMES.ORAファイルで定義されているすべての
ネット・サービス名とアドレスを、Oracle Names Serverにロードし
ます。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl load_tnsnames file_name  [ file_name  ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

load_tnsnames file_name  [ file_name  ] ...

引数 : TNSNAMES.ORA形式で、'name = address'の定義を含む 1つ以上の
ファイル名

使用上の注意 : 一般的にこのコマンドは、TNSNAMES.ORAファイルを使用した
後、Oracle Namesの使用を開始するときに 1度実行します。Oracle 
Network Managerで管理されていたデータベース・テーブルをアッ
プグレードする別の方法です。各リージョンでこのコマンドを 1度
実行してください。この操作中に定義された名前は永続的に定義さ
れ、1つのサーバーからすべてのリージョンに伝達されます。

例 : namesctl>load_tnsnames network/admin/tnsnames.ora
Name:                  koala.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  devdd.rdbms.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  envyd.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  stealth.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  null.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  slime.lab.npd.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  felix.hp.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  dtnet1.dec.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
Name:                  devds.rdbms.us.oracle.com 
Response status:       normal, successful completion 
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LOG_STATS

目的 : 現在の統計を、その Oracle Names Serverの構成済みログ・ファイ
ルに記録します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl log_stats [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

log_stats [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverの統計のみがリセットされま
す。

使用上の注意 : STATUSコマンドの結果または他の動作から、データをログに記
録する必要があると判断した場合は、統計を記録できます。LOG_
STATSは、現在の LOG_STATS_INTERVALには影響しません。

例 : namesctl> log_stats
Statistics counters logged.
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PASSWORD

目的 : Oracle Names Serverの特権操作（RELOAD、STOPなど）を実行す
るのに必要なパスワードを登録します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : N/A

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

password [ password ]

引数 : NAMES.ORAの NAMES.PASSWORDパラメータで暗号化されてい
る値と一致するテキスト文字列

使用上の注意 : PASSWORDを使用すると、Oracle Names Serverのパスワードは変
更されず、NAMESCTL変数のみが設定されます。この変数の値が
コマンド要求時に NAMESCTLから Oracle Names Serverに送信さ
れ、Oracle Names Server上で構成されている値と比較されます。こ
れらの値が一致している場合は、パスワードを必要とする操作が許
可されます。

特権操作、つまり Oracle Names Serverの機能を変更する操作のみ
が、このコマンドの影響を受けます。SHOWや STATUSなどは特
権操作と見なされないので、パスワードは不要です。

PASSWORDコマンドの引数としてパスワードを指定します。引数
を指定しないと、パスワードの入力を促すプロンプトが表示されま
す。入力したパスワードは画面に表示されません。

パスワードがネットワークで送信されるときは、パスワードがどの
ように設定されていても、必ず暗号化されます。

例 : namesctl> password open_sesame
namesctl> password
Enter name server password: 
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PING

目的 : 現行の Oracle Names Serverまたは指定したサーバーに接続し、要
求 /応答時間を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl ping [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

ping [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverのみが pingされます。

使用上の注意 : pingは、Oracle Names Serverが機能しているかどうかを確認してか
ら、NAMESCTLユーザーの場所から Oracle Names Serverまでの通
常の応答時間を表示します。

例 : namesctl> ping nserver.com
Round trip time is 0.04 seconds
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QUERY

目的 : Oracle Names Serverに格納されているネットワーク・オブジェクト
の内容をテストまたは取り出します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl query object_name  [ object_type ] [ modifiers ]

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

query object_name  [ object_type ] [ modifiers ]

一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型一般的なオブジェクト型

■ A.SMD － データベース・サービス定義またはネット・サービ
ス名にあるネットワーク・アドレス。

■ CNAME.SMD － 別名（" 標準名 " と言う場合もあります）。

■ DL.RDBMS.OMD － グローバル・データベース・リンク。

■ DLCR.RDBMS.OMD － グローバル・データベース・リンク修
飾子。

■ NS.SMD － Oracle Names Serverアドレス。Oracle Names Server
間で通信する際に使用するシステム・データです。

■ V1ADD.NPO.OMD － SQL*Netバージョン 1の接続文字列。

有効な修飾子有効な修飾子有効な修飾子有効な修飾子

■ AUTHORITY － データがローカル・キャッシュに格納されて
いても、問合せをデータのソース（データがローカルとみな
される管理リージョン内）で変換します。データがソースで
変更された疑いがある場合に、この修飾子を使用できます。

■ NOFORWARD － データを問い合わせますが、要求は送りま
せん。データがローカル・データでないときに NOFORWARD
を指定すると、問合せが変換されません。

■ TRACE － 応答へのパスのトレースを実現します。要求の転送
先 Oracle Names Serverを調べる場合に役立ちます。

引数 : 必須ネットワーク・オブジェクト名とネットワーク・オブジェクト型
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使用上の注意 : QUERYを使用して、定義済みのデータを見つけられるかどうか、
およびその内容が正しいかどうかをテストすることができます。

QUERYコマンドは、常にデフォルトの現行の Oracle Names Server
または SET SERVERコマンドで指定した Oracle Names Server上で
動作します。

名前のみをパラメータに指定して QUERYコマンドを使用する場
合、Oracle Names Serverはその名前をもつデータの個数と操作の実
行時間を知らせてきます。

QUERYコマンドの引数として名前と型を指定すると、特定の名前
が検索されて、ユーザーに戻されます。

QUERYコマンドでは、複数の引数を指定できます。たとえば、次
のように指定します。

query sales.com a.smd authority trace

例 : namesctl> query bones.dem.medicine a.smd
Total response time:0.04 seconds
Response status:normal, successful completion
Authoritative answer:yes
Number of answers:1
Canonical name:bones.dem.medicine
TTL: 1 day
Alias translations:
    from:bones.dem.medicine
    to: bones.dem.medicine
Answers:
    data type is "a.smd"
        Syntax is ADDR:...(DESCRIPTION=(ADDRESS=
(PROTOCOL=TCP)(Host=bones-pc)
(Port=1521))(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=bones.dem.medicine)))

QUERY
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QUIT

目的 : NAMESCTLプログラムを終了します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

QUIT

引数 : なし

使用上の注意 : QUITコマンドは、Oracle Names Serverには適用されず、
NAMESCTLプログラムのみに適用されます。

QUITコマンドは EXIT コマンドと同様に機能します。

例 : namesctl> quit
nl-00851: namesctl finished

REGISTER

目的 : Oracle Names Serverにネットワーク・オブジェクトを登録します。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

register object_name  [-t service_type ] 
[-d description=(address_list=(address= ( protocol_address_
information ))))] [-h onames_server ]
[-l listener_name ]

サービスの種類サービスの種類サービスの種類サービスの種類

■ ORACLE_DATABASE 

■ ORACLE_LISTENER 

■ ORACLE_NAMESERVER

引数 : オブジェクト名は必須です。サービスおよびアドレス・データ、ホ
ストを指定しなくても、登録プロセスを実行できます。ただし、登
録したオブジェクトを使用するには、これらのデータが必要です。
つまり、アドレスを指定しないで登録したオブジェクト名は使用で
きません。
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使用上の注意 : REGISTERは、サービスおよびサービスのタイプ、ホスト名、ア
ドレスを手動で登録するためのコマンドです。サービスのタイプと
データを有効な文字列で指定できますが、一般的な登録では、サー
ビスの種類として databaseまたは listenerを指定し、データとして
TNSアドレスを指定します。

オブジェクトの登録は、リージョン内の他のすべての予約済み
Oracle Names Serverに伝えられます。

例 : namesctl> register parts -t oracle_database -d (DESCRIPTION= 
(ADDRESS= (PROTOCOL=TCP)(HOST=nineva)(PORT=1575)) (CONNECT_
DATA=(SERVICE_NAME=db3)))

RELOAD

目的 : サーバーの管理リージョン内でデータが変更されたかどうかを直ち
にチェックします。変更されたデータがある場合は、すべてのデー
タベース・サービス名、ネット・サービス名、グローバル・データ
ベース・リンク、および別名を再ロードします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl reload [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

reload [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverのみが再ロードされます。

使用上の注意 : すべての Oracle Names Serverは、NAMES.ORAファイルの
NAMES.ADMIN_REGION構成パラメータで指定されているデータ
ベースから、データを直接ロードします。

複数のリージョンで構成されている環境では、RELOADが現管理
リージョンのデータのみに適用されます。キャッシュ内の外部デー
タはすべて変更されません。

例 : namesctl> reload
Server reloaded.

REGISTER
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REORDER_NS

目的 : ローカル Oracle Names Serverとそのアドレスがリストされたファ
イルを作成します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl reorder_ns [description=(address_list= (address= 
( protocol_address_information ))))]

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

reorder_ns [description=(address_list= (address= ( protocol_
address_information ))))]

引数 : オプションの Oracle Names Serverアドレスが、接続するための最
初のサーバーとして使用されます。

使用上の注意 : このコマンドは、クライアントが名前を調べるために Oracle Names 
Serverに接続できるように、Oracle Names Serverの名前とアドレス
が定義されたファイルを生成します。

REORDER_NSコマンドは、次のことを実行します。

1. Oracle Names Serverを検索します。SQLNET.ORAで優先
Oracle Names Serverパラメータを探します。続いて、予約済み
のサーバーを呼び出すか、ポート 1575の TCC/IPを使用して
ローカル Oracle Names Serverを検索します。アドレス引数が
ある場合は、その引数が使用されます。

2. ローカル・リージョン内のすべての Oracle Names Serverに対
して問合せを送ります。

3. これらのサーバーのそれぞれに PINGを送ります。

4. サーバーのリストを応答時間の短い順にソートします。

5. Oracle Names Serverリストにソートした名前とアドレスのリス
トを書き込みます。

例 : namesctl> reorder_ns (address= 
(protocol=tcp)(host=nineva)(port=1575))
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REPEAT

目的 : QUERYまたは REGISTER、TIMED_QUERY、UNREGISTERを複
数回実行して、平均戻り速度を計算します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl repeat number  query type

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

repeat number query type  

numberは整数、typeは QUERYコマンドに表示されているとおり
です。

引数 : なし

使用上の注意 : REPEATコマンドは、要求の平均応答時間を知るのに役立ちます。

実行回数として、あまり大きな数を指定しないでください。実行を
繰り返している間、NAMESCTLプログラムは他の作業を実行でき
ません。

例 : namesctl> repeat 10 query manatee a.smd
Number of requests: 10
Average response time: 0.01 seconds
Minimum response time: 0.01 seconds
Maximum response time:0.04 seconds
Total response time:0.14 seconds
Response status:normal, successful completion
Authoritative answer:yes
Number of answers: 1
TTL: 1 day
Answers:
    data type is "a.smd"
        Syntax is ADDR:(DESCRIPTION=(ADDRESS=
(PROTOCOL=TCP)(Host=salmon)
(Port=1522))(CONNECT_DATA=(SID=otter)))
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RESET_STATS

目的 : 起動時に、Oracle Names Serverの統計を Oracle Names Serverの元の
値にリセットします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl reset_stats [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

reset_stats [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverの統計のみがリセットされま
す。

使用上の注意 : 統計が直ちにリセットされることを除けば、RESET_STATSは、
RESET_STATS_INTERVAL（NAMES.ORAパラメータ）が終了す
るのを待つのと同じことです。

例 : namesctl> reset_stats
Confirm [yes or no]: yes
Server statistics reset.
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RESTART

目的 : 起動時に Oracle Names Serverを元の状態にリセットします。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システム・プロンプトからは、次のように入力
します。

namesctl restart [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

restart [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverのみが再起動されます。

使用上の注意 : Oracle Names Serverがすでに稼働しているという点を除いて、
RESTARTは STARTUPと同じです。

データが再ロードされ、統計がリセットされ、すべての外部データ
が削除されます。有効な外部キャッシュ・データ（つまり、TTL
が 0より大きいデータ）が、チェックポイント・ファイルから取り
出されます（TTL の値は、0より大きく設定する必要があります）。

例 : namesctl> restart
Confirm [yes or no]: yes
Server restarted.
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SET

目的 : SETコマンドで設定できるパラメータ値を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : namesctl> set

引数 : なし

使用上の注意 : リスナー構成パラメータ PASSWORDS_listener_nameに、このコマ
ンドが表示されている場合、このコマンドを使用するには有効なパ
スワードを設定しておく必要があります。

リスナー構成ファイルにパスワードがある場合は、SETコマンドを
使用する前に SET PASSWORDコマンドを使用する必要がありま
す。

パスワードは LSNRCTLプログラムの中から設定する必要がありま
す。オペレーティング・システムのコマンド行からは、パスワード
を設定できません。パスワードを設定する方法は、暗号化パスワー
ド機能を使用しているかどうかによって決まります。暗号化された
パスワードを使用しない場合は、LSNRCTLコマンド行にそのパス
ワードを入力します。

例 : namesctl> set

setの後には、次の操作が行えます。

An asterisk (*) denotes a modifier or extended command:

cache_checkpoint_interval
default_domain
forwarding_available
log_file_name
log_stats_interval
namesctl_trace_level
password
requests_enabled
reset_stats_interval
save_config_interval
save_config_on_stop
server
trace_file_name
trace_level
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SET CACHE_CHECKPOINT_INTERVAL

目的 : 外部のリージョンについて収集したすべての情報を、Oracle Names 
Serverのキャッシュ・ファイルに保存する頻度を設定します。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set cache_checkpoint_interval time

NAMESCTLプログラムから、次のように入力します。

set cache_checkpoint_interval time

引数 : timeは秒単位です。

たとえば、CACHE_CHECKPOINT_INTERVALを 36時間に設定す
る場合は、次のように入力します。

set cache_checkpoint_interval 129600

使用上の注意 : 最小値 : 10秒

最大値 : 259200（3日）

デフォルト : 0（キャッシュ頻度なし）

例 : namesctl> set cache_checkpoint_interval 10
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SET DEFAULT_DOMAIN

目的 : NAMESCTLクライアントのデフォルト・ドメインを設定または変
更します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

set default_domain domain_name

引数 : 1つのドメイン名

使用上の注意 : DEFAULT_DOMAIN パラメータを設定すると、そのドメイン内の
名前を非修飾名で指定できます。たとえば、DEFAULT_DOMAIN
を US.ACMEに設定してある場合は、グローバル名
WIDE.US.ACMEを次のようにして問い合わせることができます。

namesctl> query wide

DEFAULT_DOMAIN の初期値は、SQLNET.ORAファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータから、NAMESCTLプログ
ラムを開始するときに設定されます。

引数を指定しないと、SQLNET.ORAからデフォルトが読み込まれ
て割り当てられます。

SET DEFAULT_DOMAINを使用すると、ドメインごとに名前を処
理する作業が容易になります。

例 : namesctl> set default_domain us.acme
Default domain is now "US.ACME"
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SET FORWARDING_AVAILABLE

目的 : Oracle Names Serverの名前要求転送機能をオンまたはオフにしま
す。

前提条件 : Oracle Names Serverが稼働している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set forwarding_available on|off|yes|no

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

set forwarding_available off

引数 : ON | OFF | YES | NO

デフォルト値 : OFF

使用上の注意 : この設定が適用されるのは、ローカル・クライアントをもたず、外
部 Oracle Names Serverからの要求のみを処理する Oracle Names 
Serverのみです。通常は、クライアントまたはサービスをもたない
ルート・リージョン内の Oracle Names Serverのみに適用されます。
このようなサーバーがリージョン間の要求処理でボトルネックの原
因となる場合は、転送機能をオフにして、その Oracle Names Server
の作業負荷を半減できます。転送機能がオフに設定された Oracle 
Names Serverは、要求を転送して応答を戻すかわりに、要求に応答
できる Oracle Names Serverのアドレスを要求側に知らせます。こ
の場合、作業負荷の全体量は減少しないで、転送機能のない Oracle 
Names Serverから要求側の Oracle Names Serverに作業負荷が移動す
るのみです。

警告警告警告警告 : SET FORWARDING_AVAILABLEをオフに設定すると、そ
の Oracle Names Serverに直接依存しているすべてのクライアント
は外部名を変換できません。クライアントは、Oracle Names Server
のように要求をリダイレクトできません。NAMES.PREFERRED_
SERVERS構成パラメータに他の Oracle Names Serverがリストされ
ていても、クライアントの要求は失敗します。

例 : namesctl> set forwarding_available off 
Request processing is now disabled. 
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SET LOG_FILE_NAME

目的 : ログ・ファイルの名前を変更します。デフォルトの名前は
NAMES.LOGです。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set log_file_name file_name

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

set log_file_name file_name

引数 : ログ・ファイルのファイル名

使用上の注意 : LOG_FILE_NAMEは、すべてのロギング・メッセージの宛先を変
更します。

例 : namesctl> set log_file_name namesvr1
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SET LOG_STATS_INTERVAL

目的 : 統計がログ・ファイルに記録される頻度を変更します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set log_stats_interval time

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set log_stats_interval time

引数 : timeは、秒数、または [<n> DAY[S]] [<hh>:<mi>:<ss>] で指定しま
す。

たとえば、LOG_STATS_INTERVALを 36時間に設定する場合は、
次のように入力します。

set log_stats_interval 129600
set log_stats_interval 1 day 12:00:00

日数と時間 :分 :秒を組み合わせて指定するか、日数を指定しない
で時間のみを指定できます。

制限 : 最小値 : 10秒

最大値 : 制限なし

特殊値 : 0（リセットされないことを意味する）

デフォルト値 : 0（記録しない）

使用上の注意 : LOG_STATS_INTERVALの初期値は、Oracle Network Managerで構
成されている値、または Oracle Names Serverのロード時に
SQLNET.ORAファイルにある NAMES.LOG_STATS_INTERVALの
値に基づいて設定されます。デフォルト値は 0（記録しない）で
す。SET LOG_STATS_INTERVALは、サーバーの稼働中にこの値
を上書きするためのコマンドです。

例 : namesctl> set log_stats_interval 7200
Statistic counter logging interval is now 2 hours
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SET NAMESCTL_TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLプログラムのトレース・レベルを指定します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set namesctl_trace_level off|user|admin|support

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set namesctl_trace_level off|user|admin|support

引数 : OFF | USER | ADMIN | SUPPORT

使用上の注意 : トレースは、NAMESCTLプログラムの処理で発生する予測不能な障
害または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。トレースは、
通常の NAMESCTL処理で行われる一連のイベントをオペレーティ
ング・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検査できるよう
にします。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または ADMIN
という 3段階のレベルで指定します。

引数を指定しないと、クライアントの SQLNET.ORAファイル内の値
にリセットされます。デフォルト設定は OFFです。

例 : namesctl> set namesctl_trace_level admin
Controller's local trace level changed from 0 to 4
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SET PASSWORD

目的 : Oracle Names Serverの特権操作（RELOAD、STOPなど）を実行す
るのに必要なパスワードを登録します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : N/A

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set password [ password ]

引数 : 現行の Oracle Names Serverのパラメータ NAMES.PASSWORDに格
納されている値と一致するテキスト文字列

使用上の注意 : SET PASSWORDでは、Oracle Names Serverのパスワードは変更さ
れません。この変数の値が、NAMESCTLコマンドで Oracle Names 
Serverに送信され、Oracle Names Server上で構成されている値と比
較されます。これらの値が一致している場合は、パスワードを必要
とする操作が許可されます。

特権操作、つまり Oracle Names Serverの機能を変更する操作のみ
が、このコマンドの影響を受けます。SHOWや STATUSなどは特
権操作と見なされないので、パスワードは不要です。

SET PASSWORDコマンドの引数としてパスワードを指定します。
引数を指定しないと、パスワードの入力を促すプロンプトが表示さ
れます。入力したパスワードは画面に表示されません。

パスワードがネットワークで送信されるときは、パスワードがどの
ように設定されていても、必ず暗号化されます。

例 : namesctl> set password open_sesame
namesctl> set password
enter name server password: 
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SET REQUESTS_ENABLED

目的 : 現行の Oracle Names Serverが要求に応答するかどうかを決定しま
す。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl requests_enabled on|off

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set requests_enabled on|off

引数 : ON | OFF

使用上の注意 : このプロパティを OFFに設定すると、ネーム・サーバーに名前を
要求するすべてのクライアントが拒否されます。Oracle Names 
Serverが予期せず動いているときは、この設定を使用してネーム・
サーバーを診断できます。

例 : namesctl> set requests_enabled off
Confirm [yes or no]: yes
General request processing is now disabled
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SET RESET_STATS_INTERVAL

目的 : 統計がゼロまたは現サーバーの初期値にリセットされる間隔を変更
します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set reset_stats_interval time

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set reset_stats_interval time

引数 : timeは、次のいずれかのフォーマットで指定します。

秒数

[nDAY[S]] [hh:mi:ss]

たとえば、RESET_STATS_INTERVALを 72時間に設定する場合
は、次のように入力します。

set reset_stats_interval 259200
set reset_stats_interval 3 days

制限 : 最小値 : 10秒

最大値 : 制限なし

デフォルト値 : 0（リセットしない）

使用上の注意 : RESET_STATS_INTERVALの初期値は、Oracle Names Serverを
ロードするときの NAMES.RESET_STATS_INTERVALパラメータ
に基づいて設定されます。SET RESET_STATS_INTERVALは、
Oracle Names Serverの稼働中にこの値を上書きするためのコマンド
です。

例 : namesctl> set reset_stats_interval 1 day
Statistic counter reset interval is now 24 hours
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SET SAVE_CONFIG_INTERVAL

目的 : NAMESCTL SETコマンドで行った変更が、一定間隔で
NAMES.ORAに保存されます。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set save_config_interval time

NAMESCTLプログラムから、次のように入力します。

set save_config_interval time

引数 : timeは秒単位です。

例 : namesctl> set save_config_interval 10

SET SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : パラメータを ONに設定すると、NAMESCTL SETコマンドで行っ
た変更が NAMES.ORAに保存されます。NAMESCTLが終了する直
前にすべてのパラメータが保存されます。パラメータの形式、コメ
ント、大文字と小文字は、可能な限り維持されます。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set save_config_on_stop on|off

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set save_config_on_stop on|off

引数 : ON | OFF

例 : namesctl> set save_config_on_stop on
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SET SERVER

目的 : 現行の Oracle Names Serverを変更します。

前提条件 : NAMESCTLプログラムがロードされている必要があります。

パスワード : 不要

構文 : NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set server [ onames_server ]
[description=(address_list= (address= ( protocol_address_
information ))))]

引数 : 有効な Oracle Names Serverまたは有効な Oracle Names Serverアド
レス

使用上の注意 : SET SERVERを使用すると、NAMESCTLユーティリティの実行中
に、Oracle Names Serverを切り替えることができます。修飾子とし
て指定できるのは、現行の Oracle Names Serverのメモリーに定義
されている名前、または任意の Oracle Names Serverの TNSアドレ
スです。

指定した Oracle Names Server名は、通常の名前検索で変換されま
す。現行の Oracle Names Serverがアドレスを知っているか取り出
せる場合のみ、別の Oracle Namesネーム・サーバーを設定できま
す。現行の Oracle Names Serverが設定されていない場合は、TNS
アドレスを入力しないとこのコマンドを実行できません。引数を指
定しない場合は、NAMES.PREFERRED_SERVERSを使用します。

例 : namesctl> set server server1.us.acme
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SET TRACE_FILE_NAME

目的 : トレース情報を書き込むファイルの名前を変更します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set trace_file_name file_name

NAMESCTLプログラムから、次のように入力します。

namesctl> set trace_file_name file_name

引数 : ファイル名

例 : namesctl> set trace_file_name namesvr1
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SET TRACE_LEVEL

目的 : 現行の Oracle Names Serverをトレースするための TRACE_LEVEL
を変更します。

前提条件 : なし

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl set trace_level off|user|admin|support

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> set trace_level off|user|admin|support 

引数 : OFF | USER | ADMIN | SUPPORT

■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

使用上の注意 : トレースは、現行の Oracle Names Serverの処理で発生する予測不
能な障害、または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。ト
レースは、通常の Oracle Names Server処理で行われる一連のイベ
ントをオペレーティング・システム・ファイルに書き込んで、管理
者が検査できるようにします。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）、ADMIN（最
大量の情報）または SUPPORT（サポート・サービスに必要な情
報）という 4段階のレベルで指定します。

TRACE_LEVELを設定すると、トレースが直ちに開始されます。
トレース・レベルを OFFにリセットするまで、すべての操作がト
レースされます。

トレース・ファイルは非常に大きくなります。問題を診断した後
は、トレース・レベルを必ずオフにしてください。

例 : namesctl> set trace_level admin
Trace level is now 6. 
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW CACHE_CHECKPOINT INTERVAL

目的 : Oracle Names Serverのキャッシュが、チェックポイント・ファイル
に書き込まれる頻度を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show cache_checkpoint_interval

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show cache_checkpoint_interval

引数 : なし

使用上の注意 : CACHE_CHECKPOINT_INTERVALの初期値は、NAMES.ORA
ファイルにある NAMES.CACHE_CHECKPOINT_INTERVALの値に
設定されます。デフォルト値は 0（ゼロ）で、cache_checkpointは
機能しません。キャッシュ・チェックポイント・ファイルに書き込
まれるデータには、ネット・サービスの名前とアドレス、およびク
ライアントにかわって Oracle Names Serverが外部リージョンに問
合せを転送して取得した Oracle Names Serverアドレスなどがあり
ます。

例 : namesctl> show cache_checkpoint_interval
Cache checkpoint interval is currently 8 minutes 20 seconds
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW FORWARDING_AVAILABLE

目的 : 外部名の要求を、Oracle Names Serverが転送するかリダイレクトす
るかを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show forwarding_available

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show forwarding_available

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : デフォルトでは、すべての Oracle Names Serverが外部名の要求を
転送します。転送が使用禁止になっている場合は、要求された名前
に対して権限をもつリージョン内の Oracle Names Serverに、外部
名の要求がリダイレクトされます。

要求転送を使用禁止にすると、特定のサーバーの負荷が軽減されま
す。また、そのサーバーに直接依存しているクライアントは、外部
名を変換できません。クライアントはリダイレクトされず、他の
Oracle Names Serverのみがリダイレクトされます。SET 
FORWARDING_AVAILABLE も参照してください。

例 : namesctl> show forwarding_available
Request forwarding is currently enabled
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW DEFAULT_DOMAIN

目的 : NAMESCTLクライアントのデフォルト・ドメインを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show default_domain

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show default_domain

引数 : なし

使用上の注意 : DEFAULT_DOMAIN パラメータを設定すると、そのドメイン内の
名前を非修飾名で指定できます。たとえば、DEFAULT_DOMAIN
を ACME.COMに設定すると、グローバル名WIDE.ACME.COMを
次のようにして問い合わせることができます。

namesctl> query wide
Total response time:   0.20 seconds
Response status: normal, successful completion
Authoritative answer:  yes
Number of answers:     0
TTL:                   1 day

DEFAULT_DOMAIN の初期値は、SQLNET.ORAファイルの
NAMES.DEFAULT_DOMAINパラメータから NAMESCTLプログ
ラムを開始するときに設定されます。

ユーザーが現デフォルト・ドメインがわからない場合、または現構
成のデフォルトを知りたい場合に、SHOW DEFAULT_DOMAINを
使用します。

例 : namesctl> show default_domain
Current default domain is "com"
A-68 Oracle8i Net8管理者ガイド



Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW LOG_FILE_NAME

目的 : Oracle Names Serverがロギング情報を書き込むファイルの名前を表
示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show log_file_name

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show log_file_name

引数 : なし

使用上の注意 : LOG_FILE_NAMEの初期値は、NAMES.ORAファイルにある
NAMES.LOG_FILE_NAMEの値に設定されます。デフォルト値は
NAMES.LOGで、UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥trace に置かれます。

例 : namesctl> show log_file_name
Log file name is currently 
/private/ora23/network/names.log
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW LOG_STATS_INTERVAL

目的 : 統計がログ・ファイルに記録される頻度を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show [ onames_server ] ...
log_stats_interval

NAMESCTLプログラムから、次のように入力します。

namesctl> show [ onames_server ] ...
log_stats_interval

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : LOG_STATS_INTERVALの初期値は、NAMES.ORAファイルにあ
る NAMES.LOG_STATS_INTERVALの値に設定されます。デフォ
ルト値は 0（記録しない）です。

例 : namesctl> show log_stats_interval
Statistic counter logging is currently disabled
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW NAMESCTL_TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLプログラムのトレース・レベルを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show namesctl_trace_level

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show namesctl_trace_level

引数 : なし

使用上の注意 : トレースは、NAMESCTLプログラムの処理で発生する予測不能な
障害または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。トレース
は、通常の NAMESCTL処理で行われる一連のイベントをオペレー
ティング・システム・ファイルに書き込んで、管理者が検査できる
ようにします。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または
ADMIN（最大量の情報）という 3段階のレベルで指定します。

SHOW NAMESCTL_TRACE_LEVELは、NAMESCTLプログラムに
対する現在のトレース・レベルを確認するための唯一の方法です。

例 : namesctl> show namesctl_trace_level
Controller's trace level is currently 0
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW REQUESTS_ENABLED

目的 : Oracle Names Serverが要求に応答しているかどうかを表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show [ onames_server ] ...
requests_enabled

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show [ onames_server ] ...
requests_enabled

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : REQUESTS_ENABLEDがオフになっている場合は、Oracle Names 
Serverに対するすべての要求が拒否されます。このパラメータは診
断用にのみ使用します。

例 : namesctl> show requests_enabled
General request processing is currently enabled
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW RESETS_STATS_INTERVAL

目的 : 統計をログ・ファイルにダンプする間隔を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show reset_stats_interval

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show reset_stats_interval

使用上の注意 : RESET_STATS_INTERVALの初期値は、NAMES.RESET_STATS_
INTERVAL の値に設定されます。デフォルト値は 0（リセットしな
い）です。この場合は、Oracle Names Serverが稼働している全時間
の統計が蓄積されます。たとえば、統計が毎日リセットされる場
合、統計はサーバーが動作していた総時間ではなく当日の合計を表
します。

例 : namesctl> show reset_stats_interval
Statistic counter reset interval is currently 5 minutes

SHOW SERVER

目的 : 現行の Oracle Names Server名を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show server

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show server

引数 : なし

使用上の注意 : SHOW SERVERは、コマンドが適用される現行の Oracle Names 
Serverを表示します。

例 : namesctl> show server
currently managing name server "NameServer.us.oracle.com
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.5.0.0" 
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW STATUS

目的 : Oracle Names Serverの一般的なステータス情報を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show [ onames_server ] ...
status

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show [ onames_server ] ...
status

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : Oracle Names Serverの現在の状態を表示します。

STATUSコマンドと同じです。

例 : namesctl> show status
Version Banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.5.0.0" 
Server has been running for:1 day 2 hours 3 minutes 35.16 
seconds....
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW SYSTEM_QUERIES

目的 : すべてのシステム問合せの次のオカレンスを表示します。

前提条件 : このコマンドは分散構成のみに適用されます。1つの管理リージョ
ンのみで構成されている環境では、システム問合せが実行されませ
ん。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show system_queries

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show system_queries

引数 : なし

使用上の注意 : システム問合せは、Oracle Names Server間の情報を最新の状態に保
つために、ときどき実行されます。

システム問合せとしてリストされているアクティビティを変更でき
るアクションは特にありません。システム問合せを表示することに
よって、管理者はシステムの変更がいつ行われるかを理解できま
す。また、RESTARTを実行してシステム・データを強制的に再
ロードする必要があるかどうかを判断することもできます。

例 : namesctl> show system_queries
System query index number:1
Query ID:49824
Query next issued in:2 hours 55 min 3.84 seconds
Query state:2
Name:""
Desired data type:ns.smd
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW TRACE_FILE_NAME

目的 : 現行の Oracle Names Serverの、トレース・ファイル名とパスを表
示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show trace_file_name

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show trace_file_name

引数 : なし

使用上の注意 : TRACE_FILE_NAMEの初期値は、NAMES.ORAファイルにある
NAMES.TRACE_FILE_NAMEの値に設定されます。デフォルト値
は NAMES.TRCで、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/trace 、Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥trace に置かれます。このファイルは有効な
ファイル名をもち、Oracle Names Serverがデータを書き込めるファ
イルでなければなりません。

NAMES.TRACE_LEVELでトレースを使用可能にしてある場合の
み、このファイルが使用されます。

例 : namesctl> show trace_file_name
Trace file name is currently 
/private/ora23/network/names.trc
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW TRACE_LEVEL

目的 : 現行の Oracle Names Serverをトレースする、トレース・レベルを
表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show trace_level

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show trace_level

引数 : なし

使用上の注意 : トレースは、現行の Oracle Names Serverの処理で発生する予測不
能な障害、または識別不能な障害を診断するのに役立ちます。ト
レースは、通常の Oracle Names Server処理で行われる一連のイベ
ントをオペレーティング・システム・ファイルに書き込んで、管理
者が検査できるようにします。

トレース出力は、OFF（なし）、USER（基本的情報）または
ADMIN（最大量の情報）という 3段階のレベルで指定します。

SHOW TRACE_LEVELは、現ネーム・サーバーのトレース・レベ
ルを確認するための唯一の方法です。Oracle Names Server構成ファ
イルで TRACE_LEVELが構成されていても、NAMESCTLプログ
ラムからのコールによってその値が上書きされる場合があります。

例 : namesctl> show trace_level
Trace level is currently 0
リスナー、Oracle Names Serverおよび Oracle Connection Managerの制御ユーティリティ A-77



Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHOW VERSION

目的 : Oracle Names Serverの現在のバージョンと名前を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl show [ onames_server ] ...
version

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> show [ onames_server ] ...
version

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : このコマンドで、サーバーの名前とバージョンを確認します。この
情報は、小さな問題を解決するときに役立ちます。NAMESCTLを
サーバーに接続するたびに、このコマンドが使用可能になります。

例 : namesctl> show version
Currently managing Oracle Names server "NameServer.com"
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.5.0.0"
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Oracle Names制御ユーティリティ（NAMESCTL）
SHUTDOWN

目的 : 1つ以上の Oracle Names Serverを停止します。

前提条件 : Oracle Names Serverが起動している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl shutdown [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> shutdown [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverのみが停止します。

使用上の注意 : SHUTDOWNは、現行の Oracle Names Serverを停止して、メモ
リーからプログラムを削除します。Oracle Names Serverを停止する
必要があるのは、アップグレードやマシン保守などの運用上の理由
がある場合のみです。Oracle Names Serverを停止および起動すると
きは、ネットワーク内の任意の場所から実行できる RESTARTコマ
ンドを使用するようお薦めします。SHUTDOWNと STARTを個々
に実行する場合は、Oracle Names Serverマシン上で実行する必要が
あります。

SHUTDOWNは STOPと同じです。

例 : namesctl> shutdown
Confirm [yes or no] yes
Server shut down.
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START

目的 : Oracle Namesサービス・プログラムをロードして、システム・デー
タとローカル管理リージョン・データのロードを開始します。

前提条件 : Oracle Names Serverが停止している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl start  

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> start

引数 : なし

使用上の注意 : STARTは、Oracle Names Serverを初めてメモリーにロードすると
きに使用するコマンドです。Oracle Names Serverは起動時に、操作
パラメータ設定のための構成ファイルを読み込み、管理リージョン
のデータをすべてロードします。

Oracle Names Server起動時のセキュリティは、Oracle Namesがイン
ストールされているオペレーティング・システムによって保証され
ます。Oracle Names Serverはローカル・セッションから起動する必
要があるので、ネットワーク・セキュリティが損なわれることはあ
りません。

STARTは STARTUPと同じです。
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例 : namesctl> start
Starting "/private/dsteiner/sales/bin/names"...server 
successfully started

Currently managing name server "namesrv1.us.oracle.com"
Version banner is "Oracle Names for Solaris: Version 
8.1.5.0.0"

Server name:                              
namesrv1.us.oracle.com
Server has been running for:              0.16 seconds
Request processing enabled:               yes
Request forwarding enabled:               yes
Requests received:                        0
Requests forwarded:                       0
Foreign data items cached:                0
Region data next checked for reload in:   not set
Region data reload check failures:        0
Cache next checkpointed in:               not set
Cache checkpoint interval:                not set
Cache checkpoint file name:               
/private/dsteiner/sales/network/names/ckpcch.ora
Statistic counters next reset in:         not set
Statistic counter reset interval:         not set
Statistic counters next logged in:        not set
Statistic counter logging interval:       not set
Trace level:                              0
Trace file name:                          
/private/dsteiner/sales/network/trace/names_10841.trc
Log file name:                            
/private/dsteiner/sales/network/log/names.log
System parameter file name:               
/private/dsteiner/sales/network/admin/names.ora
Command-line parameter file name:         ""
Administrative region name:               ""
Administrative region description:        ""
ApplTable Index:                          0
Contact                                   ""
Operational Status                        0
Save Config on Stop                       yes

START
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START_CLIENT_CACHE

目的 : クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスを起動します。

前提条件 : クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスが停止している必
要があります。

クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスを実行する前に、
Oracle Names Serverリストが必要です。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl start_client_cache 

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> start_client_cache

引数 : なし

使用上の注意 : 起動すると、クライアント・キャッシュ・デーモン・プロセスは、
Oracle Names Serverから受信したすべての情報を格納し、検索を高
速に行えるようにします。

例 : namesctl> start_client_cache

STARTUP

目的 : このコマンドは STARTと同じです。

前提条件 : Oracle Names Serverが停止している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl startup names.parameter = value

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> start names.parameter = value

引数 : なし

使用上の注意 : STARTUPは STARTと同じです。

例 : STARTの例を参照してください。
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STATUS

目的 : 1つ以上の Oracle Names Serverの統計と内部設定の多くを表示しま
す。

前提条件 : Oracle Names Serverが起動している必要があります。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl status [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムから、次のように入力します。

namesctl> status [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverの状態のみが表示されます。

使用上の注意 : STATUSは、Oracle Names Server稼働中のアクティビティ、および
一時点における Oracle Names Serverの状態を表示します。

例 : namesctl> status
Version banner is "Oracle Names for SunOS: 
8.1.5.0.0"
Server name:NSERVER.com
Server has been running for:1 day 20 hours ........
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STOP

目的 : 1つ以上の Oracle Names Serverを停止します。

前提条件 : Oracle Names Serverが起動している必要があります。

パスワード : 必要

パスワードが設定されている場合、このコマンドの前に SET 
PASSWORDコマンドを実行する必要があります。

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl stop  [ onames_server ] ...

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> stop  [ onames_server ] ...

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。引数を指定し
ないと、現行の Oracle Names Serverのみが停止します。

使用上の注意 : STOPは、現行の Oracle Names Serverを停止して、メモリーからプ
ログラムを削除します。Oracle Names Serverを停止する必要がある
のは、アップグレードやマシン保守などの運用上の理由がある場合
のみです。Oracle Names Serverを停止および起動するときは、ネッ
トワーク内の任意の場所から実行できる RESTARTコマンドを使用
するようお薦めします。STOPと STARTを個々に実行する場合は、
Oracle Names Serverマシン上で実行する必要があります。

STOPは SHUTDOWNと同じです。

例 : namesctl> stop
Confirm [yes or no]: yes
Server shut down
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TIMED_QUERY

目的 : Oracle Names Serverのキャッシュにあるすべてのデータを表示しま
す。

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl timed_query

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> timed_query [ time ] 

使用上の注意 : TIMED_QUERYは、引数 [time ] で表される時刻以降のデータをす
べて返します。time引数で、所定の時刻以降に登録されたすべての
オブジェクトが戻されます。time引数を使用するには、起動後に登
録されたすべての情報を最初の TIMED_QUERYでダンプします。
このダンプが終了すると、最新ダンプ情報の終了時点を示す最終タ
イムスタンプが表示されます。その時点以降に記録されたすべての
データを表示するには、time引数で最終タイムスタンプ番号を指定
します。
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UNREGISTER

目的 : ネットワーク・オブジェクトを Oracle Names Serverから削除しま
す。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl unregister object_name  -d
description=(address_list= (address= ( protocol_address_
information )))) [-h hostname ] [-l listener_name ]

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> unregister object_name (-d address_data ) [-h 
hostname ] [-l listener_name ]

引数 : オブジェクト名（必須）およびネーム・サーバーの登録されている
オブジェクトのアドレスまたはリスナー名、ホスト名

使用上の注意 : 登録されているサービスを手動で抹消するためのコマンドです。そ
のオブジェクトの定義が、リージョン内の Oracle Names Serverか
ら削除されます。オブジェクトが、アドレスまたはリスナー名、ホ
スト名で登録されている場合は、アドレスまたはリスナー名、ホス
ト名をコマンド行で指定しないと、オブジェクトを抹消できませ
ん。

例 : namesctl> unregister parts -t oracle_database -d 
(description= (address= 
(protocol=tcp)(host=nineva)(port=1575)) (connect_
data=(service_name=db3)))
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VERSION

目的 : Oracle Names Serverの現在のバージョンと名前を表示します。

前提条件 : なし

パスワード : 不要

構文 : オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

namesctl version

NAMESCTLプログラムからは、次のように入力します。

namesctl> version

引数 : Oracle Names Server名を空白で区切って指定します。名前を指定し
ないと、現ネーム・サーバーの設定が表示されます。

使用上の注意 : このコマンドで、サーバーの名前とバージョンを確認します。この
情報は、小さな問題を解決するときに役立ちます。NAMESCTLを
サーバーに接続するたびに、このコマンドが使用可能になります。

例 : namesctl> version
Currently managing Oracle Names server "NameServer.com"
Version banner is "Oracle Names for SunOS: Version 8.1.5.0.0"
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Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（CMCTL））））
Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）は、Oracle Connection Managerを
起動し、制御するためにオペレーティング・システム・プロンプトから実行するツールで
す。Oracle Connection Manager制御ユーティリティの一般的な書式は、次のとおりです。

CMCTL command [ process_type ]

ここで、process_typeはコマンドを実行するときのプロセスのタイプです。これらを次に示
します。

■ cman（CMGWゲートウェイおよび CMADMIN 管理プロセスの両方）

■ adm（CMADMIN プロセスのみ）

■ cm（CMGWプロセスのみ）

たとえば、管理プロセスとメイン・プロセスの両方を起動する場合は、次のように入力しま
す。

オペレーティング・システムからは、次のように入力します。

cmctl start cman

CMCTLプログラムからは、次のように入力します。

cmctl> start cman
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CMCTL コマンドコマンドコマンドコマンド
次のコマンドは、Oracle Connection Manager制御ユーティリティ（CMCTL）で使用できま
す。

EXIT

目的 : CMCTLユーティリティ・プログラムを終了します。

前提条件 : なし

例 : cmctl> exit

START

目的 : Oracle Connection Managerを起動します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作していてはなりません。

引数 : cman － CMGWと CMADMIN プロセスの両方を起動する（デフォ
ルト）

cm － CMGWプロセスのみを起動する

adm － CMADMIN プロセスのみを起動する

例 : cmctl> start cm
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STATS 

目的 : リレー件数合計、アクティブなリレー件数、合計のほとんどを占め
るリレー件数、拒否されたリレー件数など、基本的な統計情報を表
示します。

前提条件 : なし

引数 : cman － CMGWと CMADMIN プロセスの両方の統計を表示する
（デフォルト）

cm － CMGWプロセスの統計を表示する

adm － CMADMIN プロセスの統計を表示する

例 : cmctl> stats
(statistics=(total_relays=8)(active_delays=4)(most_
relays=6)(out_of_relay=5)(total_refused=5)

■ TOTAL_RELAYS:Oracle Connection Managerが、起動後に確立
した接続の総数

■ ACTIVE_DELAYS:現在アクティブな接続の数

■ MOST_RELAYS:Oracle Connection Managerの起動後に、同時
に確立された接続の最大数

■ OUT_OF_RELAY:Oracle Connection Managerの起動後に、リ
レーの範囲外により拒否された接続要求の総数

■ TOTAL_REFUSED:Oracle Connection Managerの起動後に、拒
否された接続要求の総数
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STATUS

目的 : バージョン、起動時刻、アップタイムなどの、基本的な情報を表示
します。

前提条件 : なし

引数 : cman － CMGWと CMADMIN プロセスの両方のステータス情報を
表示する（デフォルト）

cm － CMGWプロセスのステータス情報を表示する

adm － CMADMIN プロセスのステータス情報を表示する

例 : cmctl> status
CMAN status:
status=(version=8.1.5.0.0)(started=01-DEC-98 
11:41:33)(state-running)
ADMIN status:
status=(version=8.1.5.0.0)(started=01-DEC-98 
11:41:29)(state-running)

STOP

目的 : Oracle Connection Managerプロセスを、対話モードで停止します。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

引数 : cman － CMGWと CMADMIN プロセスの両方を停止する（デフォ
ルト）

cm － CMGWプロセスのみを停止する

adm － CMADMIN プロセスのみを停止する

使用上の注意 : 接続がアクティブな状態のままで停止コマンドを発行すると、停止
の確認を求められます。

例 : cmctl> stop cm
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STOP NOW

目的 : すべての Oracle Connection Managerプロセスを停止します。プロセ
スが実行中の場合、終了を確認するプロンプトは表示されません。

前提条件 : Oracle Connection Managerが動作している必要があります。

引数 : なし

例 : cmctl> stop now
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構成ファイルのサン
B

構成ファイルのサンプル構成ファイルのサンプル構成ファイルのサンプル構成ファイルのサンプル

ここでは、Net8で使用する構成ファイルのサンプルを紹介します。内容は次のとおりです。

■ プロファイル（SQLNET.ORA）

■ ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）

■ リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）

■ Oracle Names Server構成ファイル（NAMES.ORA）

■ Oracle Connection Manager構成ファイル（CMAN.ORA）
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プロファイル（SQLNET.ORA）
プロファイル（プロファイル（プロファイル（プロファイル（SQLNET.ORA））））
プロファイル（SQLNET.ORA）には、クライアントまたはサーバーが Net8の機能を使用す
る方法についての作業環境を指定するパラメータが含まれています。SQLNET.ORAは、
UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windowsでは ORACLE_
HOME¥network¥admin に置かれます。各パラメータの詳細は、C-7ページの「プロファイ
ル・パラメータ（SQLNET.ORA）」を参照してください。

names.default_domain = com
names.initial_retry_timeout = 30
names.max_open_connections = 3
names.message_pool_start_size = 10
names.preferred_servers = (address_list =
 (address=(protocol=ipc)(key=n23))
  (address=(protocol=tcp)(host=nineva)(port=1383))
  (address=(protocol=tcp)(host=cicada)(port=1575))
 )
names.request_retries = 2
names.directory_path = (tnsnames, onames, hostname)
namesctl.trace_directory = /oracle/network/trace
namesctl.trace_file = namesctl.trc
namesctl.trace_level = admin
namesctl.trace_unique = true
namesctl.no_initial_server = false
namesctl.internal_use = true
namesctl.noconfirm = true
namesctl.server_password = mangler
namesctl.internal_encrypt_password = false
names.dce.prefix = /.:/subsys/oracle/names
names.nds.name_context = personnel.acme
names.nis.meta_map=sqlnet.maps
sqlnet.authentication_services=(none)
sqlnet.authentication_services=(beq, oss)
sqlnet.kerberos5_cc_name=/tmp/mycc
sqlnet.kerberos5_clockskew=600
sqlnet.kerberos5_conf=/tmp/mykrb.conf
sqlnet.kerberos5_realms=/tmp/mykrb.realms
sqlnet.kerberos5_keytab=/tmp/myv5srvtab
sqlnet.authentication_kerberos5_service=acme
sqlnet.authentication_gssapi_service=acme/asriniva.us.oracle.com@us.oracle.com
sqlnet.identix_fingerprint_method=oracle
sqlnet.identix_fingerprint_database=ofm
sqlnet.identix_fingerprint_database_user=<username>
sqlnet.identix_fingerprint_database_password=<password>
sqlnet.authentication_gssapi_service=acme/scott.us.oracle.com@us.oracle.com
oss.source.my_wallet
   =(source
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       =(method=file)
        (method_data=/dve/asriniva/oss/wallet)
        ) 
oss.source.encrypted_private_key
   =(source
       =(method=oracle) 
        (method_data= 
           (username=andre_security_service) 
           (password=andre_security_service) 
           (sqlnet_address=andreoss)
        ) 
    ) 
oss.source.certificates
   =(source
       =(method=oracle) 
        (method_data= 
           (username=scott_security_service) 
           (password=ascott_security_service) 
           (sqlnet_address=andreoss)
        ) 
    ) 
oss.source.attributes
   =(source
       =(method=oracle) 
        (method_data= 
           (username=scott_oracle_security_service) 
           (password=scott_oracle_security_service) 
           (sqlnet_address=andreoss)
        ) 
    ) 
sqlnet.crypto_checksum_client = required
sqlnet.encryption_client = required
sqlnet.crypto_checksum_types_client = required
sqlnet.crypto_checksum_types_server = required
sqlnet.encryption_types_client = required
sqlnet.encryption_types_server = required
sqlnet.crypto_seed ="4fhfguweotcadsfdsafjkdsfqp5f201p45mxskdlfdasf"
sqlnet.crypto_checksum_server = required 
sqlnet.encryption_server = required
trace_level_client = admin
trace_directory_client = /oracle/network/trace
trace_file_client =  /oracle/network/trace/cli.trc
trace_unique_client = on
log_directory_client = /oracle/network/log
log_file_client = /oracle/network/log/sqlnet.log
log_directory_server = /oracle/network/trace
trace_directory_server = /oracle/network/trace
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trace_file_server = /orace/network/trace/svr_<pid>.trc
trace_level_server = admin
use_dedicated_server = on
use_cman = true
tnsping.trace_directory = /oracle/network/trace
tnsping.trace_level = admin 
sqlnet.expire_time = 10
sqlnet.client_registration = <unique_id>
bequeath_detach = yes
automatic_ipc = off
disable_oob = on
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ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）
ローカル名構成ファイル（ローカル名構成ファイル（ローカル名構成ファイル（ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA））））
ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）には、サービスの別名が含まれます。データ
ベースのサービスの別名は、ネットワーク上でデータベースの位置を示す接続記述子にマッ
プされます。TNSNAMES.ORAは、クライアントと分散データベース・サーバーが接続先と
サーバーを識別するときに使用されます。TNSNAMES.ORAは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windowsでは ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。
各パラメータの詳細は、C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ
（TNSNAMES.ORA）」を参照してください。

tcpnew1 = (description=
              (source_route=yes)
              (address=(protocol=tcp)(port=1610)(host=spcstn))
              (address=(protocol=tcp)(port=1580)(host=spcstn)))
              (connect_data=(service=sales1))
          )

spx2tcp  = (description=
              (source_route=yes)
              (address=(protocol=spx)(service=orasrvc1))
              (address=(protocol=tcp)(port=1580)(host=spcstn)))
              (connect_data=(service_name=sales2))
          )

より複雑なサンプルは、C-31ページの「ローカル・ネーミング・パラメータ
（TNSNAMES.ORA）」を参照してください。
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リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）
リスナー構成ファイル（リスナー構成ファイル（リスナー構成ファイル（リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA））））
リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）には、ネットワーク・リスナーの動作について作
業環境を指定するパラメータが含まれています。LISTENER.ORAは、UNIX では $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれま
す。各パラメータの詳細は、C-50ページの「リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）」を
参照してください。

listener=
(address= # default tcp listening address

(protocol=tcp)
(port=1521)
(host=mudshark)

)
(address= # non-default ipc listening address

(protocol=ipc)
(key=salesdb)

)
)
sid_list_listener_name=(sid_list=

(sid_desc=
(sid_name=sales)
(global_dbname=salesdb.mycompany)
(oracle_home=/private1/app/oracle/product/8.0.3)
(prespawn_max=20)
(prespawn_list=

(prespawn_desc=(protocol=tcp)(pool_size=2)(timeout=5))
(prespawn_desc=(protocol=ipc)(pool_size=3)(timeout=2))

)
)

)
trace_level_listener=admin
trace_directory_listener=/private1/app/oracle/product/8.0.2/network/trace
trace_file_listener=listener
logging_listener=on
log_directory_listener=/private1/app/oracle/product/8.0.2/network/log
log_file_listener=listener
save_config_on_stop_listener=true
startup_wait_time_listener=0

注意注意注意注意 : SID_LIST_listener_nameセクションは、バージョン 8またはバー
ジョン 7のデータベースに接続するときにのみ必要です。
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Oracle Names Server構成ファイル（NAMES.ORA）
Oracle Names Server 構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（NAMES.ORA））））
Oracle Names Server構成ファイル（NAMES.ORA）には、各 Oracle Names Serverの場所、ド
メイン情報およびオプション構成パラメータを指定するパラメータが含まれています。
NAMES.ORAは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。各パラメータの詳細は、C-65ページの
「Oracle Namesパラメータ（NAMES.ORA）」を参照してください。

names.addresses = (address=(protocol=tcp)(host=oranamesrvr0)(port=1575)) 
names.server_name = ons1.com 
names.domains = (domain_list= 
                  (domain= 
                     (name=com) 
                     (min_ttl=86400) 
                  ) 
                  (domain= 
                     (name=org) 
                     (min_ttl=86400) 
                  ) 
               ) 
names.admin_region= (region= 

(name= local_region.com) 
(type= rosdb) 
(userid = names) 
(password = names) 
(description =  

(address = (protocol = tcp)(host = nineva)(port = 1387)) 
(connect_data = (service = em)) 

)
(docname = sbox) 
(version = 34619392) # 2.1.4 
(refresh = 14400) 
(retry = 600) 
(expire = 259200) 

) 
names.authority_required = false 
names.auto_refresh_expire = 259200 
names.auto_refresh_retry = 180 
names.cache_checkpoint_file = cache.ckp 
names.cache_checkpoint_interval = 7200 
names.config_checkpoint_file = config.ckp 
names.default_forwarders= 
 (forwarder_list= 
    (forwarder= 
       (name= rootserv1.com) 
       (address=(protocol=tcp)(port=42100)(host=roothost)))) 
names.default_forwarders_only = true 
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Oracle Names Server構成ファイル（NAMES.ORA）
names.domain_hints = 
 (hint_desc= 
    (hint_list= 
        (hint=(name=rootserv1.com) 
              (address=(protocol=tcp)(host=nineva)(port=42100))))) 
names.forwarding_available = true 
names.forwarding_desired = true 
names.log_directory = /oracle/network/log
names.log_file = names.log 
names.log_stats_interval = 3600
names.log_unique = false 
names.max_open_connections = 10 
names.max_reforwards = 2 
names.message_pool_start_size = 24 
names.no_modify_requests = false 
names.no_region_database = false 
names.password = 625926683431aa55 
names.reset_stats_interval = 3600 
names.region_checkpoint_file = reg.ckp 
names.trace_directory = /oracle/network/trace 
names.trace_file = names.trc 
names.trace_level = admin 
names.trace_unique = true 
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Oracle Connection Manager構成ファイル（CMAN.ORA）
Oracle Connection Manager 構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（CMAN.ORA））））
Connection Manager構成ファイル（CMAN.ORA）には、Oracle Connection Managerを使用す
るための作業環境を指定するパラメータが含まれています。CMAN.ORAは、UNIX では
$ORACLE_HOME/network/admin、Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥adminに置か
れます。各パラメータの詳細は、C-77ページの「Oracle Connection Managerパラメータ
（CMAN.ORA）」を参照してください。

cman = (address = (protocol=tcp)(host=anyhost)(port=1630))
cman_admin = (address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1830))

cman_profile = (parameter_list=
(maximum_relays=512)
(log_level=1)
(tracing=yes)
(trace_directory=/oracle/network/trace)
(relay_statistics=yes)
(show_tns_info=yes)
(use_async_call=yes)
(authentication_level=0)

)
# the following specifies a rule for single access control #
cman_rules = (rule_list= 

(rule=(src=spcstn)(dst=x)(srv=x)(act=accept)) 
)
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構成パラメ
C

構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ構成パラメータ

すべての Net8構成パラメータを網羅したリストを参考として示します。内容は次のとおり
です。

■ 構成ファイルの構文規則

■ ADDRESSと ADDRESS_LIST

■ プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）

■ ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）

■ リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）

■ Oracle Namesパラメータ（NAMES.ORA）

■ Oracle Connection Managerパラメータ（CMAN.ORA）

■ プロトコル固有のパラメータ（PROTOCOL.ORA）
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構成ファイルの構文規則
構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則構成ファイルの構文規則
Net8ネットワークの構成ファイルは、キーワードと値が対となるパラメータの集まりです。
キーワードと値の対をカッコで囲みます。

parameter =( keyword =value )

一部のキーワードは、他のキーワードと値の対をそのキーワードの値とします。

( keyword =
    ( keyword =value )
    ( keyword =value )
)

たとえば、ローカル名構成ファイル（TNSNAMES.ORA）のアドレス部に、次の行を含める
ことができます。

(address=
    (protocol=tcp)
    (host=max)
    (port=1521) 
)

どのキーワードが、他のキーワードと値の対の親または所有者であるかをインデントで反映
するように構成ファイルを設定します。インデントの使用は義務付けられていませんが、こ
のフォーマットによって読みやすく理解しやすいファイルになります。

このようにファイルをインデントしない場合でも、行を折り返すときは空白を 1つ以上入れ
ないと、折り返し行が新しいパラメータとして解釈されてしまいます。次のレイアウトは受
け入れられます。

(address=(protocol=tcp)
  (host=max)(port=1521))

次のレイアウトは受け入れられません。

(address=(protocol=tcp)
(host=max)(port=1521))
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構成ファイルの構文規則
構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細構成ファイルの構文規則の詳細
次の規則が構成ファイルの構文に適用されます。

■ キーワードと値の対を 1つ以上含むパラメータで始まる構成ファイルのキーワードは、
一番左の列にある必要がある。キーワードの前に 1つ以上の空白がある場合は、前の行
の継続行として解釈されます。

■ すべての文字は、ネットワーク・キャラクタ・セットに属している必要がある（次の項
を参照）。

■ キーワードでは大 /小文字が区別されない。値は、オペレーティング・システムおよび
プロトコルによって、大 /小文字を区別する場合と区別しない場合があります。

■ キーワードと値の対の中で、"=" の前後の空白はオプションとする。

■ キーワードの階層がある場合、キーワードの後ろには必ず他のキーワードが続く。階層
のどのレベルでも、キーワードを任意の順序で入力できます。たとえば、次の構文はど
ちらも有効です。

(address =
   (protocol=tcp)
   (host=martha)
   (port=1521)
)

(address =
   (protocol=tcp)
   (port=1521)
   (host=martha)
)

■ キーワードに空白を含めることはできない。値に空白を含めるときは、二重引用符（"）
で囲む必要があります。

■ 接続記述子の最大長は 4KB。

■ コメントを入力するときは、行の先頭でシャープ記号（#）を使用する。シャープ記号
の後から行の終わりまでが、コメントとみなされます。

■ キーワードと値の対で等号の前または後に 1つの語または連結語を入力する場合は、
カッコが不要となる。
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構成ファイルの構文規則
ネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セットネットワーク・キャラクタ・セット
キーワードと値の対で使用できるネットワーク・キャラクタ・セットには、次の文字があり
ます。接続記述子は 1バイト文字にしてください。

A-Z、a-z

0-9

( ) < > / ¥ 

, . : ; ' "=- _ 

$ + * # & ! % ? @ 

このキャラクタ・セットの中では、次の記号が予約済みです。

(  )=¥ " ' # 

キーワードまたは値を引用符で囲まない場合は、予約記号をキーワードまたは値の一部とし
てではなくデリミタとして使用します。単一引用符または二重引用符を使用して、予約記号
を含む値を囲むことができます。引用符で囲んだ値の中に引用符を含めるには、別のタイプ
の引用符を使用します。円記号（¥）をエスケープ文字として使用します。

予約記号の使用例として、アドレス内の数値 DECnetオブジェクトがあります。OBJECTを
ABCや #123などの名前にすることができます。これらは次の形式で入力します。

(OBJECT=ABC)

または

(OBJECT=¥#123)

符号 "#"は予約されている記号なので、文字の前に円記号を付ける必要があります。

次の文字は、接続記述子の中では使用できますが、キーワードまたは値の中では使用できま
せん。

<space> <tab> <CR> <newline>
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ADDRESSと ADDRESS_LIST
キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット
リスナー名、ネット・サービス名および Oracle Connection Manager名は、次のキャラクタ・
セットに制限されています。

[a...z] [A...Z] [0...9] _

最初の文字は、アルファベットの文字にしてください。一般的に、最大 64文字が受け付け
られます。データベース・サービス名はデータベース管理者が定義したグローバル・データ
ベース名と一致する必要があります。グローバル・データベース名は、データベース名（最
初は 8文字に制限されている）とデータベース・ドメインで構成されています。サービス名
とグローバル・データベース名は、大 /小文字を区別しません。

ADDRESS とととと ADDRESS_LIST
接続時に、リスナー、Oracle Names Server、Oracle Connection Managerなどの要求の受信側と
クライアントは、同じプロトコル・アドレスで構成されます。アドレスの目的は、ネット
ワーク・オブジェクトのネットワーク・アドレスを識別することです。クライアントはこの
アドレスを使用して、接続要求を特定のネットワーク・オブジェクトの場所に送信します。
受信側はこのアドレスで要求をリスニングし、クライアント情報に対応するアドレス情報に
基づいて、接続を許可します。クライアントと接続の受信側に同じプロトコルをインストー
ルし、同じアドレスを構成することが重要です。

プロトコル・アドレスは、2つの要素で構成されます。

ADDRESS

目的 : プロトコル・アドレスを定義します。このパラメータは、
ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの下に埋め込まれる場合が
あります。DESCRIPTIONは、一般的に TNSNAMES.ORAまたは
LISTENER.ORAファイルのみで使用されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」で説明
するように、各プロトコルには、アドレスで必要な独自の必須パ
ラメータがあります。

例 : (address=
 (protocol=tcp)
 (host=sales-pc)
 (port=1521)
)

構成パラメータ C-5



ADDRESSと ADDRESS_LIST
ADDRESS_LIST

目的 : 共通の特性を共有するアドレスのリストを定義します。

このパラメータは、DESCRIPTIONまたは DESCRIPTION_LISTの
下に埋め込まれる場合があります。DESCRIPTIONまたは
DESCRIPTION_LISTは、一般的に TNSNAMES.ORAまたは
LISTENER.ORAファイルのみで使用されます。

注意注意注意注意 : TNSNAMES.ORAまたは LISTENER.ORAファイルにあるリ
ストが 1つのみの場合、ADDRESS_LISTは必要ありません。

例 :  (address_list=
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=sales-pc)
   (port=1521)
  )  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=hr-pc)
   (port=1521)
  ) 
 ) 
 (address_list=
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=finance-pc)
   (port=1521)
  )  
  (address=
   (protocol=tcp)
   (host=sales-pc)
   (port=1521)
  ) 
 ) 
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA））））
プロファイルでは、次のパラメータが使用できます。プロファイルは、構成ファイルの
SQLNET.ORAに保存されます。SQLNET.ORAは UNIX の場合は $ORACLE_
HOME/network/admin 、Windowsの場合は ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれま
す。

BEQUEATH_DETACH

目的 : UNIX システムの Net8内のシグナル処理をオン /オフに切り替え
ます。

デフォルト : NOで、シグナル処理をオンにします。

値 : ■ YES － シグナル処理をオフする

■ NO － シグナル処理をオンにする

例 : bequeath_detach=yes

DAEMON.TRACE_DIRECTORY

目的 : Oracle Enterprise Managerのデーモン・トレース・ファイルの接続
先ディレクトリを制御します。

デフォルト : UNIX プラットフォームでは $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : daemon.trace_directory=/oracle/traces

DAEMON.TRACE_LEVEL

目的 : Oracle Enterprise Managerデーモンのトレースをオフにするか、特
定のレベルでオンにします。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : daemon.trace_level=user
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
DAEMON.TRACE_MASK

目的 : Oracle Enterprise Managerデーモンのトレース・エントリのみをト
レース・ファイルに記録することを指定します。

デフォルト : UNIX プラットフォームでは $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windowsプラットフォームでは ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : daemon.trace_mask=(106)

DISABLE_OOB

目的 : バンド外ブレークを使用禁止にします。

デフォルト : OFF

使用上の注意 : 基礎を形成するトランスポート・プロトコルが機能をサポートし
ない場合に、バンド外ブレークを使用禁止にします。

例 : disable_oob=off

LOG_DIRECTORY_CLIENT

目的 : ログ・ファイルが書き込まれるディレクトリを制御します。

デフォルト : 実行可能ファイルの起動元である現ディレクトリ

例 : log_directory_client=/oracle/network/log

LOG_DIRECTORY_SERVER

目的 : ログ・ファイルが書き込まれるディレクトリを制御します。

デフォルト : 実行可能ファイルの起動元である現ディレクトリ

例 : log_directory_server=/oracle/network/log
C-8 Oracle8i Net8管理者ガイド



プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
LOG_FILE_CLIENT

目的 : Oracleクライアントのログ出力ファイル名を制御します。

デフォルト : SQLNET.LOG

例 : log_file_client=client

LOG_FILE_SERVER

目的 : Oracleサーバーのログ出力ファイル名を制御します。

デフォルト : SQLNET.LOG

例 : log_file_server=svr.log

NAMES.DCE.PREFIX

目的 : 名前の検索に使用する DCEセル名（接頭辞）を指定します。

デフォルト : /.:/subsys/oracle/names

例 : names.dce.prefix=/.:/subsys/oracle/names

NAMES.DEFAULT_DOMAIN

目的 : クライアントが最も頻繁に名前を要求するドメインを指定します。
このパラメータを設定すると、デフォルトのドメイン名が未修飾
のサービス名に自動的に付けられます。エスケープされないドッ
ト（.）を含む名前には、デフォルトのドメインが付加されませ
ん。単純な名前は、後続するドットで修飾できます（たとえば、
'rootserver.'など）。

デフォルト : NULL

例 : names.default_domain=com
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMES.DIRECTORY_PATH

目的 : クライアント名の要求に使用されるネーミング・メソッド
（TNSNAMES、Oracle Namesなど）の順序を指定します。

デフォルト : TNSNAMES, ONAMES, HOSTNAME

値 : ■ TNSNAMES

■ ONAMES

■ HOSTNAME

■ DCE

■ NIS

■ NOVELL

例 : names.directory_path=(tnsnames, onames)

NAMES.INITIAL_RETRY_TIMEOUT

目的 : クライアントが Preferred Servers List内の次のサーバーに対する要
求を送り直すまでに、Oracle Names Serverからの応答を待つ時間
を決定します。

デフォルト : 15 

最小値 : 1

最大値 : 600

例 : names.initial_retry_timeout=20
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMES.MAX_OPEN_CONNECTIONS

目的 : Oracle Namesクライアントが一度にオープンできる接続数を決定
します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 64

例 : names.max_open_connections=3

NAMES.MESSAGE_POOL_START_SIZE

目的 : 転送されたメッセージ要求に対して使用するメッセージの初期数
を、クライアントのメッセージ・プールに対して指定します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 256

例 : names.message_pool_start_size=10
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMES.NIS.META_MAP

目的 : NIS属性を NISマップ名にマップするときに使用するファイルを
指定します。

デフォルト : SQLNET.MAPS

例 : names.nis.meta_map=sqlnet.maps

NAMES.PREFERRED_SERVERS

目的 : クライアント名の要求に使用する Oracle Names Serverの名前、ア
ドレスおよび順序を指定します。

デフォルト : なし

例 : names.preferred_servers= (address_list=
  (address=(protocol=ipc)(key=n23))
  (address=(protocol=tcp)(host-nineva)(key=1575))
  (address=(protocol=tcp)(host=cicada)(key=1575)))

NAMES.REQUEST_RETRIES

目的 : 操作が失敗になる前に、クライアントが Preferred Server List内の
各サーバーを試行する回数を指定します。

デフォルト : 1

最小値 : 1

最大値 : 5

例 : names.request_retries=5
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_PASSWORD

目的 : TRUEに設定すると、NAMESCTLはパスワードを暗号化して
Oracle Names Serverに送ります。

FALSEに設定すると、NAMESCTLはパスワードを暗号化せずに
Oracle Names Serverに送ります。これによって、非暗号化パス
ワードを NAMES.ORAファイルの NAMES.PASSWORDパラメー
タで設定できます。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : namesctl.internal_encrypt_password=true

NAMESCTL.INTERNAL_USE

目的 : TRUEに設定すると、文書化されていない内部コマンドを
NAMESCTLで使用できます。内部コマンドを識別できるように、
すべての内部コマンドの先頭にアンダースコアが付いています。

NAMESCTL.NO_INITIAL_SERVER

目的 : TRUEに設定すると、NAMESCTLはデフォルトの Oracle Names 
Serverに接続できないときにエラー・メッセージを表示しません。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : namesctl.no_initial_server=true

NAMESCTL.NOCONFIRM

目的 : NAMESCTLユーティリティの実行中に確認をともなう重要なコマ
ンド（STOP、RELOAD、RESTART）をプロンプトするかどうか
を指定します。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : namesctl.noconfirm=on
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMESCTL.SERVER_PASSWORD

目的 : NAMES.ORAファイルの NAMES.PASSWORDパラメータで設定
した構成済みのパスワードに一致する値を指定します。これによ
り、NAMESCTLユーティリティで STOP、RESTART、RELOAD
などの保護オプションを実行するたびに、SET PASSWORDコマ
ンドでパスワードを入力する必要がなくなります。

例 : namesctl.server_password=secret

NAMESCTL.TRACE_LEVEL

目的 : NAMESCTLプログラムのトレース・レベルを指定します。

デフォルト : OFF

値 : OFF、USER、ADMIN、SUPPORT

例 : namesctl.trace_level=admin

NAMESCTL.TRACE_FILE

目的 : NAMESCTLのトレース出力を書き込むファイルを指定します。

デフォルト : NAMESCTL_PID.TRC

例 : namesctl.trace_file=nmsctl

NAMESCTL.TRACE_DIRECTORY

目的 : NAMESCTLユーティリティのトレース出力を書き込むディレクト
リを指定します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : namesctl.trace_directory=/oracle/trace
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
NAMESCTL.TRACE_UNIQUE

目的 : 作成したトレース・ファイルの名前にプロセス識別子を付加して、
各トレース・ファイルが共存できるようにするかどうかを指定し
ます。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : namesctl.trace_unique=on

OSS.SOURCE.LOCATION

目的 : 暗号化されたプライベート・キーを取り出す方法を定義します。

デフォルト : なし

例 : oss.source.location= 
(source= 
 (method=oracle) 
 (method_data=
    (sqlnet_address=oss)))

OSS.SOURCE.MY_WALLET

目的 : Walletの場所を指定します。Walletは、SSLで処理される認証、
キーおよびトラスト・ポイントです。

デフォルト : なし

例 : oss.source.my_wallet=  
   (source=
      (method=file)
      (method_data=  
        (directory=/home/smalladi/oss)))
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES

目的 : 1つ以上の認証サービスを使用可能にします。認証がインストー
ルされている場合は、このパラメータを NONEまたは認証方法の
1つに設定することをお薦めします。

デフォルト : なし

値 : NONE － データベースはユーザー名とパスワードを使用してログ
インする

ALL － すべての認証方法を使用可能にする

BEQ － 必ず次の値と一緒に使用する

NDS － NetWare Directory Services（NDS）を使用

NTS － Windows NT Nativeを使用

KERBEROS5 － Kerberosを使用

SECURID － SecurIDを使用

CYBERSAFE － Cybersafeを使用

IDENTIX － Identixを使用

DCEGSSAPI － DCE GSSAPIを使用

RADIUS － RADIUSを使用

例 : sqlnet.authentication_services =(beq, kerberos5, cybersafe)
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.AUTHENTICATION_KERBEROS5_SERVICE

目的 : Kerberosサービス・チケットを得るために使用するサービス名を
定義します。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.authentication_kerberos5_service= oracle

SQLNET.AUTHENTICATION_GSSAPI_SERVICE

目的 : CyberSAFEサービスのプリンシパルを定義します。

SQLNET.CLIENT_REGISTRATION

目的 : クライアント・マシンの一意な識別子を設定します。この識別子
は接続要求でリスナーに渡され、監査証跡に含められます。識別
子として、最大 128文字の任意の英数字を使用できます。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.client_registration 1432

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_CLIENT

目的 : このクライアントがサーバーに接続するときの希望のチェックサ
ム動作を指定します。

デフォルト : ACCEPTED

値 : ■ ACCEPTED

■ REJECTED

■ REQUESTED

■ REQUIRED

例 : sqlnet.crypto_checksum_client=accepted
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_SERVER

目的 : クライアントがこのサーバーに接続するときの希望のチェックサ
ム動作を指定します。

デフォルト : ACCEPTED

値 : ■ ACCEPTED

■ REJECTED

■ REQUESTED

■ REQUIRED

例 : sqlnet.crypto_checksum_server=accepted

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_TYPES_CLIENT

目的 : このクライアントが使用できる暗号チェックサム・アルゴリズム
のリストを指定します。

デフォルト : MD5

値 : MD5 － RSAデータ・セキュリティの MD5アルゴリズム

例 : sqlnet.crypto_checksum_types_client=(md5)

SQLNET.CRYPTO_CHECKSUM_TYPES_SERVER

目的 : このサーバーが使用できる暗号チェックサム・アルゴリズムのリ
ストを指定します。

デフォルト : MD5

値 : MD5 － RSAデータ・セキュリティの MD5アルゴリズム

例 : sqlnet.crypto_checksum_types_server=(md5)
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.CRYPTO_SEED

目的 : 暗号キーを生成するときに使用する文字を指定します。文字がラ
ンダムなほど、キーの安全性が向上します。暗号化またはチェッ
クサムをオンにするときは、必ずこのパラメータを指定する必要
があります。10～ 70文字のランダムな文字列を指定します。

デフォルト : qwertyuiopasdfghjkl;zxcvbnm,.s1

例 : sqlnet.crypto_seed="qwertyuiopasdfghjkl;zxcvbnm,.s1"

SQLNET.ENCRYPTION_CLIENT

目的 : このクライアントがサーバーに接続するときの希望の動作を指定
します。

デフォルト : ACCEPTED

値 : ■ ACCEPTED

■ REJECTED

■ REQUESTED

■ REQUIRED

例 : sqlnet.encryption_client=accepted

SQLNET.ENCRYPTION_SERVER

目的 : クライアントがこのサーバーに接続するときの希望の動作を指定
します。

デフォルト : ACCEPTED

値 : ■ ACCEPTED

■ REJECTED

■ REQUESTED

■ REQUIRED

例 : sqlnet.encryption_server=accepted
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_CLIENT

目的 : このクライアントが使用できる暗号化アルゴリズムのリストを指
定します。

デフォルト : アルゴリズムが指定されていないときは、すべてのアルゴリズム
が使用されます。

値 : 次の値を 1つ以上指定できます。

RC4_40 － RSA RC4（40ビット・キー・サイズ）米国内および全世
界

RC4_56 － RSA RC4（56ビット・キー・サイズ）米国内のみ

RC4_128 － RSA RC4（128ビット・キー・サイズ）米国内のみ

DES － 標準 DES（56ビット・キー・サイズ）米国内のみ

DES40 － （40ビット・キー・サイズ）米国内および全世界

例 : sqlnet.encryption_types_client=(rc4_40)

SQLNET.ENCRYPTION_TYPES_SERVER

目的 : このクライアントがサーバーとして機能するときに使用できる暗
号化アルゴリズムのリストを指定します。

デフォルト : アルゴリズムが指定されていないときは、すべてのアルゴリズム
が使用されます。

値 : RC4_40 － RSA RC4（40ビット・キー・サイズ）米国内および全世
界

RC4_56 － RSA RC4（56ビット・キー・サイズ）米国内のみ

RC4_128 － RSA RC4（128ビット・キー・サイズ）米国内のみ

DES － 標準 DES（56ビット・キー・サイズ）米国内のみ

DES40 － （40ビット・キー・サイズ）米国内および全世界

例 : sqlnet.encryption_types_server=(rc4_40, des, ...)
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.EXPIRE_TIME

目的 : セッションが有効であるかどうかを確認するためのプローブを送
る時間間隔を決定します。

デフォルト : なし

最小値 : 0分

推奨値 : 10分

例 : sqlnet.expire_time=10

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE

目的 : 認証指紋データベースのサービス名または別名を指定します。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database=fingrdb

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE_USER

目的 : 指紋データベースに予約済みユーザー名を指定します。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database_user=manager

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_DATABASE_PASSWORD

目的 : 指紋データベースに予約済みパスワードを指定します。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_database_password= password

SQLNET.IDENTIX_FINGERPRINT_METHOD

目的 : 指紋データベースのメソッド名を指定します。メソッド名は
ORACLEでなければなりません。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.identix_fingerprint_method=oracle
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.KERBEROS5_CC_NAME

目的 : Kerberos資格証明キャッシュ・ファイルの完全パス名を指定しま
す。

デフォルト : UNIX では /usr/tmp/krbcache 、
Windowsでは c:¥tmp¥krbcache

例 : sqlnet.kerberos5_cc_name= /usr/tmp/krbcache

SQLNET.KERBEROS5_CLOCKSKEW

目的 : Kerberos資格証明が無効になるまでの秒数を指定します。

デフォルト : 300

例 : sqlnet.kerberos5_clockskew=1200

SQLNET.KERBEROS5_CONF

目的 : Kerberos構成ファイルの完全パス名を指定します。この構成ファ
イルには、デフォルト KDCの領域が入っていて、領域を KDCホ
ストにマップします。

デフォルト : UNIX では /krb5/krb.conf 、
Windowsでは c:¥krb5¥krb.conf

例 : sqlnet.kerberos5_conf=/krb5/krb.conf
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.KERBEROS5_KEYTAB

目的 : Kerberosプリンシパル /シークレット・キー・マッピング・ファ
イルの完全パス名を指定します。このファイルを使用して、キー
を抽出し、着信認証情報を解読します。

デフォルト : UNIX では /etc/v5srvtab 、Windowsでは c:¥krb5¥v5srvtab

例 : sqlnet.kerberos5_keytab=/etc/v5srvtab

SQLNET.KERBEROS5_REALMS

目的 : Kerberos領域変換ファイルの完全パス名を指定します。このファ
イルを使用して、ホスト名またはドメイン名から領域にマップし
ます。

デフォルト : UNIX では / krb5/krb.realms、Windowsでは c:¥krb5¥krb.realms

例 : sqlnet.kerberos5_realms= /krb5/krb.realms

SQLNET.RADIUS_ALTERNATE

目的 : プライマリ・サーバーを利用できないときに使用する、代替用の
RADIUSサーバーを指定します。サーバーの IPアドレスまたはホ
スト名を指定できます。

デフォルト : なし

例 : sqlnet.radius_alternate=radius2

SQLNET.RADIUS_ALTERNATE_PORT

目的 : 代替用の RADIUSサーバーのリスニング・ポートを指定します。

デフォルト : 1645

例 : sqlnet.radius_alternate_port= 1667
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.RADIUS_ALTERNATE_RETRIES

目的 : 再送する回数を指定します。

デフォルト : 3

例 : sqlnet.radius_alternate_retries=4

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_TIMEOUT

目的 : 応答の待ち時間を指定します。

デフォルト : 5秒

例 : sqlnet.radius_authenetication_timeout= 10

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION

目的 : プライマリ RADIUSサーバーの場所を、ホスト名または IPアドレ
スで指定します。

デフォルト : ローカル・ホスト

例 : sqlnet.radius_authenetication= officeacct

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_INTERFACE

目的 : ユーザーとの対話に使用するユーザー・インタフェースを含むク
ラスを指定します。

デフォルト : DefaultRadiusInterface

例 : sqlnet.radius_authenetication_interface= 

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_PORT

目的 : プライマリ RADIUSサーバーのリスニング・ポートを指定しま
す。

デフォルト : 1645

例 : sqlnet.radius_authenetication_port= 1667
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_RETRIES

目的 : 再送する回数を指定します。

デフォルト : 3

例 : sqlnet.radius_authenetication_retries=4

SQLNET.RADIUS_AUTHENTICATION_TIMEOUT

目的 : 応答の待ち時間を指定します。

デフォルト : 5秒

例 : sqlnet.radius_authenetication_timeout= 10

SQLNET.RADIUS_CHALLENGE_RESPONSE

目的 : 要求 -応答のオンとオフを切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : sqlnet.radius_challenge_response=ON

SQLNET.RADIUS_SECRET

目的 : RADIUS共有シークレットを含むファイルのフル・パスを指定し
ます。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/security/radius.key 、
Windows NTでは ORACLE_
HOME¥network¥security¥radius.key

例 : sqlnet.radius_secret= oracle/bin/admin/radiuskey
構成パラメータ C-25



プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
SQLNET.RADIUS_SEND_ACCOUNTING

目的 : アカウントを ONまたは OFFにします。有効にした場合、パケッ
トはリスニング・ポート +1のアクティブな RADIUSサーバーに
送信されます。デフォルトのポートは 1646です。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : sqlnet.radius_send_accounting=ON

SSL_CLIENT_AUTHENTICATION

目的 : サーバーに加えて、クライアントを SSLを使用して認証するかど
うかを制御します。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : ssl_cipher_suite=(ssl_dh_dss_with_des_cdc_sha)

SSL_CIPHER_SUITES

目的 : SSLで使用する暗号化とデータ整合性の組合せを制御します。

デフォルト : なし

値 : Cipher Suiteの詳細は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』
を参照してください。

例 : ssl_cipher_suite=(ssl_rsa_with_rc4_138_md5)

SSL_VERSION

目的 : SSL接続のバージョンを合わせます。

クライアントとサーバーは、互換性のあるバージョンを使用する
必要があります。

デフォルト : UNDETERMINED

値 : UNDETERMINED | 2.0 | 3.0

例 : ssl_version=2.0
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
TNSPING.TRACE_DIRECTORY

目的 : トレース・ファイルの接続先ディレクトリを制御します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : tnsping.trace_directory=/oracle/traces

TNSPING.TRACE_LEVEL

目的 : 指定したレベルでトレースをオン /オフに切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザーによるエラー状況のトレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : tnsping.trace_level=admin

TRACE_DIRECTORY_CLIENT

目的 : トレース・ファイルの接続先ディレクトリを制御します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : trace_directory_client=/oracle/traces

TRACE_DIRECTORY_SERVER

目的 : トレース・ファイルの接続先ディレクトリを制御します。

デフォルト : $ORACLE_HOME/network/trace

例 : trace_directory_server=/oracle/traces

TRACE_FILE_CLIENT

目的 : クライアントのトレース・ファイル名を制御します。

デフォルト : SQLNET.TRC

例 : trace_file_client=clientsqlnet.trc
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
TRACE_FILE_SERVER

目的 : サーバーのトレース・ファイル名を制御します。

デフォルト : SVR_PID.TRC

例 : trace_file_server=svrsqlnet.trc

TRACE_LEVEL_CLIENT

目的 : 指定したレベルでトレースをオン /オフに切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : trace_level_client=user
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
TRACE_LEVEL_SERVER

目的 : 指定したレベルでトレースをオン /オフに切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : trace_level_server=admin

TRACE_UNIQUE_CLIENT

目的 : 各クライアント・トレース・ファイルに一意な名前を割り当て、
各トレース・ファイルがクライアントの次のオカレンスで上書き
されないようにします。PIDがファイル名の終わりに追加されま
す。

各クライアントに一意なトレース・ファイルを作成するかどうか
を決定します。それぞれのクライアントでは、同じトレース・
ファイル名が使用されます。値を OFFに設定すると、クライアン
トで新しいトレース・ファイルが作成されるときに、既存のファ
イルが上書きされます。この値を ONに設定すると、複数のト
レース・ファイルが共存できるように、各トレース・ファイルの
名前にスレッド識別子が追加されます。

このパラメータにより、トレース・ファイルは SQLNETTHREAD_
ID.TRCという一意な名前になります。

デフォルト : ON

例 : trace_unique_client=on
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プロファイル・パラメータ（SQLNET.ORA）
USE_CMAN

目的 : このパラメータを TRUEに設定すると、すべてのセッションは
Oracle Connection Managerを通じてサーバーに到達します。利用で
きる Oracle Connection Managerアドレスがない場合、接続は利用
可能な任意のリスナー・アドレスを通して行われます。

注意注意注意注意 : Oracle Namesで Oracle Connection Managerを使用している場
合は、クライアントと Oracle Names Serverの両方で、このオプ
ションを設定する必要があります。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : use_cman=true

USE_DEDICATED_SERVER

目的 : リスナーがこのクライアントからのセッションのための専用サー
バー・プロセスを生成するようにします。

デフォルト : OFF

値 : ■ ON － 専用サーバー・プロセスを事前に生成する

■ OFF － 既存のサーバー・プロセスに渡す

例 : use_dedicated_server=on
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ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA））））
ローカル・ネーミング・メソッドでは、TNSNAMES.ORAファイルにネット・サービス名が
追加されます。TNSNAMES.ORAは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、
Windowsでは ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。

ネット・サービス名は、接続記述子に含まれているネットワーク・アドレスにマップされた
別名です。接続記述子には、プロトコル・アドレスによるリスナーの場所や、接続するデー
タベースのサービス名が含まれます。他のサーバーのクライアントになるクライアントと
サーバーは、このネット・サービス名を使用してアプリケーションに接続します。

一般構文一般構文一般構文一般構文
TNSNAMES.ORAファイルの基本的な構文を、図 C-1に示します。DESCRIPTIONには接続
記述子、ADDRESSにはリスナー・アドレス、および CONNECT_DATAにはデータベース・
サービス名が含まれます。

図図図図 C-1  TNSNAMES.ORA の一般構文の一般構文の一般構文の一般構文

net_service_name = 
 (description= 
   (address= ( protocol_address_information ))
   (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
   ) 
 ) 
構成パラメータ C-31



ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
複数の記述複数の記述複数の記述複数の記述
TNSNAMES.ORAファイルには、複数の接続記述子を含めることもできます。各接続記述子
には、1つ以上のリスナー・アドレスが含まれます。図 C-2は、複数のアドレスを持つ 2つ
の接続記述子を示したものです。DESCRIPTION_LISTは、接続記述子のリストを定義しま
す。

図図図図 C-2  TNSNAMES.ORA の複数の記述の複数の記述の複数の記述の複数の記述

net_service_name = 
 (description_list=
  (description= 
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
   (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
   ) 
  ) 
  (description= 
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
   (connect_data= 
     (service_name= service_name ) 
   ) 
  ) 
 )

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantは、複数の接続記述子をサポートしていませ
ん。
C-32 Oracle8i Net8管理者ガイド



ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト複数のアドレス・リスト
TNSNAMES.ORAは、それぞれが独自の特性を持つ複数のアドレス・リストもサポートして
います。図 C-3は、2つのアドレス・リストを示したものです。最初のアドレス・リストで
は、クライアント負荷のバランスを指定し、connect-time failoverを使用しません。これらの
設定は、ADDRESS_LISTの ADDRESSに指定されたリスナーにしか適用されません。次の
アドレス・リストでは、connect-time failoverを指定し、クライアント負荷のバランスを使用
しません。これらの設定は、ADDRESS_LISTの ADDRESSに指定されたリスナーにしか適
用されません。クライアントはまず、1番目または 2番目のアドレスをランダムに選び、次
に 3番目と 4番目のアドレスを順に試します。

図図図図 C-3  TNSNAMES.ORA の複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リストの複数のアドレス・リスト

net_service_name = 
 (description= 
  (address_list= 
   (load_balance=on)
   (failover=off)
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
  )
  (address_list= 
   (load_balance=off)
   (failover=on)
   (address= ( protocol_address_information ))
   (address= ( protocol_address_information ))
  )
  (connect_data=
   (service_name= service_name ) 
  )
 )

注意注意注意注意 : Oracle Net8 Assistantは、1つのアドレス・リストしかサポートし
ていません。

注意注意注意注意 : リリース 8.1以前のように、アドレス・リストが 1つしかない場合は、
リストを ADDRESS_LISTに埋め込む必要はありません。
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クライアント負荷のバランスとクライアント負荷のバランスとクライアント負荷のバランスとクライアント負荷のバランスと DESCRIPTION_LIST の変更された機能の変更された機能の変更された機能の変更された機能
リリース 8.1以前は、DESCRIPTION_LISTが複数のリスナーのクライアント負荷のバランス
に使用されていました。クライアント負荷のバランスは、現在でも DESCRIPTION_LISTで
はデフォルトで有効ですが、ADDRESS_LISTで明示的に指定することができ、一連の
ADDRESSや DESCRIPTIONに関連付けることもできます。図 C-4は、これまでの
TNSNAMES.ORAとリリース 8.1の TNSNAMES.ORAを、Oracle Parallel Server環境のクライ
アント負荷のバランスを使用して比較したものです。
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図図図図 C-4  リリースリリースリリースリリース 8.1とそれ以前のリリースのクライアント負荷のバランスとそれ以前のリリースのクライアント負荷のバランスとそれ以前のリリースのクライアント負荷のバランスとそれ以前のリリースのクライアント負荷のバランス

 

リリースリリースリリースリリース 8.1以前のクライアント負荷のバランス以前のクライアント負荷のバランス以前のクライアント負荷のバランス以前のクライアント負荷のバランス

次に示すのは、リリース 8.1以前の TNSNAMES.ORAファ
イルです。OP、OP1および OP2はネット・サービス名で
す。

OPにより、クライアントは 2つのインスタンスのいずれ
かをランダムに選択できます。OP1と OP2で、クライア
ントは特定の Oracle Parallel Serverインスタンスに接続で
きます。

op=
 (description_list =
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
      (connect_data=(sid=op1)))

   (description=
      (address=
        (protocol=tcp) 
        (host=opsnt2) 
        (port=1521))
       (connect_data=(sid=op2))))
op1=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=(sid=op1)))
op2=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=(sid=op2)))

リリースリリースリリースリリース 8.1でのクライアント負荷のバランスでのクライアント負荷のバランスでのクライアント負荷のバランスでのクライアント負荷のバランス

次に示すのは、リリース 8.1の TNSNAMES.ORAファイル
です。OP、OP1および OP2はネット・サービス名です。

OPにより、クライアントはデータベース・サービス OPに
ランダムに接続し、DESCRIPTIONではなく複数の
ADDRESSを使用して、2つのインスタンスのいずれかを選
択できます。OP1と OP2で、クライアントは特定の Oracle 
Parallel Serverインスタンスに接続できます。

op=
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address= 
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
  (address=
        (protocol=tcp) 
        (host=opsnt2) 
        (port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=op)))
op1=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt1) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op)
       (instance_name=op1)))
op2=
  (description=
     (address=
       (protocol=tcp) 
       (host=opsnt2) 
       (port=1521))
     (connect_data=
       (service_name=op)
       (instance_name=op2)))
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例例例例
クライアントが Oracle Connection Managerを通してサービスに接続する場合、最初のアドレ
ス（またはアドレスのセット）は Oracle Connection Managerに接続するためのクライアント
用のアドレスで、2番目のアドレス（またはアドレスのセット）は、リスナーを使用して
サービスに接続する Oracle Connection Manager用のアドレスとなります。

Oracle Connection Managerの SOURCE_ROUTEパラメータを YESに設定すると、クライアン
トは接続する前にリストにあるすべてのアドレスを試します。

図 C-5は、複数の Oracle Connection Managerアドレスを使用する場合の例です。

図図図図 C-5  TNSNAMES.ORA に指定する複数のに指定する複数のに指定する複数のに指定する複数の Oracle Connection Manager アドレスアドレスアドレスアドレス

sample1=(description= 
         (source_route=yes) 
         (address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630))    # hop 1 
         (address_list=  
          (failover=on) 
          (load_balance=off)                                # hop 2 
          (address=(protocol=tcp)(host=host2a)(port=1630)) 
          (address=(protocol=tcp)(host=host2b)(port=1630)) 
         ) 
         (address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1521))    # hop 3 
         ) 
         (connect_data=(service_name=sales.acme.com)) 
         )

上の例では次の動作が行われます。

1. クライアントは、最初の Oracle Connection Managerのアドレスに接続するように指示さ
れます。

(address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630)

2. 最初の Oracle Connection Managerは、Oracle Connection Managerアドレスの 1つを使用し
て、他の Oracle Connection Managerに接続します。1つ目のアドレスに失敗したら、2つ
目のアドレスで接続を試みます。この動作は、次の部分で指示されます。

(address_list=  
  (failover=on) 
  (load_balance=off)                                    # hop 2 
  (address=(protocol=tcp)(host=host2a)(port=1630)) 
  (address=(protocol=tcp)(host=host2b)(port=1630)) 

3. 続いて Oracle Connection Managerは、次のリスナー・アドレスを使用してデータベー
ス・サービスに接続します。

(address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1521))    # hop 3 
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図 C-6は、2つの Oracle Connection Managerと 2つのリスナー・アドレス間のクライアント
負荷のバランスの例を示しています。

図図図図 C-6  TNSNAMES.ORA におけるクライアント負荷のバランスにおけるクライアント負荷のバランスにおけるクライアント負荷のバランスにおけるクライアント負荷のバランス

sample2=(description= 
           (load_balance=on) 
           (failover=on) 
           (address_list= 
             (source_route=yes) 
             (address=(protocol=tcp)(host=host1)(port=1630)) 
             (address=(protocol=tcp)(host=host2)(port=1521)) 
           ) 
           (address_list= 
             (source_route=yes) 
             (address=(protocol=tcp)(host=host3)(port=1630)) 
             (address=(protocol=tcp)(host=host4)(port=1521)) 
           ) 
           (connect_data=(service_name=sales.acme.com)) 
         )
上の例では次の動作が行われます。

1. クライアントは、ADDRESS_LISTをランダムに選択し、選択した ADDRESS_LISTで失
敗したら他にフェイルオーバーするように指示されます。この動作は、LOAD_
BALANCEおよび FAILOVERパラメータを ONにすることで指示されます。

2. ADDRESS_LISTが選択されると、クライアントはまず ADDRESS_LISTに指定された
Oracle Connection Managerのアドレスを使用して、Oracle Connection Managerに接続しま
す。

3. 続いて Oracle Connection Managerは、ADDRESS_LISTに指定されたリスナー・アドレス
を使用して、データベース・サービスに接続します。
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DESCRIPTIONSおよびおよびおよびおよび DESCRIPTION_LIST

DESCRIPTION

目的 : 接続記述子の開始を表します。データベース・リスニング・アド
レスの定義、接続するデータベースのサービス名が指定されま
す。このパラメータは、DESCRIPTION_LISTの下に埋め込まれる
場合があります。

例 : net_service_name =
(description =
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales.com))

DESCRIPTION_LIST

目的 : 特定のネット・サービス名の接続記述子のリストを定義します。

例 : net_service_name = 
(description_list=
 (description=
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales.com))
 (description=
  (address=...)
  (connect_data=(service_name=sales2.com))
)
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ADDRESS とととと ADDRESS_LIST

ADDRESS

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。このパラメータ
は、ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの下に埋め込まれる場
合があります。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 各プロトコルで使用する適切なプロトコルの説明は、
6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」を参照してくださ
い。

例 : net_service_name =
(description= 
  (address =...)
  (address =...)
  )
  (connect_data=(service_name=sales.com))

ADDRESS_LIST

目的 : アドレスのリストを定義します。リストが 1つしかない場合は、
ADDRESS_LISTは必要ありません。このパラメータは、
DESCRIPTIONまたは DESCRIPTION_LISTの下に埋め込まれる場
合があります。

例 : net_service_name =
(description= 
 (address_list=
  (address =...)
  (address =...)
  )
 )
 (address_list= 
  (load_balance=off)
  (address =...)
  (address =...)
  )
 )
 (connect_data=(service_name=sales.com))
構成パラメータ C-39



ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
リストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータリストのオプション・パラメータ

FAILOVER

目的 : このパラメータをONに設定すると、Net8 が最初のリスナーで接続に失
敗した場合、別のリスナーにフェイルオーバーします。試してみるアド
レスの数を決定します。OFFに設定すると、Net8 は1つのアドレスし
か試みません。

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込む必要があります。

注意注意注意注意 : LISTENER.ORAが静的なサービス構成パラメータで構成さ
れている場合、この機能は動作しません。これらのパラメータの
詳細は、C-57ページの「SID_LIST_listern_name静的サービス・セ
クション」を参照してください。Oracle8リリース 8.0または
Oracle7データベース、および Oracle Enterprise Managerでは、静
的な構成が必要です。

デフォルト : DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTION、ADDRESS_LISTで ON

値 : ON | OFF | YES | NO | TRUE | FALSE

例 : net_service_name =
 (description= 
  (failover=on)
  (address = . ..)
  (address =...)
  )
  (connect_data=(service_name=sales.com))
 )
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LOAD_BALANCE

目的 : このパラメータを ONに設定すると、Net8はリスナー・アドレス
のリストをランダムな順で使用して、さまざまなリスナーの負荷
のバランスをとります。OFFに設定すると、Net8は成功するまで
アドレスを順に試みます。

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込む必要があります。

デフォルト : DESCRIPTION_LISTで ON

値 : ON | OFF | YES | NO | TRUE | FALSE

例 : net_service_name =
 (description= 
  (load_balance=on)
  (address = ... )
  (address =...)
  )
  (connect_data=(service_name=sales.com)) 

SOURCE_ROUTE

目的 : このパラメータを ONまたは YESに設定すると、Net8は接続先に
到達するまで、各アドレスを順に使用します。接続先に達するま
でに複数のアドレスを経由する場合は、このパラメータが必要と
なります。

このパラメータは Oracle Connection Managerで必要です。Oracle 
Connection Managerでは、クライアントから Oracle Connection 
Managerへの初期の接続が必要です。また、Oracle Connection 
Managerからリスナーへの第 2の接続も必要です。

このパラメータは、DESCRIPTION_LIST、DESCRIPTIONまたは
ADDRESS_LISTの下に埋め込む必要があります。

デフォルト : OFF

値 : YES、NO、ON、OFF

例 : net_service_name =
 (description =
  (source_route=yes)
  (address=...)
  (address=...)
  )
  (connect_data=(sid=sales))
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TYPE_OF_SERVICE

目的 : Oracle RDBデータベースで使用するサービスの種類を指定しま
す。このサービスは、Rdbインタフェース・ツールで使用されま
す。この機能は、アプリケーションが Oracle Rdbおよび Oracle
データベースの両方をサポートしている場合、およびアプリケー
ションをランダムに選択する（負荷のバランスをとる）場合にの
み使用してください。このパラメータは、DESCRIPTIONの下に
埋め込む必要があります。

例 : net_service_name =
 (description_list=
  (description=
    (address=...)
    )
    (connect_data= 
     (service_name=generic)
     (rbd_database=[.mf]mf_personal.rdb)
     (global_name=alpha5))
    (type_of_service=rdb_database) )
 (description=
   (address=...)
    (connect_data= 
     (service_name=sales))
    (type_of_service=oracle8_database) ))
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CONNECT_DATA セクションセクションセクションセクション

CONNECT_DATAには次のパラメータがあります。

■ FAILOVER_MODE

■ GLOBAL_NAME

■ HS

■ INSTANCE_NAME

■ RDB_DATABASE

■ SDU

■ SERVER

■ SERVICE_NAME

CONNECT_DATA

目的 : 接続するデータベースを定義します。このパラメータは、
DESCRIPTIONの下に埋め込む必要があります。

例 : net_service_name =
 (description= 
  (address =...)
  (address =...)
  )
  (connect_data= (service_name=sales.com))

FAILOVER_MODE

目的 : Net8に、実行時に最初のリスナーで失敗した場合に、別のリス
ナーにフェイルオーバーするように指示します。構成に応じて、
進行中のセッションや SELECT文は自動的にフェイルオーバーさ
れます。このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必
要があります。

このタイプのフェイルオーバーは、透過的アプリケーション・
フェイルオーバーと呼ばれます。「Connect-Time Failover」
FAILOVERパラメータと混同しないようにしてください。透過的
アプリケーション・フェイルオーバーの実装の詳細は、『Oracle8i
チューニング』を参照してください。
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サブパラメータ : FAILOVER_MODEは、次のサブパラメータをサポートしていま
す。

■ BACKUP － フェイルオーバー・ノードを指定します。

■ TYPE － （必須）（必須）（必須）（必須）フェイルオーバーの種類を指定します。デ
フォルトでは、Oracle Call Interface（OCI）アプリケーション
に対して、3種類の Net8フェイルオーバー機能を利用できま
す。

SESSION: セッションをフェイルオーバーします。すなわち、
ユーザーの接続が失われた場合に、新しいセッションを自動
的に作成して、ユーザーをバックアップします。このフェイ
ルオーバーでは、選択は回復されません。

SELECT: カーソルをオープンしているユーザーが、障害後も
カーソルをフェッチできるようにします。ただしこのモード
では、通常の選択操作を行うクライアント側にオーバーヘッ
ドが生じます。

NONE: デフォルトです。フェイルオーバー機能を使用しませ
ん。フェイルオーバーが実行されないように、明示的に指定
することもできます。

■ METHOD: プライマリ・ノードからバックアップ・ノードに
フェイルオーバーされる速さを決定します。

BASIC: フェイルオーバー時に接続を確立します。フェイル
オーバー時まで、バックアップ・サーバーはほとんど何もす
る必要はありません。

PRECONNECT: あらかじめ接続を確立しておきます。フェイ
ルオーバーは高速に行われますが、バックアップ・インスタ
ンスはサポートされた各インスタンスからの接続すべてをサ
ポートできなければなりません。

FAILOVER_MODE
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例 : 次に、OPSHP1で障害が発生した場合の、バックアップ・ノード
OPSHP2への透過的アプリケーション・フェイルオーバー
（FAILOVER_MODE）の例を示します。処理中の SELECT文が
フェイルオーバーされます。

net_service_name = 
 (description= 
  (address= 
       (protocol=tcp) 
       (host=opshp1) 
       (port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)
     (failover_mode=
        (backup=opshp2)
        (type=select)
        (method=basic)
     )
  )
 )

次に、connect-time failover（FAILOVER）で使用されている、透過
的アプリケーション・フェイルオーバーを示します。まず
OPSHP1で接続を試し、次に OPSHP2で試してみます。接続後に
ノードに障害が発生した場合、アプリケーションは処理中の
SELECT文を保存して、まず OPSHP1、次に OPSHP2にフェイル
オーバーを試みます。

net_service_name = 
 (description= 
  (failover=on)
  (address= 
       (protocol=tcp) 
       (host=opshp1) 
       (port=1521))
  (address= 
       (protocol=tcp) 
       (host=opshp2) 
       (port=1521))
  (connect_data=
     (service_name=op.us.oracle.com)
     (failover_mode=
       (type=select)
     )
  )

FAILOVER_MODE
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GLOBAL_NAME

目的 : Oracle Rdbデータベースを識別します。

例 : net_service_name = 
 (description= 
  (address = .. .)
  (address =...)
  (connect_data=
   (service_name=generic)
   (rdb_database= [.mf]mf_personal.rdb)
   (global_name= alpha5) ))

HS

目的 : Net8に、非 Oracleシステムに接続するように指示します。このパ
ラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。

デフォルト : なし

値 : OK

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (sid=sales6)
    (hs=ok) )
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INSTANCE_NAME

目的 : アクセスするデータベース・インスタンス名を識別します。この
パラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込まれる場合があり
ます。インスタンス名は、INITSID.ORAファイルの INSTANCE_
NAME パラメータから取得できます。

一般的に INSTANCE_NAMEは、インストール中またはデータ
ベースの作成中に入力されたシステム識別子（SID）です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : インスタンス名の文字列設定は、6-76ページの「プロ
トコル・アドレスの構成」を参照してください。

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=sales.com)
    (instance_name=sales1) )

RDB_DATABASE

目的 : Oracle RDBデータベースのファイル名を指定します。

例 : net_service_name = 
 (description= 
    (address = .. .)
    (address =...)
  (connect_data=
    (service_name=sales.com)
    (rdb_database= [.mf]mf_personal.rdb) ))
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ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
SDU

目的 : Net8に、ネットワークを介して送信されるデータ・パケットの転
送レートを、指定したセッション・データ・ユニット（SDU）サ
イズで最適化するように指示します。このパラメータは、
CONNECT_DATAの下に埋め込まれる場合があります。

デフォルト : 2048 

値 : SDUサイズは、通常の伝送フレーム・サイズの倍数に設定する必
要があります。イーサネットの通常のフレーム・サイズは 1024の
ため、イーサネット・プロトコルでの最も効率的な SDUサイズは
1024の倍数です。ただし、1024の 4倍までに制限されます。

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (server_name=sales.com)
    (sdu=1024) )

SERVER

目的 : Net8に、MTS環境で専用サーバーを使用するように指示します。
このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋め込まれる場合が
あります。

デフォルト : DEDICATED

値 : DEDICATED | SHARED

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (server_name=sales.com)
    (server=dedicated) )
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ローカル・ネーミング・パラメータ（TNSNAMES.ORA）
SERVICE_NAME

目的 : アクセスするリリース 8.1サービスを識別します。このパラメー
タは、CONNECT_DATAの下に埋め込む必要があります。一般的
に SERVICE_NAMEは、インストール中またはデータベースの作
成中に入力されたグローバル・データベース名、すなわちデータ
ベース名とドメイン名からなる名前に設定されます。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : インスタンス名の設定は、6-2ページの「サービス名と
インスタンス名の設定」を参照してください。

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (service_name=sales.com)
    (instance_name=sales1))

SID

目的 : リリース 8.1以前のデータベースの、データベース・インスタン
スを識別します。このパラメータは、CONNECT_DATAの下に埋
め込む必要があります。

例 : net_service_name = 
 (description =
    (address=...)
    (address=...)
  (connect_data=
    (sid=sales) )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA））））
ネットワーク・リスナー構成ファイル（LISTENER.ORA）では、次の項目を使用できます。

■ リスナー・アドレス・セクション

■ SID_LIST_listern_name静的サービス・セクション

■ 制御パラメータ :

 LISTENER.ORAは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
リスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクションリスナー・アドレス・セクション
LISTENER.ORAのリスナー・アドレス・セクションは、リスナーのプロトコル・アドレスを
定義します。

DESCRIPTION

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスと、使用するプレゼンテーショ
ンおよびセッション通信レイヤーを定義します。

これまでのリリースでは、Net8はクライアント接続の確立に
Two-Task Common（TTC）プレゼンテーション・レイヤー、およ
び Transparent Network Substrate（TNS）Network Session（NS）レ
イヤーを使用する接続のみをサポートしていました。

クライアントをデータベースの Javaオプションに接続するため
に、プレゼンテーション・レイヤーおよびセッション・レイ
ヤー・サポートが拡張されています。Javaオプションに接続する
クライアントでは、セッション・レイヤーを使用しない General 
Inter-Orb Protocol（GIOP）が使用されます。

このパラメータは、DESCRIPTION_LISTの下に埋め込まれる場合
があります。

指定されたプロトコル・アドレスのすべてが TTCおよび NSを使
用する場合は、必ずしも DESCRIPTIONを使用する必要はありま
せん。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 構成情報は、7-48ページの「Javaオプション接続の構
成」を参照してください。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw))
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
DESCRIPTION_LIST

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスとプロトコル・スタックの設定
を定義します。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw))
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
  )

ADDRESS

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスを定義します。このパラメータ
は、ADDRESS_LISTまたは DESCRIPTIONの下に埋め込まれる場
合があります。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 各プロトコルで使用する適切なプロトコルの説明は、
6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」を参照してくださ
い。

例 : listener_name  =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
ADDRESS_LIST

目的 : リスナー・プロトコル・アドレスのリストを定義します。アドレ
スのリストが 1つしかない場合は、必ずしもこのパラメータを使
用する必要はありません。Oracle Net8 Assistantおよび Net8 
Configuration Assistantはデフォルトで、リストが 1つしかない場
合でも、アドレスが指定されるたびに ADDRESS_LISTを作成し
ます。このパラメータは DESCRIPTIONまたは DESCRIPTION_
LISTの下に埋め込まれる場合があります。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address_list =
         (address=
           (protocol=ipc)
           (key=extproc0))
      )
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw)
      )
      (address_list =
         (address=
           (protocol=tcp)
           (host=sales-pc)
           (port=2481))
      )
    )
    (description =
      (address_list =
         (address=
           (protocol=tcp)
           (host=sales-pc)
           (port=1521))
      )
    )
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
PROTOCOL_STACK

目的 : これまでのリリースでは、Net8はクライアント接続の確立に
Two-Task Common（TTC）プレゼンテーション・レイヤーと
Network Session（NS）レイヤーを使用する接続のみをサポートし
ていました。

Javaオプションに接続するクライアントでは、セッション・レイ
ヤーを使用しない General Inter-Orb Protocol（GIOP）が使用されま
す。

このパラメータは、DESCRIPTIONの下に埋め込む必要がありま
す。

指定されたプロトコル・アドレスが TTCおよび NSを使用する場
合は、必ずしも PROTOCOL_STACKを使用する必要はありませ
ん。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 構成情報の詳細は、7-48ページの「Javaオプション接
続の構成」を参照してください。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw))
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
PRESENTATION

目的 : プレゼンテーション・レイヤーを識別します。

デフォルト : TTC

値 : TTC | GIOP

標準的な Net8クライアントは、Two-Task Common（TTC）のプレ
ゼンテーション・レイヤーを使用します。

IIOPクライアントは、GIOPのプレゼンテーション・レイヤーを
必要とします。GIOPは、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IPを使用す
る oracle.aurora.server.SGiopServerまたは
oracle.aurora.server.GiopServerの別名です。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 構成情報の詳細は、7-48ページの「Javaオプション接
続の構成」を参照してください。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw))
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
SESSION

目的 : セッション・レイヤーを識別します。

デフォルト : NS

値 : NS | RAW

IIOPクライアントは、セッション・レイヤーを必要としません
（RAW）。

標準的な Net8クライアントは、Transparent Network Substrate
（TNS）Network Session（NS）のセッション・レイヤーを使用しま
す。

例 : listener_name  =
  (description_list =
    (description =
      (address=
        (protocol=ipc)
        (key=extproc0))
    )
    (description =
      (protocol_stack =
        (presentation=giop)
        (session=raw) )
      (address=
        (protocol=tcp)
        (host=sales-pc)
        (port=2481))
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
SID_LIST_listern_name 静的サービス・セクション静的サービス・セクション静的サービス・セクション静的サービス・セクション
LISTENER.ORAの SID_LISTセクションは、リスナーでサービスされるデータベースのシス
テム識別子（SID）を定義します。現在は、インスタンス情報が自動的にリスナーに登録さ
れるため、このセクションはバージョン 7.xおよびバージョン 8.0の Oracleデータベースの
みで有効です。外部プロシージャや異種間サービスなどの他のサービス、および Oracle 
Enterprise Managerを含む管理ツールでは、静的な構成も必要です。

sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname= global_database_name )
    (sid_name= sid )
    (oracle_home= oracle_home )
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
        (prespawn_desc=...))
   (sid_desc=...)
  )

SID_LISTには、次のパラメータが含まれます。

注意注意注意注意 : connect-time failoverをインプリメントしても、LISTENER.ORA
ファイルの静的サービス構成パラメータは使用できません。ただし、
Oracle8リリース 8.0または Oracle7データベース、および Oracle Enterprise 
Managerでは静的な構成が必要です。リスナーの静的な構成の詳細は、
6-71ページの「サービス情報によるリスナーの構成」を参照してくださ
い。

Oracle Enterprise環境で、connect-time failoverを設定する手順は、『Oracle8i 
Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照してください。
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
GLOBAL_DBNAME

目的 : グローバル・データベース名は、データベース初期化パラメー
タ・ファイル（INITSID.ORA）の SERVICE_NAMESパラメータに
指定されているデータベース名とそのドメイン名です。ネット
ワーク上でグローバル・データベース名を使用してデータベース
を参照する場合は、リスナーにそのデータベースのグローバル・
データベース名を指定する必要があります。このパラメータは、
SID_DESCの下に埋め込む必要があり、SERVICE_NAMESパラ
メータの値と一致させてください。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=orcl)
    (oracle_home=/usr/oracle)
   )
  )

ORACLE_HOME

目的 : 指定しているデータベースの Oracleホームの位置を識別しま
す。このパラメータは、SID_DESCの下に埋め込む必要がありま
す。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
     (sid_name=extproc)
     (oracle_home=/usr/oracle)
     (program=extproc)
   )
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
PROGRAM

目的 : サービスの実行可能プログラム名を識別します。たとえば、
extproc.exeなどです。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
     (sid_name=extproc)
     (oracle_home=oracle)
     (program=extproc)
   )
  )

SID_NAME

目的 : データベースの SIDを識別します。その値は、オペレーティ
ング・システム固有です。このパラメータは、SID_DESCの下に
埋め込む必要があります。

このパラメータは、INITSID.ORAファイルの INSTANCE_NAME
パラメータの値に一致させます。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=orcl)
    (oracle_home=/usr/oracle)
   )
  )
構成パラメータ C-59



リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
SID_LIST

目的 : SIDのリストの設定を識別します。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=...)
   (sid_desc=...)
  ) 

SID_DESC

目的 : SIDを定義します。このパラメータは、SID_LISTの下に埋め込ま
れる場合があります。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=...)
   (sid_desc=...)
  ) 

PRESPAWN_MAX

目的 : リスナーによって事前に生成される専用サーバー・プロセスの
最大数を指定します。この数値は、最小でも各プロトコル用の
プール・サイズの合計と同じでなければなりません。事前に生
成される専用サーバー・プロセスが常に新しい接続に使用でき
るように、この値を大きな値に設定します。このパラメータは、
SID_LISTの下に埋め込む必要があります。

事前に生成される専用サーバーは、Windows NT上では構成でき
ません。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99) )
  )
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
PRESPAWN_LIST

目的 : 事前に生成される専用サーバー・プロセスのリストの設定を指
定します。このパラメータは、SID_DESCの下に埋め込む必要が
あります。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
        (prespawn_desc=...)))
   ))

PRESPAWN_DESC

目的 : リスナーによって事前に生成される専用サーバー・プロセスの
プロトコル、および事前に生成される専用サーバーの特性を定
義します。Each protocol must have its own PRESPAWN_DESC 
description. このパラメータは、PRESPAWN_LISTの下に埋め込む
必要があります。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : PROTOCOL、POOL_SIZEおよび TIMEOUTの説明は、
6-73ページの「事前に起動または生成される専用サーバーの構成」
を参照してください。

例 : sid_list_ listener_name =
  (sid_list= 
   (sid_desc=
    (global_dbname=oracle.com)
    (sid_name=sid)
    (oracle_home=/usr/oracle)
    (prespawn_max=99) 
    (prespawn_list= 
      (prespawn_desc= 
        (protocol=tcp)
        (pool_size=10)
        (timeout=2))
        (prespawn_desc=...)))
   ))
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
制御パラメータ制御パラメータ制御パラメータ制御パラメータ :
次のパラメータはリスナーの動作を制御します。

CONNECT_TIMEOUT_listener_name

目的 : 接続が開始されてからリスナーが有効な接続要求を待つ時間を決
定します。

デフォルト : 10秒

例 : connect_timeout_listener=12

LOG_DIRECTORY_listener_name

目的 : ログ・ファイルの配置ディレクトリを制御します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥log

例 : log_directory_listener=/oracle/network/admin/log

LOG_FILE_ listener_name

目的 : リスナーのログ・ファイル名を設定します。

デフォルト : LISTENER.LOG

例 : log_file_listener=list.log

PASSWORDS_listener_name

目的 : リスナー制御ユーティリティ（LSNRCTL）の認証に使用する非暗
号化パスワードを設定します。1つ以上のパスワードを設定でき
ます。このオプション・パラメータに 1つ以上のパスワードを指
定すると、これらのパスワードのいずれかを使用するには、
LSNRCTLを使用してネットワーク・リスナーの DBA 作業を実行
する必要があります。

デフォルト : oracle

例 : passwords_listener=(oracle8)
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
STARTUP_WAITTIME_listener_name

目的 : ネットワーク・リスナーが、最初のリスナー・コントロール・ス
テータス・コマンドに応答するまでの待ち時間を秒数で設定しま
す。

デフォルト : 0秒

例 : startup_waittime_listener=5

TRACE_DIRECTORY_listener_name

目的 : ログ・ファイルの配置ディレクトリを制御します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : trace_directory_listener=/oracle/network/admin/trace

TRACE_FILE_listener_name

目的 : リスナーのトレース・ファイル名を設定します。

デフォルト : LISTENER.TRC

例 : trace_file_listener=list.trc
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リスナー・パラメータ（LISTENER.ORA）
TRACE_LEVEL_ listener_name

目的 : 指定したレベルでトレースをオン /オフに切り替えます。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : trace_level_listener=admin

USE_PLUG_AND_PLAY_ listener_name

目的 : リスナーに、データベース情報を検索して、Oracle Names Server
に登録するよう指示します。

クライアントがサーバーに接続を要求する場合、Oracle Names 
Serverはサービス名や SIDなどの必要な情報をリスナーから取得
します。

デフォルト : OFF

値 : ON | OFF

例 : use_plug_and_play=on
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Oracle Namesパラメータ（NAMES.ORA）
Oracle Names パラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（NAMES.ORA））））
Oracle Names構成ファイル（NAMES.ORA）では、次のパラメータが使用できます。
NAMES.ORAは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。

NAMES.ADDRESSES

目的 : Oracle Names Serverがリスニングするアドレスを指定します。有
効な ADDRESSまたは ADDRESS_LISTを指定します。

追加情報追加情報追加情報追加情報 : 次を参照してください。

■ C-5ページの「ADDRESSと ADDRESS_LIST」（アドレスの構
文について）

■ 6-76ページの「プロトコル・アドレスの構成」（各プロトコル
で使用する適切なプロトコルについて）

デフォルト : names.addresses= 
  (address=(protocol=tcp)(host=oranamesrvr0)(port=1575)
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Oracle Namesパラメータ（NAMES.ORA）
NAMES.ADMIN_REGION

目的 : 管理リージョンのデータ・ソースを記述します。このパラメータ
を設定すると、データベースが情報のリポジトリとして定義され
ます。このパラメータを設定しなければ、Oracle Names Server間
でデータのレプリケーションがキャッシュされます。

デフォルト : NULL

例 : names.admin_region=
   (region=(name=local_region)
   (type=rosdb)
   (userid=names)
   (password=names)
   (description=
     (address=(protocol=tcp)
     (host=nineva)(port=1575)
     )
   )
   (connect_data=
        (service_name=em)
        )
    )
   (version=34619392)
   (refresh=14400)
   (retry=600)
   (expire=259200)

NAMES.AUTHORITY_REQUIRED

目的 : システム問合せに権限応答が必要かどうかを指定します。

デフォルト : FALSE

例 : names.authority_required=true
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NAMES.CONNECT_TIMEOUT

目的 : Oracle Names Serverが、クライアントからの接続が完了するまで
に待機する時間を制限します。

デフォルト : 3秒

最小値 : 1秒

最大値 : 600秒

例 : names.connect_timeout=8

NAMES.AUTO_REFRESH_EXPIRE

目的 : Oracle Names Serverが、NAMES.DOMAIN.HINTSから取得した他
のリージョンのデータベース・サーバー・アドレスを、キャッ
シュに格納しておく時間を秒単位で指定します。ここで指定した
時間が経過すると、Oracle Names Serverは他のリージョンのデー
タベース・サーバーに問合せを発行して、アドレスをリフレッ
シュします。

デフォルト : 600秒

指定可能な値 : 60～ 1209600秒

例 : names.auto_refresh_expire=1200000

NAMES.AUTO_REFRESH_RETRY

目的 : 自動リフレッシュ問合せが障害に陥ったときに、Oracle Names 
Serverが再試行する間隔を秒単位で指定します。

デフォルト : 180

最小値 : 60

最大値 : 3600

例 : names.auto_refresh_retry=180
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NAMES.CACHE_CHECKPOINT_FILE

目的 : Oracle Names Serverがチェックポイント・ファイルを書き込む
ファイルの名前とパスを指定します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/names/ckpcch.ora 、
Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥names¥ckpcch.ora

例 : names.cache_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥cacheck.ora

NAMES.CACHE_CHECKPOINT_INTERVAL

目的 : Oracle Names Serverが、格納済みデータのチェックポイントを
チェックポイント・ファイルに書き込む間隔を指定します。各
Oracle Names Serverは、キャッシュに格納したデータを定期的に
ファイルに書き込んで、起動時の障害に備えることができます。

デフォルト : 0（使用禁止）

最小値 : 10

最大値 : 259200（3日）

例 : names.cache_checkpoint_interval=24

NAMES.CONFIG_CHECKPOINT_FILE

目的 : Oracle Names Serverの構成設定のチェックポイントに使用する
ファイルの名前とパスを指定します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/names/ckcfg.ora 、
Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥names¥ckcfg.ora

例 : names.config_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥configck.ora
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NAMES.DEFAULT_FORWARDERS

目的 : 問合せを送るときに使用する、その他の Oracle Names Serverのア
ドレス・リストを指定します。

例 : names.default_forwarders= (forwarder_list=
  (forwarder=(name=rootserv1.com)(address=(protocol=tcp)
      (port=4200)(host=roothost))))

NAMES.DEFAULT_FORWARDERS_ONLY

目的 : TRUEの場合は、デフォルトの送り先としてリストされている
Oracle Names Serverのみを対象に、Oracle Names Serverが問合せを
送ります。

デフォルト : FALSE

使用上の注意 : FALSEに設定されている場合、デフォルトの送り先としてリスト
されている Oracle Names Serverは、キャッシュに見つかっている
Oracle Names Serverの前にコールされます。

NAMES.DOMAIN_HINTS

目的 : 1つ以上の外部リージョンのサーバー名およびアドレス、ドメイ
ンをすべてリストします。Oracle Names Serverがその他のリー
ジョンにあるサーバーを認識できるようになります。この中には、
少なくともルート・リージョンにない全サーバーのルート・リー
ジョンが含まれます。最適化で必要になれば、その他のリージョ
ンを指定できます。

例 : names.domain_hints=
 (hint_desc=(hint_list=
   (hint=(name=rootserv1.com)
     (address=(protocol=tcp)(host=nineva)(port=4200)
     )
   )
 )
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NAMES.DOMAINS

目的 : サーバーのローカル・リージョン内のドメインのリスト、および
これらのドメイン内のデータに対するデフォルト生存時間（TTL）
を指定します。

例 : names.domains=
 (domain_list=
    (domain=(name=)(min_ttl=86400))
    (domain=(name=com)(min_ttl=8640))
  )

NAMES.FORWARDING_AVAILABLE

目的 : このパラメータを ONに設定すると、Oracle Names Serverは操作
を外部リージョンに転送します。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : names.forwarding_available=off

NAMES.FORWARDING_DESIRED

目的 : このパラメータを TRUEに設定すると、Oracle Names Serverは問
合せを送ります。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.forwarding_desired=true

NAMES.KEEP_DB_OPEN

目的 : リージョン・データベースへの TNS接続を、操作間でオープンし
たままにするかどうかを指定します。このパラメータを FALSEに
設定すると、ロード、再ロードまたは再ロードチェックが終わる
たびに接続がクローズされます。

デフォルト : TRUE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.keep_db_open=FALSE
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NAMES.LOG_DIRECTORY

目的 : Oracle Names Server操作イベントのログ・ファイルを書き込む
ディレクトリの名前を指定します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥log

例 : names.log_directory=c:¥oracle¥network¥names

NAMES.LOG_FILE

目的 : Oracle Names Server操作イベントを書き込む出力ファイルの名前
を指定します。ファイル名の拡張子として必ず .LOGが付くので、
このパラメータで拡張子を入力しないでください。

デフォルト : NAMES

例 : names.log_file=onames

NAMES.LOG_STATS_INTERVAL

目的 : ログ・ファイルに完全な統計をダンプする間隔を秒数で指定しま
す。

デフォルト : 0（0=OFF）

最小値 : 10（統計の入力を ONにする最小値）

最大値 : なし

例 : names.log_stats_interval=12

NAMES.LOG_UNIQUE

目的 : このパラメータを TRUEに設定すると、ログ・ファイル名が一意
な名前になるので、既存のログ・ファイルは上書きされません。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.log_unique=true
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NAMES.MAX_OPEN_CONNECTIONS

目的 : Oracle Names Serverが一度にオープンできる接続数を指定します。
この値は 10と指定するか、リスニング用に 1接続、クライアント
用に 5接続、ローカル管理リージョンで定義されている各外部ド
メイン用に 1接続の合計値を指定します（10または合計値の大き
い方を指定します）。

計算で求めた値を、ほとんどのインストレーションに適用できま
す。

デフォルト : 入力データに基づいて計算されます。

最小値 : 2

最大値 : 64

例 : names.max_open_connections=52

NAMES.MAX_REFORWARDS

目的 : サーバーが操作を転送する最大回数を指定します。

デフォルト : 2

最小値 : 1

最大値 : 15

例 : names.max_reforwards=2

NAMES.MESSAGE_POOL_START_SIZE

目的 : 転送されたメッセージの着信または発信に使用するメッセージの
初期数を、サーバーのメッセージ・プールに対して指定します。

デフォルト : 10

最小値 : 3

最大値 : 256

例 : names.message_pool_start_size=10
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NAMES.NO_MODIFY_REQUESTS

目的 : TRUEに設定すると、サーバーはリージョン内のデータを変更す
る操作を拒否します。

デフォルト : FALSE

値 : TRUE | FALSE

例 : names.no_modify_requests=true

NAMES.NO_REGION_DATABASE

目的 : TRUEに設定すると、サーバーはリージョン・データベースを検
索しません。

デフォルト : FALSE

例 : names.no_region_database=true

NAMES.PASSWORD

目的 : STOP、RESTARTおよび RELOADなど、NAMESCTLにおける特
定の重要な操作を安全に行うために、Oracle Names Serverにパス
ワードを設定します。

このパラメータを Oracle Net8 Assistantで設定すると、パスワード
が暗号化されます。クリアテキスト・パスワードは手動で設定し
ます。パスワードがクリアテキストの場合、SQLNET.ORAファイ
ルで設定される NAMESCTL.INTERNAL_ENCRYPT_PASSWORD
パラメータは FALSEに設定されます。

デフォルト : なし

例 : names.password=625926683431aa55
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NAMES.REGION_CHECKPOINT_FILE

目的 : リージョンのデータ（ローカル・リージョン内の Oracle Names 
Serverのドメイン・アドレス、データベース・アドレスなど）に
チェックポイントを使用するためのファイルの名前とパスを指定
します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/names/ckpreg.ora 、
Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥names¥ckpreg.ora

例 : names.region_checkpoint_
file=c:¥oracle¥network¥names¥regionck.ora

NAMES.RESET_STATS_INTERVAL

目的 : Oracle Names Serverが収集した統計を蓄積する時間を秒数で指定
します。指定した頻度でゼロにリセットされます。デフォルト値
の 0では、統計はリセットされません。

デフォルト : 0（リセットしない）

最小値 : 10

最大値 : なし

例 : names.reset_stats_interval=15

NAMES.SAVE_CONFIG_ON_STOP

目的 : このパラメータを TRUEに設定すると、実行時の構成設定が
NAMES.ORAに保存されます。NAMESCTL SET操作で変更され
たパラメータは、NAMES.ORAで設定する前に置き換えられます。

デフォルト : FALSE

例 : names.save_config_on_stop=FALSE

NAMES.SERVER_NAME

目的 : 各 Oracle Names Serverを名前で一意に識別します。特定の Oracle 
Names Serverを参照するときは、必ずこの名前を使用します。

デフォルト : ONAMES_onames_server

例 : names.server_name=namesrv1.us.oracle.com
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NAMES.TRACE_DIRECTORY

目的 : Oracle Names Serverトレース・セッションのトレース・ファイル
を書き込むディレクトリの名前を指定します。

デフォルト : UNIX では $ORACLE_HOME/network/trace 、
Windows NTでは ORACLE_HOME¥network¥trace

例 : names.trace_directory=/oracle/network/admin/trace

NAMES.TRACE_FILE

目的 : Oracle Names Serverトレース・セッションの出力ファイルの名前
を指定します。ファイルの拡張子は常に .TRCです。

デフォルト : NAMES

例 : names.trace_file=onames

NAMES.TRACE_FUNC

目的 : 内部のメカニズムが関数名でトレースを制御できるようにします。

デフォルト : FALSE

例 : names.trace_func=false

NAMES.TRACE_LEVEL

目的 : Oracle Names Serverのトレース・レベルを指定します。

デフォルト : OFF

値 : ■ OFF － トレース出力しない

■ USER － ユーザー・トレース情報

■ ADMIN － 管理トレース情報

■ SUPPORT － オラクル社サポート・サービス・トレース情報

例 : names.trace_level=admin
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NAMES.TRACE_UNIQUE

目的 : 各トレース・ファイルに一意な名前を割り当て、複数のトレー
ス・ファイルが存在できるかどうかを指定します。この値を ON
に設定すると、プロセス識別子が各トレース・ファイルの名前に
追加されます。

デフォルト : ON

値 : ON | OFF

例 : names.trace_unique=on
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Oracle Connection Manager パラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（CMAN.ORA））））
Oracle Connection Manager構成ファイル（CMAN.ORA）では、次のパラメータが使用できま
す。CMAN.ORAは、UNIX では $ORACLE_HOME/network/admin 、Windows NTでは
ORACLE_HOME¥network¥admin に置かれます。

CMAN

目的 : Oracle Connection Managerゲートウェイ・プロセス CMGWのリス
ニング・アドレスを指定します。

デフォルト : cman=(address=(protocol=tcp)(host= local_host )(port=1630))

構文 : cman=
  [(address_list= ]
    (address= ...)
   [(address= ...))] 

CMAN_ADMIN

目的 : Oracle Connection Manager管理プロセス CMADMIN のリスニン
グ・アドレスを指定します。

デフォルト : cman_admin=(address=(protocol=tcp)(host= anyhost )(port=1830))

構文 :   [(address_list= ]
    (address= ...)
   [(address= ...))] 
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CMAN_PROFILE

目的 : Oracle Connection Managerの実行に関連するパラメータを設定パス
名します。

デフォルト : ■ ANSWER_TIMEOUT=0

■ AUTHENTICATION_LEVEL=0 

■ LOG_LEVEL=0

■ MAX_FREELIST_BUFFERS=2048

■ MAXIMUM_CONNECT_DATA=1024

■ MAXIMUM_RELAYS=128

■ RELAY_STATISTICS=NO

■ SHOW_TNS_INFO=NO

■ UNIX では TRACE_DIRECTORY=$ORACLE_
HOME/network/trace 、
Windows NTでは TRACE_DIRECTORY=ORACLE_
HOME¥network¥trace

■ TRACING=NO

■ USE_ASYNC_CALL=YES

値 : ■ ANSWER_TIMEOUT=[0～ n]

■ AUTHENTICATION_LEVEL=[0、1]

■ LOG_LEVEL=[0～ 4]

■ MAXIMUM_CONNECT_DATA=[257～ 4096]

■ MAX_FREELIST_BUFFERS=[0～ 10240]

■ MAXIMUM_RELAYS=[0 ～ 2048]

■ RELAY_STATISTICS=[YES、NO]

■ SHOW_TNS_INFO=[YES、NO]

■ TRACE_DIRECTORY=pathname

■ TRACING=[YES、NO]

■ USE_ASYNC_CALL=[YES、 NO]
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例 : cman_profile =
   (parameter_list= 
      (maximum_relays=512)
      (log_level=1)
      (tracing=yes)
      (relay_statistics=yes)
      (show_tns_info=yes) 
      (use_async_call=yes)             
      (authentication_level=0)
   )

CMAN_PROFILE パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

ANSWER_TIMEOUT Oracle Connection Managerが、着信接続要求に関連するプロ
トコル・ハンドシェークをタイムアウトする際の秒数です。
設定範囲は 0～ nです。

AUTHENTICATION_LEVEL 1を指定すると、CMAN は安全性の高いネットワーク・
サービスを使用しない接続要求を拒否するように指示され
ます。安全性の高いネットワーク・サービスは、Oracle 
Advanced Securityの一部です。

デフォルトは 0で、Secure Network Servicesを必要としませ
ん。

LOG_LEVEL Oracle Connection Managerで実行されるロギングのレベルを
決定します。

■ デフォルトは 0で、ロギングを実行しません。

■ 設定値の範囲は 0から 4です。

レベル 1 － 基本的なレポート

レベル 2 － RULE_LISTの検索レポート

レベル 3 － リレー・ブロック・レポート

レベル 4  － リレー I/Oカウント・レポート

CMGWゲートウェイ・プロセスはログ・ファイル CMAN_
PID.LOGを作成し、CMADMIN 管理プロセスはログ・ファ
イル CMADM_PID.LOGを作成します。ログ・ファイルは、
UNIX では $ORACLE_HOME/network/log 、Windows NT
では ORACLE_HOME¥network¥log に配置されます。

MAX_FREELIST_BUFFERS リレーがクローズした後に、TNSがオペレーティング・シ
ステムに返さずにフリーリストに維持するバッファの最大
値を決定します。

CMAN_PROFILE
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MAXIMUM_CONNECT_DATA 着信接続要求の接続データ文字列の長さを制限します。

設定範囲は 257～ 4096です。

MAXIMUM_RELAYS Oracle Connection Managerがサポートする、同時接続の最大
数を決定します。設定範囲は 0～ 2048です。

RELAY_STATISTICS YESを設定すると、CMGWプロセスはリレー I/Oアクティ
ビティに関する次の統計を維持します。

■ IN バイト数

■ OUTバイト数

■ IN パケット数

■ OUTパケット数

この情報は CMAN_PID.LOGファイルに保存されます。

SHOW_TNS_INFO YESを指定すると、CMGWプロセスは TNSイベントを
CMAN_PID.LOGファイルに記録します。

TRACING YESを設定すると、Oracle Connection Managerでのトレース
を使用可能にします。CMGWゲートウェイ・プロセスはト
レース・ファイル CMAN_PID.TRCを、CMADMIN 管理プ
ロセスはトレース・ファイル CMADM_PID.TRCを、それぞ
れ作成します。

TRACE_DIRECTORY トレース・ディレクトリを指定します。

USE_ASYNC_CALL YESを設定すると、CMGWプロセスは Net8接続の確立
フェーズの応答またはコールに、すべて非同期ファンク
ションを使用します。

注意注意注意注意 : CMGWはバンド外ブレークをサポートするので、
サーバーに対してバンド外ブレークを送ります。

CMAN_PROFILE パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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CMAN_RULES

目的 : Oracle Connection Managerのネットワーク・アクセス制御の一部の規則を設定
します。

構文 : cman_rules=
  (rules_list=
      (rule=(src= hostname )(dst= hostname )(srv= service_name | sid )
      (act=accept)) 
      [(rule= ...)] 
   )

値 : ■ SRC － セッション要求のソース・ホスト名または IPアドレス（ドット
表記法）

■ DST － 接続先サーバーのホスト名または IPアドレス（ドット表記法）

■ SRV － データベース・サーバー SID

■ ACT － 前の特性を持つ着信要求を受け入れるか拒否する

使用上の注意 : ホスト名のワイルド・カード文字は、'x'です。IPアドレス（d.d.d.d）の場合
は、この dにワイルド・カード 'x'を付けることができます。

注意注意注意注意 : クライアントの接続文字列に SIDと SERVICE_NAMEの両方が含まれ
ている場合、クライアントがアクセスを行うには、要求された名前の両方が
それぞれ規則で許可される必要があります。

例 : cman_rules=  
 (rule_list= 
   (rule=(src=client1-pc)(dst=sales-pc)(srv=sales.com)(act=reject)) 
   (rule=(src=144.25.23.45)(dst=144.25.187.200)(srv=db1)(act=accept)) 
  (rule=(src=spcstn1)(dst=db2-pc)(srv=db2)(act=accept)) 
 )
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プロトコル固有のパラメータ（PROTOCOL.ORA）
プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（プロトコル固有のパラメータ（PROTOCOL.ORA））））
PROTOCOL.ORA構成ファイル内の次のパラメータは、Net8に使用できます。

protocol .EXCLUDED_NODES

目的 : どのノードに有効ノード・チェックがないかを定義します。

例 : protocol .excluded_nodes= ( hostname  | ip_address, hostname  | 
ip_address,...)

例 : tcp.excluded_nodes= (hr.com, 144.25.5.25)

protocol .INVITED_NODES

目的 : どのノードに有効ノード・チェックがあるかを定義します。
protocol.EXCLUDED_NODESとこのリストの両方がある場合は、
このリストが優先されます。

構文 : protocol .invited_nodes= ( hostname  | ip_address, hostname  | 
ip_address,...)

例 : tcp.invited_nodes= (sales.com, 144.185.5.73)

protocol .VALIDNODE_CHECKING

目的 : ホスト権限を有効にした接続先へのクライアントの接続アクセス
を制限します。

デフォルト : NO

値 : YES | NO

例 : tcp.validnode_checking=yes

TCP.NODELAY

目的 : バッファ・フラッシングで遅延なしを指定します。

デフォルト : NO

値 : YES | NO

例 : tcp.nodelay=yes
C-82 Oracle8i Net8管理者ガイド



用語集用語集用語集用語集

A
API

「Net8 Open」を参照。

ASCII キャラクタ・セット（キャラクタ・セット（キャラクタ・セット（キャラクタ・セット（ASCII character set ））））

American Standard Code for Information Interchangeキャラクタ・セットの略。デジタル・デー
タを使用して英数字情報を表現するための規則。IBM および IBM 互換コンピュータを除く
大半のコンピュータで使用している照合順番。EBCDIC文字セットと対比。

B
bequeath

リスナーとサーバーが同じノード上に存在する場合、リスナーは、接続要求の受信時に専用
サーバーを作成または起動できる。専用サーバーは 1つのネットワーク・セッションのみに
コミットされ、そのネットワーク・セッションを実行している間存在する。リスナーが専用
サーバー・プロセスを作成し、そのプロセスにネットワーク・セッションの制御を渡す、ま
たは bequeathするときに発生するイベントの順序。

C
CDS

Cellディレクトリ・サービス。

CMAN.ORA ファイルファイルファイルファイル

Oracle Connection Managerのリスナー・アドレス、Oracle Connection Managerパラメータ、お
よび Net8アクセス制御（Net8 access control）規則を指定する構成ファイル。
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CONNECT DATA

接続記述子の一部。接続記述子は CONNECT DATAキーワードで始まり、接続先のサービス
を指定する。

connect-time failover

最初のリスナーが応答しない場合、クライアントの接続要求は他のリスナーに転送される。
リスナーは接続の前にインスタンスが起動されているかどうかを確認するため、connect-time 
failoverはデータベース・インスタンス登録（database instance registration）によって有効にな
る。

D
DNS

Domain Name Service。TNSNAMES.ORAファイル（TNSNAMES.ORA file）に指定されたホ
スト名を、ホスト・インターネット・アドレス（IP）に変換するマシン。

G
General Inter-Orb Protocol （（（（GIOP））））

メッセージを提供する Javaオプション接続で使用される、プレゼンテーション・レイヤー
（presentation layer）の 1つ。

I
IIOPクライアント（クライアント（クライアント（クライアント（IIOP Clients））））

General Inter-Orb Protocol（GIOP）を使用して Javaオプションへアクセスするクライアント。
次のようなクライアントを指す。

■ Enterprise JavaBeans（EJB）

■ CORBA Servers

■ Javaストアード・プロシージャ

Inter-Orb Protocol （（（（IIOP））））

Javaオプションへの接続用の、TCP/IPまたは SSL付き TCP/IP上の General Inter-Orb Protocol
（GIOP）の実装。
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J
Java Database Connectivity （（（（JDBC）ドライバ（）ドライバ（）ドライバ（）ドライバ（Java DataBase Connectivity Drivers ））））

Javaプログラマに Oracleデータベースへのアクセスを提供する JDBCドライバ。

L
LISTENER.LOG ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（LISTENER.ORA file ））））

サーバー上の 1つ以上のリスナーを記述する構成ファイル。リリース 8.1までのデータベー
スでは、LISTENER.ORAファイルで、リスナーによってサービスされるデータベースの
Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: SID）を定義することもできる。リリース
8.1のデータベースでは、データベース・インスタンス登録（database instance registration）に
より、データベースの識別子を必要としない。

N
NDS

NetWareディレクトリ・サービス（NDS）。

Net8

ネットワーク上でクライアント /サーバー通信とサーバー /サーバー通信の両方を可能にす
る Oracleのリモート・データ・アクセス・ソフトウェア。Net8は分散処理と分散データ
ベース機能をサポートする。Net8は多数の通信プロトコルで動作し、それらを相互に接続す
る。Net8は SQL*Netバージョン 2との後方互換性を有する。

Net8 Configuration Assistant

特定のクライアントおよびサーバーの Net8コンポーネントを、インストール後に構成する
ための Javaベースのツール。

Net8 Open

Net8へのアプリケーション・プログラム・インタフェース（API）。これによって、プログラ
マは開発環境にすでに展開されている Net8ネットワークを使用しながら、データベース・
アプリケーションとデータベース以外のアプリケーションの両方を開発できる。Net8 Open
は、すべての業界標準ネットワーク・プロトコルに対して単一の共通インタフェースをアプ
リケーションに提供する。

Net8 アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（Net8 access control ））））

指定したサーバーに対するアクセスを、クライアントに許可または禁止するためのルールを
設定する Oracle Connection Managerの機能。ファイアウォール・サポートとも呼ばれる。
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NetWare

Novellが開発したネットワーク・オペレーティング・システム。

NI

ネットワーク・インタフェース。

NIS

NL

ネットワーク・ライブラリ。

NN

ネットワーク・ネーミング（Oracle Names）。

NPI

ネットワーク・プログラム・インタフェース。

NR

ネットワーク・ルーティング。

NS

ネットワーク・セッション。

NT

ネットワーク・トランスポート。

O
OCI JDBC ドライバ（ドライバ（ドライバ（ドライバ（OCI JDBC Driver ））））

Oracleの Level 2 JDBCドライバ。クライアント /サーバー型の Javaアプリケーション・プロ
グラマ、および Javaベースの中間層開発者を対象とする。JDBC/OCIドライバは、JDBCの
呼び出しを Oracle Call Interface（OCI）の呼び出しに変換する。変換された呼び出しは、Net8
を通して Oracleデータベース・サーバーに送信される。

OPI

オープン・プログラム・インタフェース。

Oracle Connection Manager

接続集中化（connection concentration）、複数プロトコル・サポート（multi-protocol support）
および Net8アクセス制御（Net8 access control）を提供するソフトウェア・コンポーネント。
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Oracle Connection Manager 制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（制御ユーティリティ（Oracle Connection Manager Control 
Utility: CMCTL ））））

Net8に含まれているユーティリティ。Oracle Connection Managerの起動および停止、状態の
取得などのさまざまな機能を制御する。

ORACLE_HOME

ディレクトリベースのオペレーティング・システムで、Oracleディレクトリ階層内の最高位
ディレクトリに付けられた代替名。

Oracle Names

Oracle Names Serverの 1システムで構成されるディレクトリ・サービスで、ネットワーク上
の各 Net8サービスに対して名前からアドレスへの変換処理を提供する。

Oracle Names Server

クライアントが長々しいアドレスではなく単純な名前で接続を要求できるように、Oracle 
Namesを使用してサービスのネットワーク・アドレスを単純な名前と一緒に格納するサー
バー。

Oracle Names の基盤構造（の基盤構造（の基盤構造（の基盤構造（Oracle Names infrastructure ））））

名前の割り当て方および Oracle Namesの動作を制御する最初の決定事項とポリシー。基盤構
造は、ユーザーと管理者が Oracle Namesシステムと対話する方法を定義する。

Oracle Net8 Assistant

構成および管理を支援する、Javaベースのツール。

Profile － ローカル・マシンのローカル構成ファイル（SQLNET.ORA）を、ユーザーが作成
または編集するためのツール。

Net Service Names － ローカル名ファイル（TNSNAMES.ORA）を、ユーザーが作成または編
集するためのツール。

Listeners － ローカル・マシンのローカル構成ファイル（LISTENER.ORA）を、ユーザーが作
成または編集するためのツール。

Oracle Names Servers － ユーザーがローカル・マシンから Oracle Names Serverを構成および
管理したり、リモート・マシンの Oracle Names Serverを管理するためのツール。

Oracle Rdb

Digital社の 64ビット・プラットフォーム用データベース。Net8を利用すると、Rdbサー
バーは Oracleデータベースへクライアントがアクセスするのと同様に扱われる。Oracle Rdb
は独自のリスナーを使用するため、クライアントは Oracle7の場合と同じ方法で Rdbと対話
できる。

Oracle システム識別子（システム識別子（システム識別子（システム識別子（Oracle System Identifier: SID ））））

実行中の Oracle8iソフトウェアの特定のインスタンスを識別する名前。どんなデータベース
でも、データベースを参照しているインスタンスが少なくとも 1つは存在する。
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8.1より古いリリースでは、SIDはデータベースの識別に使用されている。SIDは、
TNSNAMES.ORAファイル（TNSNAMES.ORA file）ファイルの接続記述子の CONNECT 
DATA 部、および LISTENER.LOGファイル（LISTENER.ORA file）ファイルのネットワー
ク・リスナーの定義に含まれる。デフォルト構成を選択すると、SIDはデフォルトで "*" と
なる。

Oracle プロトコル（プロトコル（プロトコル（プロトコル（Oracle protocol ））））

ネットワーク上でのデータ転送方法を定義する一連の規則。TCP/IPや SPXなど、いくつか
の業界標準トランスポート・プロトコルがある。

R
RDBMS

リレーショナル・データベース管理システム。

RPC

リモート・プロシージャ・コール。

S
SID

「Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: SID）」を参照。

SID_LIST_listener_name

リスナーでサービスされるデータベースの Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: 
SID）を定義する、LISTENER.LOGファイル（LISTENER.ORA file）のセクション。現在は、
リリース 8.1インスタンス情報が自動的にリスナーに登録されるため、このセクションは
バージョン 7.xおよびバージョン 8.0の Oracleデータベースのみで有効。外部プロシージャ
や異種間サービスなどの他のサービス、および Oracle Enterprise Managerバージョン 2を含む
管理ツールでは、静的な構成も必要となる。

SPX

Sequenced Packet Exchange。多くの主要ネットワーク管理システム（特に Novell Advanced 
NetWare）に適合する高性能ネットワーク・プロトコル。

SQL*Net

Net8の疑似カーソル。Oracleサーバーと協力して、Oracle RDBMSまたは Oracle Tools
（SQL*Formsなど）を走らせる複数のコンピュータが、ネットワークを介してデータを交換
できるようにする Oracle製品。SQL*Netは分散処理と分散データベース機能をサポートす
る。SQL*Netは多くの通信プロトコルで動作し、それらを相互に接続する。
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T
Thin JDBC ドライバ（ドライバ（ドライバ（ドライバ（Thin JDBC Driver ））））

Thin JDBCドライバは、Oracleの Type 4ドライバで、Javaアプレットおよび Javaアプリ
ケーションの開発者用に設計されている。JDBCドライバは、Javaソケットを通して Oracle
データベース・サーバーに直接接続を確立する。データベースへのアクセスは、Net8と
Two-Task Common（TTC）の実装に支援される。

TNS

「Transparent Network Substrate（TNS）」を参照。

TNSNAMES.ORA ファイル（ファイル（ファイル（ファイル（TNSNAMES.ORA file ））））

サービス名にマップされた接続記述子が入っているファイル。このファイルは、すべてのク
ライアントまたは個々のクライアントが使用できるように、集中的またはローカルに管理さ
れる。

Transparent Network Substrate （（（（TNS））））

Net8、Oracle Connection Managerおよび Oracle Namesに組み込まれた、標準のネットワー
ク・トランスポート・プロトコルで機能する基本的なテクノロジ。

Two-Task Common （（（（TTC））））

TTCは、クライアントとサーバーの異なるキャラクタ・セットや形式に対して、キャラク
タ・セットとデータ型の変換を提供するために、標準的な Net8接続で使用されるプレゼン
テーション・レイヤー（presentation layer）。

U
UPI

ユーザー・プログラム・インタフェース。

ああああ
アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（アクセス制御（access control ））））

「Net8アクセス制御（Net8 access control）」を参照。

アドレス（アドレス（アドレス（アドレス（address ））））

リスナー・アドレス、Oracle Connection Manager、Oracle Names Serverなどのネットワーク・
オブジェクトを、一意に識別するためのネットワーク上の場所。アドレスには特定のフォー
マットがあり、一意でなければならない。「予約済み Oracle Names Server（well-known Oracle 
Names Server）」も参照。
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いいいい
異種間サービス（異種間サービス（異種間サービス（異種間サービス（heterogeneous services ））））

Oracleサーバーから非 Oracleサーバーをアクセスするための基本的な技術を提供する、統合
されたコンポーネント。異種間サービスでは次のことが可能となる。

■ Oracle以外のシステムに格納されたデータに対して、Oracleサーバーに存在するデータ
と同じように、Oracle SQLを使用して透過的にアクセスできる。

■ Oracle分散環境から、Oracleプロシージャ・コールを使用して、Oracle以外のシステム、
サービスまたはアプリケーション・プログラムインタフェース（API）に透過的にアク
セスできる。

位置の透過性（位置の透過性（位置の透過性（位置の透過性（location transparency ））））

データ表の置かれている位置がわからなくても、アプリケーションがそのデータ表にアクセ
スできるようにする分散データベースの特性。すべてのデータ・テーブルは 1台のデータ
ベース内にあるものと見なされ、システムは表名に基づいてデータの実際の位置を判別す
る。ユーザーは 1つの文で複数のノード上のデータを参照できる。システムは、必要に応じ
て、SQL文（の一部）を自動的かつ透過的にリモート・ノードに経路指定して実行する。
ユーザーまたはアプリケーションに影響を与えないで、データをノード間で移動できる。

委任管理（委任管理（委任管理（委任管理（delegated administration ））））

ルート管理リージョン（root administrative region）の下にある 1つ以上の管理リージョンに
ネットワーク管理を委任する Net8ネットワーク。分散管理または非集中管理とも呼ばれる。
集中管理（central administration）と対比。

委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（委任管理リージョン（delegated administrative region ））））

階層的にルート管理リージョン（root administrative region）の下にあるリージョン。ルート
管理リージョン以外のすべてのリージョン。

インスタンス登録（インスタンス登録（インスタンス登録（インスタンス登録（instance registration ））））

「データベース・インスタンス登録（database instance registration）」を参照。

ええええ
エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（エラー・メッセージ（error message ））））

プログラムまたはコマンドの実行を妨げる問題または状態を知らせるコンピュータ・プログ
ラムのメッセージ。
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かかかか
階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（階層ネーミング・モデル（hierarchical naming model ））））

階層的に関連付けられた複数のドメインに名前を分割する Oracle Namesの基盤構造。集中管
理または委任管理のどちらでも、階層ネーミング・モデルを使用できる。

外部ドメイン（外部ドメイン（外部ドメイン（外部ドメイン（foreign domains ））））

所定の管理リージョン内で管理されないドメイン群。外部ドメインとリージョンの関係は相
対的なもので、絶対的な意味の外部ドメインは存在しない。ネットワーク管理者は、一般的
にネーム・サーバーのキャッシュ・パフォーマンスを最適化するために特定のリージョンに
対する外部ドメインを定義する。

外部ネーミング（外部ネーミング（外部ネーミング（外部ネーミング（external naming ））））

NISや NDSなどの、サポートされているサードパーティ製のネーミング・サービスを使用
する、ネット・サービス名（net service name）変換。

外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（外部プロシージャ（external procedure ））））

PL/SQLコードから呼び出せる、第三世代言語（3GL）で記述された関数またはプロシー
ジャ。外部プロシージャとして、Cのみがサポートされている。

管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（管理リージョン（administrative region ））））

Net8ネットワーク・コンポーネントを管理するための構造エンティティ。各管理リージョン
には次の要素が含まれる。

■ 1つ以上のドメイン

■ 1つ以上の Oracle Names Server

■ 1つ以上のデータベースおよびリスナー

きききき
キーワード値ペア（キーワード値ペア（キーワード値ペア（キーワード値ペア（keyword-value pair ））））

接続記述子および多くの構成ファイルで標準的な情報単位として使用する、キーワードと値
の組み合わせ。キーワードと値の対はネストすることができる。つまり、キーワードは別の
キーワードと値の対を値としてもつことができる。

キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（キャッシュ（cache））））

前にアクセスされたデータが再び要求されたときに、その要求を素早く処理できるように
データを格納しておくメモリー。

共有サーバー（共有サーバー（共有サーバー（共有サーバー（shared server ））））

「マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS）」を参照。
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均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（均一ネーミング・モデル（flat naming model ））））

1つのドメインのみが存在する Oracle Names基盤構造。このドメイン内では、すべての名前
が一意でなければならない。

くくくく
クライアント（クライアント（クライアント（クライアント（client ））））

別のアプリケーションまたはコンピュータのサービス、データ、処理を要求するユーザー、
ソフトウェア・アプリケーションまたはコンピュータ。2タスク環境では、クライアントは
ユーザー・プロセスとなる。ネットワーク環境では、クライアントはローカル・ユーザー・
プロセスで、サーバーはローカルまたはリモートとなる。

クライアントクライアントクライアントクライアント /サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（サーバー・アーキテクチャ（client-server architecture ））））

2台の CPU間で処理を分割するソフトウェア・アーキテクチャ。1台の CPUは、トランザ
クションでサービスを要求して受け取るクライアントとして機能し、もう 1台はトランザク
ションでサービスを提供するサーバーとして機能する。

クライアント負荷のバランス（クライアント負荷のバランス（クライアント負荷のバランス（クライアント負荷のバランス（client load balancing ））））

ロード・バランシング。複数のリスナーが 1つのデータベースをサービスする場合、クライ
アントは接続要求を送るリスナーをランダムに選択できる。このランダム化によって、すべ
てのリスナーが着信接続要求をサービスする負荷を共有できる。

クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（クライアント・プロファイル（client profile ））））

クライアントのプロパティ。ネーミング・メソッド（naming methods）の優先順位、クライ
アントとサーバーのロギング（logging）とトレース（tracing）、名前を要求するドメイン、お
よび Oracle Namesおよび Oracle Advanced Networking Optionに対するその他のクライアン
ト・オプションが含まれる。

グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（グローバル・データベース・リンク（global database link ））））

ネットワーク内の各データベースを他のすべてのデータベースとリンクするデータベース・
リンク。このリンクによって、ネットワーク内のどのデータベースを使用するユーザーも、
SQL文またはオブジェクト定義でグローバル・オブジェクト名を指定することができる。
（Debunkのグローバル・オブジェクト名は、データベース・サービス名と同じでなければな
らない。）

「データベース・リンク（database link）」、「プライベート・データベース・リンク（private 
database link）」および「パブリック・データベース・リンク（public database link）」も参照。

グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（グローバル・データベース名（global database name ））））

他のデータベースから、データベースを一意に識別するための完全な名前。グローバル・
データベース名の形式は、database_name.database_domain。たとえば、次のように指定する。

SALES.US.ORACLE.COM 
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データベース名の SALESは、データベースを呼ぶ際の単純な名前を表す。データベース・
ドメインの .US.ORACLE.COMは、データベースが配置されているデータベース・ドメイン
を表し、グローバル・データベース名を一意に識別する。可能であれば、データベース・ド
メインにネットワーク・ドメインを反映させることをお薦めする。

グローバル・データベース名は、データベースのデフォルト・サービス名で、初期化ファイ
ル（initialization file: INITSID.ORA）ファイルの SERVICE_NAMESパラメータで指定される。

ここここ
構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（構成ファイル（configuration files ））））

ネットワークのコンポーネントを識別および特徴付けるためのファイル。構成のほとんど
は、ネットワーク・コンポーネントをネーミングし、コンポーネント間の関係を識別するプ
ロセス。

ささささ
サービス名（サービス名（サービス名（サービス名（service name ））））

データベースの論理表現。データベースをクライアントに提供する方法。データベースは複
数のサービスとして提供できる。また、サービスは複数のデータベース・インスタンスとし
てインプリメントできる。サービス名は、インストール中またはデータベースの作成中に入
力されたグローバル・データベース名（global database name）、すなわちデータベース名とド
メイン名からなる名前を表す文字列となる。グローバル・データベース名が確かでない場合
は、データベース初期化ファイルの INITSID.ORAの SERVICE_NAMESパラメータの値から
取得できる。

サービス名は、TNSNAMES.ORAファイル（TNSNAMES.ORA file）中の接続記述子の
CONNECT DATA部分に含まれる。

サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（サービス・レプリケーション（service replication ））））

ネットワーク上でディレクトリ・システムを完全にレプリケートするプロセス。新しいサー
ビスは 1つのネーム・サーバーのみに登録する必要がある。新しく登録されたサービスは、
サービス・レプリケーション・プロセスによって、ネットワーク上のすべてのアクティブ・
ネーム・サーバーに自動的にレプリケートされる。

しししし
システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（システムまたはトポロジー・データ（system or topology data ））））

Oracle Names Serverが通常の機能を制御したり、他の Oracle Names Serverと通信する際に使
用するデータ。交換およびルート・リージョンの Oracle Names Server、委任リージョンの
Oracle Names Serverなどを含む。
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事前に開始または事前に生成される専用サーバー・プロセス（事前に開始または事前に生成される専用サーバー・プロセス（事前に開始または事前に生成される専用サーバー・プロセス（事前に開始または事前に生成される専用サーバー・プロセス（prestarted or prespawned 
dedicated server process ））））

事前に生成される専用サーバー・プロセスは、着信接続要求前に Net8リスナーで事前に開
始される。所定のマシンでマルチスレッド・サーバーを使用していないかサポートしていな
い場合は、事前に生成された専用サーバー・プロセスによってサーバー上での接続確立時間
を短縮できる。また、他の接続でサーバーの切断および再作成するときにサーバー・プロセ
スを再利用することによって、割当て済みのメモリー・システム・リソースを有効に利用す
る。

集中管理（集中管理（集中管理（集中管理（central administration ））））

ネットワーク管理が、ネットワーク全体に対して 1つの管理リージョン（administrative 
region）で構成されている Oracle Namesネットワーク。集中管理では、すべてのネーム・
サーバーがネットワーク内の他のネーム・サーバーおよびすべてのサービスを認識する。委
任管理（delegated administration）と対比。

初期化ファイル（初期化ファイル（初期化ファイル（初期化ファイル（initialization file: INIT SID.ORA））））

データベースとインスタンスを初期化する情報を含むファイル。

せせせせ
セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（セッション・レイヤー（session layer ））））

セッション・レイヤーは、プレゼンテーション・レイヤー（presentation layer）のエンティ
ティで必要なサービスを提供する。エンティティでは、対話を構成および同期することがで
き、データ交換の管理が有効となる。このレイヤーは、クライアントとサーバー間でネット
ワーク・セッションを確立、管理および終了する。セッション・レイヤーの例には、ネット
ワーク・セッション（Network Session: NS）がある。

接続（接続（接続（接続（connection ））））

ネットワーク上の 2つのプロセス間で行われる対話。接続は、宛先（サーバー）との接続を
要求する起動側（クライアント）によって開始される。

接続記述子（接続記述子（接続記述子（接続記述子（connect descriptor ））））

TNSNAMES.ORAファイル（TNSNAMES.ORA file）で指定する、ネットワーク接続の宛先を
示す特殊なフォーマットの記述子。接続記述子には次のものが含まれる。

■ プロトコル・アドレスによるリスナーの場所を含む、サービスへのネットワーク・ルー
ト

■ リリース 8.1サービスを識別するためのサービス名（service name）、またはリリース 8.1
より古いデータベースを識別するための Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: 
SID）

■ 接続するリリース 8.1サービスのオプション・インスタンス名
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クライアントとサーバーは、このネット・サービス名を使用してアプリケーションに接続す
る。

接続先（接続先（接続先（接続先（destination ））））

接続の終点であるクライアント。接続の起動側は、データまたはサービスを接続先に要求す
る。

接続集中化（接続集中化（接続集中化（接続集中化（connection concentration ））））

Oracle Connection Managerの機能。サーバーのリソースを節約するために、クライアントか
ら送られる複数の接続要求を統合して、サーバーと単一接続を確立すること。

接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（接続プーリング（connection pooling ））））

マルチスレッド・サーバーに対する物理ネットワーク接続数を最大にすることのできる、リ
ソース利用およびユーザー拡張機能。Oracle Connection Managerの機能で、サーバーのリ
ソースを節約するために、クライアントから送られる複数の接続要求を統合して、サーバー
と単一接続を確立する。

接続負荷のバランス（接続負荷のバランス（接続負荷のバランス（接続負荷のバランス（connection load balancing ））））

ロード・バランシング。同じサービスに対するさまざまなインスタンスやディスパッチャ間
のアクティブな接続を、均等に分散する。これにより、リスナーはディスパッチャの接続数
およびインスタンスが起動しているノードの負荷に基づいて、ルーティングを決定できる。

接続文字列（接続文字列（接続文字列（接続文字列（connect string ））））

ユーザー名、パスワードおよびネット・サービス名（net service name）など、ユーザーが接
続するサービスに渡す情報。たとえば、次のように指定する。

connect username/password@net_service_name

接続要求（接続要求（接続要求（接続要求（connection request ））））

起動側が接続の開始を要求する際にリスナーに送信する通知。

専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（専用サーバー（dedicated server ））））

各ユーザー・プロセスに対して専用のサーバー・プロセスを必要とするサーバー。マルチス
レッド・サーバー（multi-threaded server: MTS）と対比。Net8は、既存のサーバー・プロセ
スのアドレスをクライアントに送り返す。次に、クライアントは指定されたサーバー・アド
レスに接続要求を再送する。

たたたた
多重化（多重化（多重化（多重化（multiplexing ））））

オペレーティング・システムのリソースを節約するために、複数のセッションを結合して 1
つのトランスポート接続で転送すること。「接続集中化（connection concentration）」も参照。
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てててて
ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（ディスパッチャ（dispatcher ））））

ディスパッチャは、クライアントごとに専用サーバーを必要とせずに、多数のクライアント
が同じサーバーに接続できるようにする。ディスパッチャは、複数の着信ネットワーク・
セッション要求を処理して共有サーバー（shared server）に送る。

データ・パケット（データ・パケット（データ・パケット（データ・パケット（data packet ））））

「パケット（packet）」を参照。

データベース・インスタンス登録（データベース・インスタンス登録（データベース・インスタンス登録（データベース・インスタンス登録（database instance registration ））））

データベース・インスタンスは、起動時に自身をリスナーに登録する。データベース・イン
スタンス登録は、次の 2つの要素からなる。

■ サービス登録。リスナーにデータベース・サービス名やインスタンス名などのインスタ
ンス情報を提供する。

■ MTSディスパッチャの登録。リスナーにディスパッチャ情報を提供する。

データベース管理者（データベース管理者（データベース管理者（データベース管理者（database administrator: DBA ））））

（1）Oracle Serverまたはデータベース・アプリケーションを操作および管理する人。（2）
DBA 権限を所有し、データベース管理操作を実行できる Oracleユーザー名。通常、この 2
つは同じ人物を表す。多くのサイトでは複数の DBA が配置される。

データベース初期化ファイル（データベース初期化ファイル（データベース初期化ファイル（データベース初期化ファイル（database initialization file ））））

「初期化ファイル（initialization file: INITSID.ORA）」を参照。

データベース・リンク（データベース・リンク（データベース・リンク（データベース・リンク（database link ））））

リモート・データベース、およびそのデータベースに至る通信パス、オプションでユーザー
名とパスワードを識別するために、ローカル・データベースまたはネットワーク定義に格納
されているネットワーク・オブジェクト。定義されると、リモート・データベースへのアク
セスにはデータベース・リンクが使用される。

あるデータベース・リンクから別のデータベースへのパブリックまたはプライベート・デー
タベース・リンクは、DBA またはユーザーによってローカル・データベース上に作成され
る。

グローバル・データベース・リンクは、Oracle Namesでネットワーク内の各データベースか
ら他のすべてのデータベースに自動的に作成される。グローバル・データベース・リンクは
ネットワーク定義に格納される。

「グローバル・データベース・リンク（global database link）」、「プライベート・データベー
ス・リンク（private database link）」および「パブリック・データベース・リンク（public 
database link）」を参照。
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デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（デフォルト・ドメイン（default domain ））））

大半のクライアント要求が行なわれるドメイン（domain）。クライアントが常駐しているド
メイン、またはクライアントがネットワーク・サービスを頻繁に要求するドメイン。デフォ
ルト・ドメインは、未修飾ネットワーク名の要求に追加すべきドメインを決定するクライア
ント構成パラメータでもある。名前の要求に文字 "." が入っていない場合は、未修飾の要求。

とととと
ドメイン（ドメイン（ドメイン（ドメイン（domain ））））

ネットワーク・サービスのネーミングを簡略化するために、データベースなどのネットワー
ク・オブジェクトをグループ化したもの。ドメイン内では、すべての名前が一意でなければ
ならない。

ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（ドメスティック・ドメイン（domestic domains ））））

所定の管理リージョン内で管理されるドメイン群。ドメスティック・ドメインとリージョン
の関係は相対的なもので、絶対的な意味のドメスティック・ドメインはない。ローカル・ド
メインとも呼ばれる。

トレース（トレース（トレース（トレース（tracing ））））

操作に関する詳細情報を出力ファイルに書き込む機能。トレース機能によって、操作が実行
されるときのイベントを示す詳しい文が生成される。管理者はトレース機能を使用して、異
常な状態を診断する。通常、トレース機能はオンになっていない。

「ロギング（logging）」も参照。

ねねねね
ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（ネーミング・メソッド（naming methods ））））

データベース・サービスに接続しようとするときに、クライアント・アプリケーションが
ネット・サービス名をネットワーク・アドレスに変換するために使用する方法。Net8で提供
されるネーミング・メソッドは次の 4種類。

■ ホスト・ネーミング（host naming）

■ ローカル・ネーミング（local naming）

■ Oracle Names

■ 外部ネーミング（external naming）

ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（ネーミング・モデル（naming model ））））

名前を割り当てることができる一連のドメインと構造。

均一ネーミング・モデルでは単一のドメイン。
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階層ネーミング・モデルでは、最高位のドメインがルート・ドメインで、その他のドメイン
はすべて階層的に関連付けられる。

ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（ネット・サービス名（net service name ））））

使いやすく覚えやすい接続記述子の名前。エンドユーザーは、適切なサービス名を知ってい
るのみで接続を確立できる。それぞれの接続記述子に、ネットワーク定義内のサービス名が
割り当てられる。次の識別を行う。

■ プロトコル・アドレスによるリスナーの場所を含む、サービスへのネットワーク・ルー
ト

■ リリース 8.1サービスを識別するためのサービス名（service name）、またはリリース 8.1
より前のデータベースを識別するための Oracleシステム識別子（Oracle System Identifier: 
SID）

■ 接続するリリース 8.1サービスのオプション・インスタンス名

ネットワーク（ネットワーク（ネットワーク（ネットワーク（network ））））

ハードウェアとソフトウェアによってリンクされ、データまたは周辺装置（あるいは、その
両方）を共有できる複数のコンピュータで構成されているグループ。

ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（ネットワーク・オブジェクト（network object ））））

ネットワーク上でアドレスを直接指定できるサービス。リスナーや Oracle Names Serverな
ど。

ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（ネットワーク管理者（network administrator ））））

ネットワーク・コンポーネントのインストール、構成、テストといったネットワーク管理作
業を実行する人。ネットワーク管理者は、構成ファイル、接続記述子、サービス名、別名、
パブリック・データベース・リンク、グローバル・データベース・リンクなどを管理する。

ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（ネットワーク・キャラクタ・セット（network character set ））））

Oracleの定義では、キーワードと値の対（つまり、接続記述子と構成ファイル）で値として
使用できる文字のセット。文字セットには、大文字と小文字の英数字およびいくつかの特殊
文字が含まれる。

ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（ネットワーク・サービス（network service ））））

Oracle Application Networkでは、サービス利用者に対していくつかのタスクが実行される。
たとえば、ネーム・サーバーは名前解決サービスをクライアントに提供する。

ネットワーク・サービス名（ネットワーク・サービス名（ネットワーク・サービス名（ネットワーク・サービス名（network service name ））））

サービス名のネットワーク設定。ネットワーク設定は、リスナーなどの任意の数の Net8コ
ンポーネントを含む、サービスへの 1つ以上のネットワーク・ルートを指定する。ネット・
サービス名は、ネットワーク接続が複数のリスナー間で均一にロードされるかどうか、ネッ
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トワーク接続を確立できないときに代替リスナーにフェイルオーバーされるかどうかも指定
する。

ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（ネットワーク・セッション（Network Session: NS ））））

クライアント・アプリケーションとサーバー間で接続を確立および維持するために、標準的
な Net8接続で使用されるセッション・レイヤー（session layer）。

ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（ネットワーク・プロトコル（network protocol ））））

「Oracleプロトコル（Oracle protocol）」を参照。

ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（ネットワーク・リスナー（network listener ））））

「リスナー（listener）」を参照。

のののの
ノード（ノード（ノード（ノード（node））））

ネットワークの一部を構成するコンピュータまたは端末。

はははは
パケット（パケット（パケット（パケット（packet））））

接続またはデータ転送が要求されるたびに、ネットワーク上で送信される情報のブロック。
パケットに含まれる情報は、パケットの種類（接続、受入、リダイレクト、データなど）に
よって異なる。パケット情報は障害追跡時に役立つ。

パスワード（パスワード（パスワード（パスワード（password ））））

データ・セキュリティに使用し、所有者のみが認識できる文字列（単語または句）。オペ
レーティング・システムまたはソフトウェア・アプリケーション（Oracleデータベースな
ど）と接続する場合に、オペレーティング・システム・ログイン ID または Oracleユーザー
名、アカウント名などと一緒にパスワードを入力する。ユーザー名または ID は公開されて
いるが、秘密のパスワードによって、ユーザー名の所有者のみがその名前を使用したり、そ
のデータにアクセスすることができる。

パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（パブリック・データベース・リンク（public database link ））））

すべてのユーザーがアクセスできるローカル・データベース上で、DBA が作成するデータ
ベース・リンク。

「データベース・リンク（database link）」、「グローバル・データベース・リンク（global 
database link）」および「プライベート・データベース・リンク（private database link）」も参
照。
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パラメータ（パラメータ（パラメータ（パラメータ（parameter ））））

プログラムまたはコマンド、関数に渡す情報。ファイル指定、キーワード、定数値などがあ
る。

ひひひひ
非集中管理（非集中管理（非集中管理（非集中管理（decentral administration ））））

「委任管理（delegated administration）」を参照。

ふふふふ
ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（ファイアウォール・サポート（firewall support ））））

「Net8アクセス制御（Net8 access control）」を参照。

フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（フェイルオーバー（failover ））））

「connect-time failover」を参照。

複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（複数プロトコル・サポート（multi-protocol support ））））

異なるネットワーク・プロトコルをもつクライアントとサーバーが相互に通信できるように
する、Oracle Connection Managerの機能。SQL*Netバージョン 2 Oracle MultiProtocol 
Interchangeですでに実現している機能を置換したもの。

プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（プライベート・データベース・リンク（private database link ））））

あるユーザーが専用に使用するデータベース・リンク。

「データベース・リンク（database link）」、「グローバル・データベース・リンク（global 
database link）」および「パブリック・データベース・リンク（public database link）」も参照。

プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（プレゼンテーション・レイヤー（presentation layer ））））

通信中にアプリケーション・レイヤー・エンティティが通信または参照する情報の表現を管
理する。セッション・レイヤーの例は、Two-Task Common（TTC）と General Inter-Orb 
Protocol（GIOP）。

プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（プロトコル・スタック（protocol stack ））））

特定のプレゼンテーション・レイヤー（presentation layer）とセッション・レイヤー（session 
layer）の組合せを示す。

分散管理（分散管理（分散管理（分散管理（distributed administration ））））

「委任管理（delegated administration）」を参照。
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分散処理（分散処理（分散処理（分散処理（distributed processing ））））

フロントエンド処理とバックエンド処理を別々のコンピュータで行うこと。Net8は、リモー
ト・データベースに透過的に接続することにより分散処理をサポートする。

へへへへ
別名（別名（別名（別名（alias））））

既存のネットワーク・オブジェクトに対する代替名。別名は最初のネットワーク・オブジェ
クトと同じ名前に変換される。Oracle Names Serverには、定義済みのネット・サービス名、
データベース・サーバーまたはデータベース・リンクの別名が格納される。

ほほほほ
ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（ホスト・ネーミング（host naming ））））

ネット・サービス名（net service name）解決により、TCP/IP環境内のユーザーは既存のネー
ム変換サービスを通して、ネット・サービス名を変換できる。このネーム変換サービスに
は、Domain Name Service（DNS）や NIS、中央でメンテナンスされる /etc/hostsファイルの
セットの場合などがある。ホスト・ネーミングでは、サーバーのホスト名またはホスト名の
別名を使用するのみで、ユーザーは Oracleサーバーに接続できる。クライアント構成で、こ
の機能を利用する必要はない。この方法は単純な TCP/IP環境にお薦めする。

まままま
マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（マルチスレッド・サーバー（multi-threaded server: MTS ））））

より多くのユーザーをサポートするために、多数のユーザー・プロセスがごくわずかなサー
バー・プロセスを共有できるように構成されたサーバー。MTSを使用しなければ、各ユー
ザー・プロセスはそれぞれ専用サーバー（dedicated server）プロセスを必要とする。接続を
要求する各クライアントに対して、新しいサーバー・プロセスが作成される。MTS（または
共有サーバー（shared server））の構成により、多数のユーザー・プロセスがディスパッチャ
（dispatcher）に接続できる。

ゆゆゆゆ
ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（ユーザー名（username ））））

ユーザーを Oracleサーバーおよび他のユーザーが識別するための名前。すべてのユーザー名
にパスワードが関連付けられており、Oracleデータベースに接続するときはユーザー名とパ
スワードを両方入力する必要がある。
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優先優先優先優先 Oracle Names Server （（（（preferred Oracle Names Server ））））

名前を解決するときにクライアントが優先的に使用する Oracle Names Server。通常は、クラ
イアントと物理的に最も近い Oracle Names Server、または最も安価なネットワーク・リンク
で利用できる Oracle Names Server。

よよよよ
予約済み予約済み予約済み予約済み Oracle Names Server （（（（well-known Oracle Names Server ））））

1つ以上の Oracle Names Serverのアドレスが、Oracle Names Serverとそのクライアントの両
方にハードコード化される。予約済みアドレスをもつ Oracle Names Serverにはそのアドレス
でアクセスできるので、クライアントに構成ファイルでサーバーを探すように指示する必要
がない。

りりりり
リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（リージョン・データベース（region database ））））

Oracle Names情報を格納する Oracleデータベースの表。

リージョン（リージョン（リージョン（リージョン（region ））））

「管理リージョン（administrative region）」を参照。

リスナー（リスナー（リスナー（リスナー（listener ））））

着信クライアント接続要求をリスニングし、サーバーへのトラフィックを管理する、サー
バー上の個別のプロセス。

リスナーは、クライアント要求を受け取ってサーバーに渡す。クライアント（またはクライ
アントとして動作するサーバー）はネットワーク・セッションをサーバーに要求し、リス
ナーが実際の要求を受け取る。クライアントの情報がリスナーの情報と一致すると、リス
ナーがサーバーへの接続を許可する。

リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（リスナー制御ユーティリティ（Listener Control Utility: LSNRCTL ））））

Net8に含まれているユーティリティ。リスナーの起動および停止、状態の取得などのさまざ
まな機能を制御する。

るるるる
ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（ルート・ドメイン（root domain ））））

階層ネーミング・モデル内で最高位のドメイン。
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ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（ルート管理リージョン（root administrative region ））））

分散環境内で最高位の管理リージョン。ルート管理リージョンはルート・ドメインを含む。

ろろろろ
ローカル・ネーミング（ローカル・ネーミング（ローカル・ネーミング（ローカル・ネーミング（local naming ））））

ネット・サービス名（net service name）変換。各クライアントの TNSNAMES.ORAファイル
（TNSNAMES.ORA file）に構成および格納されている情報を使用して、ネットワーク・アド
レスを検索する。ローカル・ネーミングは、ほとんど変更がなく、サービス数の少ない単純
な分散ネットワークに最も適する。

ロード・バランシング（ロード・バランシング（ロード・バランシング（ロード・バランシング（load balancing ））））

クライアント接続を複数のリスナー、ディスパッチャ、インスタンスおよびノードに均等に
分散し、1つのコンポーネントに負荷がかかりすぎないようにする機能。

ロード・バランシングは、次のレベルで行われる。

■ クライアント負荷のバランス（client load balancing）

■ 接続負荷のバランス（connection load balancing）

ロギング（ロギング（ロギング（ロギング（logging ））））

エラーおよびサービス・アクティビティ、統計をログ・ファイルに書き込む機能。ログ・
ファイルは、画面に表示されるエラー・メッセージで障害を識別できない場合に、管理者用
の追加情報として使用できる。ログ・ファイルでは、さまざまなレイヤーのソフトウェアの
状態がエラー・スタックを通して示される。

「トレース（tracing）」も参照。
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索引索引索引索引

記号記号記号記号
" 記号
予約済み、構成ファイル，C-4

#記号
予約済み、構成ファイル，C-4

'記号
予約済み、構成ファイル，C-4

()記号
予約済み、構成ファイル，C-4

=記号
予約済み、構成ファイル，C-4

|（スラッシュ）記号
予約済み、構成ファイル，C-4

数字数字数字数字
1521ポート，4-24，6-16，6-27，6-66，6-80
1521ポート、デフォルト以外のリスナー・ポートを使

用する場合，4-24，6-67
1575ポート，2-45，6-32，6-80，C-65

Oracle Names Server，2-45
1630ポート，2-46，4-15，6-80，7-30，7-34，7-37，

B-9，C-77
1646ポート，C-26
1830ポート，4-15，4-20，5-21，6-80，7-30，7-34
2481ポート，6-80，7-56，7-57
2481ポート、デフォルト以外の～を使用する場合，

4-24，7-57
2482、デフォルト以外の～を使用する場合，4-24，7-57
2482ポート，6-80，7-56，7-57
2483ポート，6-80

A
ACTIVE_DELAYS，A-90
ACTパラメータ，7-38，C-81
ADDRESS_LISTパラメータ，4-11，6-77，C-6，C-39，

C-53
ADDRESS（ADD または ADDR）属性，7-61，9-4
ADDRESSパラメータ，6-12，6-76，7-53，C-5，C-39，

C-52
Advanced Program-to-Program Communication（APPC），

4-29
「Always Use Dedicated Server」オプション，7-25
ANSWER_TIMEOUTパラメータ，C-79
APPCアーキテクチャ，4-29
ARGSパラメータ，6-78
ARGV0パラメータ，6-78
A.SMDレコード，8-18，A-44
「Attempts Per Names Server」オプション，6-39
AUTHENTICATION_LEVEL パラメータ，C-79
AUTOMATIC_IPCパラメータ，4-21，5-19，7-25

B
BACKUPパラメータ，C-44
bequeath
アドレスのパラメータ，6-78
イベント・プログラミング，10-14
接続，8-8
説明，4-30

BEQUEATH_DETACHパラメータ，7-23，C-7，10-15
bequeathedセッション，2-25

C
CDS値，7-19
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Cellディレクトリ・サービス（CDS），3-6
CHANGE_PASSWORDコマンド，A-4
CKCFG.ORAファイル，6-25
CKPCCH.ORAファイル，6-25
CKPREG.ORAファイル，6-25
「Client Registration ID」オプション，7-22
CMADM_PID.LOGファイルの内容，11-18，11-27
CMADM_PID.TRCファイルの内容，11-32
CMADMIN プロセス，4-15，5-21
目的，2-47

CMAN_ADMIN パラメータ，4-15，4-20，5-21
CMAN_PID.LOGファイルの内容，11-18，11-27
CMAN_PID.TRCファイルの内容，11-32
CMAN_PROFILEパラメータ，C-78
CMAN_RULESパラメータ，7-38，C-81
CMAN.LOGファイル，11-18
CMAN.LOGファイルの内容，11-18
CMAN.ORA
「Oracle Connection Manager、構成ファイル」を参照

CMAN パラメータ，C-77
CMCTL
「Oracle Connection Manager制御ユーティリティ」を

参照
目的，2-47

CMGWプロセス
目的，2-46

CNAME.SMDレコード，8-18，A-44
COMMUNITY パラメータ，5-4
CONNECT_DATAパラメータ，6-12，7-7，C-43
CONNECT_TIMEOUTパラメータ，11-13，C-62
CONNECTIONS（CONまたは CONN）属性，7-47，9-5
connect-time failover，2-29，C-40
connect-time failover、構成，7-11
CORBA Servers
構成，7-49，7-62
説明，7-48

「Custom」インストール・タイプ，4-22
CyberSAFE認証方法
「Oracle Advanced Security」を参照

D
DAEMON.TRACE_DIRECTORYパラメータ，C-7
DAEMON.TRACE_LEVELパラメータ，C-7
DAEMON.TRACE_MASKパラメータ，C-8
DB_DOMAIN パラメータ，4-5，5-17
DB_NAMEパラメータ，5-17

DBAccess Interface，2-18
DBSNMP_STARTコマンド，A-5
DBSNMP_STATUSコマンド，A-5
DBSNMP_STOPコマンド，A-6
DCE Integration、説明，4-35
DDO
「動的検出オプション」を参照

「Default Domain」オプション，6-39
DELEGATE_DOMAINコマンド，6-50，A-33
DESCRIPTION_LISTパラメータ，C-38，C-52
DESCRIPTIONパラメータ，6-12，C-38，C-51
「Disable Out-of-Band Break」オプション，7-23
DISABLE_OOBパラメータ，7-23
DISPATCHERS（DISまたは DISP）属性，7-47，7-61，

9-5
Distributed Computing Environment（DCE）Integration
説明，7-28

DLCR.RDBMS.OMDレコード，A-44
DL.RDBMS.OMDレコード，8-18，A-44
DLCR.RDBMS.OMDレコード，8-18
DNS、説明，用語集 -2
Domain Name Service、説明，用語集 -2
DOMAIN_HINT コマンド，A-34
DSTパラメータ，7-38，C-81
DUMP_TNSNAMESコマンド，5-24，A-35

E
Enterprise JavaBeans（EJB）
構成，7-49，7-62
説明，7-48

EXIT コマンド
CMCTL、リファレンス，A-89
LSNRCTL、リファレンス，A-6
NAMESCTL、リファレンス，A-36

F
failover

connect-time，2-29，4-12，7-11，C-40
FAILOVER_MODEパラメータ，C-43
FAILOVERパラメータ，2-29，4-12，4-16，5-11，

7-11，7-12，7-14，C-40
fingerユーティリティ，10-11
FLUSH_NAMEコマンド，A-38
FLUSHコマンド，A-37
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G
General Inter-Orb Protocol（GIOP）
「GIOP」を参照

GIOP
oracle.aurora.server.GiopServer，7-50
oracle.aurora.server.SGiopServer，7-50
説明，2-14
ディスパッチャの構成，7-61
プレゼンテーション，7-49
プレゼンテーション・レイヤー，4-14，C-51，C-55
リスナーの構成，7-54

GIOPプレゼンテーション・レイヤー，4-14
「Global Database Name」オプション，6-71，7-8
「Global Database Name」フィールド，7-69
GLOBAL_DBNAME パラメータ，6-71，C-58
GLOBAL_NAME パラメータ，7-8，7-69，C-46

H
「Handler Name」オプション，7-7
HANDLER_NAMEパラメータ，7-7
HELPコマンド

LSNRCTL、リファレンス，A-7
NAMESCTL、リファレンス，A-39

HOSTNAME値，7-19
HOSTSファイル，2-43
HOSTパラメータ，6-79
HSパラメータ，7-7，C-46

I
Identifix，7-27
Identix認証方法
「Oracle Advanced Security」を参照

IIOP
GIOPプレゼンテーション・レイヤー，2-14，4-14
MTS_DISPATCHERパラメータの構成，7-52
SSLの構成，7-62
セッション・レイヤーを使用しない，2-14
説明，7-48，7-49

IIOPクライアント
CORBA Servers，7-48
Enterprise JavaBeans（EJB），7-48
GIOPプレゼンテーション・レイヤー，2-14，4-14，

9-7，C-55
Javaストアド・プロシージャ，7-48

oracle.aurora.server.GiopServerプレゼンテーション・
レイヤー，7-50

oracle.aurora.server.SGiopServerプレゼンテーショ
ン・レイヤー，7-50

SSLサポート
IIOPクライアントの SSLサポート，7-51

SSLの構成，7-62
構成，7-48，7-49，7-62
セッションベースの接続，7-50
セッション・レイヤーを使用しない，2-14
通常の IIOP接続，7-50
ディスパッチャへの直接接続，7-51，7-61
デフォルト以外のリスナー・ポートの構成，4-24
独自のリスナー・ポートの構成，7-57
リスナーからの接続，7-50
リスナーのポート 2481，4-24
リスナーのポート 2482，4-24
リスナー用 2481ポート，7-57
リスナー用 2482ポート，7-57

IIOPスタック通信
説明，2-14

INITDB_NAME.ORAファイル
LOCAL_LISTENERパラメータ，6-67

「Initial Preallocated Requests」オプション，6-39
INITSID.ORAファイル

DB_DOMAIN パラメータ，5-17
DB_NAMEパラメータ，5-17
INSTANCE_NAMEパラメータ，5-17，6-4
LOCAL_LISTENERパラメータ，4-24，6-16，6-66，

6-67
MTS_DISPATCHERSパラメータ，9-4
SERVICE_NAMESパラメータ，6-4
SERVICE_NAMEパラメータ，5-17

「Instance Name」オプション，7-7
INSTANCE_NAMEパラメータ，4-3，4-9，4-17，5-17，

6-3，6-4，7-7，C-47
INTCHG.ORAファイル、移行上の注意点，5-22
Internet Inter-Orb Protocol（IIOP）
「IIOP」を参照

Inter-Orb Protocol（IIOP）
構成，7-48
説明，7-48

IPC、アドレスのパラメータ，6-78
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J
Java Database Connectivity（JDBC）Drivers
「JDBC」を参照

Java DBAccess Interfaceレイヤー、説明，2-18
Java NS、説明，2-18
Java Sockets、説明，2-18
Java VM、説明，7-49
JavaNet、説明，2-18
JavaTTC，2-18
JavaTTC、説明，2-18
Javaオプション
構成，7-48
接続，7-48
ディスパッチャの構成，7-61
リスナーの構成，7-52，7-54

Javaストアド・プロシージャ
構成，7-49
説明，7-48

JDBC
Java DBAccess Interface，2-18
Java NS，2-18
Java Sockets，2-18
JavaNet，2-18
JavaTTC，2-18
OCI，2-16
TCP/IPプロトコル，2-18
Thin，2-16
ドライバ，2-16

K
Kerberos認証方法
「Oracle Advanced Security」を参照

KEY パラメータ，6-78

L
LISTENER.LOGファイルの内容，11-18
LISTENER.ORA
「リスナー、構成ファイル」を参照

LISTENER.TRCファイルの内容，11-32
LISTENER（LISまたは LIST）属性，7-58，9-5
LISTENER属性，4-24，6-66，7-57，7-58
LLU_NAME パラメータ，6-78
LLU パラメータ，6-78
LOAD_BALANCE パラメータ，2-30，4-10，4-18，

5-11，7-11，C-41
LOAD_TNSNAMESコマンド，5-25，5-28，6-43，A-40
LOCAL_LISTENER属性，7-57
LOCAL_LISTENERパラメータ，4-24，6-16，6-66，

6-67，7-58，9-5
LOCAL_LU_NAME パラメータ，6-78
LOCAL_LU パラメータ，6-78
LOG_DIRECTORY_CLIENTパラメータ，11-20，C-8
LOG_DIRECTORY_SERVERパラメータ，11-20，C-8
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